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現
代
の
国
語

3 2

読
解
教
材
中
心
の
単
元
構
成
で
、
授
業
づ
く
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」
各
領
域
別
の
単
元
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
が

読
解
教
材
中
心
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
を
組
み
立
て
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
代
的
か
つ
多
様
な
教
材
が
、
生
徒
の
主
体
性
と
探
究
心
を
引
き
出
し
ま
す
。

言
語
と
民
族
、
比
較
文
化
、
平
和
や
地
球
環
境
、
国
際
協
力
、
科
学
技
術
や
芸
術
、

歴
史
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
な
ど
、
多
様
な
テ
ー
マ
・
文
種
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
言
語
活
動
で
、
学
び
が
広
が
り
ま
す
。

各
単
元
に
、
複
数
の
読
解
教
材
と
合
わ
せ
て
「
学
び
を
広
げ
る
」
を
配
置
。

し
っ
か
り
と
し
た
文
章
の
読
み
取
り
か
ら
探
究
的
な
活
動
ま
で
、
複
数
教
材
を
関
連
さ
せ
た

国
語
学
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
写
真
・
図
版
が
、
資
料
の
読
み
取
り
力
を
高
め
ま
す
。

グ
ラ
フ
資
料
や
図
版
・
写
真
を
効
果
的
に
配
置
し
、
読
解
を
助
け
る
と
と
も
に
、

資
料
・
図
表
の
読
み
取
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

指
導
と
評
価
の
流
れ
に
沿
っ
た
単
元
構
成
で
、
そ
の
ま
ま
授
業
が
で
き
ま
す
。

目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
学
習
活
動
を
行
い
、
評
価
す
る
、
と
い
う

流
れ
に
沿
っ
た
単
元
・
教
材
構
成
で
、
そ
の
ま
ま
授
業
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

明
解
か
つ
多
様
な
教
材
が
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
ま
す
。

現
代
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
と
な
る
多
様
な
話
題
を
扱
っ
た
教
材
が
、

各
単
元
の
学
習
目
標
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
ヒ
ン
ト
・
参
照
情
報
が
、
学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
の
手
引
き
で
は
、
モ
デ
ル
例
も
交
え
つ
つ
、
手
順
や
流
れ
を
丁
寧
に
解
説
。

コ
ラ
ム
、
表
現
テ
ー
マ
例
集
な
ど
参
照
情
報
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

豊
富
な
資
料
や
図
版
・
写
真
が
、
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す
。

グ
ラ
フ
資
料
や
図
版
・
写
真
を
豊
富
に
掲
載
し
て
お
り
、
読
解
を
助
け
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
テ
キ
ス
ト
の
読
み
取
り
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 現国704  現国705 

A5判256ページ
・10単元
・学びを広げる
・資料編

A5判240ページ
・8単元
・学びを深める
・資料編
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﹇
著
作
者
﹈

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

稲
井
達
也　
　
大
正
大
学

加
藤
康
子　
　
元
梅
花
女
子
大
学

佐
々
木
秀
穂　
札
幌
新
陽
高
等
学
校

澤
口
哲
弥　
　
神
奈
川
大
学

髙
野
光
男　
　
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

田
中
宏
幸　
　
安
田
女
子
大
学

丹
野　

潤　
　
東
京
都
立
西
高
等
学
校

戸
塚　

学　
　
武
蔵
大
学

宮
岡
良
成　
　
会
津
大
学

安
田
正
典　
　
愛
知
淑
徳
大
学

若
松
伸
哉　
　
愛
知
県
立
大
学

﹇
著
作
者
﹈

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

飯
間
浩
明　
　
早
稲
田
大
学

小
川
一
美　
　
東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

齋
藤　

祐　
　
中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校

佐
野
正
俊　
　
拓
殖
大
学

髙
木
展
郎　
　
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

高
山
実
佐　
　
國
學
院
大
學

早
川
香
世　
　
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

桝
井
英
人　
　
大
阪
府
立
北
野
高
等
学
校

宮
本
浩
治　
　
岡
山
大
学

令和４年度新刊令和４年度新刊
特
色

特
色

75 評価した情報をまとめる

　
　

　

新

2 

資
料
を
収
集
し
整
理
す
る　

	
  

新
し
く
つ
け
加
え
た
情
報
の
効
果

を
ま
と
め
る
。

	
  

根
拠
と
し
て
資
料
を
引
用
す
る
。

（「
人
が
死
な
な
い
防
災
」
や
「
減

災
学
を
つ
く
る
」
な
ど
）

3 

報
告
書
を
書
く　

	
  

よ
り
よ
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
の
で
、
目
的
や
相
手

を
意
識
し
た
書
き
方
を
す
る
。

	
  

報
告
内
容
を
的
確
に
表
し
た
簡
潔

な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。
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52確かな情報を伝えるために

はじめ

言葉の定義をまと
め，これから述べ
ることの概要を整
理する。

おわり

ここまでの記述を
ふまえて，自分の
考えを述べる。

【発表原稿例】

事例

事例を取りあげ，
何が起きているの
かを紹介する。

1

事例

事例を取りあげ，
背景にある問題点
を指摘する。

2

引用

問題点に対する識
者の意見を紹介す
る。

考察

引用などをふまえ，
導かれる考えをまと
める。

　原まさみです。発表を始めます。
　フェイクニュースとは，本物を偽った虚偽のニュースのことを
言います。1994 年，ルワンダの大虐殺を引き起こしたのは，フ
ツ人主体の政府軍や民兵がラジオ放送に扇動されたからだとい
われています。フェイクニュースが社会を混乱に巻きこむ恐ろし
さは，インターネットが発達した今の社会も無縁ではありません。
　2019 年，ソーシャルメディアのユーザーらは，共通のハッ
シュタグを用い，世界最大の熱帯雨林であるアマゾンで森林火
災が急増していることに怒りを表明しました。しかし，その時に
使用された写真の大半は数十年前に撮影されたものや，さらに
はブラジル以外の国で発生した火災を写したものであることが明
らかになっています。
　また，ＳＮＳ上における十年分のツイートを分析した結果，嘘

うそ

が真実よりも速く広まるだけでなく，私たち人間が嘘を広めてい
る，という研究成果が発表されています。どのカテゴリーにおい
ても，嘘は真実よりも遠く，早く，深く，広範囲に広がっていっ 
たのです。
　このような問題に対して，映画監督の押

おし
井
い

守
まもる

は「リアルタイ
ムで真実を追求するというインターネットの構造そのものが，フェ
イクニュースを生み出す仕組みになっている」と警鐘を鳴らして
います。なぜなら「自分が知覚しているこの現実と，本当に自
分が生きている現実が同じものであるという保証」はどこにもな
く，「何が現実なのかということは，人間には実証できない」か
らです。
　よくいわれるように，ある情報の事実性に疑いをもち，それを
確かめるファクトチェック（事実確認）は確かに役に立ちます。
しかし，多くの人が指摘するように，ファクトチェックをネットで見
かける全ての情報に対して行うことは，時間的に不可能です。
加えて，チェックするのは基本的には疑わしいと思った情報であ
り，疑いをもたない場合や事実だと思った場合，チェックを行う 
ことはまずありません。
　フェイクニュースの拡散を防ぐために，私たちは，自分自身が
特定の「フィルターバブル」の中にいる可能性を意識し，自分
にとってもっともらしい情報にこそ気をつけるべきなのです。
　以上で発表を終わります。

学
習
活
動
の
ヒ
ン
ト
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40確かな情報を伝えるために

情
報
を
吟
味
す
る

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

! 

何
の
写
真
だ
ろ
う
？
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コ
ラ
ム

学
び
を
深
め
る

情
報
と
身
体

吉
岡
洋

情
報
は
つ
く
ら
れ
る

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
　押
井
守

情
報
を
編
集
し
、
的
確
に
発
表
す
る

―
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ

メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方

引
用
に
つ
い
て

確
か
な
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
〈
話
す
・
聞
く
〉

2

情報を吟味する

情報と適切に
つきあう

情報を適切に
編集する
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70

三
情
報
社
会
を
生
き
る

学
び
を
広
げ
る

情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

1�

こ
の
単
元
の
三
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章

は
現
代
の
情
報
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、考
え
よ
う
。

2�

次
の
統
計
資
料
を
参
考
に
、
現
在
の
情
報
社
会
の
課
題
や
可

能
性
に
つ
い
て
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

（兆円）

1兆6823億円（13年）

1980 95 05 10 1520009085

雑誌販売金額
書籍販売金額
電子書籍市場規模

2兆6564億円（96年）

1980 85 90 95 05 10 152000
0 0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1000

2000

3000

4000

5000

発
行
部
数
（
万
部
）

普
及
度
（
人
）

部数※1

普及度※2

図1　出版物の推定販売金額の推移

図2　新聞の発行部数と普及度の推移

出典：出版科学研究所『出版指標年報2019年版』

※1  朝夕刊セットを1部で計算　※2  1部当たり人口
出典：日本新聞協会『日本新聞年鑑2020』
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ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
を
目
指
せ

201

　
そ
れ
ほ
ど
「
ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
灌か

ん

漑が
い

」
は
︑
地
元
民
に
と
っ
て
︑

奇
跡
に
近
い
で
き
ご
と
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
い
つ
し

か
職
員
た
ち
の
間
で
︑「
ガ
ン
ベ
リ
へ
︑
ガ
ン
ベ
リ
へ
」
が
合
言

葉
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
次
第
に
悪
化
す
る
政
情
の
中
で
︑
こ
の
仕

事
が
一い

ち

縷る

の
希
望
と
な
っ
た
︒
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
は
住
民
と
一
体
に
な

り
︑
必
死
で
働
い
た
︒

︵
出
典
﹃
天
︑
共
に
在
り
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
十
年
の
闘
い
﹄

二
〇
一
三
年
︶

中
村
哲
　
一
九
四
六
︵
昭
和
二
一
︶
年
～
二
〇
一
九
︵
令
和
元
︶
年
︒

医
師
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長
︒
福
岡
県
の
生
ま
れ
︒
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
現
地
代
表
と
し
て
︑
戦
乱
や
干か

ん

魃ば
つ

で
荒
廃
し
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
︑
市
民
と
と
も
に
人
道
・
復

興
支
援
に
尽
く
し
た
︒

ほほ笑む中村哲医師の背後に広がるガンベリ砂漠。用水路の恩恵で一部が緑に生まれ変わっ
た。「アフガニスタン東部のガンベリ砂漠は今，平和な静寂が支配している。かつて荒涼た
る水無し地獄だった原野は，深い森が覆い，遠くで人里の音－子供たちが群れ，牛が鳴き，
羊飼いたちの声が，樹々を渡る風の音や鳥のさえずりに和して聞こえる。」（「西日本新聞」
2019年9月2日付朝刊より）
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い
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よ
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水
の
東
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崎
正
和

　比
較
と
い
う
方
法
を
理
解
し
、
文
化
に
つ
い
て
考
え
る

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る 

野
元
菊
雄

　言
語
と
認
識
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

日
本
の
お
祭
り
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？ 

野
矢
茂
樹

身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う

生
徒
作
品

　折
り
紙

　相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
内
容
や
表
現
を
工
夫
し
て
紹
介
文
を
書
い
て
み
よ
う

学
び
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広
げ
る

書
く
こ
と
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一　
知
ら
な
い
も
の
に
出
会
う 

教
材
一
覧

ぐ
う
ぜ
ん
、う
た
が
う
、読
書
の
ス
ス
メ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
未
映
子

塩
一
ト
ン
の
読
書

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

須
賀
敦
子

　 〝
こ
の
一
冊
〞を
伝
え
合
お
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

読
書
は
対
話
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
若
松
英
輔

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

「
見
え
る
文
化
」／「
見
え
な
い
文
化
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
原
沢
伊
都
夫

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

田
中
真
知

コ
イ
ン
は
円
形
か

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

佐
藤
信
夫

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、今
何
が
必
要
か
考
え
よ
う

六　
思
考
の
枠
組
み
を
広
げ
る

学
び
を
広
げ
る

水
の
東
西

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

山
崎
正
和

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

野
元
菊
雄

日
本
の
お
祭
り
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？
 ・・・・・・・・・・・・・・・　

野
矢
茂
樹

身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う  ﹇
生
徒
作
品
﹈  

折
り
紙

二 　
相
手
の
こ
と
を
考
え
る書

く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

人
が
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
し
て
甦
る
未
来  

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
基
本
原
則
 ・・・・・・　

谷
島
貫
太

人
間
に
で
き
て
機
械
に
で
き
な
い
こ
と

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
雄
馬

調
べ
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
よ
う

　
　﹇
生
徒
作
品
﹈  

Ａ
Ｉ
は
仕
事
の
未
来
を
変
え
る
の
か

七　
科
学
技
術
と
人
間

学
び
を
広
げ
る

ネ
ッ
ト
が
崩
す
公
私
の
境

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　   
   

　　　　　   
 　

黒
崎
政
男

「
選
べ
る
社
会
」の
難
し
さ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

松
田
美
佐

情
報
と
身
体

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

吉
岡
洋

情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

三　
情
報
社
会
を
生
き
る

学
び
を
広
げ
る

自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設デ

ザ

計イ
ン

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　　

関
礼
子

マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は

マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
や
っ
て
み
よ
う

　
　﹇
資
料
﹈  

ヒ
グ
マ
と
ど
う
共
生
す
る
か  （「
北
海
道
新
聞
」の
記
事
か
ら
）

八　
マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

辞
書
は
生
き
て
い
る

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　   
 飯

間
浩
明

ア
ガ
ル
と
ノ
ボ
ル

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

柴
田
武

オ
リ
ジ
ナ
ル
辞
書
を
作
ろ
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ 

言
葉
の
海
の
航
海 

わ
が
ワ
ー
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　   

   見
坊
豪
紀

四　
言
葉
を
見
つ
め
る

学
び
を
広
げ
る

生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

福
岡
伸
一  

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
意
義

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会

命
は
誰
の
も
の
な
の
か

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

柳
澤
桂
子

小
論
文
を
書
い
て
み
よ
う

九　
生
命
に
つ
い
て
考
え
る

学
び
を
広
げ
る

大
切
な
会
話
│
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
へ
の
招
待

・・・・・・・・・・
ア
ニ
ー
タ・ブ
ラ
ウ
ン
＆
デ
イ
ビ
ッ
ド・ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
／
香
取
一
昭・川
口
大
輔
訳

ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
を
や
っ
て
み
よ
う

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ 

問
題
を
発
見
す
る
た
め
の「
寝
返
り
理
論
」  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　   糸
井
重
里

五　
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ

話
す
こ
と・聞
く
こ
と

学
び
を
広
げ
る

対
談 「
国
際
貢
献
」で
は
な
く「
国
際
協
力
」で
あ
る

 ・・・・・　

緒
方
貞
子・池
上
彰

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈ ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
を
目
指
せ
│
│ 

緑
の
大
地
を
作
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
中
村
哲

共
生
社
会
で
求
め
ら
れ
る「
相
対
的
よ
そ
者
」の
視
点

 ・・・・・・・・・・・・・・　

森
千
香
子

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

小
熊
英
二

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
よ
う

十　
多
文
化
共
生
社
会
と「
私
」

学
び
を
広
げ
る

資
料
編

読
む
こ
と

読
む
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

書
く
こ
と

書
く
こ
と

・
表
現
の
技
法
①
〜
⑦
・
課
題
文
型
小
論
文
・
意
見
文
を
書
く　

新
聞
投
書
・
原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
手
紙
の
書
き
方

・
情
報
の
収
集
と
発
信
・
話
し
合
い
の
方
法
・
表
現
テ
ー
マ
例
集
・
常
用
漢
字
表

緒方貞子さんと池上彰さ
んの対談から中村哲さん
の手記へ、グローバル社
会・国際社会を強く意識
できる単元です。

一般公開もされて話題となっ
た「夏目漱石アンドロイド」な
どをめぐり、人間とロボット、
アンドロイドが“共生”する時
代について考えます。

国語学習の1丁目
1番地である「言
葉」について、真
正面から取り組み
ます。

一年生の新たな
スタートと、新
たな本との“出
会い”がリンク
します。
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水
の
東
西

51015

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
︒

　
私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
︒
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
︑
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
が
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
︑
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
︑
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
︒

　
流
れ
る
水
と
︑
噴
き
上
げ
る
水
︒

　
そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
︑
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
︒
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
︑
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
︒

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
︑
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

3
エ
ス
テ
家

　一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
︑

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
︒

＊
語
句

　愛
嬌
　
徒
労
　
趣
向

鹿おどし
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

510

　「鹿し
し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
︑
そ
の
愛あ
い

嬌き
ょ
うの
中
に
︑
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
︒
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
︑
そ
れ
に
筧か
け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
︒
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
︑
や
が
て
水
受
け
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
と
︑
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
︒
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け
が
跳

ね
上
が
る
時
︑
竹
が
石
を
た
た
い
て
︑
こ
お
ん
と
︑
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
︒

　見
て
い
る
と
︑
単
純
な
︑
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
︑
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
︒
緊
張
が
高

ま
り
︑
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
︑
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
︒
た

だ
︑
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
︑
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
︒
水
の
流
れ
な
の
か
︑
時
の
流
れ
な
の
か
︑「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
︒
そ
れ
を
せ
き
止
め
︑
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

❶ 水
の
東
西 
山や

ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

1
鹿
お
ど
し

　庭
園
装
置
の
一

つ
︒
本
来
は
︑
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪

い
の
し
しな
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
︒

「
添そ

う
ず水
・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
︒

2
筧

　水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と

い

︒

問
❶
「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す

か
。
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と
い
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方
法
を
理
解
し
、
文
化
に
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い
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え
る

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る 

野
元
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雄

　言
語
と
認
識
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

日
本
の
お
祭
り
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？ 

野
矢
茂
樹

身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う

生
徒
作
品

　折
り
紙
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手
の
こ
と
を
考
え
て
、
内
容
や
表
現
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紹
介
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い
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う
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び
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広
げ
る

書
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と
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水
の
東
西

山
崎
正
和

　一
九
三
四
︵
昭
和
九
︶
年
～
二
〇
二
〇
︵
令
和
二
︶
年
︒
劇
作
家
・

評
論
家
︒
京
都
府
の
生
ま
れ
︒
人
間
を
劇
的
存
在
と
見
る
人
間
観
を
も
と
に
広

範
な
文
明
批
評
を
展
開
し
た
︒
戯
曲
に
「
世
阿
弥
」︑
著
書
に
﹃
劇
的
な
る
日

本
人
﹄﹃
鷗お

う

外が
い

　闘
う
家
長
﹄
な
ど
が
あ
る
︒

1

　

 

筆
者
は
︑「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
︑
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
︒
本
文
中
か
ら
対
句
的
表
現
を

三
つ
探
し
︑
そ
れ
を
手
が
か
り
に
整
理
し
て
み
よ
う
︒

2

　

 「﹃
鹿
お
ど
し
﹄
は
︑
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極

致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒」︵
36
・

8
︶
と
い
う
理
由
を
︑
本
文
の
内
容
に
そ
っ
て
ま
と
め
て
み

よ
う
︒

　
1

　

 

こ
の
文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
を
指
摘
し
︑
そ
の
効
果
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
︒

課
題
Ａ

課
題
Ｂ

　次
の
語
の
対
義
語
を
調
べ
て
み
よ
う
︒

　
　緊
張

　無
限

　静
止

　単
純

　
緩
や
か
32

　徒
労
32

　静
寂
32

　素
朴
33

　間
隔
33

　

華
や
か
33

　凝
ら
す
33

　大
阪
35

　乏
し
い
35

　対
象
35

　

鑑
賞
36

　極
致
36

語
句

漢
字
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日
本
の
お
祭
り
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
？

51015

51015

　□
境
内
と
は
何
か
。

　□
屋
台
と
は
何
か
。

　□
お
神
輿
と
は
何
か
。

　□
な
ぜ
お
神
輿
を
か
つ
い
で
町
中
を
歩
く
の
か
。

　五
番
目
と
六
番
目
は
あ
わ
せ
て
一
つ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か

ら
、
五
個
気
が
つ
け
ば
上
出
来
で
あ
る
。
で
は
、
ま
ず
「
神
社
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

問
２

　「神
社
」
に
つ
い
て
「
神
を
ま
つ
っ
て
あ
る
場
所
」
と
説

明
し
た
。
し
か
し
こ
の
説
明
で
は
、
日
本
語
は
か
な
り
で
き
る
が

日
本
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
相
手
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
ど
う

し
て
こ
れ
で
は
だ
め
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
直
せ
。

問
３

　日
本
語
は
か
な
り
で
き
る
が
日
本
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

な
い
、
そ
う
い
う
相
手
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
説
明
せ
よ
。

　❶
参
道
と
は
何
か
。

の
で
す
。
た
ぶ
ん
秋
の
収
穫
に
感
謝
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
参
道
や
境
内
に
多
く
の
屋
台
が
並
び
、

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
と
て
も
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
一
番
盛
り
上
が
る
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
お
神み

輿こ
し

で
す
。

お
神
輿
を
か
つ
い
で
、
勇
ま
し
く
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
町

中
を
歩
く
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
、
ご
く
ふ
つ
う
の
お
祭
り
の
形
で
す
。

問
１

　日
本
語
は
か
な
り
で
き
る
が
日
本
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら

な
い
、
そ
う
い
う
相
手
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
問
題
例
文
で

は
伝
わ
ら
な
い
、
あ
る
い
は
説
明
不
足
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
点
を
指
摘
せ
よ
。

　次
に
六
個
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
お
い
た
。
あ
な
た
は
い
く
つ

気
が
つ
く
だ
ろ
う
か
。

　□
神
社
と
は
何
か
。

　□
参
道
と
は
何
か
。
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

510

5

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

　
太
郎
は
外
国
に
滞
在
中
、
そ
こ
で
日
本
語
学
校
に
通
っ
て
い
る

女
性
と
知
り
合
っ
た
。
彼
女
は
日
本
語
は
か
な
り
で
き
る
が
、
日

本
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
日
本
に
つ
い
て
の
知
識
も
あ
ま
り

な
い
。
あ
る
と
き
、「
お
祭
り
」
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
た
。
日
本

の
お
祭
り
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。「
お
祭
り
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
は
だ
い
た
い
わ
か
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な

様
子
な
の
か
、
ど
う
い
う
特
徴
が
あ
る
の
か
、
教
え
て
ほ
し
い
。

　
と
は
い
え
、
手
短
に
説
明
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
思
い
つ
く

学
び
を
広
げ
る

日
本
の
お
祭
り
は
ど
う

い
う
も
の
で
す
か
？

 

野の

矢や

茂し
げ

樹き

ま
ま
に
有
名
な
祭
り
を
あ
げ
て
み
て
も
、
ね
ぶ
た
祭
、
竿か

ん

燈と
う

ま
つ

り
、
三さ

ん

社じ
ゃ

祭ま
つ
り

、
祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り

、
だ
ん
じ
り
祭
、
博は

か

多た

ど
ん
た
く
、
…
…
。

こ
れ
で
も
、
た
ぶ
ん
郷
土
愛
に
満
ち
た
人
か
ら
「
な
ぜ
こ
れ
を
あ

げ
な
い
」
と
叱
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
雪
ま
つ
り
や
阿あ

波わ

踊
り
な
ど
も
考
え
る
と
、
そ
の
多
様
性
に
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
せ
ざ
る
を
え
な

い
。

　
そ
こ
で
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
祭
り
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
た

上
で
、
太
郎
は
自
分
の
町
の
神
社
の
お
祭
り
に
つ
い
て
説
明
す
る

こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
全
国
的
に
は
有
名
な
祭
り
な
ど
で
は
な
い

が
、
そ
れ
だ
け
に
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
日
本
の
祭
り
の
一
つ
の
典

型
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
て
太
郎
は
、
自
分
の
町
の

お
祭
り
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
説
明
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　

　「
お
祭
り
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
私
の
町
の
お
祭
り
は
秋
に
神
社
で
行
わ
れ
る
も

問
題
例
文
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言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

5

そ
の
肉
の
名
、
牛
（
ぎ
ゅ
う
）
が
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
や
っ
と

明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
日
本
語
は
魚

に
関
し
て
は
詳
し
い
。
ボ
ラ
と
い
う
魚
の
成
長
段
階
に
応
じ
て
、

例
え
ば
浜は
ま

名な

湖こ

で
キ
ラ
ラ
↓
オ
ボ
コ
↓
イ
ナ
↓
ニ
サ
イ
↓
ボ
ラ

↓
ト
ド
と
呼
び
分
け
て
い
る
。
成
長
と
と
も
に
名
を
変
え
る
い

わ
ゆ
る
出
世
魚
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
魚
に
つ
い
て
の
知
識

の
密
度
が
濃
く
て
、
つ
ま
り
世
界
を
捉
え
る
走
査
線
が
細
か
く

て
、
微
細
な
差
も
、
こ
れ
を
別
名
で
呼
び
分
け
な
け
れ
ば
気
が

す
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 1

2

問
❶
「
そ
う
い
う
も
の
」
と
は
何
か
。

1
ボ
ラ

　淡
・
塩
両
水
域
に
す
む
、
全
長
約
八

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
魚
。

2
走
査
線

　テ
レ
ビ
画
面
を
構
成
す
る
電
気
信

号
に
よ
る
多
数
の
横
線
。

＊
語
句

　客
観

　

1. neck（首肉）
2. chuck（肩肉）
3. rib（あばら肉）
4. short loin（腰肉）

5. sirloin（サーロイン）
6. rump（しり肉）
7. round（もも肉）
8. shank（すね肉）

9. brisket（胸肉）
10. plate（ばら肉）
11. flank（わき腹肉）
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

510

　あ
る
言
語
は
、
そ
の
言
語
社
会
で
決
ま
っ
た
、
世
界
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
の
考
え
方
を
反
映
し
て
い
る
。

　世
界
と
い
う
も
の
は
、一
つ
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。「
一
つ
」

と
い
う
意
味
は
、
こ
こ
で
は
、
誰
が
見
て
も
変
わ
ら
な
い
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
純
粋
客
観
世
界
と
い
う
も
の
が

あ
る
、
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ

る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
日
本
語
な
ら
日
本
語
を
話

す
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
語
と
い
う
も
の
で
世
界
を
見
て
い
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

　ま
ず
、
語
彙
の
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
あ
る
も
の
を
ど
う
名

＊

❶

づ
け
て
い
る
か
は
、
そ
の
言
語
で
、
世
界
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
の
考
え
を
反
映
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
エ
ス
キ
モ
ー
語
で
は
雪
の
微
細
な
差
に
注
目
し
て
、

い
ろ
い
ろ
の
状
態
の
雪
を
い
ろ
い
ろ
全
く
別
の
語
で
表
現
す
る

と
い
う
。
牛
肉
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
ご
と
に
違
う
名
を
つ
け
る

言
語
、
例
え
ば
英
語
で
、
チ
ャ
ッ
ク
、
リ
ブ
、
シ
ョ
ー
ト
・
ロ

イ
ン
、
ブ
リ
ス
ケ
ッ
ト
、
プ
レ
ー
ト
、
フ
ラ
ン
ク
、
サ
ー
ロ
イ

ン
な
ど
と
区
別
す
る
の
は
、牛
肉
に
対
す
る
、そ
の
言
語
の
並
々

な
ら
ぬ
関
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
語
は
こ
れ

ら
に
は
無
関
心
で
あ
っ
て
、
動
物
名
の
牛
（
う
し
）
に
対
し
て

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る 

野の

元も
と

菊き
く

雄お
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読書の扉

52

二
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

明
る
く
照
ら
さ
れ
た
室
内
の
電
灯
を
消
す
と

見
え
て
く
る
陰
翳
の
中
の
美
。
小
説
家
の
流

麗
な
文
体
で
、
西
洋
と
の
比
較
の
中
か
ら
日

本
的
な
美
を
語
る
。

陰い
ん

翳え
い

礼ら
い

讃さ
ん

谷た
に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

「
象
は
鼻
が
長
い
」
と
い
う
表
現
は
、
実
は

日
本
語
独
特
の
も
の
だ
―
言
葉
と
文
化
の
関

係
を
平
易
な
言
葉
で
解
説
し
た
、
言
葉
の
研

究
の
入
門
書
。

こ
と
ば
と
文
化

鈴す
ず

木き

孝た
か

夫お

箱
庭
、
扇
子
、
折
詰
弁
当
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
を
「
縮
ま
せ
」
る
傾
向
が
日
本
に
は

あ
る
、
と
筆
者
は
い
う
。
身
近
な
例
か
ら
日

本
文
化
の
特
質
を
語
っ
た
文
化
論

「
縮
み
」
志
向
の
日
本
人

李イ
ー

御オ

寧リ
ョ
ン

こ
の
地
球
上
に
は
美
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

美
し
さ
の
基
準
は
、
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
。
旅
に
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
美

し
い
」
を
さ
が
し
て
み
よ
う
。

美
し
い
を
さ
が
す
旅
に
で

よ
う

田た

中な
か

真ま

知ち

一
九
八
○
年
代
に
始
ま
っ
た
新
し
い
個
人
主

義
と
は
何
か
。
個
性
や
消
費
文
化
と
い
う
言

葉
が
定
着
し
た
今
、
改
め
て
見
え
て
く
る
こ

と
が
あ
る
。

柔
ら
か
い
個
人
主
義
の
誕

生山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

見
え
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
見
て
い
る
だ

け
で
は
、
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
考

え
る
」
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
哲
学
絵

本
。

は
じ
め
て
考
え
る
と
き
の

よ
う
に�

野の

矢や

茂し
げ

樹き

・
文�

�

／
植う
え

田だ

真ま
こ
と・

絵

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
「
伝
わ
る
文
章
」

が
書
け
た
か

比
較
の
方
法
と
効
果
に
つ
い
て
理
解
で
き

た
か

言
葉
と
認
識
の
関
係
を
理
解
で
き
た
か

日
本
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
言
葉
で
適
切

に
紹
介
で
き
た
か

さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り
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それぞれの教材について、課
題Ａ（内容理解の問い）と課題
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現
代
の
国
語

9 8

191

対
談  ﹁
国
際
貢
献
﹂
で
は
な
く
﹁
国
際
協
力
﹂
で
あ
る

5

ン
ダ
大
虐
殺
を
機
に
、
隣
国
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
ザ
イ
ー
ル
（
現
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）
に
避
難
し

た
六
十
万
人
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
が
、
二
年
後
の
九
六
年
に
母
国
に
戻
っ
た
時
の
仕
事
が
そ
う
で
し

た
。

池
上
　
何
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

緒
方 

　
当
時
私
が
率
い
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
争
乱
か
ら
逃
れ
て
国
外
に
避
難
し
て
き
た
難
民
を
保

護
し
、
母
国
に
帰
還
し
て
定
住
さ
せ
る
ま
で
が
仕
事
で
し
た
。
そ
こ
で
帰
還
し
た
あ
と
の
六
十
万

人
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
開
発
援
助
を
行
っ
て
い
る
国
際
機
関
に
支
援
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
な
か
な
か
援
助
し
て
も
ら
え
な
い
。

＊

5

6

四
年
に
起
き
た
虐
殺
事
件
。

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
難
民
が

隣
国
に
逃
れ
た
。
ル
ワ
ン
ダ

共
和
国
（R

w
anda

）
は
、

ア
フ
リ
カ
東
部
に
位
置
す
る

内
陸
国
。

5
タ
ン
ザ
ニ
ア

　

Tanzania 

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
。

ア
フ
リ
カ
東
部
に
あ
り
、
大

陸
側
の
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
と
島

側
の
ザ
ン
ジ
バ
ル
・
ペ
ン
バ

両
島
か
ら
な
る
連
合
共
和
国
。

6
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

　

 
C

ongo

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

ほ
ぼ
中
央
、
コ
ン
ゴ
川
流
域

の
コ
ン
ゴ
盆
地
を
占
め
る
。

南スーダン
アフリカ

ウガンダ

タンザニアブルンジブルンジ

ルワンダ

キガリキガリ

ケ
ニ
ア

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

ルワンダ周辺地図

パキスタンのアフガニスタン難民キャンプで，子
供たちから手作りのハンカチを受け取る緒方貞子
国連難民高等弁務官（2000年９月）

＊
語
句

　…
…
を
機
に
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十 

多
文
化
共
生
社
会
と「
私
」

510

池
上�

彰
（
以
下
、
池
上
）　
緒
方
さ
ん
は
か
つ
て
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
で
難
民
を

救
う
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
、
理
事
長
を
務
め
て
い
ら
れ
る
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
、
救
っ
た
あ
と
の
人
々
の
生
活
を
ど
う
改
善
す
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
組

織
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
途
上
国
支
援
に
対
す
る
緒
方
さ
ん
の
仕
事
は
一
貫
し
て
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
ね
。

緒
方�

貞
子
（
以
下
、
緒
方
）　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
途
上
国
支
援
の
世
界
に
お
い
て
、
私
が
行
っ

て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
仕
事
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　 

　
た
だ
し
、
二
つ
の
仕
事
を
本
当
に
つ
な
ぐ
に
は
、
あ
る
い
は
現
地
の
人
た
ち
を
救
う
に
は
、
時

と
し
て
自
分
の
職
域
を
飛
び
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
九
九
四
年
の
ル
ワ

1

2

3

4

対
談

　「国
際
貢
献
」
で
は
な
く 

「
国
際
協
力
」
で
あ
る 

緒お

方が
た

貞さ
だ

子こ

・
池い

け

上が
み

彰あ
き
ら

1
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

　

 
U

nited N
ations H

igh  
C

om
m

issioner for  
Refugees

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）　 

難
民
の
国
際
的
保
護
を
主
要

任
務
と
す
る
。

2
難
民

　天
災
や
戦
禍
、
ま
た

人
種
や
宗
教
、
政
治
的
意
見

な
ど
の
理
由
で
、
迫
害
を
受

け
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
、

安
全
な
場
所
に
逃
れ
て
き
た

人
々
。

3
国
際
協
力
機
構

　

Japan  
International C

ooperation 
Agency

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）　
国

際
社
会
に
お
い
て
資
金
援
助

及
び
技
術
協
力
等
を
行
う
、

日
本
の
外
務
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
。

4
ル
ワ
ン
ダ
大
虐
殺

　ル
ワ
ン

ダ
共
和
国
に
お
け
る
民
族

（
部
族
）・
政
治
的
対
立
に
よ

る
内
戦
の
激
化
で
、
一
九
九
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身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う

な
ど
に
折
り
紙
協
会
が
あ
る
こ
と
を
新
聞
で
知
っ
て
、
驚
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
折
り
紙
の
歴
史
を
調
べ
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　折
り
紙
は
、
紙
が
日
本
に
伝
来
し
て
以
来
、
生
活
の
中
で

自
然
発
生
的
に
起
こ
り
、
や
が
て
儀
式
や
信
仰
の
中
で
紙
を

折
る
技
法
が
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に

は
幕
府
に
よ
っ
て
武
家
独
自
の
礼
法
と
し
て
正
式
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
折
り
目
正
し
く
折
り
、
物
を
心
を
込
め
て
包
み
渡

す
「
折
方
礼
法
」
と
し
て
普
及
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な

る
と
遊
戯
折
り
紙
と
し
て
庶
民
に
広
が
り
、
八
十
種
類
の
折

方
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
は
小
学
校
・
幼
稚
園
の
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
以
来
今

日
ま
で
子
ど
も
の
遊
び
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

代
で
は
知
能
開
発
教
育
の
方
法
と
し
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。

　こ
の
よ
う
に
折
り
紙
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
の
一
つ

で
す
が
、「
ミ
ウ
ラ
折
り
」
の
よ
う
に
人
工
衛
星
の
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
を
折
り
た
た
む
た
め
に
用
い
ら
れ
た
り
、エ
ア
バ
ッ

グ
の
折
り
た
た
み
や
医
療
用
の
人
工
血
管
の
折
り
た
た
み
に

も
応
用
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
折
り
紙
は
現
在
も
進
化
し

て
お
り
、
奥
の
深
い
日
本
文
化
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

　次
に
あ
げ
る
の
は
、「
身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う
」
と
い
う
授
業
で
、
あ
る
生
徒
が
書
い
た

紹
介
文
で
あ
る
。
こ
の
紹
介
文
を
読
ん
で
次
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
。

❶
こ
の
紹
介
文
の
構
成
や
表
現
の
仕
方
、
話
題
や
内
容
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
よ
う
。

❷ 

こ
の
文
章
を
参
考
に
、
各
自
で
紹
介
文
の
読
み
手
を
想
定
し
た
上
で
、
六
〇
〇
字
程
度
で
身
近
な
日

本
文
化
に
つ
い
て
の
紹
介
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

�

一
年
二
組

　山
本
は
る
か

　折
り
紙
は
、
紙
を
折
る
こ
と
で
動
植
物
や
生
活
用
具
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
楽
し
む
遊
び
で
す
。

折
り
紙

日
本
人
の
多
く
が
、
子
ど
も
の
頃
に
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鶴
、
風
船
、
奴
や
っ
こ

さ
ん
、
兜

か
ぶ
と

な
ど

今
で
も
紙
さ
え
あ
れ
ば
折
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
折
り
紙
が
「O

R
IG
A
M
I

」
と
い
う
国
際
語
に
な
っ

て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ

身
近
な
日
本
文
化
を
紹
介
し
よ
う

生
徒
作
品
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表
現
の
技
法

に
は
、
自
分
が
欲
し
い
情
報
が
書
名
に
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
、
１
で
書
き
出
し
た
言
葉
を
使
っ
て
、

広
い
視
点
で
探
す
と
よ
い
。

３
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

　
１
で
書
き
出
し
た
言
葉
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
に

入
力
す
れ
ば
、
関
連
す
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
多
数
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次

の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

① 

検
索
し
て
も
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
関
連
す
る
ペ
ー
ジ

が
多
す
ぎ
た
り
し
て
、
必
要
な
情
報
に
た
ど
り
つ
け
な
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
、
検
索
語
を
複
数
入
力
す
る
な
ど
、
検

索
条
件
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

② 

ペ
ー
ジ
の
表
示
順
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー･

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
。
最
初
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
信
用
が
お
け
る

と
は
限
ら
な
い
。

③ 

全
て
の
情
報
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
他
の
ペ
ー
ジ
や
書
籍

な
ど
、
複
数
の
資
料
を
使
っ
て
確
認
し
よ
う
。

　「
食
」
に
関
し
て
、
今
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

課
題

　「
水
の
東
西
」
の
筆
者
は
、
日
本
文
化
を
考
え
る
材
料
と
し
て
、

「
鹿
お
ど
し
」
を
例
に
あ
げ
て
い
る
。
鹿
お
ど
し
を
と
お
し
て
日

本
独
特
の
水
の
捉
え
方
を
語
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
し
こ
の
文
章
が
「
鹿
お
ど
し
」
や
「
滝
」
な
ど
、

日
本
の
例
だ
け
で
語
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
お
そ

ら
く
、
読
み
手
は
既
知
の
日
本
と
い
う
枠
の
中
だ
け
で
思
考
を
め

ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
、
そ
こ
に
西
洋
の
「
噴
水
」
を
登
場
さ
せ
、

両
者
を
比
較
し
な
が
ら
語
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
再
び
「
鹿
お

ど
し
」
や｢

滝｣

に
視
点
が
戻
っ
た
と
き
、
読
み
手
は
、
こ
れ
ま

で
の
枠
の
中
で
は
見
え
な
か
っ
た
新
し
い
要
素
を
そ
こ
に
発
見
す

る
。

　
こ
の
こ
と
は
「
言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る
」
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
筆
者
は
、
日
本
語
と
他
の
言
語
と
の
比
較
を
と
お
し
て
「
外

国
語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
母
語
と
違
っ
た
も
う
一
つ
の
色
眼

鏡
で
こ
の
世
界
を
見
る
時
、
同
じ
客
観
世
界
は
全
く
別
に
見
え
る

こ
と
を
知
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
導
い
て
い
る
。

表
現
の
技
法
④
比
較
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資
料
編

　
文
章
が
書
け
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
知
識
が
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
頭
の
中
に
知
識
の
引
き
出
し
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
よ
い
。「
調
べ
る
こ
と
」
は
知
識
を
広
げ
る
方
法
の
基
本
だ
。

　
例
え
ば
、
気
候
変
動
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
今
日
、「
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
あ

な
た
の
考
え
を
六
〇
〇
字
程
度
で
述
べ
よ
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の

小
論
文
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
で
今
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

１
　
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
柄
を
見
つ
け
る
（
マ
ッ
ピ
ン
グ
）

　
は
じ
め
に
テ
ー
マ
か
ら
連
想
さ
れ
る
言
葉
を
書
き
出
し
、
整
理

し
て
み
よ
う
。
図
の
よ
う
に
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
柄
を
線
で
結

ん
で
ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
せ
、
知
識
を
広
げ
た
り
整
理

し
た
り
す
る
方
法
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
。
こ
の
方
法
は
思
考
を

可
視
化
す
る
う
え
で
も
有
効
で
あ
る
。

２
　
図
書
館
で
調
べ
る

　
図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

が
一
定
の
基
準
で
分
類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
。
文
献
を
探
す
と
き

表
現
の
技
法
③
調
査

条例化

家庭ゴミ

省エネ・節電

自然エネルギー

ゴミを減らす

有料化

外国（シンガポール）
50ｍごとにごみ箱設置

マナー税金投入

たばこの吸い殻

日本（尾瀬）
ごみ箱撤去

公園のごみ箱

エ
コ
バ
ッ
グレ

ジ
袋

地球温暖化
過剰包装

身近な
環境問題

【マッピングの例】
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ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
よ
う

「やさしい日本語」で交流しよう ―多文化共生社会の実現に向けて―
1年 5組　高木舞　中野大輔　浜川達郎　山本はるか

１．○○市の外国人住民の現状（○○市多文化共生課のデータに基づく）

２．○○市の多文化共生社会の実現に向けての課題

○○市の外国人住民はさまざまな国からやってきている。また、外国人住民数は増加傾向にある。

表1　国籍別住民数

※○○市の総人口：51,459 人、うち外国人住民数2,627 人（外国人住民割合：5.1％）
※○○市外国人住民が話す言語：英語・ポルトガル語・タガログ語・タイ語・ベトナム語・ヒンディー語・マレー語・ミャン
　マー語・中国語・韓国語・モンゴル語・ペルシア語・ネパール語・スワヒリ語など。

その他
モンゴル
韓　国
中　国

ミャンマー
マレーシア
インド
ベトナム
タ　イ

フィリピン
ブラジル

47
55
60
77
77
98
120

256
298

667
872

①ゴミ出しルールや生活サポートなどの生活情報が不足している。
②多言語表示が十分でない。
③同じ出身国住民でコミュニティーが形成され、コミュニティー間の交流が見られない。
④日本語能力が不足しているため、日本人住民との交流が進まない。
⑤日本人の差別意識を感じることがある。
⑥多様な宗教があることを理解してほしい。

※高木・中野・浜川・山本による街頭聞き取り調査（調査回答者数28人）

３．多言語での対応と「やさしい日本語」

多言語での対応
○○市では、外国人住民への行政・生活情報の提供や
相談を 11 言語以上で行う一元的窓口を設置し、ボラ
ンティアによる通訳や多言語音声翻訳アプリなどを活
用して外国人住民への行政サービスを展開している。

⬇
生活情報不足の解消にはつながるが、日本人住民との
交流には結びつかない。

「やさしい日本語」
「やさしい日本語」とは、日本語が十分に理解できな
い外国人に対して、簡単な語彙で、短くはっきりと話
す日本語のことである。『災害時対応マニュアル』など、
外国人を情報弱者としないためのさまざまな取り組み
が行われている。

⬇
災害時だけでなく、ふだんから「やさしい日本語」で
外国人住民と接することで、外国人住民と日本人住民
の交流を活発にしていく可能性がある。

４．「やさしい日本語」で交流しよう

「やさしい日本語」の話し方（例）
①聞き手である外国人を意識する
　どうしたら伝わるかを常に意識して話す。「回収→集
めること」「古紙→いらなくなった紙」など、わかりや
すい日本語に置き換える。
②短い文で、語尾まではっきり発音する
　接続語を使った長い文章は理解しづらい。日本語は文
末で意味が決まるので、最後まではっきりと言い切る。
③カタカナ語（和製英語）は使わない
　本来の英語と異なる意味で使われるケースがある。
④文化の違いを意識する
　和暦は用いず、西暦で統一する。

　○○市多文化共生課の丸山幸子さんによれば、英語
圏以外の外国人には、英語よりも「やさしい日本語」
の方がコミュニケーションを取りやすいという。また、
「言葉の壁」と「心の壁」は一人ひとりの努力で超えら
れるとも語っている。
　「やさしい日本語」で外国人住民と接することで、誰
もが暮らしやすい○○市を実現しよう。

（横浜市「やさしい日本語」検討会作成『「やさしい日本語」で伝える』などを参照した）
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表２　外国人住民数の推移

序論２（テーマに基づく問題設定）

序論１（テーマの背景）

本論（分析・考察）

結論（主張）

具体的な提案

１．○○市の外国人住民の現状
○○市の外国人住民はさまざまな国からやってきている。また、外国人住民数は増加傾向にある。

ミャンマー
マレーシア

象徴的なイラストで
効果を上げる

表1　国籍別住民数

2500

3000

表２　外国人住民数の推移
グラフで聞き手を
引き付ける

アンケート調査等の活用
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表
題
目
は

大
き
め
の
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字
で
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学
び
を
広
げ
る

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
よ
う

一

　ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

　ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

発
表
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
掲
示
し
、
参
加
者
に
説
明
す

る
発
表
形
式
で
あ
る
。
発
表
者
に
よ
る
五
分
程
度
の
説
明
の
あ
と

で
質
疑
応
答
を
行
う
形
式
と
、
質
疑
応
答
だ
け
を
行
う
形
式
と
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
形
式
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

二

　ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
め
方

① 

四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
題
目
や
内
容
を
検
討
し
、

関
連
す
る
資
料
や
情
報
を
集
め
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
。

② 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
発
表
担
当
者
を
決
め
る
。

他
の
メ
ン
バ
ー
は
進
行
や
質
問
対
応
な
ど
を
担
う
。

③ 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
部
制
と
し
、
前
半
に
発
表
す
る
グ

ル
ー
プ
と
後
半
に
発
表
す
る
グ
ル
ー
プ
と
に
分
け
て
お
く
。
前

後
半
と
も
に
、
発
表
を
し
な
い
グ
ル
ー
プ
が
聞
き
手
と
な
る
。

④ 

教
室
の
中
に
ブ
ー
ス
を
作
り
、
五
分
で
発
表
し
、
五
分
で
質
疑

応
答
を
行
う
。
発
表
開
始
前
に
、
聞
き
手
は
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

回
り
、
関
心
の
あ
る
ブ
ー
ス
で
発
表
を
聞
く
。

三

　ポ
ス
タ
ー
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
背
景
等
を
考
え
て
発
表
題
目
を
決
定
し
、

ポ
ス
タ
ー
用
紙
上
部
に
大
き
め
の
文
字
で
目
立
つ
よ
う
に
書
く
。

・ 

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
提
案
や
結
論
を
必

ず
入
れ
る
。

・ 

問
題
提
起
や
背
景
、
考
察
や
分
析
、
結
果
や
提
案
な
ど
の
よ
う

に
、
全
体
と
し
て
序
論
↓
本
論
↓
結
論
と
い
う
構
成
に
な
る
よ

う
、
項
目
を
分
け
て
書
き
込
む
。

・ 

聞
き
手
が
、
目
で
追
っ
て
発
表
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
把
握
で
き

る
よ
う
に
工
夫
す
る
。

・ 

必
要
に
応
じ
て
、
写
真
や
グ
ラ
フ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結

果
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
、
主
張
を
象
徴
す
る
よ
う
な
イ
ラ

ス
ト
を
盛
り
込
み
、
聞
き
手
の
目
を
引
く
よ
う
に
す
る
。

課
題　「多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
み
よ
う
。
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225

　「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
を
求
め
て
離
職
・
転
職
す
る
若
者

が
多
い
。
ニ
ー
ト
や
非
正
規
雇
用
が
問
題
に
な
る
と
き
に
も
、「
若

者
に
も
っ
と
『
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
』
を
制
度
的
に
提
供
で
き

れ
ば
、
問
題
は
解
決
す
る
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
メ
デ
ィ
ア
知

識
人
は
少
な
く
な
い
。

　
だ
が
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
は
何
の
こ
と
な
の
か
。

　「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
言
葉
は
、
年
長
世
代
と
若

者
世
代
の
間
で
は
語
義
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
み
え
る
。

な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か

�

内
田
樹

　
次
の
内
田
樹
「
な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か
」
を
ふ
ま
え
て
、

「
労
働
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
字

程
度
の
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

課
題

　
年
長
世
代
に
お
い
て
、「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
の
は
、

「
ど
こ
か
で
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕
事
」
の
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
の
労
苦
の
「
受
益
者
」
を
想
定
し
、
彼
ら
か
ら
の
笑

顔
や
感
謝
を
想
像
す
る
こ
と
が
労
働
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
き
た
。

　
だ
が
、
こ
の
定
義
は
「
も
っ
と
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
し
た

い
」
と
言
っ
て
、
例
え
ば
人
気
の
外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
転
職
し
た
り
、
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
り
す
る
の
は
い

い
が
、
そ
こ
で
自
己
利
益
の
み
を
ひ
た
す
ら
追
求
す
る
人
々
に
は

適
用
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
「
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
」
と
い
う
言
葉
で
指
し
示
し
て
い
る
の
は
、
そ
の

労
苦
が
も
た
ら
す
利
得
を
優
先
的
・
排
他
的
に
受
益
す
る
の
は
ほ

か
な
ら
ぬ
「
私
ひ
と
り
」
で
あ
る
よ
う
な
仕
事
を
意
味
す
る
か
ら

で
あ
る
。
仕
事
を
し
て
い
る
当
の
本
人
が
そ
の
仕
事
の
も
た
ら
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

利
益
の
排
他
的
受
益
者
で
あ
る
よ
う
な
仕
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
が
あ
る
種
の

1

2

課
題
文
型
小
論
文

　こ
こ
で
は
、
与
え
ら
れ
た
文
章
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
課
題
文

型
小
論
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

課
題
文
型
小
論
文
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誰
も
が
そ
こ
へ
行
か
ぬ
か
ら
︑
我
々
が
ゆ
く
︒ 

　
　
　
　
　
　
　
　
誰
も
し
な
い
か
ら
︑
我
々
が
す
る
︒

　
ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
は
ア
フ
ガ
ン
東
部
︑
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
と
ラ
グ

マ
ン
州
と
の
境
で
︑
幅
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︑
長
さ
二
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
砂
漠
で
あ
る
︒ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
支
脈
︑ケ
シ
ュ

マ
ン
ド
山
系
の
南
麓
に
位
置
し
︑
常
時
流
れ
る
水
系
が
な
い
︒
夏

季
の
積
乱
雲
と
と
も
に
︑
年
に
二
︑
三
度
︑
信
じ
ら
れ
な
い
量
の

洪
水
が
流
れ
る
が
︑
気
ま
ぐ
れ
で
あ
る
︒
来
な
い
年
も
あ
る
︒

　
昔
か
ら
旅
人
を
葬
り
去
る
こ
と
で
有
名
で
︑
地
元
の
者
は
「
ガ

ン
ベ
リ
の
よ
う
に
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
だ
︒」
と
表
現
す
る
︒
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
か
ら
ラ
グ
マ
ン
へ
の
近
道
な
の
で
︑
事
情
を
知
ら
ぬ
者

が
徒
歩
で
行
こ
う
と
し
て
死
亡
す
る
例
が
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
︒

小
高
い
丘
か
ら
眺
め
る
と
︑
砂
漠
の
彼か

な
た方

に
緑
の
村
落
が
広
が
っ

て
見
え
る
︒
そ
れ
が
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

近
く
に
見
え
る
︒
気
を
許
し
た
旅
人
が
進
む
ほ
ど
に
︑
あ
る
い
は

砂
丘
の
中
に
︑
あ
る
い
は
視
界
の
効
か
ぬ
岩
の
谷
の
中
に
︑
方
向

感
覚
を
失
っ
て
さ
迷
う
︒
強
烈
な
陽
光
が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
︑

や
が
て
水
無
し
地

獄
の
中
で
力
尽
き

て
倒
れ
る
︒

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
︵Peace 

Japan M
edical 

Services

平
和
医

療
団
・
日
本
︶
で

最
初
の
殉
職
者
を

出
し
た
の
も
︑
こ

の
砂
漠
だ
っ
た
︒

か
つ
て
一
九
八
八

年
︑
診
療
員
の
一

人
に
ラ
グ
マ
ン
州

出
身
者
が
い
た
︒

当
時
ジ
ャ
ラ
ラ

コ
ラ
ム�

ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
を
目
指
せ
─
緑
の
大
地
を
作
る

�

中な
か

村む
ら

哲て
つ

「死の谷」、ガンベリ砂漠
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

エステ家の噴水

日本庭園（京都市・実光院）
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言
葉
の
海
の
航
海

87

地
域
の
問
題
で
は
な
く
な
る
。
ま
た
、
年
上
の
世
代
に
は
別
な
意

識
が
あ
ま
ね
く
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
記
の
事
実
は
、

若
い
世
代
の
特
色
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
ま
た
考
え
る
。

│
彼
ら
は
、
今
後
「
気
の
お
け
な
い
人
」
と
い
う
言
い
方
を
「
正

し
く
」
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
な
ら
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
の
「
誤
り
」
は
後
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と

に
な
り
、
言
葉
の
「
変
化
」
が
固
定
し
、
永
続
す
る
こ
と
に
な
る

…
…
。

　「あ
の
人
と
つ
き
合
う
と
シ
ン
が
疲
れ
る
の
で
閉
口
だ
わ
」「
な

ん
だ
か
気
の
お
け
る
人
ね
」

│
こ
ん
な
批
評
を
受
け
て
敬
遠
さ

れ
が
ち
な
人
は
案
外
多
い
。

見坊氏が生涯をかけて行った用例採集は145万例に及ぶ。写真は「二の舞」の用例カード。
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70

三
情
報
社
会
を
生
き
る

学
び
を
広
げ
る

情
報
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

1�

こ
の
単
元
の
三
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章

は
現
代
の
情
報
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、考
え
よ
う
。

2�

次
の
統
計
資
料
を
参
考
に
、
現
在
の
情
報
社
会
の
課
題
や
可

能
性
に
つ
い
て
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

（兆円）

1兆6823億円（13年）

1980 95 05 10 1520009085

雑誌販売金額
書籍販売金額
電子書籍市場規模

2兆6564億円（96年）

1980 85 90 95 05 10 152000
0 0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1000

2000

3000

4000

5000

発
行
部
数
（
万
部
）

普
及
度
（
人
）

部数※1

普及度※2

図1　出版物の推定販売金額の推移

図2　新聞の発行部数と普及度の推移

出典：出版科学研究所『出版指標年報2019年版』

※1  朝夕刊セットを1部で計算　※2  1部当たり人口
出典：日本新聞協会『日本新聞年鑑2020』
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177

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
意
義

5

原
則
第
一
（
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
意
義
）

一

　ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
、
人
類
の
遺
産
で
あ
る
。

二�

　ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
、
人
の
生
命
の
設
計
図
で
あ
り
、
人
が
人
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
の
生
物
学
的
基

礎
で
あ
っ
て
、
ま
た
人
が
独
自
性
と
多
様
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　第
一
項
、
第
二
項
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
も
つ
意
味
を
示
し
て
い
る
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
「
人
類
の
遺
産

（heritage

）」
で
あ
る
、
と
い
う
表
現
は
、「
世
界
遺
産
」
で
語
ら
れ
る
の
と
同
じ
く
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
、

1

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
に
関
す
る
基
本
原
則
」
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

研
究
に
携
わ
る
研
究
者
や
医
師
な
ど
の
関
係
者
が
遵
守
す
べ
き
倫
理
規
範
と
し
て
、
科
学
技
術
会

議
生
命
倫
理
委
員
会
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
。
以
下
は
、
そ
の
原
則
第
一
の
解
説
で
あ
る
。

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
意
義

�

―
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
に
関
す
る
基
本
原
則
―

�

科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会

1
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

　ヒ
ト
の
ゲ
ノ

ム
、
す
な
わ
ち
ヒ
ト
の
も
つ

全
遺
伝
子
情
報
の
こ
と
。
ゲ

ノ
ムG

enom

（
ド
イ
ツ
語)

は
遺
伝
子gene

と
染
色
体

chrom
osom

e

を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
、
あ
る
い
は
遺
伝

子gene

と
ラ
テ
ン
語
で
総
体

を
示
す-om

e

を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
と
い
わ
れ
る
。

177-180_ヒト_01現国-09-02.indd   177 2021/10/30   11:21

資
料
編

モ
デ
ル
例
、
生
徒
作
品
例

このページのQRコードは、倫理規
範の全文が記載されているウェブ
サイトにリンクしています。

● 言語活動について、モ
デル例・生徒作品例な
どを掲載し、スムーズ
に活動に取り組めるよ
うになっています。

● 本編教材の中から具体的な表現を取り上
げて学ぶ「表現の技法」や、課題文型小
論文について実践的に取り組めるコーナ
ーなど、資料編も充実しています。

● 政府の科学技術会議が策定したヒ
トゲノム研究に関する倫理規範や、
緒方貞子さんと池上彰さんによる
対談、中村哲さんの手記など、多
彩な文種を掲載しています。

『
精
選 

現
代
の
国
語
』紙
面  ﹇
工
夫
﹈

現国 704

背 9.5mm

多
彩
な
文
種

効
果
的
な
図
版
・
写
真
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伝
え
合
い（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）に
大
事
な
こ
と
を
考
え
る

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

情
報
を
読
む
│
統
計
資
料
の
読
み
方・扱
い
方
│

届
く
言
葉
、届
か
な
い
言
葉

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
鷲
田
清
一

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈   「
要
約
」と「
要
旨
」

わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 　

平
田
オ
リ
ザ

聞
く
力

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

阿
川
佐
和
子

１　
わ
か
り
合
う
た
め
に 

言
葉
と
声
で
表
そ
う

　
　
入
門

言
葉
で
世
界
を
豊
か
に

　
　
ま
と
め

読
む

檻
の
中
の〝
街
〞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
安
田
菜
津
紀

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

対
話
と
思
考
を
起
動
さ
せ
る

小
さ
な
哲
学
者

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
村
安
希

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

意
思
決
定・合
意
形
成
の
た
め
の
会
議

多
様
な
意
見
に
触
れ
る
│
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

７　
考
え
を
共
有

　
　
し
て
い
く
た
め
に

話
す・聞
く

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

田
中
真
知

も
の
と
こ
と
ば

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

鈴
木
孝
夫

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

レ
ト
リ
ッ
ク

情
報
を
活
用
し
て
説
得
的
に
書
く
│
小
論
文

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

推
敲

書
い
た
文
章
を
批
評
し
合
う
│
推
敲

真
実
は
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い　　
森
達
也

８　
よ
り
よ
い
書
き
手
に

　
　
な
る
た
め
に

書
く

読
む
こ
と
の
レ
ッ
ス
ン

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

飯
間
浩
明

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

分
け
る
こ
と
の
長
所
と
短
所

水
の
東
西

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

山
崎
正
和

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

問
題・結
論・理
由

コ
イ
ン
は
円
形
か

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

佐
藤
信
夫

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

思
う
文
章
と
考
え
る
文
章

４　
よ
り
よ
い
読
み
手
に

　
　
な
る
た
め
に

読
む

情
報
は
つ
く
ら
れ
る

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方

ひ
と
ま
ず
、信
じ
な
い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

押
井
守

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

引
用
に
つ
い
て

情
報
を
編
集
し
、的
確
に
発
表
す
る
│
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ

情
報
と
身
体
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

吉
岡
洋

２　
確
か
な
情
報
を

　
　
伝
え
る
た
め
に

話
す・聞
く

学
び
を
深
め
る

人
が
死
な
な
い
防
災

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

片
田
敏
孝

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

減
災
学
を
つ
く
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

矢
守
克
也

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈   

情
報
の
編
集

評
価
し
た
情
報
を
ま
と
め
る
│
報
告
書

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈   

や
さ
し
い
日
本
語

情
報
の「
メ
タ
」化
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

外
山
滋
比
古

３　
情
報
を
生
か
す
た
め
に

書
く

学
び
を
深
め
る

中
身
当
て
ク
イ
ズ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

佐
藤
雅
彦

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈   

情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

読
み
比
べ
る 

│
海
ガ
メ
の
無
念

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

論
理
と
感
情

構
成
や
展
開
を
意
識
し
て
発
表
す
る
│
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

マ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
の
知
恵
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

岩
井
克
人

５　
場
に
応
じ
て

　
　
伝
え
る
た
め
に

話
す・聞
く

学
び
を
深
め
る

折
々
の
こ
と
ば

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

鷲
田
清
一

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

言
葉
を
拾
う

宝
探
し
み
た
い
に
本
の
世
界
へ
入
っ
て
い
き
ま
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

芦
田
愛
菜

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

読
書
は
つ
な
が
り
の
中
で

情
報
を
整
理
し
て
推
薦
す
る
│
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
原
稿

　
　﹇
コ
ラ
ム
﹈  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
読
書

ぐ
う
ぜ
ん
、う
た
が
う
、読
書
の
ス
ス
メ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
未
映
子

６　
説
得
力
を
高
め
る
た
め
に書

く

学
び
を
深
め
る

学
び
を
深
め
る

読書家でもある女優・
芦田愛菜さんの文章な
ど、「読書」を中心的な
テーマとして取り上げ
た単元です。

国語教科書における定番
教材「水の東西」「コイン
は円形か」をもとに、「読
む」ということそのもの
について考えます。

資
料
編

・
話
し
合
い
の
方
法
・
文
章
の
方
法
・
情
報
の
収
集
と
発
信
・「
思
考
の
方
法
」一
覧
・
論
理
的
な
文
章
の
特
徴
・
実
用
的
な
文
章
の
特
徴

・
言
語
活
動
の
た
め
の
用
語
集
・
高
等
学
校
で
学
習
す
る
音
訓
の
あ
る
常
用
漢
字
一
覧

防災・減災について、ハ
ザードマップや「やさしい
日本語」など、国語および
情報の観点から考えること
ができる単元です。

教
材
一
覧

現国  705

Ω50_責了2
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41 情報はつくられる

学 習 活 動

1  「
情
報
は
つ
く
ら
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
し
よ
う
。

　
二
〇
一
九
年
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
、
大
規
模
な
火

災
が
起
き
た
。
右
ペ
ー
ジ
の
写
真
の
う
ち
上
の
二
枚
は
、
そ
の
様

子
を
撮
影
し
た
衛
星
写
真
と
報
道
写
真
で
あ
る
。

　
そ
の
際
、
広
が
る
火
災
を
写
し
た
と
さ
れ
る
写
真
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
個
人
の
情
報
発
信
メ
デ
ィ

ア
）
で
拡
散
し
た
。
し
か
し
、
写
真
の
中
に
は
数
十
年
前
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
や
、
さ
ら
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
以
外
の
国
で
発
生
し
た
火

災
を
写
し
た
も
の
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
拡
散
が
特
に
多
か
っ
た
写
真
の
一
つ
に
、
右
ペ
ー
ジ
下
の
、
息

絶
え
た
よ
う
に
見
え
る
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
サ
ル
の
写
真
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
写
真
は
二
〇
一
七
年
に
イ
ン
ド
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
は
取
材
に
対
し
、
写
真
の
赤
ち
ゃ
ん
は
倒

れ
か
か
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
森
林
の
広
範
囲
が
火
に
包
ま
れ
大
量
の
煙
が
立
ち
上
る

さ
ま
が
写
っ
た
画
像
で
、
あ
る
俳
優
が
自
身
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
百
万
件
以
上
の
「
い
い
ね
」（
肯

定
的
な
反
応
）
を
集
め
た
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
画
像

は
、
一
九
八
九
年
に
写
真
通
信
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た
も

の
で
、
二
〇
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
社
が
掲
載
し
た
ア
マ
ゾ

ン
森
林
伐
採
に
関
す
る
記
事
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。

情
報
は
つ
く
ら
れ
る

Ω50_四校
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40確かな情報を伝えるために

情
報
を
吟
味
す
る

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

! 

何
の
写
真
だ
ろ
う
？

04MGK_P039-058_yon.indd   40 2020/03/12   12:58

57 学びを深める

1	

モ
ニ
タ
ー
　m

onitor

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
表
示
装
置
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と

も
い
う
。

2	

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　w

ebsite

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
一
冊
の
本
の
よ
う
に

ひ
と
ま
と
ま
り
の
情
報
が
お
か
れ
て
い
る
場
所
。

3	

マ
ニ
ア
　
特
定
の
分
野
・
物
事
に
対
し
て
の
め
り
込
ん
だ
り
、
関
連
品
ま
た
は

関
連
情
報
の
収
集
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
す
る
人
。

4	

幽
体
離
脱
　
魂
が
肉
体
か
ら
抜
け
出
る
と
さ
れ
る
現
象
。

5	

リ
テ
ラ
シ
ー
　literacy

　
あ
る
分
野
に
関
す
る
知
識
や
そ
れ
を
活
用
す
る
能

力
。

6	

Ｉ
Ｔ
革
命
　revolution of inform

ation technology

　
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｔ
）
の
革
新
に
よ
っ
て
、
経
済
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
規
模
で
の
社
会
シ
ス

テ
ム
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
動
向
の
こ
と
。
産
業
革
命
に
倣
っ
て
呼
ば
れ
る
。

吉
岡
洋  

よ
し
お
か
ひ
ろ
し

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
～
。
美
学
者
。

著
書
に
『〈
思
想
〉
の
現
在
形
』『
情
報
と

生
命
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
「
朝
日
新

聞
」（
二
〇
〇
二
年
三
月
一
五
日
夕
刊
）
に

よ
っ
た
。

ス
イ
ッ
チ
を
切
る
」
習
慣
か
も
し
れ
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
「
観
客

席
」
か
ら
サ
ッ
と
立
ち
上
が
っ
て
は
ま
た
戻
っ
て
く
る
こ
と
。
電
子
的

空
間
と
身
体
的
現
実
と
の
間
の
往
復
運
動
に
、
自
分
な
り
の
軽
快
な
リ

ズ
ム
を
見
い
だ
す
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
だ
。

Ｉ
Ｔ
革
命
も
行
き
づ
ま
っ
た
今
こ
そ
、
情
報
通
信
技
術
が
人
間
に
と
っ

て
な
ん
の
役
に
立
つ
の
か
を
、
産
業
や
専
門
家
任
せ
に
せ
ず
、
日
常
生

活
の
「
中
か
ら
」
考
え
て
い
く
絶
好
の
機
会
な
の
で
あ
る
。

5

6

5

読
み
ナ
ビ

□
「
こ
こ
に
は
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。」（
55
・
上
２
）
と
あ

る
が
、「
二
つ
の
意
味
」
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
み
よ
う
。

□
「
逆
説
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
」（
56
・
下
４
）
と
あ
る

が
、
こ
こ
で
の
「
逆
説
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
説
明
し
て

み
よ
う
。

□
「
情
報
に
意
味
を
与
え
る
の
は
こ
の
身
体
を
通
し
て
し
か
あ
り
え
な

い
」（
56
・
下
16
）
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。「
情
報
」「
身
体
」

「
旅
」
を
関
連
づ
け
て
考
え
て
み
よ
う
。

Ω50_四校
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55 学びを深める

情
報
と
身
体
　

吉よ
し

岡お
か

洋ひ
ろ
し

　
世
界
が
、
と
て
も
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
に
よ
っ
て
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
起
こ
っ
て
い
る
で
き
ご

と
を
、
簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
、
写
真
、

電
話
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
空

間
的
距
離
や
時
間
的
遅
れ
は
ど
ん
ど
ん
縮
小
さ
れ
て
ゆ
き
、
そ
の
結
果

世
界
は
確
か
に
「
狭
く
」
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
は
、
自
爆
テ
ロ

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
国
会
で
の
証
人
喚
問
も
、
あ
た
か
も
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
一
連
の
シ
ョ
ー
の
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
は
悲
し
み
や

怒
り
や
喜
び
と
い
っ
た
強
い
感
情
を
引
き
起
こ
す
け
れ
ど
、
自
分
自
身

は
日
常
生
活
と
い
う
「
観
客
席
」
に
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
未み

曽ぞ

有う

の
状
況
で
あ
る
。
人
間
は
長
い
間
、
自
分
が
住
む
小

さ
な
共
同
体
＝
ム
ラ
の
外
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
に
は
、

旅
に
出
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。「
旅
」
と
は
身
体
が
リ
ア
ル
な
時
空
間

の
中
を
運
動
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
運
動
を
通
し
て
世
界
を
経
験
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
き
物
と
し
て
自
然
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

一
方
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
お
い
て
は
、
身
体
の
運
動
な
し
に
世
界
に
つ
い

て
の
知
識
が
獲
得
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る
た

め
に
は
、
よ
り
長
く
モ
ニ
タ
ー
の
前
に
座
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
で

き
る
だ
け
身
体
を
動
か
さ
な
い
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
は
知
覚

と
運
動
と
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
生
き
物
と
し
て
大
変

無
理
な
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

　
さ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
膨
大
な
情
報
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
ぼ
く
た

ち
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
世
界
を
オ
ー
プ
ン
に
経
験
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
　
と
て
も
そ
う
は
思
え
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
誰
も

が
直
接
「
世
界
」
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
仕
事
以
外
に
や
っ
て
い
る
の
は
、
仲
間
う
ち
で
メ
ー
ル
を
交
換
し
、

国
内
の
ご
く
限
ら
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
眺
め
、
掲
示
板
で
お
し
ゃ
べ

り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
れ
が
た
だ
存
在
す

る
と
い
う
だ
け
で
は
、
未
知
の
人
々
ど
う
し
の
出
会
い
な
ど
生
み
出
さ

1

2

学
び
を
深
め
る

51015

510
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学びを深める

54確かな情報を伝えるために

振
り
返
る

1 

情
報
と
の
適
切
な
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
、「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ

な
い
」
の
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

2 

情
報
と
の
適
切
な
つ
き
あ
い
方
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
発
表
し
た
り
し
よ
う
。

 

学
び
を
深
め
る

「
情
報
と
身
体
」
を
読
ん
で
、「
本
当
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」（
57
・

上
4
）
と
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

 【フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
】　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
、
事
実
と
異
な
る
情
報
を
報
道
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

な
報
道
を
行
う
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
を
指
す
。
虚
偽
で
あ
る
と
わ
か
っ

た
上
で
行
う
架
空
報
道
や
、
推
測
を
事
実
の
よ
う
に
報
道
す
る
な
ど
、

故
意
の
も
の
に
つ
い
て
は
捏ね
つ
造ぞ

う
報ほ

う
道ど

う
と
も
言
う
。

 【サ
イ
バ
ー
カ
ス
ケ
ー
ド
】　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
同
様
の
意

見
・
感
想
を
も
つ
人
々
だ
け
が
集
ま
り
、
極
端
に
偏
っ
た
方
向
に
意
見

が
集
約
さ
れ
、
自
分
た
ち
と
反
対
側
の
立
場
を
無
視
・
排
除
す
る
よ
う

に
な
る
現
象
の
こ
と
。

 【エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
】　
閉
鎖
的
な
空
間
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
信
念
が
増
幅
ま
た
は
強

化
さ
れ
る
状
況
の
比
喩
を
指
す
。
も
と
は
、
密
閉
さ
れ
た
音
楽
録
音
用

の
残
響
室
の
こ
と
。

 【フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
】　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
な
ど

の
各
ユ
ー
ザ
ー
が
見
た
く
な
い
よ
う
な
情
報
を
遮
断
す
る
機
能
（
フ
ィ

ル
タ
ー
）
に
よ
り
、「
泡バ
ブ
ル

」
の
中
に
包
ま
れ
た
よ
う
に
、
自
分
が
見
た

い
情
報
し
か
見
え
な
く
な
る
こ
と
。

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

語

彙
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「学びを深める」は、各単元のテー
マに関連した少し長めの文章です。
文章後に、内容理解の手引きとし
て「読みナビ」を配置しています。

単元の最後には「振
り返る」を配置し、
学んだことを確認す
る活動を設定してい
ます。観点別評価に
も活用できます。

『
新 
現
代
の
国
語
』紙
面  ﹇
単
元
構
成
﹈

現国  705
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単元扉

教
材

振
り
返
り

それぞれの教材の冒頭
で、学習活動とねらい
を明示しています。

コ
ラ
ム

学
び
を
深
め
る

情
報
と
身
体

吉
岡
洋

情
報
は
つ
く
ら
れ
る

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
　押
井
守

情
報
を
編
集
し
、
的
確
に
発
表
す
る

―
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ

メ
デ
ィ
ア
と
の
つ
き
あ
い
方

引
用
に
つ
い
て

確
か
な
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
〈
話
す
・
聞
く
〉

2

情報を吟味する

情報と適切に
つきあう

情報を適切に
編集する

Ω50_責了
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三つの教材で段階的に
学習に取り組んでいく
ことを、単元扉で示し
ています。

51015

510

51 情報を編集し、的確に発表する

1 

原
稿
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

　
話
す
内
容
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
な
型
を
意
識
し
て
み
よ
う
。

は
じ
め
（
序
論
）　
テ
ー
マ
を
伝
え
る
／
聞
き
手
の
共
感
を
得
る

な�

か
（
本
論
︱
引
用
と
考
察
）　
言
い
た
い
こ
と
（
結
論
）
の
根

拠
・
理
由
・
事
例
を
三
つ
ほ
ど
用
意
す
る

お
わ
り
（
結
論
）　
自
分
の
考
え
を
述
べ
、
全
体
を
締
め
く
く
る

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
聞
き
手
は
、
話
し
手
が
ど
ん
な
内
容
を
ど

ん
な
観
点
か
ら
話
そ
う
と
し
て
い
る
か
が
把
握
で
き
、
核
心
に
焦

点
を
合
わ
せ
や
す
く
な
る
。
な
お
、
一
文
が
長
す
ぎ
る
と
聞
き
手

が
話
の
流
れ
を
つ
か
み
に
く
く
な
る
。
短
い
文
を
積
み
重
ね
て
い

く
話
し
方
は
、
呼
吸
の
間
も
取
れ
て
、
話
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
。

2 

話
し
手
の
ポ
イ
ン
ト

　
原
稿
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
話
す
前
に
ス
ピ
ー
チ
内
容
を
確
認
し
、

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
み
よ
う
。
原
稿
の
棒
読
み
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
声
の
大
き
さ
・
速
さ
・
高
さ
・
間
な
ど
を
意
識

的
に
変
化
さ
せ
て
み
る
。
ま
た
、
相
手
に
伝
わ
る
ス
ピ
ー
チ
に
す

る
に
は
、
聞
き
手
が
大
勢
で
あ
っ
て
も
、
一
人
一
人
に
向
き
合
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
話
す
。

　
例
え
ば
、
一
つ
の
文
の
句
点
（
。
）
ま
で
を
一
人
に
目
を
合
わ

せ
て
話
し
、
そ
の
あ
と
別
の
一
人
に
視
線
を
移
す
。
こ
う
し
て
、

文
章
を
区
切
り
な
が
ら
視
線
を
動
か
す
こ
と
で
、
聞
き
手
の
注
意

を
引
き
つ
け
、
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

3 

聞
き
手
の
ポ
イ
ン
ト

　
聞
き
手
は
、
話
し
手
の
ほ
う
に
体
を
向
け
、
う
な
ず
き
な
が
ら

聞
く
。
相
手
が
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
チ
後
の
質
問
で
は
「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
す

か
」「
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
相
手
の
ス

ピ
ー
チ
内
容
を
ふ
ま
え
た
議
論
の
展
開
を
目
指
そ
う
。
活
発
な
対

話
に
よ
っ
て
、
話
し
手
・
聞
き
手
、
双
方
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
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5

50確かな情報を伝えるために

学 習 活 動

1   

情
報
を
適
切
に
扱
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、「
情
報
は
つ
く
ら
れ
る
」「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
」
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
考
え
よ
う
。

2  

自
分
で
調
べ
た
資
料
を
加
え
て
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

3  

ま
と
め
た
自
分
の
考
え
を
三
分
間
で
発
表
し
よ
う
。

情
報
を
適
切
に
編
集
す
る

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

　
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
機
会
は
、
誰
に
で
も
訪
れ
る
。
せ
っ
か
く
人
前
で
話
す
機
会
を
得
た
か
ら
に
は
、
自

分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
え
た
い
ま
ま
に
伝
わ
り
、
な
お
か
つ
、
相
手
に
影
響
力
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
い
。

　
で
は
、
大
勢
の
人
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
時
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
聞
き

手
の
立
場
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
の
基
本
を
お
さ
え
た
上
で
、
三
分
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー

チ
に
挑
戦
し
よ
う
。

! 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
を
し
よ
う

　聞
き
手
を
意
識
し
た
ス
ピ
ー
チ
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が
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の
棒
読
み
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
声
の
大
き
さ
・
速
さ
・
高
さ
・
間
な
ど
を
意
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的
に
変
化
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み
る
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ま
た
、
相
手
に
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わ
る
ス
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チ
に
す

る
に
は
、
聞
き
手
が
大
勢
で
あ
っ
て
も
、
一
人
一
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に
向
き
合
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
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す
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例
え
ば
、
一
つ
の
文
の
句
点
（
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）
ま
で
を
一
人
に
目
を
合
わ

せ
て
話
し
、
そ
の
あ
と
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の
一
人
に
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線
を
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す
。
こ
う
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、
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が
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。
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の
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聞
き
手
は
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手
の
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う
に
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を
向
け
、
う
な
ず
き
な
が
ら

聞
く
。
相
手
が
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
チ
後
の
質
問
で
は
「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
す

か
」「
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
相
手
の
ス

ピ
ー
チ
内
容
を
ふ
ま
え
た
議
論
の
展
開
を
目
指
そ
う
。
活
発
な
対

話
に
よ
っ
て
、
話
し
手
・
聞
き
手
、
双
方
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
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5

47 ひとまず、信じない

る
人
間
が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
か
な
り
控
え
め
に
言
っ
て
も
、
無
自
覚
に
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を

ま
き
散
ら
す
存
在
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
本
当
に
可
能
な
世
界
が
来
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

自
体
が
、
大
い
な
る
フ
ェ
イ
ク
な
の
で
あ
る
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
は
、
個
人
が
手
に
で
き
る
情
報
の
精
度
を
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
格

段
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
一
見
、
便
利
で
使
い
勝
手
が
よ
い
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
か
ら
人
々
を

遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
早
く
気
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

6

＊

▼

 ＊
語
句 

改
竄
／
荒
唐
無
稽
／
格
段

土
俵 

読 

米
俵

精
度 

読 

精
進

押
井
守  

お
し
い
ま
も
る
　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
～
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
映
画
監
督
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
演
出
家
・
小
説
家
・
脚
本
家
・
漫
画
原
作

者
・
劇
作
家
・
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
。
主
な
監
督
作
品
と
し
て
「
う
る
星
や
つ
ら 

オ
ン
リ
ー
・
ユ
ー
」「
機
動
警
察
パ
ト
レ
イ

バ
ー the M

ovie

」「G
H

O
ST IN

 TH
E SH

ELL

／
攻
殻
機
動
隊
」
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
』

（
二
〇
一
七
年
）
に
よ
っ
た
。

▼ 

問	

「
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
か
ら

人
々
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

情
報
を
整
理
す
る
た
め
に

・「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
ひ
と
ま
ず
」
な
の
か
説
明
し
て
み
よ
う
。
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5

43 ひとまず、信じない

学 習 活 動

1  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
。

情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

　自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ
の
現
実
と
、
本
当
に
自
分
が
生
き
て
い
る
現
実
が
同
じ
も
の
で
あ

る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
あ
る
解
剖
学
者
が
話
し
て
い
た
が
、
人
間
の
脳
自
体
が
、

こ
の
世
界
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
理
解
し
て
い
る
の
で
、
何
が
現
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
人
間

に
は
実
証
で
き
な
い
の
だ
。
確
か
に
今
、
僕
の
目
の
前
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
そ

こ
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
も
僕
の
手
先
に
伝
わ
る
コ
ッ
プ

▼

1

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い

押お
し

井い

守ま
も
る

▼ 

問	

「
自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ

の
現
実
と
〜
保
証
は
ど
こ
に
も

な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

1 

バ
ー
チ
ャ
ル

　

virtual

　仮

想
の
。

知
覚 

読 

覚
え
る
・
覚
め
る

実
証 

注 

実
相
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三つの教材を段階的・有
機的に学んでいく流れを、
紙面デザイン上でも視覚
化しています。



現
代
の
国
語

15 14

208資料編

　短時間で行うことができる二人組での話し
合い。同じ意見を確認し合ったり，異なる立
場からの考えに気づいたりすることができる。

ペアトーク

【グループディスカッション】
　あるテーマについて，異なる立場や考え方の人たちが少人数で意見交換
をし，結論を一つにまとめたり，考えを広げたりする話し合い。グループ
ごとに司会や記録などの役割を分担することで，効果的な話し合いになる。

【ディベート】
　二項対立的なテーマに対して，二つの異なる立場を設定し，時間制限
などのルールにしたがって行う討論。

手 順

他の方法

手 順

1 �テーマを決める。
2 �少人数のグループに分かれる。
3 �グループごとにディスカッショ
ンを始め，それぞれの立場か
ら意見を述べる。

4 �テーマについて，グループとし
てのまとめをする。

1 �肯定側・否定側の二つのチー
ムと，司会・審判などに分か
れる。

2 �チームの立論の根拠となる情
報を整理する。

3 �両チームの代表者が立論を述
べる。

4 �相手チームに対する質問や反
論を述べる。

5 �両チームが意見を述べる（最
終弁論）。

6 �審判が判定をする。

◆日本はサマータイム制を導入すべきである。

◆救急車の利用を有料化すべきである。

◆高等学校まで義務教育にすべきである。

〈二項対立のテーマ例〉

タイム
キーパー 司会

審判

　話
し
合
い
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
場
合
、
全
員
で
何
か
を
決
定
す
る

場
合
な
ど
、
目
的
や
参
加
す
る
人
数
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

話
し
合
い
の
方
法

Ω50_三校
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思
考
の
方
法

比
較
す
る

「
思
考
の
方
法
」
は
、
実
際
に
物
事
を
考
え
る
場
面
で
は
、
い
く
つ
も
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
話

す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
活
動
の
中
で
、
ま
ず
は
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
意
識
し
な
が
ら
繰
り
返
し
活

用
し
て
、
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
二
つ
以
上
の
も
の
を
互
い
に
比
べ
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
同
じ
と
こ
ろ
や
似
て
い
る

と
こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ど
の
よ
う
な
点
で
比
べ
る
か
と
い
う
比

較
の
観
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
と
、
考

え
が
よ
り
詳
し
く
確
か
な
も
の
に
な
る
。

比較

123

第
一
に
…
…
。
第
二
に
…
…
。
第
三
に
…
…
。

○
○
の
順
に
並
べ
て
み
る
と
…
…
。

ま
ず
…
…
。
次
に
…
…
。
最
後
に
…
…
。

○
○
と
□
□
を
比
べ
る
と
…
…
。

「
思
考
の
方
法
」一
覧

思
考
の
方
法

　
順
序
を
整
理
し
た
り
、
並
べ
替

え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内

容
の
ま
と
ま
り
や
全
体
の
流
れ
が

捉
え
や
す
く
な
り
、
考
え
を
整
理

で
き
る
。

順
序
立
て
る
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119 構成や展開を意識して発表する

B
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
、
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
（「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
る
）
小
学
生
に
対
し
て

「はやぶさ２」を知って
いますか？

～「はやぶさ２」の仕事～

田中真由

「はやぶさ２」を知って
いますか？「はやぶさ２」
はどんな仕事をしてるの
かな？という内容でプレ
ゼンテーションをします。

1 1
表
題

問
題
提
起
と
結
論

2

解
決
策
1

3

解
決
策
2

4

結
論

5

「はやぶさ２」の仕事を知ろう

●小惑星が地球にぶつかったら大変
●地球の資源がなくなったら大変

 ➡小惑星探査機「はやぶさ２」
    の出番です

「はやぶさ２」の仕事を知りま
しょう。
　宇宙にある小惑星が地球にぶ
つかったら大変ですね。また，
地球の資源がなくなったら大変
ですね。そこで小惑星探査機
「はやぶさ２」の出番です。

2

　地球に小惑星がぶつかっ
たら大変ですね。だから地
球に近づく小惑星を早めに
発見する必要があるのです。
そこで小惑星探査機「はや
ぶさ２」の出番です。

地球に近づく小惑星を
監視しなくちゃ

 ➡小惑星探査機「はやぶさ２」
    の出番です

解決策１3

「はやぶさ２」は地球のみ
んなのために，太陽系の小
惑星を調べる仕事をしてい
るのです。
　以上でお話は終わりです。
質問があればどうぞ。

「はやぶさ２」は

地球のみんなのために

太陽系の小惑星を調べて

いるんだよ！

5

　地球の資源を使いきってし
まったら大変ですね。そうなる
前に地球の外に資源を探さなく
てはなりません。実は小惑星に
は豊富な資源があると考えられ
ているのです。そこで小惑星探
査機「はやぶさ２」の出番です。

4
地球の外の資源を
探さなきゃ

 ➡小惑星探査機「はやぶさ２」
    の出番です

解決策2

Ω50_責了2
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118場に応じて伝えるために

◆
フ
リ
ッ
プ
と
発
表
原
稿
の
例

A
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
、
あ
る
程
度
詳
し
い
（
太
陽
系
探
査
の
必
要
性
に
疑
い
を
も
っ
て
い
る
）
高
校
生
に
対
し
て

太陽系探査の意義について
～はやぶさ２のミッション～

田中真由

　私は「太陽系探査の継
続は必要か？」という問
題でプレゼンテーション
をします。

1 1
表
題

問
題
提
起
と
結
論

2

根
拠
1

3

根
拠
2

4

結
論

5

太陽系探査継続は必要か？
～はやぶさ２のミッション～

●太陽系・水と生命の起源を探る
●人類を脅かす災害に備える
●資源を求めて
　➡太陽系探査を継続すべきだ

「はやぶさ２」による探査には
莫大な予算が必要で，継続には
疑問の声もあります。しかし，
この探査には多くの重要なミッ
ションが課せられています。私
は「はやぶさ２」による探査は，
継続すべきだと考えます。

2

　太陽系探査の意義につい
て，二つの観点からその根
拠を説明します。第一に，こ
の探査には人類を脅かす小
惑星の衝突に備えるという
ミッションがあるからです。

人類を脅かす災害に備える

●6600年前の恐竜の絶滅
●直径10㎞クラスの小惑星の衝突
●地球に近づく小惑星の監視

根拠１3

　以上をふまえ，莫大な予算が
必要であっても，太陽系探査の
事業を「はやぶさ３」「はやぶ
さ４」と今後も継続していく必
要があると考えます。
　以上で発表を終わります。ご
意見・ご質問などをよろしくお
願いします。

太陽系と生命の起源を
探るだけでなく
●災害に備える  ●資源を求める
➡人類のためになるミッション
➡太陽系探査を継続すべきだ

提案5

　第二に，この探査には資
源を求めるというミッショ
ンがあるからです。

4
資源を求めて

●地球の資源は限りがある
●小惑星は金属でできている
●直径数100ｍでも莫大な採掘
量である

根拠 2
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168考えを共有していくために

木
村 

　
こ
れ
か
ら
「
国
際
理
解
の
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
私
は

司
会
の
木
村
で
す
。
パ
ネ
ラ
ー
は
山
田
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
の
三
人
で
す
。
ま
ず
初
め
に
三
人

の
パ
ネ
ラ
ー
に
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
で
、
三
人
の
発
言
内
容

に
つ
い
て
司
会
者
か
ら
質
問
を
し
た
り
、
ま
と
め
た
り
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
パ
ネ
ラ
ー
の
言
っ
て
い
る

こ
と
を
フ
ロ
ア
全
体
で
共
有
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
で
、
パ
ネ
ラ
ー
と
フ
ロ
ア
と
の
間
で
質

疑
応
答
を
行
い
ま
す
。
で
は
初
め
に
山
田
さ
ん
に
発
言
し
て
も
ら
い
ま
す
。
山
田
さ
ん
ど
う
ぞ
。

山
田 

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進
む
現
在
、
私
は
若
者
は
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行
く
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
安
田
菜
津
紀
さ
ん
や
中
村
安
希
さ
ん
な
ど
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
気
づ

く
こ
と
が
多
く
あ
る
は
ず
で
す
。
日
本
の
中
だ
け
に
い
る
の
で
は
本
当
の
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
若
者
は
国
際
的
な
舞
台
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
村 

　
山
田
さ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
司
会
者
か
ら
一
つ
質
問
が
あ
り
ま
す
。「
日
本
の
中
だ
け
に

い
る
の
で
は
本
当
の
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
発

達
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
で
も
日
本
国
内
に
留
ま
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
、
本
当
の
こ
と
は
理
解
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

テーマ

「
国
際
理
解
の
た
め
に
」

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
例

司
会
者
の
役
割

 
討
論
会
の
進
行
に
関
わ
る
こ
と

 

会
場
全
体
の
認
識
の
共
有
に
関
わ

る
こ
と

 

開
会
を
宣
言
す
る
。

 

パ
ネ
ラ
ー
を
紹
介
す
る
。

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進

行
を
説
明
す
る
。

 

パ
ネ
ラ
ー
を
指
名
す
る
。

 

パ
ネ
ラ
ー
に
質
問
し
て
、
不
十
分

な
部
分
の
説
明
を
求
め
る
。
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52確かな情報を伝えるために

はじめ

言葉の定義をまと
め，これから述べ
ることの概要を整
理する。

おわり

ここまでの記述を
ふまえて，自分の
考えを述べる。

【発表原稿例】

事例

事例を取りあげ，
何が起きているの
かを紹介する。

1

事例

事例を取りあげ，
背景にある問題点
を指摘する。

2

引用

問題点に対する識
者の意見を紹介す
る。

考察

引用などをふまえ，
導かれる考えをまと
める。

　原まさみです。発表を始めます。
　フェイクニュースとは，本物を偽った虚偽のニュースのことを
言います。1994 年，ルワンダの大虐殺を引き起こしたのは，フ
ツ人主体の政府軍や民兵がラジオ放送に扇動されたからだとい
われています。フェイクニュースが社会を混乱に巻きこむ恐ろし
さは，インターネットが発達した今の社会も無縁ではありません。
　2019 年，ソーシャルメディアのユーザーらは，共通のハッ
シュタグを用い，世界最大の熱帯雨林であるアマゾンで森林火
災が急増していることに怒りを表明しました。しかし，その時に
使用された写真の大半は数十年前に撮影されたものや，さらに
はブラジル以外の国で発生した火災を写したものであることが明
らかになっています。
　また，ＳＮＳ上における十年分のツイートを分析した結果，嘘

うそ

が真実よりも速く広まるだけでなく，私たち人間が嘘を広めてい
る，という研究成果が発表されています。どのカテゴリーにおい
ても，嘘は真実よりも遠く，早く，深く，広範囲に広がっていっ 
たのです。
　このような問題に対して，映画監督の押

おし
井
い

守
まもる

は「リアルタイ
ムで真実を追求するというインターネットの構造そのものが，フェ
イクニュースを生み出す仕組みになっている」と警鐘を鳴らして
います。なぜなら「自分が知覚しているこの現実と，本当に自
分が生きている現実が同じものであるという保証」はどこにもな
く，「何が現実なのかということは，人間には実証できない」か
らです。
　よくいわれるように，ある情報の事実性に疑いをもち，それを
確かめるファクトチェック（事実確認）は確かに役に立ちます。
しかし，多くの人が指摘するように，ファクトチェックをネットで見
かける全ての情報に対して行うことは，時間的に不可能です。
加えて，チェックするのは基本的には疑わしいと思った情報であ
り，疑いをもたない場合や事実だと思った場合，チェックを行う 
ことはまずありません。
　フェイクニュースの拡散を防ぐために，私たちは，自分自身が
特定の「フィルターバブル」の中にいる可能性を意識し，自分
にとってもっともらしい情報にこそ気をつけるべきなのです。
　以上で発表を終わります。

学
習
活
動
の
ヒ
ン
ト
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資
料
編

コ
ラ
ム
・
表
現
テ
ー
マ
例
集

● 教材間のコラムでは、学習活動の参考となる考え方、方法など
を紹介。また、話し合い・グループ活動のテーマ設定の際に参
照できる「表現テーマ例集」を、単元ごとに配置しています。

● 資料編には「話し合いの方法」や「思考の方法」、言
語活動のための用語集など、実際の学習活動に活用で
きる情報が掲載されています。

● 学習活動の手順やヒントを、図や
イラスト、実際の例などを交えな
がら丁寧に解説しています。

『
新 
現
代
の
国
語
』紙
面  ﹇
工
夫
﹈

丁寧な手順解説、活動事例

豊
富
な
図
版
・
写
真

40確かな情報を伝えるために

情
報
を
吟
味
す
る

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

! 

何
の
写
真
だ
ろ
う
？
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75 評価した情報をまとめる

　
　

　

新

2 

資
料
を
収
集
し
整
理
す
る　

	
  

新
し
く
つ
け
加
え
た
情
報
の
効
果

を
ま
と
め
る
。

	
  

根
拠
と
し
て
資
料
を
引
用
す
る
。

（「
人
が
死
な
な
い
防
災
」
や
「
減

災
学
を
つ
く
る
」
な
ど
）

3 

報
告
書
を
書
く　

	
  

よ
り
よ
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
の
で
、
目
的
や
相
手

を
意
識
し
た
書
き
方
を
す
る
。

	
  

報
告
内
容
を
的
確
に
表
し
た
簡
潔

な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

Ω50_四校
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233 実用的な文章の特徴
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228資料編


実
用
的
な
文
章
の
特
徴

─
実
務
的
な
文
章

　
日
常
生
活
で
目
に
す
る
文
章
の
中
に
は
、
具
体
的
な
何
か
の
目
的
や
ね
ら
い
を
達
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
な
文
章
は
、
決
ま
っ
た
形
式
や
構
成
に
の
っ
と
る
こ
と
で
、
読
み

手
が
速
や
か
に
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1 

報
告
書 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

   

　報
告
書
と
は
、
関
係
者
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
た

め
の
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
→
概
要
→
詳
細
と

い
う
三
階
層
の
論
理
構
造
で
、
情
報
を
整
理
し
て
伝
え
る
。

　具
体
的
に
は
、
日
時
（
出
張
期
間
）、
場
所
（
出
張
先
）、

内
容
（
活
動
内
容
）
等
に
つ
い
て
、
情
報
を
簡
潔
に
記
述

す
る
。

20XX年5月10日

佐藤弘子営業第1課長

営業第1課　木村登

べトナム出張の報告

標題の件につき，下記のとおり報告いたします。

記
出張期間		 20XX年4月5日～15日
出張先	 	 ベトナム社会主義共和国　ハノイ市・ホーチミン市
活動内容		 新しい現地生産拠点の候補地として5カ所の工業

団地を視察した。
報告事項		 立地条件や利用条件などを勘案した結果，ロンド

ウック工業団地が最も優れていると判断した。詳細
は別添の「各工業団地に関するレポート」を参照の
こと。

添付資料		 ベトナムの５ヵ所の工業団地の比較資料
以上

1 		発信年月日：報告書には，必ず
発信した年月日を書く。この年月
日によって報告書に書かれた情報
の新鮮さがわかる。

2 		提出先：報告書の提出先，宛名
を左寄せで書く。

3 		報告者所属・氏名：報告書の発信
者の所属と氏名を，右寄せで書く。

4 		タイトル：報告書の概要が端的に
わかるような簡潔なタイトルをつ
ける。

5 		本文：「標題の件……」以下は，
報告書の定型句である。

6 		結び：最後に「以上」をつけ，
終わりであることを示す。

1

3

2

4

5

6

〈報告書の例〉
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42確かな情報を伝えるために

　新
聞
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
、
遠
く
離
れ
た
場
所
で
起
き
た
で
き

ご
と
を
翌
日
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ

に
よ
っ
て
そ
れ
は
同
時
性
を
獲
得
し
た
。
テ
レ
ビ
は
、
そ
の
場
の

リ
ア
ル
な
映
像
を
届
け
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誕
生
と
普
及
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
誰
も
が

発
信
者
に
な
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
環
境
で
あ
る
。

　ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（social 

netw
orking service

＝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
個
人
が
情
報
を
交
換
す
る
し
く
み
の
一
つ
だ
。
何
気
な
く
「
つ

ぶ
や
い
た
」
言
葉
が
思
わ
ぬ
反
応
を
呼
び
、
反
応
の
連
鎖
を
引
き

起
こ
し
、
情
報
が
た
ち
ま
ち
に
拡
散
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
際
、

情
報
は
た
ん
に
客
観
的
な
も
の
と
し
て
広
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
重
要
だ
」「
お
も
し
ろ
い
」「
感
動
す
る
」「
憤
り
を
感
じ
る
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
く
。

　こ
う
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
ど
こ
が
違
う
の

だ
ろ
う
か
。
次
の
各
メ
デ
ィ
ア
と
比
べ
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
。
そ
の
上
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ま
た
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ

ア
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
え
ば
よ
い
か
考
え
て
み
よ
う
。

　い
ま
一
度
、
目
の
前
の
情
報
の
確
か
ら
し
さ
を
疑
っ
て
み
て
、

あ
な
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
の
目
利
き
を
す
る
力
（
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

● 

新
聞

● 

ラ
ジ
オ

● 

テ
レ
ビ

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス

情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う

メ

デ

ィ

ア

と

の

つ

き

あ

い

方
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48確かな情報を伝えるために
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他
人
の
文
章
や
事
例
な
ど
を
自
分
の
文
章
の
中
に
引
い
て
説
明

に
用
い
る
こ
と
を
「
引
用
」
と
い
う
。
引
用
は
、
自
説
の
確
か
さ

を
訴
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
し
、
引
用
す
る
際
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
引
用
す
る
場
合
、
引
用
先
の
信
用
度
が
問
わ
れ
る
。
か
つ
、
自

分
以
外
の
人
で
も
調
べ
た
り
、
確
か
め
た
り
す
る
の
が
可
能
な
も

の
で
な
け
れ
ば
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
引
用
す
る
際
、
引

用
元
の
出
典
を
明
記
し
て
お
く
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め

で
あ
る
。

　
ど
こ
ま
で
が
他
人
の
文
章
か
ら
の
引
用
な
の
か
、
見
た
人
が
わ

か
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
短
い
引
用
を
行
う
場
合
は

「
　
」
で
地
の
文
に
埋
め
込
む
方
法
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
が

数
行
に
わ
た
る
な
ど
の
場
合
は
、
引
用
文
の
前
後
を
一
行
空
け
、

行
頭
か
ら
二
文
字
分
下
げ
て
書
く
こ
と
で
、
引
用
で
あ
る
こ
と
を

明
示
す
る
方
法
が
あ
る
。

　
引
用
は
あ
く
ま
で
自
説
の
補
強
の
た
め
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、

必
要
以
上
に
引
用
が
多
い
と
そ
れ
は
他
人
の
考
え
の
「
紹
介
」
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
引
用
ば
か
り
の
文
章
は
、
や
や
も
す
る

と
「
剽ひ
ょ
う

窃せ
つ
」
や
「
盗
作
」
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
。

　
引
用
す
る
た
め
に
は
理
由
が
い
る
。
書
き
手
に
は
、
な
ぜ
そ
の

語
句
や
文
を
引
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
前
後
の
文
脈
で

し
っ
か
り
と
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。

　
引
用
す
る
相
手
の
、
そ
も
そ
も
の
意
図
を
損
な
わ
な
い
た
め
に

も
、
勝
手
に
書
き
換
え
る
こ
と
な
く
、
正
確
に
引
用
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
だ
し
、
相
手
の
見
解
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
書
く

「
要
約
引
用
」
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

1 

公
開
さ
れ
た
著
作
物
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と

3 

自
分
の
文
章
が
「
主
」
で
、
引
用
は
「
従
」
で
あ
る
こ
と

4 

引
用
す
る
必
然
性
が
あ
る
こ
と

5 

原
文
通
り
に
引
用
す
る
こ
と

2 

引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と

51015

引

用

に

つ

い

て
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53 表現テーマ例集

　情報の確かさを保証する上で，唯一の正解はない。ゆえに，情報を受
け取る側の目の確かさが問われる。メディア・リテラシーを高めるとは，
自分の鑑識眼を精緻にするということである。次のようなテーマについ
て，書いたり，発表したり，話し合ったりしてみよう。

　   考えるためのプロセス

 問いについて，まず今の自分の視点から考えてみる。
 次に違う視点から考えてみる。調べたり，話を聞いたりする必要が
ある。

 その上で，もう一度考え直してみる。

表現テーマ例集

メディア・リテラシー

　本単元でも扱ってきたように，世界中にフェイクニュースがあふれて
いる。しかし，どれがフェイク（嘘）でどれがファクト（事実）なのか
がわからないのが実状である。では，どうすればフェイクニュースにだ
まされないで済むのか，自分にできることを考えよう。

フェイクニュースにだまされないためには？？

　新聞・ラジオ・テレビ・インターネットと，この百年ほどを振り返っ
ても，さまざまなメディアが覇権を争ってきた。そもそもメディアとは，
何かと何かを媒介する仲立ちのことである。メディアの歴史を振り返り
ながら，それぞれの役割の変化をまとめてみよう。

メディアの役割とその変化って？？

　かつてスーパーコンピューターを使わなければできなかったようなこ
とが，いまや私たちのてのひらに収まった端末で実行できる。では，私
たちの体の一部とも言えるものになったその道具を，いったいどのよう
に使うべきなのだろうか，考えてみよう。

スマートフォンをどう活用する？？

Ω50_四校
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授
業
準
備
お
よ
び
実
際
の
授
業
に
必
要
な
資
料
・
デ
ー
タ
類
が
全
て
揃
う
セ
ッ
ト
！

　
﹇
指
導
資
料
（
三
分
冊
）
＋
教
師
用
教
科
書
＋
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
＋
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈

﹇
構
成
﹈

①
指
導
資
料
﹇
Ｂ
５
判
・
三
分
冊
﹈　
＊
本
文
検
索
が
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
付
属
し
ま
す
。

　

…
教
材
ご
と
に
丁
寧
な
解
説
を
加
え
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
授
業
展
開
例
や
、
指
導
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
教
師
用
教
科
書
﹇
Ａ
５
判
﹈　
＊
セ
ッ
ト
内
に
一
冊
同
梱
。
各
五
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）
で
分
売
可
。

　

…
教
科
書
と
同
じ
体
裁
の
本
に
注
釈
を
付
記
。
授
業
準
備
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

③
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹇
１
枚
﹈

　

…
原
文
テ
キ
ス
ト
、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
収
録
。

④
指
導
用
各
種
デ
ー
タ
見
本
集

﹇
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈　
＊
デ
ー
タ
類
は
、
基
本
的
に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
と
一
太
郎
の
両
形
式
で
ご
用
意
し
ま
す
。

　

…
採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◉
テ
ス
ト
問
題

　

・
教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題　

・
基
本
テ
ス
ト
（
漢
字
・
語
句
）　

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
解
答
用
デ
ー
タ

◉
素
材
デ
ー
タ

　

・
構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　

・
本
文
語
句
シ
ー
ト　

・
学
習
課
題
ノ
ー
ト
（
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
）

　

・
補
充
教
材
（
テ
ス
ト
問
題
付
き
）　

・
追
加
作
品
集

◉
提
示
用

　

・
提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

・
提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（「
こ
と
ま
な
ビ
ュ
ー
ア
」
や
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
、
拡
大
表
示
や
書
き
込
み
を
行
い
な
が
ら
教
科
書
紙
面
を
提
示
で
き
ま
す
。）

◉
そ
の
他

　

・
こ
と
ま
な
辞
書
（
教
師
用
）『
新
明
解
国
語
辞
典 

第
八
版
』『
全
訳
読
解
古
語
辞
典 

第
五
版
』『
全
訳
漢
辞
海 

第
四
版
』 ↓

　

・
評
価
支
援
ツ
ー
ル
（
観
点
別
評
価
・
評
定
集
計
表
） ↓

「
指
導
と
評
価
」を
支
え
る
指
導
書・教
材

『
精
選 
現
代
の
国
語
』『
新 

現
代
の
国
語
』

指
導
書
　
各 
三
三
、
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

指
導
資
料

教
師
用
教
科
書

相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二

水の東西

83

と
か
「
そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
…
…
」
な
ど
の
接
続
語
が
使
わ
れ
て

い
る
。
接
続
詞
（
接
続
語
）
の
理
解
は
、
文
と
文
（
段
落
と
段
落
）
と
の
関
係
（
順
接
、

逆
接
な
ど
）
を
明
ら
か
に
し
て
話
題
の
転
換
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
述
べ
よ

う
と
す
る
論
理
展
開
の
方
向
性
（
段
落
相
互
の
関
係
）
を
決
定
す
る
も
の
な
の
で
特
に

注
意
を
要
す
る
。

同
じ
よ
う
に
指
示
語
の
示
す
内
容
の
理
解
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
般
的
に

指
示
語
は
既
述
内
容
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
次
の
論
点
へ
の
展
開
を
示
唆
し
て
い
く
役

割
を
も
つ
。
そ
の
た
め
論
理
的
文
章
の
読
解
に
は
必
須
の
前
提
で
あ
る
。「
水
の
東
西
」

で
も
随
所
に
指
示
語
は
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い

る
」（
32
・
10
）
で
は
、「『
そ
れ
』
と
は
何
を
指
す
か
。」
と
い
う
脚
問
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
指
示
内
容
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
で
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
都

度
確
認
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
教
材
は
「
評
論
」
教
材
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
多
分
に
筆
者
の
直
観

や
思
い
が
表
れ
て
い
る
個
性
的
作
品
で
も
あ
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
て
表
現
の
特
徴
を

理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
類
型
的
な
比
較
文
化
の
固
定
観
念
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
し

て
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

き
る
。
な
お
且
つ
、
そ
れ
ら
を
授
業
の
ノ
ー
ト
に
き
ち
ん
と
整
理
さ
せ
る
（
作
業
さ
せ

る
）
こ
と
で
評
論
読
解
の
入
門
教
材
に
な
る
だ
ろ
う
。

評
論
読
解
の
最
初
の
教
材
で
も
あ
る
の
で
評
論
読
解
の
基
本
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、

作
品
「
水
の
東
西
」
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
行
き
た
い
。

第
一
に
筆
者
の
主
張
（
見
解
）
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
筆
者
が
何
を

問
題
に
し
て
い
る
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
水
の
東
西
」
で
は
、「
水
」
を

め
ぐ
る
文
化
の
対
比
を
通
し
て
日
本
人
の
「
感
性
」
や
日
本
文
化
の
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
筆
者
が
対
比
さ
せ
て
い
る
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴

水
」
に
つ
い
て
の
意
見
に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
項
対
立
（
比
較
）
の
論
点
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
筆
者
が
導
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
主
題
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
に
論
の
構
造
（
論
理
展
開
、
段
落
）
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
全
体
を
い
く
つ

か
の
段
落
に
ま
と
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
、「
水
の
東
西
」
の
論
理
構
造
が
み
え
て
く
る
。

最
初
に
「
鹿
お
ど
し
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
り
、
続
い
て
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
「
噴

水
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。
二
つ
の
文
化
的
な
対
比
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て

筆
者
が
着
目
す
る
の
は
「
形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
」
日
本
人
の
心
（
感
性
）
で
あ
る
。

そ
の
主
張
を
も
と
に
「
鹿
お
ど
し
」
は
、「
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
」

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
全
体
の
構
造
を
分
析
し
て
お
く
こ
と
は
、
論

旨
の
読
解
と
要
約
に
欠
か
せ
な
い
読
み
の
作
業
で
あ
る
。

第
三
に
重
要
語
（
句
）
の
理
解
で
あ
る
。「
評
論
文
」
に
は
筆
者
が
自
分
の
論
点
や

考
え
を
強
調
し
た
り
、
要
約
し
た
り
す
る
た
め
に
鍵
と
な
る
語
（
句
）
が
登
場
す
る
。

そ
れ
ら
の
語
（
句
）
は
、
文
脈
の
中
で
特
別
な
意
味
づ
け
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
読
解

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。「
水
の
東
西
」
で
は
、
論
点
を
要
約
す
る
よ
う
な
意
味
を
受
け

て
使
わ
れ
て
い
る
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」

な
ど
の
語
句
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

以
上
の
読
解
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
の
が
、
指
示
語
（
指
示
内
容
）
や
接
続
詞
（
接

続
語
）
の
理
解
で
あ
る
。「
水
の
東
西
」
は
接
続
詞
の
使
用
の
比
較
的
少
な
い
評
論
文

で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
に
話
題
の
転
換
を
は
か
る
表
現
と
し
て
「
そ
う
い
え
ば
…
…
」
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今
日
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術
の
交
流
や
融
合
も
盛
ん

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
技
術
革
新
の
先
端
で
は
、
も
は
や
「
東
西
」
の
文
化
の
独

自
性
は
問
題
で
は
な
く
、
共
通
の
価
値
観
や
技
術
力
に
よ
っ
て
「
物
・
文
化
」
が
作
り

だ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
明
治
の
開
国
以
来
す
っ
か
り
近
代
（
西
洋
）
化
を
と

げ
た
現
代
の
日
本
社
会
の
生
活
を
み
て
も
、
と
り
た
て
て
「
洋
の
東
西
」
を
問
う
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
文
化
や
芸
術
の
表
層
に
過
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
文
化
創
造
の
現
場

で
は
、
自
身
の
作
り
出
す
作
品
の
背
景
に
ぬ
ぐ
い
が
た
く
伝
統
文
化
が
刻
印
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
私
た
ち
が
日
常
的
に
感
じ
て
い
る
季
節
感
や
美
意
識
、
さ
ら
に
は
時
間
感
覚

や
空
間
感
覚
な
ど
の
感
性
の
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
も
、〈
伝
統
的
〉
特
質
は
継
承
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
同
質
的
文
化
環
境
の
中
に
い
て
は
、
そ
の
特
徴
に
自
覚

的
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
ひ
と
た
び
異
文
化
環
境
の
中
に
身
を
お
い
て
み
る
と
き
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
比
較
文
化
の
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
独
自
性
は
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
自
体
は
恣
意
的
な
比
較
論
で

あ
っ
て
、
現
実
に
は
取
り
上
げ
る
対
象
や
比
較
の
観
点
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
科
学
的
な

実
証
性
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
俄
か
に
判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
比
較
に
よ
っ
て
日
頃
よ
り
直
観
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
文
化
の
独
自

性
の
理
解
に
、
ひ
と
つ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。

教
材
採
録
の
意
図

1

殊
に
あ
る
ひ
と
つ
の
対
象
に
対
す
る
両
者
の
〈
表
現
〉
に
お
け
る
特
徴
的
相
違
に
注

目
す
る
と
き
、
相
互
の
特
異
性
が
よ
り
鮮
明
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
評
論
「
水

の
東
西
」
で
筆
者
は
、〈
水
〉
と
い
う
私
た
ち
の
生
活
に
も
文
化
に
も
き
わ
め
て
身
近

で
且
つ
根
源
的
な
事
象
を
捉
え
て
、「
洋
の
東
西
」
の
文
明
、
あ
る
い
は
文
化
の
相
違

を
論
じ
て
い
る
。
日
本
文
化
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
「
鹿
お
ど
し
」
で
あ
る
。
そ
の
仕

掛
け
に
よ
っ
て
「
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
（
水
の
流
れ
、
時
の
流
れ
）」
の
存
在
を
強

調
す
る
の
だ
と
筆
者
は
述
べ
る
。
一
方
、
そ
れ
に
対
す
る
に
西
洋
の
町
の
広
場
や
庭
園

に
み
ら
れ
る
「
噴
水
」
を
あ
げ
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
空
間
に
静
止
す
る
壮
大
な
水
の
造

形
を
認
め
る
。
文
中
に
対
句
的
に
記
述
さ
れ
る
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」「
時

間
的
な
水
と
空
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」
は
、
そ
の
要
約
的

な
表
現
で
あ
る
。

「
水
」
を
つ
か
っ
た
芸
術
表
現
の
対
比
を
通
し
て
、
筆
者
は
日
本
人
の
特
質
に
つ
い

て
論
じ
る
。
そ
れ
は
「
積
極
的
に
、
形
な
き
も
の
」
を
恐
れ
な
い
思
想
以
前
の
「
感
性
」

に
あ
る
と
い
う
。
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
（
時
間
、

水
）
を
心
で
味
わ
う
と
い
う
「
鹿
お
ど
し
」
に
、
日
本
人
の
「
水
」
を
鑑
賞
す
る
行
為

の
究
極
を
筆
者
は
見
い
だ
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
「
東
西
文
化
」
の
対
比
か
ら
見
え

て
く
る
、
筆
者
に
よ
る
日
本
文
化
論
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
読
解
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
作
品
は
評
論
読
解
の
基
本
で
あ
る
二
項
対
立
（
比
較
）
の
論
理
構
成
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
評
論
読
解
の
基
礎
的
演
習
に
適
し
た
評
論
作
品
で
あ
る
。

そ
の
際
に
、
筆
者
が
「
素
材
」
と
し
て
い
る
の
は
、「
水
」
の
表
象
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
例
示
さ
れ
て
い
る
事
象
か
ら
筆
者
の
意
図
や
観
点
、
思
い
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
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水
の
東
西

51015

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
︒

　私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
︒
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
︑
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
が
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
︑
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
︑
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
︒

　流
れ
る
水
と
︑
噴
き
上
げ
る
水
︒

　そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
︑
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
︒
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
︑
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
︒

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
︑
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

3
エ
ス
テ
家

　
一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
︑

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
︒

＊
語
句　

愛
嬌

　徒
労

　趣
向

鹿おどし
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

510

　「鹿し
し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
︑
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
うの

中
に
︑
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
︒
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
︑
そ
れ
に
筧か
け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
︒
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
︑
や
が
て
水
受
け
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
と
︑
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
︒
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け
が
跳

ね
上
が
る
時
︑
竹
が
石
を
た
た
い
て
︑
こ
お
ん
と
︑
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
︒

　見
て
い
る
と
︑
単
純
な
︑
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
︑
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
︒
緊
張
が
高

ま
り
︑
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
︑
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
︒
た

だ
︑
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
︑
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
︒
水
の
流
れ
な
の
か
︑
時
の
流
れ
な
の
か
︑「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
︒
そ
れ
を
せ
き
止
め
︑
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

❶ 水
の
東
西 

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

1
鹿
お
ど
し

　
庭
園
装
置
の
一

つ
︒
本
来
は
︑
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪

い
の
し
しな

ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
︒

「
添そ

う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
︒

2
筧

　
水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と

い

︒

問
❶
「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す

か
。
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向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
︒

趣

対
照
的
な
表
現

・�

流
れ
る
水（「
鹿
お
ど
し
」の

水
）＝
自
然
な
水

・�

噴
き
上
げ
る
水（「
噴
水
」の

水
）＝
人
工
的
な
水

お
も
し
ろ
み
や
お
も
む
き
を
出
す
た
め
の
工
夫
︒

◎
第
二
段（
空
間
に
静
止
す
る
水
）

対
句
的
表
現
１

� （アマナイメージズ提供）
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水
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51015

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
︒

　私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
︒
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
︑
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
が
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
︑
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
︑
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
︒

　流
れ
る
水
と
︑
噴
き
上
げ
る
水
︒

　そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
︑
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
︒
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
︑
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
︒

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
︑
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

3
エ
ス
テ
家

　
一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
︑

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
︒

＊
語
句　

愛
嬌

　徒
労

　趣
向

鹿おどし
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二 

相
手
の
こ
と
を
考
え
る

510

　「鹿し
し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
︑
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
うの

中
に
︑
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
︒
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
︑
そ
れ
に
筧か
け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
︒
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
︑
や
が
て
水
受
け
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
と
︑
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
︒
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け
が
跳

ね
上
が
る
時
︑
竹
が
石
を
た
た
い
て
︑
こ
お
ん
と
︑
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
︒

　見
て
い
る
と
︑
単
純
な
︑
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
︑
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
︒
緊
張
が
高

ま
り
︑
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
︑
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
︒
た

だ
︑
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
︑
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
︒
水
の
流
れ
な
の
か
︑
時
の
流
れ
な
の
か
︑「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
︒
そ
れ
を
せ
き
止
め
︑
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

❶ 水
の
東
西 

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

1
鹿
お
ど
し

　
庭
園
装
置
の
一

つ
︒
本
来
は
︑
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪

い
の
し
しな

ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
︒

「
添そ

う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
︒

2
筧

　
水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と

い

︒

問
❶
「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す

か
。

032-037_水の_01現国-02-01.indd   32 2021/10/30   11:26

徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
︒
た

愛
嬌

流
れ
る
も
の（
3₂
・
9
）

要
旨

　
日
本
の「
鹿
お
ど
し
」は
、
水
や
時
の
流
れ
と
い
っ
た
流
れ
て

や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
︒
一
方
、

噴
水
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
で
は
水
は
空
間
的
な
目
に
見

え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
造
形
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
︒

日
本
人
は「
行
雲
流
水
」と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
、
一
切
を
自

然
に
任
せ
る
と
い
う
思
想
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
は
、

形
が
な
く
自
然
に
流
れ
ゆ
く
も
の
を
好
ま
し
く
感
じ
る
と
い
う

日
本
人
独
特
の
感
性
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒

◎
第
一
段（
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
水
）

日本の「鹿おどし」と西洋の「噴水」の対比

骨
折
っ
て
働
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
︒

好
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
笑
い
を
さ
そ
う
よ
う
な
表
情
︒
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44確かな情報を伝えるために

の
感
触
と
、
僕
の
目
に
映
る
コ
ッ
プ
の
色
形
を
感
じ
た

だ
け
の
こ
と
で
、
そ
の
視
覚
と
触
覚
自
体
が
ニ
セ
モ
ノ

の
情
報
だ
っ
た
と
し
て
も
、
知
覚
し
て
い
る
僕
に
は
そ

の
こ
と
に
気
づ
け
な
い
。

　犬
や
虫
た
ち
は
、
ど
う
も
人
間
と
は
違
う
よ
う
に
こ

の
世
界
を
認
識
し
て
い
る
。
虫
た
ち
の
複
眼
に
は
花
の

色
は
違
っ
て
見
え
て
い
る
。
彼
ら
は
僕
ら
が
見
て
い
る

よ
う
に
、
世
界
を
認
識
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
も
の
を
見
て
も
、
違
う
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
と

し
た
ら
、
緑
で
覆
わ
れ
た
美
し
い
山
並
み
と
い
う
景
色

も
、
実
は
現
実
な
の
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
く
な
っ
て
く

る
。
そ
の
考
え
を
さ
ら
に
押
し
進
め
れ
ば
、
人
間
の
脳

に
リ
ア
ル
な
夢
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
は
や
そ
れ
が
そ
の
人
間
に
と
っ
て
の
現
実
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
こ
そ
過
去
の
Ｓ
Ｆ
作
品
が
何
度
も
描

い
て
き
た
世
界
で
は
な
い
か
。

2

2 

Ｓ
Ｆ science fiction

　通

常
の
時
間
と
空
間
の
枠
組
み

を
超
え
た
出
来
事
を
科
学
的

仮
想
に
基
づ
い
て
描
い
た
物

語
。
空
想
科
学
小
説
。

映画「GHOST IN THE SHELL ／攻殻機動隊」より
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45 ひとまず、信じない

▼ 

問	

「
今
の
ネ
ッ
ト
の
根
本
的
な

問
題
」
と
は
何
か
。

▼ 

問	

「
大
き
な
落
と
し
穴
」
と
は

何
か
。

4	

ニ
ヒ
リ
ズ
ム nihilism

　虚

無
主
義
。
否
認
の
思
想
。

3 

フ
ェ
イ
ク fake

　
に
せ
も
の
。

5 

リ
ア
ル
タ
イ
ム real tim

e

　

	

即
時
。
同
時
。

　本当
は
す
べ
て
夢
を
見
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
仮
に
そ
う
だ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
夢
の
中
の
知
覚
の
み
が
僕
ら
の
す
べ
て
で

あ
る
な
ら
ば
、
夢
の
外
の
リ
ア
ル
に
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
意

味
で
は
僕
ら
の
接
す
る
情
報
の
す
べ
て
は
、
脳
が
知
覚
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
点
で
い
う
と
、

初
め
か
ら
フ
ェ
イ
ク
な
の
だ
。

　も
ち
ろ
ん
、
僕
は
今
の
よ
う
な
話
を
も
っ
て
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
く
な
い
ほ
う
へ

進
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
を
茶
化
す
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
、「
情
報
な
ん

て
フ
ェ
イ
ク
」
く
ら
い
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
も
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
足

を
す
く
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
言
い
た
い
。
そ
れ
が
今
の
ネ
ッ
ト
の
根
本
的
な
問
題
で
は
な

か
っ
た
か
。

　実は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
真
実
を
追
求
す
る
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
造
そ
の
も
の
が
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
よ
う
に
世
界
が
衛
星
回
線
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
り
、
地
球
の
裏
側
で
起
き
た
こ
と
を
瞬
時
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
一
見
、
便
利
な
こ
と
の
よ
う
な
気
も
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
大
き
な
落

と
し
穴
が
あ
る
。

3

＊

4

＊

▼

5

▼

 ＊
語
句	

茶
化
す
／
足
を
す
く
わ
れ
る

覆
わ
れ
た 

読 

覆
す

追
求 

注 

追
及
・
追
究

Ω50_四校
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「
保
証
は
な
い
」こ
と
の
事
例
②

知
覚
し
て
い
る
現
実

◎
第
二
段（
情
報
の
落
と
し
穴
）

「
情
報
な
ん
て
フ
ェ
イ
ク
」く
ら

い
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
も
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
に
足
を
す
く
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
。

TB04MGK_P040-047_seki.indd   44 2022/01/19   13:28
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42確かな情報を伝えるために

　新聞
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
、
遠
く
離
れ
た
場
所
で
起
き
た
で
き

ご
と
を
翌
日
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ

に
よ
っ
て
そ
れ
は
同
時
性
を
獲
得
し
た
。
テ
レ
ビ
は
、
そ
の
場
の

リ
ア
ル
な
映
像
を
届
け
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誕
生
と
普
及
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
誰
も
が

発
信
者
に
な
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
環
境
で
あ
る
。

　ソー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（social 

netw
orking service

＝
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
個
人
が
情
報
を
交
換
す
る
し
く
み
の
一
つ
だ
。
何
気
な
く
「
つ

ぶ
や
い
た
」
言
葉
が
思
わ
ぬ
反
応
を
呼
び
、
反
応
の
連
鎖
を
引
き

起
こ
し
、
情
報
が
た
ち
ま
ち
に
拡
散
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
際
、

情
報
は
た
ん
に
客
観
的
な
も
の
と
し
て
広
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
重
要
だ
」「
お
も
し
ろ
い
」「
感
動
す
る
」「
憤
り
を
感
じ
る
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
く
。

　こう
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
ど
こ
が
違
う
の

だ
ろ
う
か
。
次
の
各
メ
デ
ィ
ア
と
比
べ
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
。
そ
の
上
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ま
た
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ

ア
と
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
え
ば
よ
い
か
考
え
て
み
よ
う
。

　いま
一
度
、
目
の
前
の
情
報
の
確
か
ら
し
さ
を
疑
っ
て
み
て
、

あ
な
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
の
目
利
き
を
す
る
力
（
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

● 

新
聞

● 

ラ
ジ
オ

● 

テ
レ
ビ

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス

情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う

メ

デ

ィ

ア

と

の

つ

き

あ

い

方

04MGK_P039-058_seki2.indd   42 2020/12/03   9:01
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43 ひとまず、信じない

学 習 活 動

1  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
。

情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う

確
か
な
情
報
を

伝
え
る

　自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ
の
現
実
と
、
本
当
に
自
分
が
生
き
て
い
る
現
実
が
同
じ
も
の
で
あ

る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
あ
る
解
剖
学
者
が
話
し
て
い
た
が
、
人
間
の
脳
自
体
が
、

こ
の
世
界
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
理
解
し
て
い
る
の
で
、
何
が
現
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
人
間

に
は
実
証
で
き
な
い
の
だ
。
確
か
に
今
、
僕
の
目
の
前
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
そ

こ
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
も
僕
の
手
先
に
伝
わ
る
コ
ッ
プ

▼

1

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い

押お
し

井い

守ま
も
る

▼ 

問	

「
自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ

の
現
実
と
〜
保
証
は
ど
こ
に
も

な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

1 

バ
ー
チ
ャ
ル

　

virtual

　仮

想
の
。

知
覚 

読 

覚
え
る
・
覚
め
る

実
証 

注 

実
相

Ω50_四校
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要
旨　人

間
の
脳
が
こ
の
世
界
を
仮
想
的
に
理
解
し
て
い
る
た

め
、
何
が
現
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
結
果
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
真
実
を
追
求
し
よ

う
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
造
そ
の
も
の
が
、
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
映
像
と
し
て
切
り

取
ら
れ
た
も
の
は
現
実
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
情
報
発

信
者
に
よ
っ
て
情
報
の
信
頼
度
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

か
ら
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
は
、
個
人
が
手
に
で

き
る
情
報
の
精
度
を
、
格
段
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

人
間
の
脳
自
体
が
、
こ
の
世
界

を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
理
解
し
て
い

る
の
で
、
何
が
現
実
な
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
人
間
に
は
実
証

で
き
な
い
か
ら
。

養
老
孟
司
氏

仮
想
的
な
も
の
と
し
て
認
知

「
保
証
は
な
い
」こ
と
の
事
例
①

◎
第
一
段（
知
覚
と
現
実
）

対
比
的
な
提
示

「
情
報
は
つ
く
ら
れ
る
」と
合
わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と
で
、情
報（
特
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
）に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う

点
で
、
学
習
者
の
視
野
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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学
習
の
系
統
性
と
教
材
の
配
置

◉
学
習
指
導
要
領
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
指
導
事
項
の
系
統
性  

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

内
容
の
検
討

構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成

中学校
第 3 学年

ア
　
目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
社
会
生

活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、
多
様
な

考
え
を
想
定
し
な
が
ら
材
料
を
整
理

し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
。

イ
　
自
分
の
立
場
や
考
え
を
明
確
に

し
、
相
手
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
論

理
の
展
開
な
ど
を
考
え
て
、
話
の
構

成
を
工
夫
す
る
こ
と
。

➡

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

内
容
の
検
討

構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成

高等学校
現代の国語

ア
　
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の

中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々

な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、
整
理
し

て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
。

イ
　
自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ

う
、
自
分
の
立
場
や
考
え
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
相
手
の
反
応
を
予

想
し
て
論
理
の
展
開
を
考
え
る
な

ど
、
話
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
す
る

こ
と
。

◉
教
材
の
配
置
と
学
習
活
動
の
目
標
・
内
容  

第
一
教
材
「
情
報
は
つ
く
ら
れ
る
」

★
情
報
を
吟
味
す
る

（「
中
学
校
第
三
学
年
話
聞
ア
・
イ
」→「
現
代
の
国
語
話
聞
ア
・
イ
」の
系
統
性
を
ふ
ま
え
て
）

・
別
々
の
時
間
、
そ
し
て
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
三
枚
の
写
真
が
並
べ
ら
れ
る
こ
と
で
作

ら
れ
る
「
物
語
」
を
想
定
し
た
上
で
、
情
報
発
信
者
と
し
て
情
報
を
ど
の
よ
う
に
扱

う
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
情
報
を
受
信
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
る

べ
き
な
の
か
を
整
理
し
、
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
を
理
解
す
る
。

第
二
教
材
「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
」

★
筆
者
の
考
え
る
情
報
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
理
解
す
る

（「
中
学
校
第
三
学
年
話
聞
ア
・
イ
」→「
現
代
の
国
語
話
聞
ア
・
イ
」の
系
統
性
を
ふ
ま
え
て
）

・
筆
者
の
主
張
す
る
「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
」
た
め
に
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
情
報

の
発
信
者
な
ど
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
情
報
の
信
頼
性
自
体

を
問
い
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
、
日
々
の
自
分
自
身
の
情
報
と
の

つ
き
あ
い
方
自
体
を
見
直
す
。

第
三
教
材
「
情
報
を
編
集
し
、
的
確
に
発
表
す
る
　
─
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
」

★
情
報
を
適
切
に
編
集
す
る

（「
中
学
校
第
三
学
年
話
聞
ア
・
イ
」→「
現
代
の
国
語
話
聞
ア
・
イ
」の
系
統
性
を
ふ
ま
え
て
）

・「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
」
の
原
稿
作
り
と
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
体
験
を
と
お
し
て
、実

際
に
「
相
手
を
意
識
」
し
た
上
で
「
情
報
と
し
て
何
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
」「
何
を

事
例
と
し
て
用
い
る
の
か
」、さ
ら
に
「
用
い
る
事
例
は
情
報
と
し
て
信
頼
で
き
る
も

の
か
、
説
得
の
た
め
に
妥
当
な
も
の
か
」
な
ど
を
観
点
と
し
て
検
証
し
合
い
、
情
報

を
発
信
す
る
際
に
気
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
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学
習
の
系
統
性
と
教
材
の
配
置

◉
学
習
指
導
要
領
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
指
導
事
項
の
系
統
性  

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

内
容
の
検
討

構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成

中学校
第 3 学年

ア
　
目
的
や
場
面
に
応
じ
て
、
社
会
生

活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、
多
様
な

考
え
を
想
定
し
な
が
ら
材
料
を
整
理

し
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
。

イ
　
自
分
の
立
場
や
考
え
を
明
確
に

し
、
相
手
を
説
得
で
き
る
よ
う
に
論

理
の
展
開
な
ど
を
考
え
て
、
話
の
構

成
を
工
夫
す
る
こ
と
。

➡

話
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

内
容
の
検
討

構
成
の
検
討
、
考
え
の
形
成

高等学校
現代の国語

ア
　
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の

中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々

な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、
整
理
し

て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ

と
。

イ
　
自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ

う
、
自
分
の
立
場
や
考
え
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
相
手
の
反
応
を
予

想
し
て
論
理
の
展
開
を
考
え
る
な

ど
、
話
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
す
る

こ
と
。

単
元
設
定
の
ね
ら
い

単
元
の
構
成

配
当

時
間
●
教
材
の
ね
ら
い

「
教
材
名
」

学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項

評
価
規
準

　（「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
除
く
）

❖
言
語
活
動
例

8

●
情
報
を
吟
味
す
る

　「
情
報
は
つ
く
ら
れ
る
」

●
情
報
と
適
切
に
つ
き
あ
う

　「
ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い
」

●
情
報
を
適
切
に
編
集
す
る

　「
情
報
を
編
集
し
、
的
確
に
発
表
す
る
　
─
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
チ
」

●
学
び
を
深
め
る

　「
情
報
と
身
体
」

言
葉
イ
　
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
特
徴
や
役
割
、

表
現
の
特
色
を
踏
ま
え
、
正
確
さ
、
分
か
り
や
す

さ
、
適
切
さ
、
敬
意
と
親
し
さ
な
ど
に
配
慮
し
た

表
現
や
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
理
解
し
、使
う
こ
と
。

言
葉
オ
　
文
、
話
、
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や

接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

情
報
エ
　
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
。

話
す･

聞
く
ア
　
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の

中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら

情
報
を
収
集
、
整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
。

話
す
・
聞
く
イ
　
自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ

う
、
自
分
の
立
場
や
考
え
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
相
手
の
反
応
を
予
想
し
て
論
理
の
展
開
を
考

え
る
な
ど
、話
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
す
る
こ
と
。

・
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
特
徴
や
役
割
、
表
現
の

特
色
を
踏
ま
え
、
正
確
さ
、
分
か
り
や
す
さ
、
適

切
さ
、
敬
意
と
親
し
さ
な
ど
に
配
慮
し
た
表
現
や

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
理
解
し
、
使
っ
て
い
る
。

・
文
、
話
、
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や
接
続
の

仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
使
っ
て
い
る
。

・
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な

話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、

整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

・
自
分
の
考
え
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
、
自
分
の
立

場
や
考
え
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
相
手
の
反

応
を
予
想
し
て
論
理
の
展
開
を
考
え
る
な
ど
、
話

の
構
成
や
展
開
を
工
夫
し
て
い
る
。

❖
ア
　
読
自
分
の
考
え
に

つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
り
、そ
れ
を
聞
い
て
、

同
意
し
た
り
、
質
問
し

た
り
、
論
拠
を
示
し
て

反
論
し
た
り
す
る
。

❖
エ
　
集
め
た
情
報
を
資

料
に
ま
と
め
、
聴
衆
に

対
し
て
発
表
す
る
。
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相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二

水の東西

87

評価

知
識
・
技
能

⑴
ウ
・
エ

　
評
価
の
実
際
▼
本
文
中
の
漢
字
や
語
句
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
対
義
語
に
つ
い
て
調
べ
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。［
記
述
の

点
検
］

第2時限

展
開
２

１
　〈
33
・
10
～
35
・
4
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

２
　〈
33
・
10
～
35
・
4
〉
を
読
解
す
る
。

３
　「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

４
　〈
35
・
5
～
36
・
5
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

５
　〈
35
・
5
～
36
・
5
〉
を
読
解
す
る
。

６
　「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

	⿟
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

	⿟
時
間
的
存
在
と
空
間
的
存
在
と
の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。

	⿟
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

	⿟「
見
え
な
い
水
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
日
本
文
化
の
特
質
に

つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
理
解
さ
せ
る
。

評価

次
時
と
合
わ
せ
て
行
う
。

第3時限

ま
と
め

１
　
対
句
的
表
現
を
手
が
か
り
に
、
筆
者
が
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
整
理
す
る
。	

課
題
Ａ	

1

２
　〈
36
・
6
～
終
わ
り
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

３
　〈
36
・
6
～
終
わ
り
〉
を
読
解
す
る
。

４
　
最
後
の
一
文
に
集
約
さ
れ
る
筆
者
の
主
張
の
理
由
を
、
本
文
の
内
容
に

そ
っ
て
ま
と
め
る
。	

課
題
Ａ	

2

５
　
文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
を
指
摘
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

	

課
題
Ｂ

	⿟
箇
条
書
き
か
ら
始
め
さ
せ
る
。

	⿟
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

	⿟「
言
う
ま
で
も
な
く
…
…
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
」（
35
・
16
～
36
・

4
）
の
段
落
と
、
最
終
段
落
の
記
述
を
手
が
か
り
に
考
え
、「
流

れ
る
水
」「
時
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
」
と
い
っ
た
「
鹿
お
ど

し
」
の
特
性
を
押
さ
え
て
ま
と
め
さ
せ
る
。

	⿟
本
文
の
具
体
的
な
記
述
（
根
拠
の
指
摘
）
に
基
づ
い
て
話
し
合
い

を
展
開
す
る
よ
う
留
意
さ
せ
る
。

評価

知
識
・
技
能

⑴
オ
・
カ
、
⑵
ア

　
評
価
の
実
際
▼
主
張
と
論
拠
の
関
係
を
捉
え
て
文
章
の
効
果
的
な
構
成
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
例
示
や
言
い
換
え
な
ど
の
効
果
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。［
記
述
の
確
認
］

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｂ
ア
・
イ

　
評
価
の
実
際
▼
比
較
し
て
論
じ
る
と
い
う
文
章
構
成
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
、
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
。［
記
述
の
確
認
］
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二 相手のことを考える

86

❷	

学
習
指
導
の
展
開
例	

［
３
時
間
を
想
定
］

時
間

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

導
入

１
　
日
本
的
な
も
の
、
西
洋
的
な
も
の
と
対
比
さ
れ
る
も
の
を
あ
げ
る
。

２
　「
鹿
お
ど
し
」「
噴
水
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

３
　
全
文
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

	⿟
自
由
な
思
い
つ
き
を
発
表
さ
せ
る
。

	⿟
見
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
が
い
れ
ば
、
い
つ
、
ど
こ
で
な
ど
を
発
表

し
て
も
ら
い
、
共
通
の
話
題
に
す
る
。

	⿟
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。
小
テ
ス
ト
を
行
っ
て
も

よ
い
。	

漢
字 

語
句

展
開
１

４
　〈
初
め
～
33
・
9
〉
を
読
解
す
る
。

５
　「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

	⿟「
鹿
お
ど
し
」
の
し
く
み
を
理
解
さ
せ
る
。

	⿟〈
初
め
～
33
・
9
〉
の
内
容
を
対
比
的
に
板
書
す
る
。

❶	

評
価
規
準

知
識
・
技
能

1
常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
っ
て
い
る
。（
⑴
ウ
）

知
識
・
技
能

2
実
社
会
に
お
い
て
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句
の
量
を
増
す
と
と
も
に
、
語
句
や
語
彙
の
構
造
や
特
色
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど

を
理
解
し
、
話
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。（
⑴
エ
）

知
識
・
技
能

3
文
、
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。（
⑴
オ
）

知
識
・
技
能

4
比
喩
、
例
示
、
言
い
換
え
な
ど
の
修
辞
や
、
直
接
的
な
述
べ
方
や
婉
曲
的
な
述
べ
方
に
つ
い
て
理
解
し
使
っ
て
い
る
。（
⑴
カ
）

知
識
・
技
能

5
主
張
と
論
拠
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。（
⑵
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現
1
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
、
集
め
た
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
て
、
伝
え
た
い

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。（
Ｂ
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現
2
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
読
み
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
論
理
の
展
開
、
情
報
の
分
量
や
重
要
度
な
ど
を
考
え
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
し
て

い
る
。（
Ｂ
イ
）

学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

4
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190

十 

多
文
化
共
生
社
会
と「
私
」

510

池
上�

彰
（
以
下
、
池
上
）

　緒
方
さ
ん
は
か
つ
て
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
で
難
民
を

救
う
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
、
理
事
長
を
務
め
て
い
ら
れ
る
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
、
救
っ
た
あ
と
の
人
々
の
生
活
を
ど
う
改
善
す
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
組

織
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
途
上
国
支
援
に
対
す
る
緒
方
さ
ん
の
仕
事
は
一
貫
し
て
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
ね
。

緒
方�

貞
子
（
以
下
、
緒
方
）

　お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
途
上
国
支
援
の
世
界
に
お
い
て
、
私
が
行
っ

て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
仕
事
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

　た
だ
し
、
二
つ
の
仕
事
を
本
当
に
つ
な
ぐ
に
は
、
あ
る
い
は
現
地
の
人
た
ち
を
救
う
に
は
、
時

と
し
て
自
分
の
職
域
を
飛
び
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
九
九
四
年
の
ル
ワ

1

2

3

4

対
談

　
「
国
際
貢
献
」
で
は
な
く 

「
国
際
協
力
」
で
あ
る 

緒お

方が
た

貞さ
だ

子こ

・
池い

け

上が
み

彰あ
き
ら

1
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

　

 
U

nited N
ations H

igh  
C

om
m

issioner for  
Refugees

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

　

 

難
民
の
国
際
的
保
護
を
主
要

任
務
と
す
る
。

2
難
民

　
天
災
や
戦
禍
、
ま
た

人
種
や
宗
教
、
政
治
的
意
見

な
ど
の
理
由
で
、
迫
害
を
受

け
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
、

安
全
な
場
所
に
逃
れ
て
き
た

人
々
。

3
国
際
協
力
機
構

　

Japan  
International C

ooperation 
Agency

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

　国

際
社
会
に
お
い
て
資
金
援
助

及
び
技
術
協
力
等
を
行
う
、

日
本
の
外
務
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
。

4
ル
ワ
ン
ダ
大
虐
殺

　
ル
ワ
ン

ダ
共
和
国
に
お
け
る
民
族

（
部
族
）・
政
治
的
対
立
に
よ

る
内
戦
の
激
化
で
、
一
九
九
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191

対
談  ﹁
国
際
貢
献
﹂
で
は
な
く
﹁
国
際
協
力
﹂
で
あ
る

5

ン
ダ
大
虐
殺
を
機
に
、
隣
国
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
ザ
イ
ー
ル
（
現
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）
に
避
難
し

た
六
十
万
人
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
が
、
二
年
後
の
九
六
年
に
母
国
に
戻
っ
た
時
の
仕
事
が
そ
う
で
し

た
。

池
上

　何
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

緒
方 

　当
時
私
が
率
い
て
い
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
争
乱
か
ら
逃
れ
て
国
外
に
避
難
し
て
き
た
難
民
を
保

護
し
、
母
国
に
帰
還
し
て
定
住
さ
せ
る
ま
で
が
仕
事
で
し
た
。
そ
こ
で
帰
還
し
た
あ
と
の
六
十
万

人
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
開
発
援
助
を
行
っ
て
い
る
国
際
機
関
に
支
援
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
な
か
な
か
援
助
し
て
も
ら
え
な
い
。

＊

5

6

四
年
に
起
き
た
虐
殺
事
件
。

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
難
民
が

隣
国
に
逃
れ
た
。
ル
ワ
ン
ダ

共
和
国
（R

w
anda

）
は
、

ア
フ
リ
カ
東
部
に
位
置
す
る

内
陸
国
。

5
タ
ン
ザ
ニ
ア

　

Tanzania 

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
。

ア
フ
リ
カ
東
部
に
あ
り
、
大

陸
側
の
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
と
島

側
の
ザ
ン
ジ
バ
ル
・
ペ
ン
バ

両
島
か
ら
な
る
連
合
共
和
国
。

6
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

　

 
C

ongo

　ア
フ
リ
カ
大
陸
の

ほ
ぼ
中
央
、
コ
ン
ゴ
川
流
域

の
コ
ン
ゴ
盆
地
を
占
め
る
。

南スーダン
アフリカ

ウガンダ

タンザニアブルンジブルンジ

ルワンダ

キガリキガリ

ケ
ニ
ア

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

ルワンダ周辺地図

パキスタンのアフガニスタン難民キャンプで，子
供たちから手作りのハンカチを受け取る緒方貞子
国連難民高等弁務官（2000年９月）

＊
語
句　

…
…
を
機
に
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を
機
に
、
隣
国
の

～
を
き
っ
か
け
に

具
体
的
な
内
容
を
問
い
か
け
、
緒
方
が
回
答
し
た
概
略
を

さ
ら
に
細
か
く
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

（共同通信社提供）
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供たちから手作りのハンカチを受け取る緒方貞子
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＊
語
句　

…
…
を
機
に

190-197_対談_01現国-10-01.indd   191 2021/04/07   10:29

フ
ラ
の
整
備
を
お
家
芸
と
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
が
も
つ
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
も
、
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
視
点
に
立
ち
、「
国
際
貢
献
」で
は
な
く「
国
際
協
力
」な
の
だ
と
い

う
意
識
の
転
換
を
図
り
、「
共
存
共
栄
」を
目
指
す
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

要
旨

　
途
上
国
支
援
に
は
職
域
間
の
連
携
が
必
要
だ
が
、
時
に
は
職
域
を
越
え
た
直
接
援
助
活
動
も
必
要
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
形
態
が
あ
る
な
か
で
、
日
本
は
他
国
に
は
な
い
自
ら
の
手
を
使
っ
た
イ
ン

◎
第
一
段（
つ
な
が
り
な
が
ら
職
域
を
越
え
る
）
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93 水の東西

芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持
ち
を
く
つ
ろ
が

せ
て
い
た
。

　流れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。

　そう
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、

町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ご
と
な
噴
水
が

あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ
る
庭
園
に
行
け
ば
、
噴

水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
。
有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の

別
荘
な
ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ

し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の
造

型
が
と
ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク

彫
刻
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。

　時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。

　そう
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な

＊

3

＊

＊

4

 ＊
語
句 

徒
労
／
い
や
が
う
え
に
も
／

趣
向
／
林
立
／
息
を
の
む

緩
や
か 

注 

穏
や
か

徒
労 

注 

従
う

静
寂 

注 

貞
淑

素
朴 

注 

表
札

間
隔 

読 

隔
て
る

華
や
か 

注 

花
び
ら

凝
ら
す 

注 

擬
音

エステ家の噴水

3 

エ
ス
テ
家

　十三
世
紀
中
頃

か
ら
十
八
世
紀
末
に
か
け
て
、

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
。

4 

バ
ロ
ッ
ク

　

baroque

（
フ

ラ
ン
ス
語
）
十
六
世
紀
末
頃

か
ら
十
八
世
紀
中
頃
に
か
け

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し

た
芸
術
の
様
式
。
建
築
や
美

術
に
お
い
て
は
、
複
雑
で
華

や
か
な
の
を
特
徴
と
す
る
。
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51015

92よりよい読み手になるために

も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

　見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊

張
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始

め
ら
れ
る
。
た
だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え

に
も
引
き
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、「
鹿
お
ど
し
」
は

我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛

け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ

る
。
日
本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る

中
で
、
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ

き
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一

つ
の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は

な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、
こ
こ
で
は
水
の

＊

＊

▼

▼ 

問	

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

鹿おどし
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日本の「鹿おどし」と西洋の「噴水」の対比

骨
折
っ
て
働
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

そ
う
で
な
く
て
も
十
分
に
。

◎
第
二
段（
水
の
東
西
比
較
か
ら
浮
か
び
上
が
る「
日
本
人
独
特
の
感
性
」）

落柿舎保存会協力
（アマナイメージズ提供）

流
れ
る
も
の（
92
・
6
）

対
照
的
な
表
現

・
流
れ
る
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
） 

＝
自
然
な
水

・
噴
き
上
げ
る
水（「
噴
水
」の
水
） 

＝
人
工
的
な
水

TB04MGK_P091-095_seki.indd   92 2022/01/19   13:35

5

91 水の東西

学 習 活 動

1   

こ
の
文
章
で
、
筆
者
は
比
較
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
論
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
、
何
と
何
を
、
ど
の
よ
う
に
比

較
し
て
い
る
か
に
注
意
し
て
読
も
う
。

2  

そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
、
筆
者
の
主
張
が
ど
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
か
を
整
理
・
分
析
し
よ
う
。

説
明
の
方
法
を
理
解
す
る

よ
り
よ
く
読
む

「
鹿し
し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
愛あ
い

嬌き
ょ
う

の
中
に
、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け

だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水

受
け
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
に
筧か
け
い

の
水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が

ら
、
や
が
て
水
受
け
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。

緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け
が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ

1

2

水
の
東
西

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

1 

鹿
お
ど
し

　庭
園
装
置
の
一

つ
。
本
来
は
、
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪い
の
し
し

な
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
。

2 

筧

　水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と
い
。

Ω50_責了2
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要
旨　流

れ
て
や
ま
な
い
も
の
を
強
調
す
る「
鹿
お
ど
し
」に
は
、
人
生
の

け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
。
西
洋
人
は
形
な
き
も
の
に
造

型
を
加
え
て
美
を
見
出
す
感
性
を
持
ち
、「
噴
水
」を
芸
術
に
ま
で
高

め
た
。
一
方
で
、
日
本
人
は
形
が
定
ま
ら
な
い
も
の
を
恐
れ
ず
あ
り

の
ま
ま
に
受
容
し
つ
つ
も
、
そ
の
中
に
日
本
人
な
り
の
美
し
さ
や
親

し
み
を
見
出
す
感
性
を
持
つ
。
あ
る
が
ま
ま
に
流
れ
る
も
の
を
想
像

で
き
る「
鹿
お
ど
し
」は
、
日
本
人
独
特
の
感
性
が
象
徴
さ
れ
た
仕
掛

け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

◎
第
一
段（「
鹿
お
ど
し
」の
リ
ズ
ム

　─
東
洋
の
水
─
）

V26_責了
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情
報
は
つ
く
ら
れ
る

確
か
な
情
報
を
伝
え
る

採
録
の
ね
ら
い

◉
資
質
・
能
力
の
観
点
か
ら  

　
本
教
材
は
、「
現
代
の
国
語
」
の
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
「
ア
　
目

的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
情
報
を

収
集
、整
理
し
て
、伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
」
お
よ
び
「
知
識
及
び
技
能
　（
2
）

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
の
「
エ
　
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
情
報
が
洪
水
と
な
っ
て
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
真
偽
を
見
き
わ
め
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
全
て
の
人
が
発
信
者
と
な
っ
た
今
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
と
位
相
の
情
報
に
触

れ
る
こ
と
が
可
能
な
一
方
で
、
そ
の
信
頼
性
を
全
て
吟
味
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
の
災
禍
は
、
未
知
の
状
況
に
直
面
し
た
個
々
人
が
、
何
が
有
益
な
情
報
と
行
動
か
を
選

択
し
決
定
す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
る
上
で
、
最
終
的
な
判
断
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
に
せ

よ
、
膨
大
な
量
の
玉
石
混
淆
な
情
報
に
対
し
て
「
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
使
う
」
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
こ
で
は
、
実
際
の
事
例
を
も
と

に
自
ら
の
経
験
や
体
験
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
身
近
に
あ
る
体
験
な
ど
か
ら
、
情
報
を
吟
味
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
を
獲
得
す

る
。

学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項  

知
識
及
び
技
能

情
報
エ
　
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
。

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

話
す
・
聞
く
ア
　
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々

な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、
整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
。

◉
評
価
規
準  

知
識
・
技
能

・
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
っ
て
い
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現

・
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
情

報
を
収
集
、
整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

・
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
っ
た
り
、
目
的
や

場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
情
報
を
収

集
、
整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
に
向
け
た
粘
り
強
い
取
り

組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

105  教科書［p.40〜p.41］
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情
報
は
つ
く
ら
れ
る

確
か
な
情
報
を
伝
え
る

採
録
の
ね
ら
い

◉
資
質
・
能
力
の
観
点
か
ら  

　
本
教
材
は
、「
現
代
の
国
語
」
の
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
「
ア
　
目

的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々
な
観
点
か
ら
情
報
を

収
集
、整
理
し
て
、伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
」
お
よ
び
「
知
識
及
び
技
能
　（
2
）

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
」
の
「
エ
　
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
情
報
が
洪
水
と
な
っ
て
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
真
偽
を
見
き
わ
め
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
全
て
の
人
が
発
信
者
と
な
っ
た
今
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
と
位
相
の
情
報
に
触

れ
る
こ
と
が
可
能
な
一
方
で
、
そ
の
信
頼
性
を
全
て
吟
味
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
の
災
禍
は
、
未
知
の
状
況
に
直
面
し
た
個
々
人
が
、
何
が
有
益
な
情
報
と
行
動
か
を
選

択
し
決
定
す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
る
上
で
、
最
終
的
な
判
断
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
に
せ

よ
、
膨
大
な
量
の
玉
石
混
淆
な
情
報
に
対
し
て
「
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
使
う
」
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
こ
こ
で
は
、
実
際
の
事
例
を
も
と

に
自
ら
の
経
験
や
体
験
を
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
身
近
に
あ
る
体
験
な
ど
か
ら
、
情
報
を
吟
味
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
を
獲
得
す

る
。

学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項  

知
識
及
び
技
能

情
報
エ
　
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
使
う
こ
と
。

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

話
す
・
聞
く
ア
　
目
的
や
場
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
話
題
を
決
め
、
様
々

な
観
点
か
ら
情
報
を
収
集
、
整
理
し
て
、
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
。

◉
テ
ー
マ
の
観
点
か
ら  

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
編
集
や
校
閲
の
行
わ
れ
な
い
個
人
発
信
の
剝
き
出

し
の
情
報
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｆ
映
画
よ
り
も
リ
ア
ル
な
フ
ェ
イ
ク

画
像
が
、一
瞬
に
し
て
世
界
を
駆
け
巡
る
時
代
。
社
会
生
活
を
送
る
上
で
、従
来
の
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
よ
う
に
「
信
頼
で
き
る
情
報
源
か
ら
多
角
的
に
資
料
を
集
め
、
比
較

検
討
し
て
一
定
の
結
論
を
導
く
」
と
い
う
考
え
方
だ
け
で
は
、
圧
倒
的
な
情
報
量
を
前
に

立
ち
す
く
む
よ
う
な
状
況
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
情
報
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
や
姿
勢
を
自
分
の
中
に
も
っ

て
お
く
こ
と
が
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
実

際
に
起
き
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
巡
る
一
連
の
で
き
ご
と
か
ら
、「
情
報
は
つ
く
ら
れ

る
」
と
い
う
（
と
も
す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
）
大
前
提
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。

　
自
分
が
目
に
し
た
も
の
以
外
の
情
報
は
全
て
誰
か
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
基
本
的
な
観
点
を
確
か
め
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
本
単
元
の
ね
ら
い
で
あ
る

「
確
か
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
」必
要
な
視
点
を
育
成
し
た
い
。
実
際
の
学
習
活
動
に
お

い
て
は
、
生
徒
た
ち
か
ら
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
遭
遇
し
た
実
体
験
な
ど
を
引
き
出
し
、

考
え
る
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
身
近
な
体
験
な
ど
を
と
お
し
て
、
確
か
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

は
何
か
を
考
え
る
。
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●精選

●精選●新

●新

※
『
教
師
用
教
科
書
』
の
み
を
除
く
、

　
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
版
」
の

　

ご
用
意
も
ご
ざ
い
ま
す
。

・
各 

二
七
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

p.
48

p.
42



現
代
の
国
語

19 18

付
属
教
材
集

提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト

『精選』は標準・発展の2段階、『新』は基礎・標準・発展の3段階のテス
ト問題をお使いいただけます（各段階の中に複数のテストがある教材もご
ざいます）。Googleフォームで使える解答用フォームもご用意します。

教材文の構成や内容を、書き込みな
がら理解していくことができるワー
クシートです。予習・復習用として
もご利用いただけます。

教材の文章構成に合わせたパ
ワーポイントデータです。板
書代わりの提示や、オリジナ
ルのスライド作りにご活用い
ただけます。

◉
付
属
評
論
教
材
集
（「
現
代
の
国
語
」2
書
名
共
通
）

　　

• 

美
し
い
を
さ
が
す
旅
に
で
よ
う
（
田
中
真
知
）

　

• 

無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　

• 

大
学
制
度　

揺
さ
ぶ
る
ネ
ッ
ト
（
黒
崎
政
男
）

　

• 

日
本
人
と
日
本
語
（
野
元
菊
雄
）

　

• 〈
思
考
〉
の
現
在
形
（
吉
岡
洋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◉
付
属
文
学
教
材
集
（
三
省
堂
国
語
教
科
書
共
通
）

　　

• 

な
め
と
こ
山
の
熊
（
宮
沢
賢
治
）

　

• 

夢
十
夜   

第
一
夜
・
第
六
夜
（
夏
目
漱
石
）

　

• 

富
嶽
百
景
（
太
宰
治
）

　

• 

羅
生
門
（
芥
川
龍
之
介
）

　

• 

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…
（
中
原
中
也
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

－ 1 － 

水
の
東
西

山
崎
正
和

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
標
準
問
題
１
】

「
し
し鹿

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の

あ
い愛
き
ょ
う

嬌

の
中
に

１、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
に

か
け
い

筧

の
水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が

高
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
水
受
け
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受

け
が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、

し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な

 

ａい
ト
ロ
ウ
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た
だ

２、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ

を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、
「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感

じ
さ
せ
る

 

３。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る

と
い
え
る
。

私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹

介
さ
れ
る
中
で
、
あ

 

４の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人

々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ
の
音
と
次
の
音
と
の
長

 

ｂい
カ
ン
カ
ク
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の

外
に
噴
き
上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、
こ
こ
で
は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持
ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
。

流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。

そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ
る

庭
園
に
行
け
ば
、
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向

 

ｃを
コ
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ
し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の

造
型
が
と
ど
ろ
き
な
が
ら
［

Ａ

］
し
て
い
る
の
に
私
は
［

Ｂ

］
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら
で
あ

り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

［

Ｃ

］
的
な
水
と
、
［

Ｄ

］
的
な
水
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
～
ｃ
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
せ
。

問
二

［

Ａ

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

直
立

②

乱
立

③

起
立

④

林
立

問
三

［

Ｂ

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
記
せ
。

問
四

［

Ｃ

］
・
［

Ｄ

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
で
抜
き
出
せ
。

問
五

傍
線
１
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
「
鹿
お
ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
そ
う
感
じ
る
の
か
。
文
中
か
ら
二
か
所
探
し
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め
と
終
わ
り
の
五
字
ず
つ
を
抜
き
出
せ
。
（
字
数
に
は
句
読
点

を
含
む
。
）

問
六

傍
線
２
「
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
」
む
と
は
、
何
の
ど
う
い
う
様
子
を
い
う
の
か
。
記
せ
。

問
七

傍
線
３
「
そ
れ
」
は
何
を
指
す
か
。
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
。

問
八

傍
線
４
「
素
朴
な
竹
の
響
き
」
と
対
照
的
な
語
句
を
文
中
か
ら
六
字
で
抜
き
出
せ
。

水
の
東
西

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。

流れる水 
p.45.l.9 
噴き上げる水 

時間的な水 
  p.47.l.4 

空間的な水 

見えない水 
p.48.l.5 
目に見える水 

① 初め～p.45.l.9 ② p.45.l.10～p.47.l.4 ③ p.47.l.5～p.48.l.5 ④ p.48.l.6～終わり 

鹿
お
ど
し
を
見
て
思
う
こ
と
。 

・
我
々
に
○ア

〔

〕
を
感
じ
さ
せ
る
。 

○イ

〔

〕
の
流
れ
か
○ウ

〔

〕
の
流
れ
か
？ 

・

せ
き
止
め
、
刻
む 

↓

 

・
○エ

〔

〕
の
存
在
を
強
調 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
○オ

〔

〕
よ
り
も
○カ

〔

〕
の 

ほ
う
が
人
々
の
心
を
く
つ
ろ
が
せ
る
。

＝ 

水
の
○キ

〔

〕 

西
洋
の
○ク

〔

〕
を
見
て
思
う
こ
と
。 

 

・
噴
水
は
○ケ

〔

〕
の
中
心
。

・
噴
水
は
壮
大
な
水
の
○コ

〔

〕 

日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
。 

 

空
気
が
乾
い
て
い
る
の
で
人
々
が 

噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
。

 

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が 

噴
水
の
発
達
に
有
利
だ
っ
た
。

 
   

・
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
○ス

〔

〕
が
美
し
い
。 

・
水
は
○セ

〔

〕
す
る
対
象
で
は
な
い
。 

・
「
行
雲
流
水
」
…
○ソ

〔

〕
心
の
現
れ
。 

○タ

〔

〕
だ
け
が 

大
切
な
ら
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
。 

＝ 

断
続
す
る
音
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
を 

○ツ

〔

〕
に
○テ

〔

〕
で
味
わ
え
ば
よ
い
。 

 音
を
た
て
て
○サ

〔

〕
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
。 

日本（東）の水  
 
西洋（西）の水  

西
洋
の
○シ

〔

〕
的
な
事
情 

こ
れ
だ
け
が
日
本
人
が
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
で
は
な
い
。 

 

日
本
人
が 

○チ
〔

〕 

行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け 

「鹿おどし」 

対比 日本人の心の特徴 

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い 

● 

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

                                          

僕
ら
の
接
す
る
情
報
の
す
べ
て
は
、
㋘

〔 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

〕
と
い
う
点
で

い
う
と
、
初
め
か
ら
フ
ェ
イ
ク
で
あ
る
。 

 

「
㋙

〔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕
」
と
い
う
㋚

〔 
 
 
 
 
 
 
 

〕（
否
認
の
思
想
）

＝
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
足
を
す
く
わ
れ
な
い
た
め
に
は
必
要
な
感
覚
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
造 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
真
実
を
追
求
す
る
＝
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
生
み
出
す
仕
組
み 

 
↳

映
像
と
し
て
切
り
取
ら
れ
た
も
の
は
、
現
実
の
㋛

〔 
 
 
 
 
 

〕
に
し
か
す
ぎ
な
い
。 

 
↳

Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
も
発
信
者
に
よ
っ
て
信
頼
度
や
中
身
が
変
わ
る
。
ニ
セ
情
報
の
可
能
性
も
あ

る
。 

 

自
分
が
㋐

〔 
 

 
 

〕
し
て
い
る
現
実 

＝
同
じ
も
の
？ 

←
㋑

〔 
 

 
 

〕
は
ど
こ
に
も
な
い
。 

自
分
が
㋒

〔 
 
 
 
 
 

 
 

〕
現
実 

 人
間
の
脳
は
世
界
を
㋓

〔 
 
 
 
 
 

 
 

〕（
仮
想
的
）
に
理
解
し
て
い
る
。 

↳

何
が
現
実
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
は
実
証
で
き
な
い
。 

 

 
 

㋔

〔 
 
 
 

〕
に
伝
わ
る
コ
ッ
プ
の
感
触 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目
に
映
る
コ
ッ
プ
の
㋕

〔 
 
 
 

〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
セ
モ
ノ
の
情
報
で
あ
っ
て
も
気
づ
け
な
い
。 

 

例
２
「
緑
で
覆
わ
れ
た
美
し
い
山
並
み
」
と
い
う
景
色 

↳

人
間
に
は
そ
う
見
え
て
い
る
。 

↳

犬
や
虫
た
ち
は
、
人
間
と
は
違
う
よ
う
に
世
界
を
認
識
し
て
い
る
。 

↑ 

同
じ
も
の
を
見
て
も
、
㋖

〔 
 

 
 

 
 

〕
に
見
て
い
る
の
な
ら
、
人
間
が
見
て

い
る
も
の
は
現
実
と
い
え
る
の
か
？ 

 

脳
に
㋗

〔 
 
 
 
 
 
 

 

〕
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
現
実
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

第一段 
（初め～ｐ44ｌ15） 

第二段 
（ｐ45ｌ1～ｐ46ｌ12） 

第三段（ｐ46
ｌ13～終わり） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
は
、
個
人
が
手
に
で
き
る
㋝

〔 
 
 
 
 
 
 

〕
を
、
格
段
に 

落
と
し
、
人
々
を
情
報
か
ら
㋞

〔 
 
 
 
 

 

〕
し
ま
っ
た
。 

ネ
ッ
ト
の
登
場
＝
情
報
が
立
場
や
国
境
を
こ
え
て
㋜

〔 
 
 
 

〕
さ
れ
る
、
輝
か
し
い
時
代 

→
大
い
な
る
フ
ェ
イ
ク
・
デ
マ
ゴ
ギ
ー
。 

例
１
「
目
の
前
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
」 

－ 1 － 

 
 

水
の
東
西 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
崎
正
和 

 

〔 

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

【
発
展
問
題
】 

  

流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。 

 

そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ
る

庭
園
に
行
け
ば
、
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
［ 

Ａ 

］
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の

別
荘
な
ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ
し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大

な
水
の
造
型
が
と
ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
ほ
と

ば
し
る
と
い
う
よ
り
は

 

１、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。 

 

時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど

 

２、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
せ
せ
ら
ぎ
を
作
り
、
滝
を
か
け
、

池
を
掘
っ
て
水
を
見
る
こ
と
は
あ
れ
ほ
ど
好
ん
だ
日
本
人
が
、
噴
水
の
美
だ
け
は
近
代
に
至
る
ま
で
忘
れ
て
い
た
。
伝
統
は
恐
ろ
し
い
も

の
で
現
代
の
都
会
で
も
、
日
本
の
噴
水
は
や
は
り
西
洋
の
も
の
ほ
ど
美
し
く
な
い
。
そ
の
せ
い
か
東
京
で
も
大
阪
で
も
、
町
の
広
場
は
ど

こ
と
な
く
［ 

Ｂ 

］
が
抜
け
て
、
表
情
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。 

 

西
洋
の
空
気
は
乾
い
て
い
て
、
人
々
が
噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が
、
噴

水
を
発
達
さ
せ
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
人
工
的
な
滝
を
作
っ
た
日
本
人
が
、
噴
水
を
作
ら
な
か
っ

た
理
由
は
、
そ
う
い
う
外
面
的
な
事
情
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し
い

の
で
あ
り
、
圧
縮
し
た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
、
水
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
定
ま
っ
た
形
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
形
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
日

本
人
は
西
洋
人
と
違
っ
た
独
特
の
好
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
行
雲
流
水
」
と
い
う
仏
教
的
な
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
思
想

は
む
し
ろ
思
想
以
前
の
感
性
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た

 

３。
そ
れ
は
外
界
に
対
す
る
受
動
的
な
態
度
と
い
う
よ
り
は
、
積
極
的
に
、

形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
心
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

 

見
え
な
い
水
と

 

４、
目
に
見
え
る
水
。 

 

も
し
、
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
だ
と
し
た
ら

 

５、
我
々
は
水
を
実
感
す
る
の
に
も
は
や
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
と
い

え
る
。
た
だ
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
を
間
接
に
心
で
味
わ
え
ば
よ
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
あ
の
「

し
し鹿

お
ど
し
」
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

問
一 

［ 

Ａ 

］
・
［ 

Ｂ 

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
漢
字
一
字
を
そ
れ
ぞ
れ
記
せ
。 

問
二 

傍
線
１
「
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
」
と
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
表
現
を
文
中
か
ら
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
せ
。 

問
三 

傍
線
２
「
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

「
西
洋
の
空
気
は
」
か
ら
始
ま
る
段
落
の
中
の
語
句
を
用
い
て
「
日
本
人
は
」
に
続
く
形
で
二
十
字
以
内
で
記
せ
。 

問
四 

傍
線
３
「
そ
れ
」
は
何
を
指
す
か
。
文
中
の
語
句
を
用
い
て
二
十
五
字
以
内
で
記
せ
。 

問
五 

傍
線
４
「
目
に
見
え
る
水
」
と
は
具
体
的
に
は
何
を
指
す
か
。
文
中
の
語
句
を
抜
き
出
せ
。 

問
六 

傍
線
５
「
我
々
は
水
を
実
感
す
る
の
に
も
は
や
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
」
と
筆
者
が
言
え
る
の
は
、
筆
者
が
日
本
人
が
ど
の
よ

う
な
感
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
か
。
「
日
本
人
は
」
で
書
き
出
し
、
「
～
感
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
。
」
に

続
く
形
で
、
五
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

－ 1 － 

 
 

ひ
と
ま
ず
、
信
じ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

押
井
守 

 

〔 

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

【
基
礎
問
題
】 

  

自
分
が
知
覚
し
て
い
る
こ

の

 

Ⅰ

現
実
と
、
本
当
に
自
分
が
生
き
て
い
る
現
実
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

あ

る

 

ａ

カ
イ
ボ
ウ
学
者
が
話
し
て
い
た
が
、
人
間
の
脳
自
体
が
、
こ
の
世
界
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
理
カ
イ
し
て
い
る
の
で
、
何
が
現
実
な
の

か
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
は
実
証
で
き
な
い
の
だ
。
確
か
に
今
、
僕
の
目
の
前
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
そ
こ
に
コ
ッ
プ
が

あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。
し
か
し

、

 

１

そ
の
こ
と
も
僕
の
手
先
に
伝
わ
る
コ
ッ
プ
の
感
触
と
、
僕
の
目
に
映
る
コ
ッ
プ
の
色
形
を
感
じ
た
だ

け
の
こ
と
で
、
そ
の
視
覚
と
触
覚
自
体
が
ニ
セ
モ
ノ
の
情
報
だ
っ
た
と
し
て
も
、
知
覚
し
て
い
る
僕
に

は

 

２

そ
の
こ
と
に
気
づ
け
な
い
。 

 

犬
や
虫
た
ち
は
、
ど
う
も
人
間
と
は
違
う
よ
う
に
こ
の
世
界
を
認
識
し
て
い
る
。
虫
た
ち
の
複
眼
に
は
花
の
色
は
違
っ
て
見
え
て
い

る

。

 

３

彼
ら
は
僕
ら
が
見
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
を
認
識
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
も
の
を
見
て
も
、
違
う
よ
う
に
見
て
い
る
の

だ
と
し
た
ら
、
緑

で

 

ｂ

オ
オ
わ
れ
た
美
し

い

 

ｃ

ヤ
マ
ナ
み
と
い
う
景
色
も
、
実
は
現
実
な
の
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
考

え
を
さ
ら
に
押
し
進
め
れ
ば
、
人
間
の
脳
に
リ
ア
ル
な
夢
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
は
や
そ
れ
が
そ
の
人
間
に
と
っ
て
の
現
実
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
こ
そ
過
去
の
Ｓ
Ｆ
作
品
が
何
度

も

 

ｄ

エ
ガ
い
て
き
た
世
界
で
は
な
い
か
。 

 

本
当
は
す
べ
て
夢
を
見
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
［ 

Ａ 

］
仮
に
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も

、

 

４

そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
だ
。
夢
の
中
の
知
覚
の
み
が
僕
ら
の
す
べ
て
で
あ
る
な
ら
ば
、
夢
の
外
の
リ
ア
ル
に
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

［ 

Ｂ 

］
、
あ
る
意
味
で
は
僕
ら
の
接
す
る
情
報
の
す
べ
て
は
、
脳
が
知
覚
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
点
で
い
う
と
、
初
め
か
ら
フ
ェ
イ

ク
な
の
だ
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
僕
は
今
の
よ
う
な
話
を
も
っ
て
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
く
な
い
ほ
う
へ
進
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機

感
を

 

ｅ

チ
ャ
カ
す
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
、
「
情
報
な
ん
て
フ
ェ
イ
ク
」
く
ら
い
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
も
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス

に

 

Ⅱ

足
を
す
く
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
言
い
た
い
。
そ
れ

が

 

５

今
の
ネ
ッ
ト
の
根
本
的
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 

問
一 

二
重
傍
線
ａ
～
ｅ
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

問
二 

［ 

Ａ 

］
・
［ 

Ｂ 

］
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。 

 
 
 

① 

な
ぜ
な
ら 

 

② 

つ
ま
り 

 

③ 

そ
こ
で 

 

④ 

そ
し
て 

 

⑤ 

そ
れ
と
も 

問
三 

波
線
Ⅰ
「
現
実
」
と
、
文
中
で
対
比
し
て
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
、
漢
字
一
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
四 

波
線
Ⅱ
「
足
を
す
く
わ
れ
る
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

① 

不
意
を
突
か
れ
失
敗
す
る 

 

② 

思
わ
ぬ
感
動
を
得
ら
れ
る 

 
 
 

③ 

大
き
な
影
響
を
受
け
る 

 
 

④ 

心
を
傷
つ
け
ら
れ
る 

問
五 

傍
線
１
・
２
「
そ
の
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。 

 
 
 

① 

目
の
前
の
コ
ッ
プ
を
視
覚
と
触
覚
と
で
認
識
し
た
こ
と
。 

 
 
 

② 

自
分
の
目
の
前
に
確
か
に
コ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
う
こ
と
。 

 
 
 

③ 

目
の
前
の
コ
ッ
プ
が
本
物
で
あ
る
と
実
証
す
る
こ
と
。 

 
 
 

④ 

コ
ッ
プ
を
と
ら
え
た
視
覚
と
触
覚
が
ニ
セ
モ
ノ
の
情
報
で
あ
る
こ
と
。 

問
六 

傍
線
３
「
彼
ら
」
と
は
何
か
。
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
七 

傍
線
４
「
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
四
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

問
八 

傍
線
５
「
今
の
ネ
ッ
ト
の
根
本
的
な
問
題
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

① 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
害
な
も
の
だ
と
思
う
人
間
が
多
い
と
い
う
こ
と
。 

 
 
 

② 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
。 

幅広いカリキュラム・授業展開にお使いいただけるよう、付属教材集を
ご用意しています。また、それぞれに実力問題がついています。
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う	

筆
者
の
考
え
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
問
題
点
を
、
整
理
し
よ
う
。

１

教
科
書
68
ペ
ー
ジ
～
69
ペ
ー
ジ
10
行
め
ま
で
を
読
ん
で
、
筆
者
が
提
起
し
て

い
る
問
題
を
捉
え
よ
う
。

1
　「
減
災
と
い
え
ば
、
多
く
の
ツ
ー
ル
、
特
に
、
映
像
・
画
像
ツ
ー
ル
が
思
い

浮
か
び
ま
す
」（
68
・
2
）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
　「
減
災
」
の
た
め
の
「
ツ
ー
ル
」
を
作
る
の
に
利
用
さ
れ
た
も
の
は
何
か
。

次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

減
災
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
と
同
時
期
に
発
展
・
普
及
し
た

多
く
の

。

②
　「
映
像
・
画
像
ツ
ー
ル
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。
次

の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
気
象
衛
星
か
ら
常
時
送
信
さ
れ
て
く
るａ

。

・
ネ
ッ
ト
上
の
津
波
浸
水
ｂ

。

・
災
害
対
応
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

ｃ

。

2
　「
こ
う
し
た
動
き
」（
69
・
6
）
と
は
何
を
指
す
か
。
次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま

る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

災
害
事
象
そ
の
も
の
や
人
間
・
社
会
の
反
応
を
「
①

（
見

え
る
化
）」
す
る
ツ
ー
ル
が
で
き
て
、②

の
活
動
が
③

を
受
け
て
い
る
と
い
う
動
き
。

３
　「
無
反
省
」（
69
・
7
）
に
つ
い
て
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

①
　「
無
反
省
」
と
は
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
態
度
を
指
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
自
分
が
原
因
で
周
囲
に
不
都
合
が
起
き
て
も
責
任
を
取
ら
な
い
態
度
。

イ
　
ど
う
し
て
そ
れ
が
よ
い
の
か
と
考
え
る
こ
と
も
せ
ず
決
定
す
る
態
度
。

ウ
　
前
に
失
敗
し
た
経
験
を
生
か
し
次
は
向
上
し
よ
う
と
考
え
な
い
態
度
。

エ
　
前
例
ど
お
り
で
あ
ろ
う
と
し
て
新
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
な
い
態
度
。

②
　「
無
反
省
」
ぶ
り
を
表
す
表
現
と
し
て
筆
者
は
次
の
二
つ
を
用
い
て
い
る
。

空
欄
に
あ
て
は
ま
る
副
詞
を
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・「
ａ

…
…
す
る
の
が
第
一
歩
」

・「
ｂ

…
…
し
ま
し
ょ
う
」

35 ───教科書［P.68～P.72］

減
災
学
を
つ
く
る

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う	

漢
字
を
確
認
し
よ
う	

１

次
の
　
　
線
部
の
漢
字
は
読
み
を
、
片
仮
名
は

漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

①
　
浸
水［
　
　
　
］の
危
険
が
高
ま
る
。

②
　
ア
ン
イ［
　
　
　
］な
考
え
。

③
　
精
細［
　
　
　
］な
画
像
。

④
　
盛
大
な
ハ
ク
シ
ュ［
　
　
　
］。

⑤
　
電
化
製
品
が
普
及［
　
　
　
］す
る
。

⑥
　
医
療
に
携［
　
　
　
］わ
る
。

⑦
　
閉
塞［
　
　
　
］感
を
打
破
す
る
。

⑧
　
解
決
の
カ
ギ［
　
　
　
］を
握
る
。

⑨
　
モ
ン
キ［
　
　
　
］り
型
の
回
答
。

⑩
　
全
容
を
ハ
ア
ク［
　
　
　
］す
る
。

目標

検印

書
科
教

減
災
学
を
つ
く
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
矢や

守も
り

克か
つ

也や

◉
情
報
を
整
理
す
る

P.68
～

P.72

情
報
を
生
か
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ワ
ー
ド
化
を

防
ぐ

（
初
め
～
70
・
12
）

・
減
災
と
い
え
ば
「
ツ
ー
ル
」。

　
＝
ハ
ザ
ー
ド
や
、
人
間
・
社
会
側
の
反
応
を
「
可
視
化
」
し
て
い
る
。

　
　
…
減
災
の
活
動
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る
が

　
　
　
無
反
省
な
「
可
視
化
」「
シ
ス
テ
ム
化
」
に
も
つ
な
が
る
。

↓

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ワ
ー
ド
化
し
て
い
な
い
か
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
。

ツ
ー
ル
を
評
価
す
る

（
70
・
13
～
終
わ
り
）

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
本
当
に
大
切
な
の
は
描
く
内
容
で
は
な
く
マ
ッ
ピ
ン
グ
。

　
　「
誰
（w

ho

）」
が
「
誰
に
対
し
て
（w

hom

）」

　
　「
何
の
た
め
に
（for w

hat

）」
可
視
化
す
る
の
か
。

・
そ
の
ツ
ー
ル
が
誰
に
対
し
て
何
を
し
て
い
る
の
か
。

・
そ
の
ツ
ー
ル
に
よ
り
誰
が
減
災
の
主
体
と
し
て
現
れ
て
い
る
か
。

・
誰
と
誰
が
新
し
く
関
係
を
結
べ
て
い
る
か
。

↓

　
こ
う
い
っ
た
点
を
見
き
わ
め
て
ツ
ー
ル
を
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
。

し
ば
し
ば

見
逃
さ
れ
る

�―�―�
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３
　
調
べ
た
こ
と
を
報
告
し
よ
う
。

①
　
報
告
す
る
相
手
を
設
定
し
て
、
新
旧
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
変
化
し
た
と

こ
ろ
を
選
び
、
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
。

②
　
報
告
内
容
を
的
確
に
表
し
た
、
簡
潔
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
よ
う
。

学
習
の
目
標
を
振
り
返
ろ
う	

学
習
を
振
り
返
っ
て
、
調
べ
た
こ
と
を
報
告
す
る
時
に
重
要
だ
と
思
う
こ
と

を
書
こ
う
。

報
告
す
る
相
手
が
「
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
」

な
ら
、
浸
水
の
深
さ
に
加
え
て
、
浸
水
す
る
ま
で
の

時
間
な
ど
も
知
り
た
い
は
ず
だ
よ
ね
。

こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
！

省
子
さ
ん

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
変
化
を
報
告
す
る
相
手

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
変
化
し
た
と
こ
ろ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
変
化
し
た
理
由

三
太
さ
ん

評
価
し
た
情
報
を
ま
と
め
る

39 ───教科書［P.74～P.75］

学
習
活
動
に
取
り
組
も
う	

１

あ
る
自
治
体
で
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災

行
動
計
画
）
を
加
え
た
も
の
が
新
た
に
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
見
た
人
々
の
避
難
に
対
す
る
意
識
は
ど
う
変
化
す
る
だ
ろ
う
か
、
調
べ

て
報
告
し
よ
う
。

1
　
新
旧
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
比
べ
て
、変
化
し
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。

変
化
し
た
点

ど
う
変
化
し
た
か

（
例
）
名
称

旧
「
避
難
地
図
」
→
新
「
逃
げ
ど
き
マ
ッ
プ
」

３
　
調
べ
た
こ
と
を
報
告
し
よ
う
。

①
　
報
告
す
る
相
手
を
設
定
し
て
、
新
旧
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
変
化
し
た
と

こ
ろ
を
選
び
、
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う
。

2
　
１
で
書
い
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
変
化
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
、
理
由
を
考

え
よ
う
。

根
拠
と
な
る
資
料
を
引
用
し
よ
う
。（「
人
が
死
な
な
い
防
災
」
や
「
減
災
学

を
つ
く
る
」
な
ど
） 目標

検印

書
科
教

評
価
し
た
情
報
を
ま
と
め
る

　

◉
情
報
を
作
り
か
え
る

P.74
～

P.75

情
報
を
生
か
す
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『
精
選 
現
代
の
国
語
』
学
習
課
題
ノ
ー
ト
　
七
一
五
円
（
税
込
）

『
新 

現
代
の
国
語
』
学
習
課
題
ノ
ー
ト
　
七
一
五
円
（
税
込
）

﹇
Ｂ
５
判
88
ペ
ー
ジ
＋
別
冊
解
答
解
説
﹈

﹇
Ｂ
５
判
96
ペ
ー
ジ
＋
別
冊
解
答
解
説
﹈

各
教
材
の
漢
字
・
語
句
、
お
よ
び
内
容
理
解
の

た
め
の
問
題
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
教
材
の
漢
字
・
語
句
問
題
と
内
容
理
解
の
た

め
の
問
題
、
お
よ
び
学
習
活
動
の
た
め
の
書
き

込
み
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
精
選 

現
代
の
国
語
』

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
　

一
、
六
五
〇
円
（
税
込
）↓
p.
45

『
新 

現
代
の
国
語
』

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
　

一
、
六
五
〇
円
（
税
込
）↓
p.
45

生
徒
用
教
材

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う

流
れ
を

感
じ
さ
せ
る
水

（
初
め
〜
33
・
9
）

①

は
、
単
純
な
リ
ズ
ム
を
無

限
に
繰
り
返
し
、
流
れ
を
せ
き
止
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
か
え
っ
て
②

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。

空
間
に

静
止
す
る
水

（
33
・
10
〜
35
・
4
）

欧
米
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
③

が
あ

り
、
そ
の
大
き
く
て
立
派
な
④

は
、
彫
刻
の
よ
う
に
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。

日
本
人
の
感
性

（
35
・
5
〜
36
・
5
）

日
本
人
は
、
水
は
⑤

で
は

な
く
、
⑥

を
美
し
い
と
感

じ
て
い
た
た
め
、
日
本
の
伝
統
に
は
噴
水
が
な
か
っ

た
。「
行
雲
流
水
」
と
い
う
思
想
は
、
流
れ
る
水
の
よ

う
な
⑦

の
現

れ
で
あ
る
。

「
鹿
お
ど
し
」
が

表
す
も
の

（
36
・
6
〜
終
わ
り
）

⑧

が
大
切
な
の
だ
と

し
た
ら
、も
は
や
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
。断
続
す

る
音
の
響
き
か
ら
、
心
で
味
わ
え
ば
よ
い
。「
鹿
お
ど

し
」
は
、
日
本
人
が
⑨

の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
と
い
え
る
。

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

次
の
空
欄
に
本
文
中
の
言
葉
を
入
れ
、
全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う
。

1
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」（
32
・
1
）

と
あ
る
が
、
そ
の
感
情
は
「
鹿
お
ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
生
じ
る
の

か
。
本
文
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
部
分
を
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

2
「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」（
32
・
5
）
に
つ
い
て
、
次
の
問

い
に
答
え
な
さ
い
。

①
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
音
を
表
現
し
て
い
る
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

金
属
的
で
、
甲
高
い
響
き
の
強
い
音
。

イ

不
鮮
明
で
、
余
韻
の
あ
る
穏
や
か
な
音
。

ウ

反
響
は
鋭
く
乾
い
て
い
る
が
、
弱
い
音
。

エ

高
低
の
音
域
が
広
い
、
し
と
や
か
な
音
。

②
こ
れ
を
他
の
と
こ
ろ
で
は
何
と
言
い
換
え
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
二
箇
所
抜

き
出
し
な
さ
い
。

③
こ
の
音
は
何
を
強
調
す
る
の
か
。
本
文
中
か
ら
十
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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水
の
東
西
…
…
山
崎
正
和

検印

▼
比
較
と
い
う
方
法
を
理
解
し
、
文
化
に
つ
い
て
考
え
る

漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

1

次
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

①
一
端

②
跳
ね
る

ね
る

③
静
寂

④
素
朴

⑤
華
や
か

や
か

⑥
凝
ら
す

ら
す

⑦
郊
外

⑧
乏
し
い

し
い

⑨
乾
く

く

⑩
間
隙

⑪
鑑
賞

⑫
極
致

2

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

①
床
が
カ
タ
ム
く

②
ユ
ル
や
か
な
坂

③
ト
ロ
ウ
に
終
わ
る

④
オ
ン
キ
ョ
ウ
設
備

⑤
自
己
シ
ョ
ウ
カ
イ

⑥
イ
ソ
ガ
し
い
毎
日

⑦
長
い
カ
ン
カ
ク

⑧
マ
ド
を
開
け
る

⑨
動
物
の
ム
れ

⑩
庭
を
ウ
め
つ
く
す

⑪
ジ
ュ
モ
ク
が
茂
る

⑫
料
理
の
ソ
え
物

⑬
ソ
ウ
ダ
イ
な
夢

⑭
ユ
れ
動
く

⑮
デ
ン
ト
ウ
芸
能

⑯
タ
キ
を
見
上
げ
る

⑰
池
を
ホ
る

⑱
ネ
ン
ド
細
工

⑲
調
査
タ
イ
シ
ョ
ウ

⑳
反
則
コ
ウ
イ

3

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①
い
や
が
う
え
に
も

②
息
を
の
む

4

次
の
語
の
対
義
語
を
書
き
な
さ
い
。

①
緊
張

②
単
純

③
無
限

④
有
名

⑤
自
然

⑥
受
動
的

⑦
積
極
的

⑧
間
接
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9
「
そ
れ
」（
36
・
3
）
と
は
何
を
指
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

形
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
、
日
本
人
独
特
の
好
み
。

イ
「
行
雲
流
水
」
と
い
う
、
思
想
以
前
の
感
性
に
裏
づ
け
ら
れ
た
仏
教
的
な

言
葉
。

ウ

外
界
に
対
し
て
受
動
的
な
態
度
を
と
る
の
を
よ
し
と
す
る
、
日
本
人
に
備

わ
っ
た
思
想
以
前
の
感
性
。

エ

形
な
き
自
然
を
、
積
極
的
に
恐
れ
な
い
と
い
う
心
の
現
れ
。

10
「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」（
36
・
5
）
の
よ
う
な
対
句
的
表
現

は
、
本
文
中
で
三
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
文
章
の
構
成
や

展
開
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
果
た
し
て
い
る
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の

中
か
ら
全
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

日
本
文
化
と
西
洋
文
化
の
優
劣
を
提
示
し
、
日
本
文
化
が
優
れ
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

イ

日
本
文
化
と
西
洋
文
化
を
対
比
的
に
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
際
立

た
せ
て
い
る
。

ウ

前
の
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
を
要
約
し
、
象
徴
的
な
言
葉
で
印
象

づ
け
て
い
る
。

エ

次
の
段
落
で
述
べ
る
内
容
が
予
測
で
き
る
よ
う
に
、
簡
潔
に
ま
と
め
た
言

葉
で
見
出
し
を
示
し
て
い
る
。

11
「『
鹿
お
ど
し
』
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛

け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。」（
36
・
8
）
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
う
言
え
る

の
か
。「『
鹿
お
ど
し
』
は
、」
に
続
け
て
、
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

「
鹿
お
ど
し
」
は
、

12

本
文
の
内
容
に
合
う
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

西
洋
人
が
造
型
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
水
の
美
し
さ
を
好
ん
だ
の
に

対
し
、
日
本
人
は
自
然
の
ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま
の
水
の
美
し
さ
を
好
ん
だ
。

イ

日
本
人
が
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
の
空
気
が
湿
っ
て
い
て
噴

き
上
げ
る
水
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

ウ

噴
水
が
水
の
音
を
聴
覚
で
味
わ
う
芸
術
で
あ
る
の
に
対
し
、「
鹿
お
ど
し
」

は
竹
が
跳
ね
上
が
る
日
本
人
の
知
恵
を
視
覚
で
鑑
賞
す
る
装
置
で
あ
る
。

エ
「
行
雲
流
水
」
と
い
う
思
想
は
、
外
界
に
起
こ
る
諸
現
象
を
受
動
的
、
消

極
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
形
が
な
い
も
の
を
造
型
し
て
、

む
し
ろ
顕
在
化
さ
せ
る
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

✔

振
り
返
ろ
う

☐
比
較
の
方
法
と
効
果
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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3
「
そ
れ
」（
32
・
10
）
と
は
何
を
指
す
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し

な
さ
い
。

4
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」（
33
・
9
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

に
何
を
指
し
て
い
る
か
、
答
え
な
さ
い
。

•

流
れ
る
水

•

噴
き
上
げ
る
水

5
「
壮
大
な
水
の
造
型
」（
35
・
1
）
を
、
筆
者
は
何
に
た
と
え
て
い
る
か
。

本
文
中
か
ら
十
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

6
「
空
間
に
静
止
し
て
い
る
」（
35
・
3
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
適
切

な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
「
鹿
お
ど
し
」
の
水
は
部
分
的
に
見
れ
ば
流
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て

見
る
と
、
空
間
に
し
っ
か
り
と
存
在
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ

噴
水
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
風
景
の
中
心

と
し
て
林
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ウ

噴
水
は
、
そ
の
仕
掛
け
自
体
は
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
流
れ

る
水
に
定
ま
っ
た
形
は
な
く
、
自
然
な
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ

噴
水
と
い
う
大
き
く
て
立
派
な
人
工
の
造
型
物
は
、
水
の
動
き
を
圧
し
て
、

空
間
に
確
固
た
る
位
置
を
占
め
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

7
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」（
35
・
4
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
考
え
、
説
明
し
な
さ
い
。

•

「
時
間
的
な
水
」
と
は
、

①

が
、

②

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に

③

を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。

•

「
空
間
的
な
水
」
と
は
、

④

が
、

⑤

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に

⑥

を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。

①②③④⑤⑥
8
「
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
」（
35
・
5
）
の
は
な

ぜ
か
。
筆
者
の
考
え
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
気
候
風
土
が
異
な
る
か
ら
。

イ

日
本
人
に
は
噴
水
を
作
る
技
術
が
な
か
っ
た
か
ら
。

ウ

日
本
人
は
流
れ
る
水
が
美
し
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
。

エ

日
本
人
は
形
な
き
も
の
を
恐
れ
る
心
を
も
っ
て
い
る
か
ら
。
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言
語
文
化

23 22

ジ
ャ
ン
ル
別
・
文
種
別
の
単
元
構
成
で
、
授
業
づ
く
り
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

教
科
書
全
体
は
「
古
文
編
」「
漢
文
編
」「
近
代
以
降
の
文
章
編
」
の
三
部
構
成
で
、

各
編
は
文
種
別
の
単
元
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
い
慣
れ
た
構
成
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
各
時
間
の
授
業
を
組
み
立
て
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
古
典
・
小
説
作
品
群
で
、
日
本
の
言
語
文
化
を
重
層
的
に
学
べ
ま
す
。

古
典
か
ら
現
代
小
説
ま
で
、
国
語
教
育
に
お
け
る
実
績
と
蓄
積
の
あ
る
多
彩
な
作
品
群
を

掲
載
。
日
本
の
言
語
文
化
を
、
時
代
の
積
み
重
ね
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

充
実
し
た
言
語
活
動
で
、
読
解
が
深
ま
り
ま
す
。

「
学
び
を
広
げ
る
」
で
は
、
教
材
と
関
連
し
た
作
品
を
取
り
上
げ
た
合
わ
せ
読
み
や

比
べ
読
み
の
ほ
か
、
小
説
作
品
の
書
き
換
え
な
ど
の
活
動
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
紙
面
構
成
で
、
作
品
の
読
み
に
集
中
で
き
ま
す
。

教
材
の
紙
面
は
、
読
解
や
活
動
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
シ
ン
プ
ル
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
統
一
。

効
果
的
に
配
置
さ
れ
た
文
法
・
関
連
資
料
の
コ
ラ
ム
も
活
用
で
き
ま
す
。

指
導
と
評
価
の
流
れ
に
沿
っ
た
単
元
構
成
で
、
そ
の
ま
ま
授
業
が
で
き
ま
す
。

目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
学
習
活
動
を
行
い
、
評
価
す
る
、
と
い
う

流
れ
に
沿
っ
た
単
元
・
教
材
構
成
で
、
そ
の
ま
ま
授
業
づ
く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

選
び
抜
か
れ
た
作
品
群
で
、
現
代
に
つ
な
が
る
国
語
の
学
び
を
行
え
ま
す
。

各
単
元
の
学
習
目
標
に
合
わ
せ
て
、
古
文
・
漢
文
・
近
代
以
降
の
文
章
作
品
を
掲
載
。

現
代
へ
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
国
語
の
学
び
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

丁
寧
な
手
引
き
と
解
説
が
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
ま
す
。

学
習
の
手
引
き
と
な
る
「
羅
針
盤
」
で
、
基
本
的
な
読
解
か
ら
探
究
的
な
学
び
ま
で

丁
寧
に
学
習
を
導
き
、
生
徒
の
主
体
的
な
姿
勢
を
引
き
出
し
ま
す
。

豊
富
な
資
料
や
図
版
・
写
真
が
、
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

教
材
に
関
す
る
各
種
コ
ラ
ム
や
図
版
、
写
真
を
豊
富
に
掲
載
し
、
資
料
編
も
含
め
、

充
実
し
た
参
考
資
料
が
生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

言文703言文704 
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・古文編　6単元
　漢文編　6単元
　近代以降の
　文章編　5単元
・学びを広げる
・資料編

A5判304ページ
・8単元
・広がる読書
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教
材
一
覧
…
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24

紙
面
紹
介
…
p.
26

教
材
一
覧
↓
p.
30

紙
面
紹
介
↓
p.
32

指
導
書
…
p.
36

生
徒
用
教
材
…
p.
40

採
用
校
向
け
サ
ポ
ー
ト
…
p.
42

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
…
p.
45

指
導
書
…
p.
36

生
徒
用
教
材
…
p.
40

採
用
校
向
け
サ
ポ
ー
ト
…
p.
42

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
…
p.
45

﹇
著
作
者
﹈

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

阿
部
公
彦　
　
東
京
大
学

石
村
貴
博　
　
専
修
大
学

潮
田
央　
　
　
神
奈
川
県
立
藤
沢
総
合
高
等
学
校

大
高
知
児　
　
中
央
大
学

小
池
保
則　
　
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

髙
野
光
男　
　
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

瀧
康
秀　
　
　
清
泉
女
学
院
中
学
高
等
学
校

田
口
か
お
る　
東
京
都
立
豊
多
摩
高
等
学
校

田
中
尚
子　
　
愛
媛
大
学

長
尾
直
茂　
　
上
智
大
学

中
村
と
も
え　
静
岡
大
学

福
家
俊
幸　
　
早
稲
田
大
学

細
谷
敦
仁　
　
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校

堀
口
良
恵　
　
東
京
都
立
三
田
高
等
学
校

宮
川
健
郎　
　
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授

安
田
正
典　
　
愛
知
淑
徳
大
学

柳
宣
宏　
　
　
函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
高
等
学
校

吉
野
誠　
　
　
城
北
学
園
城
北
中
学
校
・
高
等
学
校

渡
辺
恭
子　
　
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校

﹇
著
作
者
﹈

岩
﨑
昇
一　
　
元
東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

三
浦
和
尚　
　
愛
媛
大
学
名
誉
教
授

安
藤
延
明　
　
高
槻
中
学
校
・
高
等
学
校

伊
坂
淳
一　
　
敬
愛
大
学

上
田
万
里
子　
三
重
県
立
朝
明
高
等
学
校

沖
奈
保
子　
　
ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
中
等
部
高
等
部

小
助
川
元
太　
愛
媛
大
学

佐
藤
正
光　
　
東
京
学
芸
大
学

髙
木
展
郎　
　
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

千
葉
聡　
　
　
横
浜
市
立
桜
丘
高
等
学
校

宮
田
航
平　
　
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

令和４年度新刊令和４年度新刊
特
色

特
色

510

1
羅
生
門

　平
安
京
の
正
門
。

朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

二
階
造
り
の
大
き
な
門
。
本

来
は
「
羅
城
門
」
と
表
記
。

2
丹
塗
り

　赤
色
の
顔
料
で
あ

る
丹
ま
た
は
朱
で
塗
っ
て
あ

る
こ
と
。

3
朱
雀
大
路

　平
安
京
の
中
央

を
南
北
に
走
る
大
通
り
。

4
市
女
笠

　菅す
げ

や
竹
で
編
ん
だ

笠
。
も
と
は
市
女
（
市
場
で

物
を
売
る
女
性
）
が
用
い
、

の
ち
に
、
女
性
の
外
出
の
際

に
多
く
着
用
さ
れ
た
。

羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨あ
ま

や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
外ほ
か

に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
丹に

塗ぬ

り
の
剝
げ
た
、
大

き
な
円ま
る

柱ば
し
らに

、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に
あ
る
以
上
は
、
こ
の

男
の
外
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も
み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
男
の
外
に
は
誰
も
い
な
い
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ

風か
ぜ

と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん

と
か
い
う

災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
うの

さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
る
と
、

仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積

み
重
ね
て
、
薪た
き
ぎの

料し
ろ

に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門

の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ

1

2

3

4

5

6

7

204

小
説
（
一
）
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　『
徒
然
草
』
第
一
〇
段
「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

学
び
を
広
げ
る

　
後ご

徳と
く

大だ
い

寺じ
の

大お
と
ど臣
の
、
寝
殿
に
鳶と
び

ゐ
さ
せ
じ
と
て
、
縄

を
張
ら
れ
た
り
け
る
を
、
西さ

い

行ぎ
や
うが
見
て
、「
鳶
の
ゐ
た

ら
ん
は
、
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
。
こ
の
殿
の
御み

心こ
こ
ろさ

ば
か
り
に
こ
そ
。」
と
て
、
そ
の
の
ち
は
参
ら
ざ
り
け

る
と
聞
き
侍は

べ

る
に
、
綾
あ
や
の

小こ
う

路ぢ
の

宮み
や

の
お
は
し
ま
す
小こ

坂さ
か

殿ど
の

の
棟む
ね

に
、
い
つ
ぞ
や
縄
を
引
か
れ
た
り
し
か
ば
、
か
の

例た
め
し

思
ひ
出い

で
ら
れ
侍
り
し
に
、
ま
こ
と
や
、「
烏か
ら
す
の
群

れ
ゐ
て
、
池
の
蛙か

へ
るを
取
り
け
れ
ば
、
御
覧
じ
悲
し
ま
せ

給た
ま

ひ
て
な
ん
。」
と
人
の
語
り
し
こ
そ
、
さ
て
は
い
み

じ
く
こ
そ
と
覚
え
し
か
。
徳
大
寺
に
も
、
い
か
な
る
ゆ

ゑ
か
侍
り
け
ん
。

　
後
徳
大
寺
大
臣
が
、
邸や

し
きの
正
殿
に
鳶
を
と
ま
ら
せ
ま
い
と
し
て
、
縄
を
お

張
り
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
西
行
が
見
て
、「
鳶
が
と
ま
っ
て
い
た
か
ら
と

い
っ
て
、
何
の
不
都
合
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
臣
殿
の
御
心
は
こ
の
程

度
で
い
ら
し
た
の
だ
。」
と
言
っ
て
、
そ
の
後
は
参
上
し
な
か
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
綾
小
路
宮
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
小
坂
殿
の
棟
に
、
い
つ
だ
っ

た
か
縄
を
お
引
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
先
例
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た

と
こ
ろ
、
そ
う
い
え
ば
、「
烏
が
群
れ
て
い
て
、
池
の
蛙
を
捕
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
ご
覧
に
な
り
、
か
わ
い
そ
う
に
お
思
い
に
な
っ
た
か
ら
の
こ
と
な
の

で
す
。」
と
人
が
語
っ
た
の
は
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
な
ら
ば
結
構
な
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
徳
大
寺
大
臣
の
場
合
に
も
、
何
か
理

由
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　
　
こ
の
話
と
「
神
無
月
の
こ
ろ
」
と
を
読
み
比
べ
、「
囲
ひ
た
り
し
」（
54
・
６
）
こ
と
と
「
縄
を
引
か
れ
た
り
し
」（
55
・
６
）
こ
と
に

対
す
る
筆
者
の
受
け
と
め
方
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。
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55

徒
然
草
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● 「
随
筆
」
に
描
か
れ
た
筆
者
の
心
情
を
読
み
取
る

● 『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』
に
描
か
れ
た
季
節
感
や
人
生
観
に
つ
い
て
考
え
る

枕
草
子 

清
少
納
言

春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の

古
典
の
扉

  

古
典
の
四
季
・
美
意
識

古
文
を
読
む
た
め
に
❸  

係
り
結
び
の
法
則
／
音
便

徒
然
草 

兼
好
法
師

参
考

 

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

あ
る
人
、弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
／
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
／

奥
山
に
、猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
／
あ
る
者
、小
野
道
風
の
書
け
る
／

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
／
神
無
月
の
こ
ろ

学
び
を
広
げ
る 

章
段
の
読
み
比
べ
「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」

文
法
か
ら
解
釈
へ
❸  

助
動
詞

古
文
を
読
む
た
め
に
❹  

助
動
詞

随
筆

二

p039_sgb_ge_082_扉_供.indd   39 2021/10/29   14:32

言
の
葉
の
森
に

分
け
入
る

● 

声
に
出
し
て
読
み
、
日
本
語
の
言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
理
解
す
る

● 

日
本
語
の
書
き
言
葉
の
も
つ
「
創
造
性
」
に
つ
い
て
考
え
る

● 

日
本
の
言
語
文
化
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

日
本
語
の
響
き

日
本
語
の
表
記
法 

水
村
美
苗

p009_sgb_ge_082_扉_供.indd   9 2021/10/29   14:33

コラム

芥あ
く
た

川が
わ
龍り

ゅ
う

之の

介す
け
は
、『
宇う

治じ

拾し
ゅ
う

遺い

物
語
』
を
も
と
に
「
地じ

獄ご
く
変へ

ん
」、

『
今こ
ん
昔じ

ゃ
く

物
語
集
』
を
も
と
に
「
芋い

も
粥が

ゆ
」「
藪や

ぶ
の
中
」
と
い
う
よ
う
に
、

古
典
の
説
話
を
題
材
に
し
て
、
近
代
人
の
自
我
と
葛
藤
を
描
い
た
。

「
羅
生
門
」
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
題
材
と
し
て
い
る
（
p
88
参

照
）。
現
在
は
住
宅
地
の
中
の
公
園
に
「
羅
城
門
遺い

趾し

」
の
碑
が

残
る
だ
け
で
あ
る
が
、
羅
城
門
と
は
ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
た
の
か
。

　
平
安
京
条
坊
図
（
p

300
）
を
見
る
と
、
街
の
中
央
の
北
に
大
内

裏
が
位
置
し
、
そ
の
南
端
に
応お

う
天て

ん
門
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
南
に
向

か
い
、
京
の
街
の
中
心
を
貫
い
て
朱す

雀ざ
く
大お

お
路じ

が
延
び
て
い
る
。
そ

の
最
南
端
に
羅ら

城じ
ょ
う

門も
ん
が
あ
り
、
こ
こ
が
い
わ
ば
人
間
の
世
界
の
境

界
線
で
あ
る
。
平
安
京
の
外
に
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
は
、

異
形
の
者
た
ち
の
魔
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
昔
か
ら
羅
城
門
に
は
鬼
が
棲す

む
と
い
わ
れ
、
そ
の
鬼
が
登
場
す

る
話
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
や
し
く
屈
折
し
た
人
間
の
心
理

を
描
く
背
景
と
し
て
、
羅
城
門
は
最
適
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

羅

城

に

鬼

が

棲

門

は

む

51015

87│コラム　羅城門には鬼が棲む

上　羅城門遺趾（京都市南区）
右　羅城門の鬼（鳥

とり

山
やま

石
せき

燕
えん

『今昔百
ひゃっ

鬼
き

拾
しゅう

遺
い

』）
〈国立国会図書館デジタルコレクションより〉
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こ
ろ
ま
で
や
っ
て
く
る
。
あ
の
人
や
こ
の
人
、
知
っ
て
い
る
人

や
知
ら
な
い
人
が
、
見
送
り
を
す
る
。
こ
の
数
年
間
特
に
親
し

く
付
き
合
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
別
れ
が
た
く
思
っ
て
、
一
日

中
あ
れ
や
こ
れ
や
と
し
な
が
ら
わ
い
わ
い
し
て
い
る
う
ち
に
、

夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
。

　
二
十
二
日
に
、
と
も
か
く
は
和
泉
の
国
ま
で
平
穏
に
と
思
っ

て
願
立
て
を
し
た
。
藤
原
の
と
き
ざ
ね
と
い
う
人
が
、
こ
れ
か

ら
船
路
を
行
く
と
い
う
の
に
、
馬
の
は
な
む
け
を
す
る
の
だ
。

身
分
の
高
い
人
も
、
中
く
ら
い
の
人
も
、
低
い
人
も
み
な
酔
っ

払
っ
て
い
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
は
塩
気
の
多

い
海
の
ほ
と
り
だ
か
ら
「
あ
ざ
る
」、
つ
ま
り
物
が
腐
る
は
ず

は
な
い
の
に
、「
ざ
れ
」
あ
っ
て
、
つ
ま
り
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い

る
の
だ
。

送
り
す
。
年
ご
ろ
よ
く
比
べ
つ
る
人
々
な
む
、
別
れ
が
た

く
思
ひ
て
、
日
し
き
り
に
、
と
か
く
し
つ
つ
、
の
の
し
る

う
ち
に
、
夜よ

更ふ

け
ぬ
。

　二は
つ
か
あ
ま
り
ふ
つ
か

十
二
日
に
、
和い

づ
み泉
の
国
ま
で
と
、
平
ら
か
に
願ぐ

わ
ん

立
つ
。

藤ふ
ぢ

原は
ら

の
と
き
ざ
ね
、
船
路
な
れ
ど
、
馬む

ま

の
は
な
む
け
す
。

上か
み

中な
か

下し
も

、
酔ゑ

ひ
飽
き
て
、
い
と
あ
や
し
く
、
潮し

ほ

海う
み

の
ほ
と

り
に
て
、
あ
ざ
れ
あ
へ
り
。

 

紀
貫
之
　［
八
七
二
？
～
九
四
五
？
］
歌
人
。『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』
撰
者
の
一

人
。
貫
之
の
記
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮か

名な

序じ
ょ

は
、
歌
論
と
し
て
、
文

学
史
上
の
評
価
が
高
い
。

 

土
佐
日
記
　
日
記
。
九
三
五
年
頃
の
成
立
。
土と

佐さ
の

守か
み

の
任
を
終
え
、
京
に

帰
着
す
る
ま
で
の
五
十
五
日
間
の
記
録
を
、
仮
名
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
ら
を
女
性
に
仮
託
し
て
記
す
。
仮
名
日
記
の
先
駆
的
作
品
。
本
文

は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

【
作
者
・
作
品
情
報
】

510

5

261│言語文化と自分とのつながり　土佐日記
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課
題
1
　［
神
無
月
の
こ
ろ
］
　筆
者
が
「
柑
子
の
木
」
を
見
て

「
こ
と
さ
め
」（

201
・
1
）
た
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

課
題
2
　［
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
］
　西
行
は
後
徳
大
寺
大
臣
の

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
し

て
筆
者
は
ど
う
考
え
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
よ
う
。

課
題
3
　
二
つ
の
章
に
表
さ
れ
て
い
る
家
の
つ
く
り
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
図
」
に
描
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

　
二
つ
の
章
段
を
読
み
比
べ
て
、
共
通
点
を
見
つ
け
、
本
文
を
引
用

し
な
が
ら
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。
ま
た
、
お
互
い
に
読
み
合
っ
て
意

見
を
交
換
し
よ
う
。

羅
針
盤

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

　SD
G

s

（Sustainable D
evelopm

ent G
oals

　
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
観
点
か
ら
、
生
活
や
環
境
に
対
す
る
兼

好
法
師
の
考
え
方
を
批
評
し
て
み
よ
う
。

探
究
的
な
学
び

持
続
可
能
な
開
発
目
標

│ 2046　文学は主張する
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物
語
は
無
限
に

展
開
す
る

羅生門　芥川龍之介

作家とよむ「今昔物語集」 福永武彦

物語の展開を把握する

説苑  景公之馬　劉向

物語の全体構成を捉える

沙石集  児の飴食ひたること　無住

物語を構成する要素を捉える

「飴」から「砂糖」へ
蛍の光は誰を照らす
羅城門には鬼が棲む

2
構
成
や
展
開
に

つ
い
て
考
え
る

物
語
や
小
説
を
読
ん
で
、
そ
の
展
開
に

驚
い
た
り
、
夢
中
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

作
品
の
構
成
や
展
開
に
着
目
し
て
、
読
み
深
め
よ
う
。

コ ラ ム
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言
語
文
化

25 24

教
材
一
覧

日
本
語
の
響
き

日
本
語
の
表
記
法

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
水
村
美
苗

古
文
の
世
界
へ

児
の
そ
ら
寝（
宇
治
拾
遺
物
語
）

絵
仏
師
良
秀（
宇
治
拾
遺
物
語
）

一　
古
文
入
門 

雑
説

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
韓
愈

五　
文
章

万
葉
集

古
今
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

和
歌
の
修
辞
／ 

和
歌
の
世
界
へ

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 和
歌
―
―
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
言
葉

四 　
和
歌

◆
言
の
葉
の

　
森
に
分
け
入
る　

月
の
誤
訳

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
多
和
田
葉
子

日
本
語
の
部
屋  

バ
イ
リ
ン
ガ
ル・エ
キ
サ
イ
ト
メ
ン
ト

　　　
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
リ
ー
ビ
英
雄

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 英
語
で
味
わ
う
万
葉
集
 ・・・・・・　 ピ
ー
タ
ー・Ｊ・マ
ク
ミ
ラ
ン

◆
日
本
語
の

　
内
と
外　

枕
草
子

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

清
少
納
言

春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 古
典
の
四
季・美
意
識

徒
然
草 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
兼
好
法
師

　
　
﹇
参
考
﹈ つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
／
あ
る
人
、弓
射
る
こ
と
を
習
ふ

に
／
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
／
奥
山
に
、猫
ま
た
と

い
ふ
も
の
あ
り
て
／
あ
る
者
、小
野
道
風
の
書
け
る
／
雪

の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
／
神
無
月
の
こ
ろ

章
段
の
読
み
比
べ「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」

二　
随
筆 

学
び
を
広
げ
る

竹
取
物
語

古
典
作
品
の
典
拠
利
用『
竹
取
物
語
』

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 平
安
時
代
の
成
人
と
結
婚

伊
勢
物
語

芥
川　
﹇
参
考
﹈ 俵
万
智『
恋
す
る
伊
勢
物
語
』よ
り
／
東
下
り

三 　
物
語

学
び
を
広
げ
る

平
家
物
語

　
　
﹇
参
考
﹈ 祇
園
精
舎
／
木
曾
の
最
期

古
典
作
品
の
典
拠
利
用『
平
家
物
語
』

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 装
束
描
写
が
生
み
出
す
効
果

五 　
軍
記

学
び
を
広
げ
る

土
佐
日
記 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
 　　　

紀
貫
之

門
出
／
忘
れ
貝
／
帰
京　
　
　

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 月
と
暦

奥
の
細
道

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
松
尾
芭
蕉

旅
立
ち
／
立
石
寺
／
大
垣古典

作
品
の
読
み
比
べ

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 古
典
に
お
け
る「
旅
」

六 　
日
記・紀
行

学
び
を
広
げ
る

論
語 　

   

学
問   

子
曰
吾
十
有
五
而
志
于
学 

ほ
か

   

人
間   

子
曰
巧
言
令
色
鮮
矣
仁 

ほ
か

   

政
治   

子
曰
其
身
正
不
令
而
行 

ほ
か

現
代
に
生
き
る『
論
語
』

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 孔
子
と
門
人

六　
思
想

学
び
を
広
げ
る

資
料
編

文
学
史
年
表
／
古
典
文
法
要
覧
／
古
文
重
要
語
句

漢
文
の
基
本
形
式
／
訓
読
で
注
意
す
る
語
／
漢
文
参
考
略
年
表

◉
巻
末
古
典
参
考
資
料

　

旧
国
名
・
都
道
府
県
名
対
照
図

　

平
安
条
坊
図
／
内
裏
／
大
内
裏

　

京
都
付
近
地
図
／
奈
良
付
近
地
図

　

住
居
・
調
度

　

装
束
（
文
官
束
帯
／
武
官
束
帯
／
直
衣

　
　
　
　

狩
衣
／
唐
衣
と
裳
／
単
の
袿
と
袴)

　

陰
暦
（
月
の
異
名
と
二
十
四
節
気
／
陰
暦
月
齢
表)

　

古
時
刻
／
古
方
位
／
十
干
と
十
二
支
／
中
国
参
考
地
図

「古典の扉」「文学の扉」は、それぞれの単元の
作品ジャンルに関連した情報や、古典文法・漢 
文句法などを簡潔にまとめたコラムです。

古
文
編

漢
文
の
世
界
へ

漢
文
の
基
本
構
造
と
訓
読

成
句・格
言
を
読
む
／
置
き
字
／
再
読
文
字

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 身
近
に
あ
る
漢
文

一　

 

漢
文
入
門　

漁
父
之
利（
戦
国
策
）

借
虎
威（
戦
国
策
）

朝
三
暮
四（
列
子
）

推
敲（
唐
詩
紀
事
）

現
代
に
生
き
る
故
事
成
語

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 漢
和
辞
典
の
活
用

二　
故
事
成
語

学
び
を
広
げ
る

先
従
隗
始（
十
八
史
略
）

鶏
鳴
狗
盗（
史
記
）

　
　
﹇
参
考
﹈ 「
夜
を
こ
め
て
…
… 

」（
小
倉
百
人
一
首・清
少
納
言
）

臥
薪
嘗
胆（
十
八
史
略
）

史
話
の
登
場
人
物

　
　
﹇
古
典
の
扉
﹈ 歴
史
を
記
録
す
る

三　
史
話

学
び
を
広
げ
る

漢
文
編

青
が
消
え
る 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
村
上
春
樹

夢
十
夜

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
夏
目
漱
石

　
　
﹇
文
学
の
扉
﹈ 夢
の
中
で
出
か
け
て
行
く

三　
小
説
二

小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
島
崎
藤
村

時
計

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
萩
原
朔
太
郎

　
　
﹇
文
学
の
扉
﹈ 近
代
詩
と
翻
訳
詩

サ
ー
カ
ス

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
中
原
中
也

シ
ジ
ミ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
石
垣
り
ん

I w
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吉
野
弘

詩
の
朗
読
会

二　
詩

学
び
を
広
げ
る

そ
の
子
二
十
―
―
短
歌
十
六
首
 ・・・・・・・・・・・・・　
与
謝
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子
ほ
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文
学
の
扉
﹈ 短
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近
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入で、古 典を学ぶことの
意義を考えてから、 各題材
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﹈ 日
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漢
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漢
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学
び
を
広
げ
る



言
語
文
化

＊
語
句

つ
れ
づ
れ
な
り

　日
暮
ら
し

　あ
や
し

兼け
ん

好か
う

法
師

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

1500

1000

1700

鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
随
筆

	

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

　つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
硯す

ず
りに
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な

し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

れ
。 

（
序
段
）

＊

＊

＊

参
考

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

　あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
諸も
ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。
師
の
い
は
く
、

「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。
の
ち
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な

ほ
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一ひ
と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と
言
ふ
。

1

2

❶

1
諸
矢

　的
に
向
か
う
時
に
作
法
と
し
て
持
つ
、

二
本
一
組
の
矢
。

2
得
失

　成
功
と
失
敗
。
こ
こ
で
は
当
た
る
か

当
た
ら
な
い
か
と
い
う
迷
い
の
心
。

46

随
筆
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5

問
❶
「
定
む
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
懈
怠
の
心

　怠
け
心
。

問
❷
「
こ
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

4
道
を
学
す
る
人

　仏
道
を
修
行
す
る
人
。

5
一
刹
那

　ほ
ん
の
一
瞬
と
い
う
意
味
の
仏
教

語
。
後
出
の
「
一
念
」
も
同
じ
。

＊
語
句

お
ろ
か
な
り

　ね
ん
ご
ろ
な
り

わ
づ
か
に
二
つ
の
矢
、
師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。
懈け

怠だ
い

の
心
、

自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。
こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。

　道
を
学
す
る
人
、
夕
べ
に
は
朝あ
し
たあ

ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
朝
に
は
夕
べ
あ
ら
ん
こ
と
を
思

ひ
て
、
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修し
ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、

懈
怠
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す

る
こ
と
の
は
な
は
だ
難か
た

き
。 

（
第
九
二
段
）

＊

3

❷

4

＊

5

一

　次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
、「
懈
怠
の
心
」（
47
・1
）
は
ど
の
よ

う
な
形
で
表
れ
て
い
る
か
。
本
文
に
即
し
て
具
体
的
に
説
明

し
て
み
よ
う
。

　
　①
「
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
」（
46
・1
）
人
の
場
合
。

　
　②
「
道
を
学
す
る
人
」（
47
・3
）
の
場
合
。

二

　筆
者
の
い
う
「
懈
怠
の
心
」（
47
・
1
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
自
分
の
体
験
を
も
と
に
、
話
し
合
っ
て
み
よ

う
。

課
題

一

　次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　

 

　
　ア

　お
ろ
か
に
せ
ん
と
（
47
・1
）

　
　

　
　①

　イ

　思
は
ん
や
。（
47
・1
）

　
　

　
　
　
　ウ

　朝
あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、（
47
・3
）

　
　②

　ア

　一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。（
46
・3
）

　
　
　
　イ

　万
事
に
わ
た
る
べ
し
。（
47
・2
）

語
句
と
表
現

47

徒
然
草
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1000
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に
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ま
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に
、
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ら
し
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ず
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向
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に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な

し
ご
と
を
、
そ
こ
は
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と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

れ
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＊

＊

参
考

あ
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、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
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る
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、
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射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
諸も
ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。
師
の
い
は
く
、

「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。
の
ち
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な

ほ
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一ひ
と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と
言
ふ
。

1

2

❶

1
諸
矢

　的
に
向
か
う
時
に
作
法
と
し
て
持
つ
、

二
本
一
組
の
矢
。

2
得
失

　成
功
と
失
敗
。
こ
こ
で
は
当
た
る
か

当
た
ら
な
い
か
と
い
う
迷
い
の
心
。
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問
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「
定
む
」
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は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
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の
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け
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「
こ
れ
」
は
何
を
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す
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道
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学
す
る
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を
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の
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、
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の
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に
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と
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、
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ど
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、
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、
夕
べ
に
は
朝あ
し
たあ

ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
朝
に
は
夕
べ
あ
ら
ん
こ
と
を
思

ひ
て
、
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修し
ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、

懈
怠
の
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の
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」（
47
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）
は
ど
の
よ

う
な
形
で
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て
い
る
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。
本
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に
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具
体
的
に
説
明
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て
み
よ
う
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「
弓
射
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こ
と
を
習
ふ
」（
46
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）
人
の
場
合
。
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「
道
を
学
す
る
人
」（
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）
の
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合
。

二
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者
の
い
う
「
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怠
の
心
」（
47
・
1
）
に
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ど
の
よ
う

に
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え
る
か
。
自
分
の
体
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を
も
と
に
、
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し
合
っ
て
み
よ

う
。

課
題

一
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の
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線
部
の
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動
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の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。
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に
せ
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）
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は
ん
や
。（
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）
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あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、（
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）
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　一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。（
46
・3
）

　
　
　
　イ

　万
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に
わ
た
る
べ
し
。（
47
・2
）

語
句
と
表
現

47

徒
然
草

p046-047_sgb_ko_014_随筆2_徒然草1-2.indd   47 2020/04/03   12:37

＊
語
句

つ
れ
づ
れ
な
り

　日
暮
ら
し

　あ
や
し

兼け
ん
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法
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室町
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倉
時
代
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期
成
立
の
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づ
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る
ま
ま
に
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づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
硯す

ず
りに
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な

し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

れ
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、
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人
、
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射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
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ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。
師
の
い
は
く
、

「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。
の
ち
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な

ほ
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一ひ
と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と
言
ふ
。

1

2

❶

1
諸
矢

　的
に
向
か
う
時
に
作
法
と
し
て
持
つ
、
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本
一
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の
矢
。
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得
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と
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こ
こ
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問
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「
定
む
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
懈
怠
の
心
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け
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。

問
❷
「
こ
れ
」
は
何
を
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す
か
。

4
道
を
学
す
る
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道
を
修
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る
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。

5
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那
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ん
の
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と
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う
意
味
の
仏
教
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。
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も
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。
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、
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や
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、
た
だ
今
の
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に
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、
た
だ
ち
に
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る
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と
の
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だ
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た
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場
合
、「
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よ
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で
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か
。
本
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に
即
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明
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て
み
よ
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か
。
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の
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に
、
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し
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っ
て
み
よ

う
。

課
題

一

　次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　

 

　
　ア

　お
ろ
か
に
せ
ん
と
（
47
・1
）

　
　

　
　①

　イ

　思
は
ん
や
。（
47
・1
）

　
　

　
　
　
　ウ

　朝
あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、（
47
・3
）

　
　②

　ア

　一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。（
46
・3
）

　
　
　
　イ

　万
事
に
わ
た
る
べ
し
。（
47
・2
）

語
句
と
表
現

47

徒
然
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な
た
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2
天
帝

　万
物
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つ
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さ
ど
る
天
の
神
。
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る
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「
之
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何
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学
び
を
広
げ
る

● 「
随
筆
」
に
描
か
れ
た
筆
者
の
心
情
を
読
み
取
る

● 『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』
に
描
か
れ
た
季
節
感
や
人
生
観
に
つ
い
て
考
え
る

枕
草
子 

清
少
納
言

春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の

古
典
の
扉

  

古
典
の
四
季
・
美
意
識

古
文
を
読
む
た
め
に
❸  

係
り
結
び
の
法
則
／
音
便

徒
然
草 

兼
好
法
師

参
考

 

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

あ
る
人
、弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
／
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
／

奥
山
に
、猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
／
あ
る
者
、小
野
道
風
の
書
け
る
／

雪
の
お
も
し
ろ
う
降
り
た
り
し
朝
／
神
無
月
の
こ
ろ

学
び
を
広
げ
る 

章
段
の
読
み
比
べ
「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」

文
法
か
ら
解
釈
へ
❸  

助
動
詞

古
文
を
読
む
た
め
に
❹  

助
動
詞

随
筆

二
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　『
徒
然
草
』
第
一
〇
段
「
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

学
び
を
広
げ
る

　
後ご

徳と
く

大だ
い

寺じ
の

大お
と
ど臣

の
、
寝
殿
に
鳶と

び

ゐ
さ
せ
じ
と
て
、
縄

を
張
ら
れ
た
り
け
る
を
、
西さ

い

行ぎ
や
うが

見
て
、「
鳶
の
ゐ
た

ら
ん
は
、
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
。
こ
の
殿
の
御み

心こ
こ
ろさ

ば
か
り
に
こ
そ
。」
と
て
、
そ
の
の
ち
は
参
ら
ざ
り
け

る
と
聞
き
侍は

べ

る
に
、
綾

あ
や
の

小こ
う

路ぢ
の

宮み
や

の
お
は
し
ま
す
小こ

坂さ
か

殿ど
の

の
棟む

ね

に
、
い
つ
ぞ
や
縄
を
引
か
れ
た
り
し
か
ば
、
か
の

例た
め
し

思
ひ
出い

で
ら
れ
侍
り
し
に
、
ま
こ
と
や
、「
烏か

ら
す

の
群

れ
ゐ
て
、
池
の
蛙か

へ
るを
取
り
け
れ
ば
、
御
覧
じ
悲
し
ま
せ

給た
ま

ひ
て
な
ん
。」
と
人
の
語
り
し
こ
そ
、
さ
て
は
い
み

じ
く
こ
そ
と
覚
え
し
か
。
徳
大
寺
に
も
、
い
か
な
る
ゆ

ゑ
か
侍
り
け
ん
。

　
後
徳
大
寺
大
臣
が
、
邸や

し
きの

正
殿
に
鳶
を
と
ま
ら
せ
ま
い
と
し
て
、
縄
を
お

張
り
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
西
行
が
見
て
、「
鳶
が
と
ま
っ
て
い
た
か
ら
と

い
っ
て
、
何
の
不
都
合
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
臣
殿
の
御
心
は
こ
の
程

度
で
い
ら
し
た
の
だ
。」
と
言
っ
て
、
そ
の
後
は
参
上
し
な
か
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
綾
小
路
宮
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
小
坂
殿
の
棟
に
、
い
つ
だ
っ

た
か
縄
を
お
引
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
先
例
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た

と
こ
ろ
、
そ
う
い
え
ば
、「
烏
が
群
れ
て
い
て
、
池
の
蛙
を
捕
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
ご
覧
に
な
り
、
か
わ
い
そ
う
に
お
思
い
に
な
っ
た
か
ら
の
こ
と
な
の

で
す
。」
と
人
が
語
っ
た
の
は
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
な
ら
ば
結
構
な
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
徳
大
寺
大
臣
の
場
合
に
も
、
何
か
理

由
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　
　
こ
の
話
と
「
神
無
月
の
こ
ろ
」
と
を
読
み
比
べ
、「
囲
ひ
た
り
し
」（
54
・
６
）
こ
と
と
「
縄
を
引
か
れ
た
り
し
」（
55
・
６
）
こ
と
に

対
す
る
筆
者
の
受
け
と
め
方
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

510

55

徒
然
草
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文
法
か
ら
解
釈
へ
❸

助
動
詞

　『徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』「
丹た

ん

波ば

に
出い

づ
も雲
と
い
ふ
所
あ
り
」（
48
ペ
ー
ジ
）
で
、
ほ
か

で
は
見
た
こ
と
の
な
い
獅
子
の
珍
し
い
立
ち
姿
に
感
涙
を
流
し
た
聖

し
ょ
う

海か
い

上し
ょ
う

人に
ん

は
、
そ
の
い
わ
れ
を
神
官
に
問
う
て
い
る
。

Ａ

　「ち
と
承
ら
ば
や
。」
と
言
は
れ
け
れ
ば
、

Ｂ

　「ち
と
承
ら
ば
や
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、

　さ
て
、
Ａ
と
Ｂ
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　Ａ
も
Ｂ
も
、
聖
海
上
人
が
と
っ
た
言
動
に
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
話
を
読
み
味
わ
っ
て
い
く
上
で
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
差
は
大
き
い
。

　Ａ
と
Ｂ
の
違
い
は
地
の
文
に
あ
る
。
動
詞
「
言
ふ
」
と
過
去
の
助
動

詞
「
け
り
」
の
間
に
、「
れ
」
が
あ
る
か
な
い
か
の
差
で
あ
る
。
こ
の

「
れ
」
は
、
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
で
、
受
身
・
尊
敬
・
自
発
・
可

能
の
意
味
を
持
つ
。
文
脈
に
当
て
は
め
て
い
く
と
、
こ
こ
で
は
〈
〜
な

さ
る
〉
と
い
う
尊
敬
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

地
の
文
は
、
筆
者
で
あ
る
兼
好
法
師
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
兼
好
法
師

が
聖
海
上
人
に
対
し
て
敬
語
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　改
め
て
「
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
」
を
読
み
直
し
て
み
よ
う
。

筆
者
が
聖
海
上
人
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
Ａ
の
記
述
以
外

に
は
な
い
。
こ
の
話
全
体
の
筆
者
の
語
り
口
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ

Ｂ
の
表
現
の
ほ
う
が
自
然
に
思
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兼
好

法
師
は
こ
こ
だ
け
Ａ
の
よ
う
に
敬
語
を
使
い
、
聖
海
上
人
を
敬
っ
て
い

る
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　獅
子
の
向
き
が
違
っ
て
い
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
い
た
ず
ら
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
聖
海
上
人
が
期
待
し
て
い
た
「
深
き
ゆ
ゑ
」「
習

ひ
」
な
ど
、
何
一
つ
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
に
対

し
て
流
さ
れ
た
「
上
人
の
感
涙
」
は
「
い
た
づ
ら
に
」
な
り
、
上
人
は

読
者
の
笑
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
の
展
開
を
考
え

た
と
き
、
そ
こ
に
だ
け
不
自
然
に
使
わ
れ
た
尊
敬
語
は
、
聖
海
上
人
を

持
ち
上
げ
て
お
い
て
最
後
に
落
と
す
た
め
の
伏
線
で
あ
り
、
ど
う
や
ら

話
の
展
開
に
よ
り
大
き
な
落
差
を
作
る
た
め
の
兼
好
法
師
の
工
夫
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
よ

り
も
Ａ
で
は
、
聖
海
上
人
の
早
と
ち
り
ぶ
り
が
、
思
い
込
み
の
強
さ
が
、

さ
ら
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　た
っ
た
一
語
の
助
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
向
き
合
う
こ
と
で
兼
好

法
師
の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
言
葉
を
大
切
に
し
て
作
品
を
読

み
解
い
て
い
き
た
い
。

57

文
法
か
ら
解
釈
へ
③
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助
動
詞
と
は
、
活
用
が
あ
る
付
属
語
で
、
主
に
用
言
や
他
の
助
動
詞
、

体
言
に
付
い
て
そ
の
語
の
意
味
を
助
け
補
う
は
た
ら
き
を
す
る
。
助
動

詞
を
学
ぶ
上
で
大
切
な
こ
と
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

意
味
　 

そ
の
助
動
詞
が
付
く
こ
と
で
、
な
ん
ら
か
の
意
味
が
添
え
ら

れ
る
。
複
数
の
意
味
を
も
つ
助
動
詞
も
あ
り
、
見
き
わ
め
が

必
要
と
な
る
。

活
用
　 

用
言
と
同
様
に
、
未
然
形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・

已
然
形
・
命
令
形
に
活
用
す
る
。
そ
の
活
用
パ
タ
ー
ン
を
覚

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

接
続

　

�

ど
の
よ
う
な
品
詞
、
ど
の
よ
う
な
活
用
形
に
接
続
す
る
の
か
、

違
い
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
1

を
軸
と
し
て
、
主
な
助
動
詞
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ

う
。
2

・
3

に
つ
い
て
は
文
語
助
動
詞
活
用
表
（
338
ペ
ー
ジ
）
参
照
。
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き
・
け
り

き
　
　 

自
分
が
直
接
体
験
し
た
過
去
の
事
柄
を
示
す
。

け
り
　 

伝
聞
し
た
過
去
の
事
柄
を
示
す
。
物
語
や
説
話
で
多
用
さ
れ
る
。

詠
嘆
の
意
味
も
あ
る
。

　
１
　
あ
る
山
里
に
尋
ね
入
る
こ
と
侍は

べ

り
し
に
、（
54
・1
）

　
２
　
は
ふ
は
ふ
家
に
入
り
に
け
り
。（
51
・5
）

 
 

１
は
、
書
き
手
の
実
体
験
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
２
は
、
書
き

手
が
伝
聞
し
た
過
去
の
話
を
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り

つ
　
　
意
志
的
に
行
わ
れ
る
動
作
の
完
了
を
表
す
。

ぬ
　
　
自
然
に
進
行
す
る
動
き
の
完
了
を
表
す
。

＊
「
つ
・
ぬ
」
に
は
、
強
意
・
並
列
の
意
味
も
あ
る
。

た
り
・
り
　 

動
作
や
状
態
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了
し
、
結
果
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
を

表
す
。

　
１
　
か
う
こ
そ
燃
え
け
れ
と
、
心
得
つ
る
な
り
。（
33
・1
）

　
２
　
懐
に
持
ち
た
り
け
る
も
、
水
に
入
り
ぬ
。（
51
・4
）

　
３
　
大
社
を
移
し
て
、
め
で
た
く
造
れ
り
。（
48
・1
）

 
 

１
は
、
火
炎
を
見
て
良
秀
が
「
納
得
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
意

志
的
な
動
作
の
完
了
。
２
は
、
懐
に
持
つ
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た

過
去

完
了

助
動
詞

古
文
を
読
む
た
め
に
❹
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漢
字
の
成
り
立
ち
／
音
と
訓

漢
文
を
読
む
た
め
に
❶

　

 

会
意
文
字
…
… 

複
数
の
文
字
の
意
味
を
組
み
あ
わ
せ
た
漢
字
。

　

林  

鳴 

　

 

形
声
文
字
…
… 

発
音
を
表
す
部
分
と
意
味
を
表
す
部
分
を
組
み
あ
わ

せ
た
漢
字
。

　

江 

　
　紅

　象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
の
ほ
か
に
、
転て

ん

注ち
ゅ
うと

仮か

借し
ゃ

と
い
う
漢
字

の
運
用
法
を
合
わ
せ
て
、「
六り

く

書し
ょ

」
と
い
う
。

3

例

89909192

木

本

林

江

水

天

鳴

紅

甲こ
う

骨こ
つ

文ぶ
ん

金き
ん

文ぶ
ん

小し
ょ
う

篆て
ん

隷れ
い

書し
ょ

楷か
い

書し
ょ

草そ
う

書し
ょ

行ぎ
ょ
う

書し
ょ

片か
た

仮か

名な

平ひ
ら

仮が

名な

篆
てん

書
しょ

紙の登場までは，

いろいろな素材に

刻んだり書いたり

していたんだね。

筆墨す
み

紙硯す
ず
り

象形

指事

会意

形声

漢
字
の
主
な
成
り
立
ち

　
漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で

す
。
事
物
を
絵
の
よ
う
に
写
し
た
り
、

簡
単
な
符ふ

号ご
う

の
よ
う
に
記
し
た
り
す

る
な
か
で
漢
字
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
長
い
時

間
を
か
け
て
次し

第だ
い

に
定
着
し
、
よ
り

書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
漢
字
の
音お

ん

を
借
り

て
日
本
語
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
万ま
ん

葉よ
う

仮が

名な

）。

　
そ
の
う
ち
に
、
漢
字
を
簡
略
化
し

た
平
仮
名
と
、
主
に
漢
字
の
部
分
を

用
い
た
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
仮
名
、
片
仮
名
は
表
音
文
字
で

す
が
、
漢
字
は
一
文
字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国
で

使
わ
れ
た
、
最
古
の
文
字
。

亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの
骨
に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
記
す
の
に
使
わ
れ

た
。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
味
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金
文
」の

「
金
」は
金
属
器
の
意
味
。

「
小
篆
」は
、
秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が

中
国
を
統
一
し
た
と
き（
紀

元
前
二
二
一
年
）に
制
定
し

た
文
字
。

「
隷
書
」は
、
能
率
的
に
書
く

た
め
に
考
案
さ
れ
た
書
体
。

篆
書
の
少
し
あ
と
か
ら
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

書
作
品
以
外
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
書
体
。
速
く

書
け
る
が
読
み
に
く
い
。

速
書
き
に
適
し
た
書
体
。

読
み
や
す
く
、
書
き
や

す
い
。

現
在
の
標
準
的
な
書
体
。

日
本
独
自
の
文
字
。
速
書
き

に
よ
っ
て
草
書
の
点
画
を
さ

ら
に
簡
略
化
し
て
で
き
た
。

日
本
独
自
の
文
字
。
漢
字
の

へ
ん
や
つ
く
り
な
ど
の
片
方

を
用
い
た
り
、
点
画
を
省
略

し
た
り
し
て
で
き
た
。

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
う

的て
き

な
事こ
と

柄が
ら

を
図
形
の
よ
う
に
表
す
方
法
。

象
形
・
指
事
文
字
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

意
味
を
表
す
文
字
と
音
を
表
す
文
字
と
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
の
ほ
か
に
転て
ん

注
ち
ゅ
う

と
仮か

借し
ゃ

と
い
う
漢
字
の
運
用
法
を
合
わ
せ
て「
六り
く

書し
ょ

」と
い
い
ま
す
。

文ぶ
ん

房ぼ
う

四し

宝ほ
う

牛の肩
けん

こう骨
こつ

青銅器石

絹
けん

布
ぷ

（帛
はく

）竹 石（写真は，石に刻まれた

文字を拓
たく

本
ほん

にしたもの）

毛
筆
の
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ギ
や
馬
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ

な
ど
の
動
物
の
毛
を
そ
ろ
え
て

束
ね
、
竹
な
ど
で
で
き
た
筆ひ
っ

管か
ん

に
差
し
込こ

ん
で
作
り
ま
す
。

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
の
木

の
皮
を
煮に

て
水
に
溶と

か
し
、
す0

の
こ

0

0

を
し
い
た
木
枠
で
す
き
取

り
、
乾か
わ

か
し
て
作
り
ま
す
。

固
形
の
墨
は
、
菜
種
油
や
松
な

ど
を
燃
や
し
て
で
き
る
す
す

0

0

に
、

に
か
わ

0

0

0

を
加
え
て
練
り
、
型
で

固
め
て
作
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
原
石
を
切
り
出
し
、

の
み

0

0

で
硯
の
形
に
彫ほ

り
、
砥と

石い
し

で
磨み

が

い
て
仕
上
げ
ま
す
。

●
│

　進
化
す
る
筆
記
具

身
近
な
筆
記
具
は
、
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
書
い
て
も
疲つ

か

れ
な
い

手
軽
に
使
え
る
筆
ペ
ン

長
時
間
の
筆
記
や
、
強
い
筆
圧
で
の
筆
記
に
よ
る
疲

れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
の
重
さ
や
軸じ
く

の
太
さ
、

握に
ぎ

る
部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。

ミ
ツ
マ
タ
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平ひ
ら

仮が

名な

篆
てん

書
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いろいろな素材に

刻んだり書いたり

していたんだね。

筆墨す
み

紙硯す
ず
り

象形

指事

会意

形声

漢
字
の
主
な
成
り
立
ち

　
漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で

す
。
事
物
を
絵
の
よ
う
に
写
し
た
り
、

簡
単
な
符ふ

号ご
う

の
よ
う
に
記
し
た
り
す

る
な
か
で
漢
字
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
長
い
時

間
を
か
け
て
次し

第だ
い

に
定
着
し
、
よ
り

書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
漢
字
の
音お

ん

を
借
り

て
日
本
語
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
万ま
ん

葉よ
う

仮が

名な

）。

　
そ
の
う
ち
に
、
漢
字
を
簡
略
化
し

た
平
仮
名
と
、
主
に
漢
字
の
部
分
を

用
い
た
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
仮
名
、
片
仮
名
は
表
音
文
字
で

す
が
、
漢
字
は
一
文
字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国
で

使
わ
れ
た
、
最
古
の
文
字
。

亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの
骨
に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
記
す
の
に
使
わ
れ

た
。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
味
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金
文
」の

「
金
」は
金
属
器
の
意
味
。

「
小
篆
」は
、
秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が

中
国
を
統
一
し
た
と
き（
紀

元
前
二
二
一
年
）に
制
定
し

た
文
字
。

「
隷
書
」は
、
能
率
的
に
書
く

た
め
に
考
案
さ
れ
た
書
体
。

篆
書
の
少
し
あ
と
か
ら
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

書
作
品
以
外
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
書
体
。
速
く

書
け
る
が
読
み
に
く
い
。

速
書
き
に
適
し
た
書
体
。

読
み
や
す
く
、
書
き
や

す
い
。

現
在
の
標
準
的
な
書
体
。

日
本
独
自
の
文
字
。
速
書
き

に
よ
っ
て
草
書
の
点
画
を
さ

ら
に
簡
略
化
し
て
で
き
た
。

日
本
独
自
の
文
字
。
漢
字
の

へ
ん
や
つ
く
り
な
ど
の
片
方

を
用
い
た
り
、
点
画
を
省
略

し
た
り
し
て
で
き
た
。

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
う

的て
き

な
事こ
と

柄が
ら

を
図
形
の
よ
う
に
表
す
方
法
。

象
形
・
指
事
文
字
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

意
味
を
表
す
文
字
と
音
を
表
す
文
字
と
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
の
ほ
か
に
転て
ん

注
ち
ゅ
う

と
仮か

借し
ゃ

と
い
う
漢
字
の
運
用
法
を
合
わ
せ
て「
六り
く

書し
ょ

」と
い
い
ま
す
。

文ぶ
ん

房ぼ
う

四し

宝ほ
う

牛の肩
けん

こう骨
こつ

青銅器石

絹
けん

布
ぷ

（帛
はく

）竹 石（写真は，石に刻まれた

文字を拓
たく

本
ほん

にしたもの）

毛
筆
の
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ギ
や
馬
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ

な
ど
の
動
物
の
毛
を
そ
ろ
え
て

束
ね
、
竹
な
ど
で
で
き
た
筆ひ
っ

管か
ん

に
差
し
込こ

ん
で
作
り
ま
す
。

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
の
木

の
皮
を
煮に

て
水
に
溶と

か
し
、
す0

の
こ

0

0

を
し
い
た
木
枠
で
す
き
取

り
、
乾か
わ

か
し
て
作
り
ま
す
。

固
形
の
墨
は
、
菜
種
油
や
松
な

ど
を
燃
や
し
て
で
き
る
す
す

0

0

に
、

に
か
わ

0

0

0

を
加
え
て
練
り
、
型
で

固
め
て
作
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
原
石
を
切
り
出
し
、

の
み

0

0

で
硯
の
形
に
彫ほ

り
、
砥と

石い
し

で
磨み

が

い
て
仕
上
げ
ま
す
。

●
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　進
化
す
る
筆
記
具

身
近
な
筆
記
具
は
、
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
書
い
て
も
疲つ

か

れ
な
い

手
軽
に
使
え
る
筆
ペ
ン

長
時
間
の
筆
記
や
、
強
い
筆
圧
で
の
筆
記
に
よ
る
疲

れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
の
重
さ
や
軸じ
く

の
太
さ
、

握に
ぎ

る
部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。
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と
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に
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の
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に
、
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字
を
簡
略
化
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た
平
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と
、
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に
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字
の
部
分
を

用
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た
片
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名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
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ま
れ
ま
し
た
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、
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仮
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は
表
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で

す
が
、
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は
一
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字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
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代
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と
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う
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で
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最
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め
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が
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紀
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前
二
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能
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に
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に
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、
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部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。

ミ
ツ
マ
タ

089_書の変遷.indd   すべてのページ 2015/03/11   14:30

4

例

89909192

木

本

林

江

水

天

鳴

紅

甲こ
う

骨こ
つ

文ぶ
ん

金き
ん

文ぶ
ん

小し
ょ
う

篆て
ん

隷れ
い

書し
ょ

楷か
い

書し
ょ

草そ
う

書し
ょ

行ぎ
ょ
う

書し
ょ

片か
た

仮か

名な

平ひ
ら

仮が

名な

篆
てん

書
しょ

紙の登場までは，
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り
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漢
字
の
主
な
成
り
立
ち

　
漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で

す
。
事
物
を
絵
の
よ
う
に
写
し
た
り
、

簡
単
な
符ふ

号ご
う

の
よ
う
に
記
し
た
り
す

る
な
か
で
漢
字
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
長
い
時

間
を
か
け
て
次し

第だ
い

に
定
着
し
、
よ
り

書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
漢
字
の
音お

ん

を
借
り

て
日
本
語
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
万ま
ん

葉よ
う

仮が

名な

）。

　
そ
の
う
ち
に
、
漢
字
を
簡
略
化
し

た
平
仮
名
と
、
主
に
漢
字
の
部
分
を

用
い
た
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
仮
名
、
片
仮
名
は
表
音
文
字
で

す
が
、
漢
字
は
一
文
字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国
で

使
わ
れ
た
、
最
古
の
文
字
。

亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの
骨
に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
記
す
の
に
使
わ
れ

た
。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
味
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金
文
」の

「
金
」は
金
属
器
の
意
味
。

「
小
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」は
、
秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が

中
国
を
統
一
し
た
と
き（
紀

元
前
二
二
一
年
）に
制
定
し

た
文
字
。

「
隷
書
」は
、
能
率
的
に
書
く

た
め
に
考
案
さ
れ
た
書
体
。
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し
あ
と
か
ら
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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作
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以
外
で
は
あ
ま
り

使
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れ
な
い
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体
。
速
く

書
け
る
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読
み
に
く
い
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速
書
き
に
適
し
た
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体
。

読
み
や
す
く
、
書
き
や

す
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。

現
在
の
標
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的
な
書
体
。

日
本
独
自
の
文
字
。
速
書
き

に
よ
っ
て
草
書
の
点
画
を
さ

ら
に
簡
略
化
し
て
で
き
た
。

日
本
独
自
の
文
字
。
漢
字
の

へ
ん
や
つ
く
り
な
ど
の
片
方

を
用
い
た
り
、
点
画
を
省
略

し
た
り
し
て
で
き
た
。

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
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　進
化
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る
筆
記
具

身
近
な
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記
具
は
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ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
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ょ
う
か
。

長
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間
書
い
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も
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か
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に
使
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る
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ペ
ン
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の
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記
や
、
強
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で
の
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に
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で
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で
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、
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の
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す
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の
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漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で

す
。
事
物
を
絵
の
よ
う
に
写
し
た
り
、

簡
単
な
符ふ

号ご
う

の
よ
う
に
記
し
た
り
す

る
な
か
で
漢
字
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
長
い
時

間
を
か
け
て
次し

第だ
い

に
定
着
し
、
よ
り

書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
漢
字
の
音お

ん

を
借
り

て
日
本
語
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
万ま
ん

葉よ
う

仮が

名な

）。

　
そ
の
う
ち
に
、
漢
字
を
簡
略
化
し

た
平
仮
名
と
、
主
に
漢
字
の
部
分
を

用
い
た
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
仮
名
、
片
仮
名
は
表
音
文
字
で

す
が
、
漢
字
は
一
文
字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国
で

使
わ
れ
た
、
最
古
の
文
字
。

亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの
骨
に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
記
す
の
に
使
わ
れ

た
。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
味
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金
文
」の

「
金
」は
金
属
器
の
意
味
。

「
小
篆
」は
、
秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が

中
国
を
統
一
し
た
と
き（
紀

元
前
二
二
一
年
）に
制
定
し

た
文
字
。

「
隷
書
」は
、
能
率
的
に
書
く

た
め
に
考
案
さ
れ
た
書
体
。

篆
書
の
少
し
あ
と
か
ら
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

書
作
品
以
外
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
書
体
。
速
く

書
け
る
が
読
み
に
く
い
。

速
書
き
に
適
し
た
書
体
。

読
み
や
す
く
、
書
き
や

す
い
。

現
在
の
標
準
的
な
書
体
。

日
本
独
自
の
文
字
。
速
書
き

に
よ
っ
て
草
書
の
点
画
を
さ

ら
に
簡
略
化
し
て
で
き
た
。

日
本
独
自
の
文
字
。
漢
字
の

へ
ん
や
つ
く
り
な
ど
の
片
方

を
用
い
た
り
、
点
画
を
省
略

し
た
り
し
て
で
き
た
。

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
う

的て
き

な
事こ
と

柄が
ら

を
図
形
の
よ
う
に
表
す
方
法
。

象
形
・
指
事
文
字
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

意
味
を
表
す
文
字
と
音
を
表
す
文
字
と
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
の
ほ
か
に
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ん

注
ち
ゅ
う

と
仮か

借し
ゃ

と
い
う
漢
字
の
運
用
法
を
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せ
て「
六り
く

書し
ょ

」と
い
い
ま
す
。

文ぶ
ん

房ぼ
う
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宝ほ
う

牛の肩
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こう骨
こつ
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絹
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布
ぷ

（帛
はく

）竹 石（写真は，石に刻まれた

文字を拓
たく

本
ほん

にしたもの）

毛
筆
の
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ギ
や
馬
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ

な
ど
の
動
物
の
毛
を
そ
ろ
え
て

束
ね
、
竹
な
ど
で
で
き
た
筆ひ
っ

管か
ん

に
差
し
込こ

ん
で
作
り
ま
す
。

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
の
木

の
皮
を
煮に

て
水
に
溶と

か
し
、
す0

の
こ
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0

を
し
い
た
木
枠
で
す
き
取

り
、
乾か
わ

か
し
て
作
り
ま
す
。

固
形
の
墨
は
、
菜
種
油
や
松
な

ど
を
燃
や
し
て
で
き
る
す
す

0

0

に
、

に
か
わ

0

0

0

を
加
え
て
練
り
、
型
で

固
め
て
作
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
原
石
を
切
り
出
し
、

の
み

0

0

で
硯
の
形
に
彫ほ

り
、
砥と

石い
し

で
磨み

が

い
て
仕
上
げ
ま
す
。
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　進
化
す
る
筆
記
具

身
近
な
筆
記
具
は
、
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
書
い
て
も
疲つ

か

れ
な
い

手
軽
に
使
え
る
筆
ペ
ン

長
時
間
の
筆
記
や
、
強
い
筆
圧
で
の
筆
記
に
よ
る
疲

れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
の
重
さ
や
軸じ
く

の
太
さ
、

握に
ぎ

る
部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。
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　漢
字
は
、
古
代
中
国
で
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
。
三
千
年
以
上
前
か

ら
使
わ
れ
て
い
て
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
中
で
は
、
最
も
歴

史
が
長
い
。
漢
字
は
そ
の
成
り
立
ち
に
よ
り
次
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
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…
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が
簡
略
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れ
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文
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に
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っ
た
漢
字
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の
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、

そ
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。
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を
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う

象
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ょ
う
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を
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。
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で
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化
す
る
筆
記
具

身
近
な
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記
具
は
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ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
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の
で
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。

長
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間
書
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も
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ペ
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で
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で
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す
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漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で

す
。
事
物
を
絵
の
よ
う
に
写
し
た
り
、

簡
単
な
符ふ

号ご
う

の
よ
う
に
記
し
た
り
す

る
な
か
で
漢
字
が
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
長
い
時

間
を
か
け
て
次し

第だ
い

に
定
着
し
、
よ
り

書
き
や
す
く
読
み
や
す
い
書
体
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝

わ
っ
て
く
る
と
、
漢
字
の
音お

ん

を
借
り

て
日
本
語
を
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
万ま
ん

葉よ
う

仮が

名な

）。

　
そ
の
う
ち
に
、
漢
字
を
簡
略
化
し

た
平
仮
名
と
、
主
に
漢
字
の
部
分
を

用
い
た
片
仮
名
と
い
う
日
本
独
自
の

文
字
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
仮
名
、
片
仮
名
は
表
音
文
字
で

す
が
、
漢
字
は
一
文
字
ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
数
は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
の
殷い
ん

と
い
う
国
で

使
わ
れ
た
、
最
古
の
文
字
。

亀か
め

の
甲こ
う

羅ら

や
獣
け
も
のの

骨
に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
記
す
の
に
使
わ
れ

た
。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
味
。

青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳い

込こ

ま
れ
た
文
字
。「
金
文
」の

「
金
」は
金
属
器
の
意
味
。

「
小
篆
」は
、
秦し
ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

が

中
国
を
統
一
し
た
と
き（
紀

元
前
二
二
一
年
）に
制
定
し

た
文
字
。

「
隷
書
」は
、
能
率
的
に
書
く

た
め
に
考
案
さ
れ
た
書
体
。

篆
書
の
少
し
あ
と
か
ら
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

書
作
品
以
外
で
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
書
体
。
速
く

書
け
る
が
読
み
に
く
い
。

速
書
き
に
適
し
た
書
体
。

読
み
や
す
く
、
書
き
や

す
い
。

現
在
の
標
準
的
な
書
体
。

日
本
独
自
の
文
字
。
速
書
き

に
よ
っ
て
草
書
の
点
画
を
さ

ら
に
簡
略
化
し
て
で
き
た
。

日
本
独
自
の
文
字
。
漢
字
の

へ
ん
や
つ
く
り
な
ど
の
片
方

を
用
い
た
り
、
点
画
を
省
略

し
た
り
し
て
で
き
た
。

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
う

的て
き

な
事こ
と

柄が
ら

を
図
形
の
よ
う
に
表
す
方
法
。

象
形
・
指
事
文
字
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

意
味
を
表
す
文
字
と
音
を
表
す
文
字
と
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
の
ほ
か
に
転て
ん

注
ち
ゅ
う

と
仮か

借し
ゃ

と
い
う
漢
字
の
運
用
法
を
合
わ
せ
て「
六り
く

書し
ょ

」と
い
い
ま
す
。

文ぶ
ん

房ぼ
う

四し

宝ほ
う

牛の肩
けん

こう骨
こつ

青銅器石

絹
けん

布
ぷ

（帛
はく

）竹 石（写真は，石に刻まれた

文字を拓
たく

本
ほん

にしたもの）

毛
筆
の
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ギ
や
馬
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ

な
ど
の
動
物
の
毛
を
そ
ろ
え
て

束
ね
、
竹
な
ど
で
で
き
た
筆ひ
っ

管か
ん

に
差
し
込こ

ん
で
作
り
ま
す
。

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
な
ど
の
木

の
皮
を
煮に

て
水
に
溶と

か
し
、
す0

の
こ

0

0

を
し
い
た
木
枠
で
す
き
取

り
、
乾か
わ

か
し
て
作
り
ま
す
。

固
形
の
墨
は
、
菜
種
油
や
松
な

ど
を
燃
や
し
て
で
き
る
す
す

0

0

に
、

に
か
わ

0

0

0

を
加
え
て
練
り
、
型
で

固
め
て
作
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
原
石
を
切
り
出
し
、

の
み

0

0

で
硯
の
形
に
彫ほ

り
、
砥と

石い
し

で
磨み

が

い
て
仕
上
げ
ま
す
。
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　進
化
す
る
筆
記
具

身
近
な
筆
記
具
は
、
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
書
い
て
も
疲つ

か

れ
な
い

手
軽
に
使
え
る
筆
ペ
ン

長
時
間
の
筆
記
や
、
強
い
筆
圧
で
の
筆
記
に
よ
る
疲

れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
の
重
さ
や
軸じ
く

の
太
さ
、

握に
ぎ

る
部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。
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そ
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体
へ
と
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中
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と
、
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借
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て
日
本
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を
表
記
す
る
よ
う
に
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り

ま
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た
（
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そ
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う
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に
、
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を
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略
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平
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と
、
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の
部
分
を

用
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た
片
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と
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う
日
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の

文
字
が
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れ
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し
た
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平
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、
片
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は
表
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で
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が
、
漢
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ご
と
に
意
味

を
表
す
表
意
文
字
で
、
そ
の
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は
約

五
万
字
も
あ
り
ま
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代
中
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の
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と
い
う
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で

使
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た
、
最
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の
文
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め

の
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や
獣
け
も
のの
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に
占
う
ら
ない

の
内
容
を
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す
の
に
使
わ
れ
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。「
甲
骨
文
」の「
文
」は
文

字
の
意
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青
銅
器
な
ど
の
金
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器
に
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た
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金
属
器
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の
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が

中
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を
統
一
し
た
と
き（
紀
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前
二
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）に
制
定
し

た
文
字
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隷
書
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能
率
的
に
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く

た
め
に
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書
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分
の
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が
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て
、

そ
の
物
を
表
す
方
法
。

形
を
も
た
な
い
抽
ち
ゅ
う

象
し
ょ
う

的て
き

な
事こ
と

柄が
ら

を
図
形
の
よ
う
に
表
す
方
法
。

象
形
・
指
事
文
字
な
ど
を

組
み
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わ
せ
て
つ
く
る
方
法
。

意
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を
表
す
文
字
と
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を
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す
文
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と
を
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。
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・
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の
運
用
法
を
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。
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文字を拓
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毛
筆
の
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ギ
や
馬
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ

な
ど
の
動
物
の
毛
を
そ
ろ
え
て

束
ね
、
竹
な
ど
で
で
き
た
筆ひ
っ

管か
ん

に
差
し
込こ

ん
で
作
り
ま
す
。

コ
ウ
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や
ミ
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マ
タ
な
ど
の
木

の
皮
を
煮に

て
水
に
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か
し
、
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の
こ
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を
し
い
た
木
枠
で
す
き
取

り
、
乾か
わ

か
し
て
作
り
ま
す
。

固
形
の
墨
は
、
菜
種
油
や
松
な

ど
を
燃
や
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て
で
き
る
す
す
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に
、

に
か
わ
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を
加
え
て
練
り
、
型
で

固
め
て
作
り
ま
す
。

材
料
と
な
る
原
石
を
切
り
出
し
、

の
み

0

0

で
硯
の
形
に
彫ほ

り
、
砥と

石い
し

で
磨み

が

い
て
仕
上
げ
ま
す
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●
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　進
化
す
る
筆
記
具

身
近
な
筆
記
具
は
、
ど
の
よ
う
に

進
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
時
間
書
い
て
も
疲つ

か

れ
な
い

手
軽
に
使
え
る
筆
ペ
ン

長
時
間
の
筆
記
や
、
強
い
筆
圧
で
の
筆
記
に
よ
る
疲

れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
の
重
さ
や
軸じ
く

の
太
さ
、

握に
ぎ

る
部
分
の
素
材
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
圧
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
細
い
線
も
太
い
線
も
書

く
こ
と
が
で
き
、
毛
筆
で
書
い
た
よ
う
な
風
合
い
が

出
せ
ま
す
。
ペ
ン
先
は
、
化
学
繊せ
ん

維い

や
、
筆
の
穂ほ

の

形
状
の
ス
ポ
ン
ジ
等
で
で
き
て
い
ま
す
。
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と
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す
・
さ
す
・
し
む

す
・
さ
す
・
し
む
　 

他
者
に
あ
る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
を
表
す
使
役
や
、

動
作
主
に
敬
意
を
表
す
尊
敬
の
意
味
を
表
す
。

　
・
か
い
も
ち
ひ
召
さ
せ
ん
。（
48
・3
）　
　
使
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
・
ら
る

る
・
ら
る
　 

他
か
ら
動
作
を
受
け
る
受
身
や
、
自
然
に
そ
う
な
る
自
発
、

あ
る
動
作
が
で
き
る
可
能
、
動
作
主
に
対
す
る
尊
敬
を
表

す
。

　
１
　
か
く
て
も
あ
ら
れ
け
る
よ
と
、（
54
・4
）

　
２
　「
ち
と
承
ら
ば
や
。」
と
言
は
れ
け
れ
ば
、（
49
・3
）

 
 

１
の
訳
は
「
こ
の
よ
う
に
し
て
も
暮
ら
し
て
い
ら、れ、る、の
だ
な
あ
」
と

な
る
の
で
、
可
能
の
意
、
２
は
、
筆
者
が
「
言
ふ
」
と
い
う
動
作
の
主

体
で
あ
る
上
人
に
対
す
る
尊
敬
の
意
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ま
ほ
し
・
た
し

ま
ほ
し
・
た
し
　 

あ
る
こ
と
が
ら
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
い
望
む
意
。

自
分
に
つ
い
て
の
願
望
や
他
に
対
す
る
願
望
を
表
す
。

　
・
紫
の
ゆ
か
り
を
見
て
、
つ
づ
き
の
見
ま
ほ
し
く
覚
ゆ
れ
ど
、

 

﹇
更
級
日
記
﹈

　
・
家
に
あ
り
た
き
木
は
、
松
・
桜
。﹇
徒
然
草
﹈

使
役
・
尊
敬

受
身
・
自
発
・
可
能
・
尊
敬

願
望

　
　
　
　
　
ご
と
し

ご
と
し
　 「
〜
の
よ
う
だ
」
と
、
何
か
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

同
等
や
例
示
の
意
味
を
表
す
場
合
も
あ
る
。

　
・
た
だ
春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。（
98
・3
）

比
況　「随

筆
」
を
読
み
、
筆
者
の
思
い
を
理
解
で
き
た
か

　「随
筆
」
に
描
か
れ
た
季
節
感
や
人
生
観
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
か

　さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り

60

随
筆
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漢
和
辞
典
の
活
用

古
典
の
扉

　一
つ
の
文
字
に
一
つ
の
字
音
、
一
つ
の
字
義
と
い
う
漢
字
も
あ
る
が
、

一
つ
の
文
字
が
一
つ
の
固
定
し
た
意
味
だ
け
を
表
す
の
で
は
な
く
、
複

数
の
意
味
を
有
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
新
し
い
意
味
が
加

わ
っ
た
り
、
他
の
意
味
に
転
用
さ
れ
た
り
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

な
か
に
は
、
一
つ
の
漢
字
に
複
数
の
字
音
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字

音
で
意
味
が
異
な
る
漢
字
も
あ
る
。

　一
例
と
し
て
、
漢
和
辞
典
で
「
楽
」
と
い
う
漢
字
を
引
い
て
み
よ
う
。

　「楽
」
は
、「
音
楽
」
の
意
味
の
場
合
は
「
ガ
ク
」、「
快
楽
」「
娯
楽
」

な
ど
「
楽
し
い
、
楽
し
む
」
意
味
の
場
合
は
「
ラ
ク
」
と
い
う
音
を
用

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
漢
和
辞
典
を
引
い
て
、
他
の
漢

字
の
意
味
も
確
認
し
て
み
よ
う
。

　漢
字
は
、
一
字
一
字
全
て
が
、
そ
の
要
素
と
し
て
、
字
形
（
＝
文
字

の
形
）・
字
音
（
＝
発
音
）・
字
義
（
＝
意
味
）
の
三
つ
を
備
え
て
い
る
。

中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
漢
字
の
字
形
に
は
変
化
が
あ
っ
た
が
、
字

音
・
字
義
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
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●ABで示された音と語義の対応に注目してみよう。

　今
も
生
き
る
人
生
の
教
訓
や
風
刺
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た

か　「故
事
成
語
」
と
の
対
話
を
と
お
し
て
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と

が
で
き
た
か

　さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り
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「学びを広げる」では、本教材
の他章段や同時代の別作品、
異なる時代の同テーマ作品な
どを取り上げており、比べ読
み・合わせ読みを行えます。

単
元
の
振
り
返
り

教
材

コ
ラ
ム

読みやすいシンプルな紙
面構成で、効果的な読解
につながります。

古典文法・漢文句法に
関するコラムを随所に
配置し、読解と合わせ
て学習できるようにし
ています。

『
精
選 

言
語
文
化
』紙
面  ﹇
古
文
編・漢
文
編
の
単
元
構
成
﹈

● 漢文教材の漢詩については、単元扉の
QR コードから日本語読み・中国語読み
両方の朗読音声を聴くことができます。

単元の最後には「単元
の振り返り」を配置し、
学んだことを確認する
活動を設定しています。
観点別評価にも活用で
きます。

背 13.5mm　04 精選言語文化

H1-H4_04精選言語文化.indd   1 2021/03/10   10:00

単元扉

故
事
成
語

二

● 「
故
事
成
語
」
に
表
れ
た
教
訓
や
風
刺
な
ど
を
読
み
取
る

● 「
故
事
成
語
」
を
理
解
し
、
現
代
に
お
け
る
意
義
を
考
え
る

漁
父
之
利 

（
戦
国
策
）

借
虎
威 

（
戦
国
策
）

朝
三
暮
四 

（
列
子
）

推
敲 

（
唐
詩
紀
事
）

学
び
を
広
げ
る 

現
代
に
生
き
る
故
事
成
語

漢
文
を
読
む
た
め
に
❶  

漢
字
の
成
り
立
ち
／
音
と
訓

古
典
の
扉

  

漢
和
辞
典
の
活
用
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単元扉で、教材の一
覧および学習のねら
いを明示します。
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1
羅
生
門

　平
安
京
の
正
門
。

朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

二
階
造
り
の
大
き
な
門
。
本

来
は
「
羅
城
門
」
と
表
記
。

2
丹
塗
り

　赤
色
の
顔
料
で
あ

る
丹
ま
た
は
朱
で
塗
っ
て
あ

る
こ
と
。

3
朱
雀
大
路

　平
安
京
の
中
央

を
南
北
に
走
る
大
通
り
。

4
市
女
笠

　菅す
げ

や
竹
で
編
ん
だ

笠
。
も
と
は
市
女
（
市
場
で

物
を
売
る
女
性
）
が
用
い
、

の
ち
に
、
女
性
の
外
出
の
際

に
多
く
着
用
さ
れ
た
。

羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨あ

ま

や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
外ほ
か

に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
丹に

塗ぬ

り
の
剝
げ
た
、
大

き
な
円ま
る

柱ば
し
らに

、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に
あ
る
以
上
は
、
こ
の

男
の
外
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も

み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
男
の
外
に
は
誰
も
い
な
い
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ

風か
ぜ

と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん

と
か
い
う

災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
うの

さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
る
と
、

仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積

み
重
ね
て
、
薪た
き
ぎの

料し
ろ

に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門

の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ

1

2

3

4

5

6

7
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5
揉
烏
帽
子

　男
性
が
平
常
服

の
際
に
用
い
た
か
ぶ
り
物
。

6
辻
風

　つ
む
じ
風
。
旋
風
。

7
旧
記

　古
い
記
録
。

8
鴟
尾

　宮
殿
・
仏
殿
な
ど
の

棟
の
両
端
に
取
り
付
け
た
飾

り
。

い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ

す

人び
と

が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人

を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い
く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な

く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ
の
か
ら

す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
と
に

門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
ご
ま
を
ま
い
た
よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。

か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上
に
あ

る
死
人
の
肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来
る
の

で
あ
る
。

―
も
っ
と
も
今
日
は
、
刻

限
が
遅
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
。

た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
崩
れ
か
か
っ

た
、
そ
う
し
て
そ
の
崩
れ
目
に
長
い
草

の
生
え
た
石
段
の
上
に
、
か
ら
す
の
く

そ
が
、
点
々
と
白
く
こ
び
り
つ
い
て
い

る
の
が
見
え
る
。
下
人
は
七
段
あ
る
石

8

す  ざく

羅城門

（
教
王
護
国
寺
）

一条大路
大内裏

朱雀門

内裏
中御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
西
京
極
大
路

木
辻
大
路

道
祖
大
路

鴨
川
か
も

か
つ
ら桂
川

西
大
宮
大
路

●
西
市

●
西
市

●
東
市

●
東
市

東
寺
東
寺

西
寺
西
寺

（
教
王
護
国
寺
）羅城門

朱
雀
大
路

東
大
宮
大
路

西
洞
院
大
路

東
洞
院
大
路

東
京
極
大
路

卍卍

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）

平安京略図
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 「
羅
生
門
」
と
い
う
作
品
は
、
次
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
羅
ら
せ
い
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と

城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第だ
い

十じ
ふ

八は
ち

」
と
い
う
説
話
を
主
な
素
材
と
し

て
い
る
。

　今
は
昔
、
摂せ
つ

津つ

の
国
の
ほ
と
り
よ
り
盗
み
せ
む
が
た
め
に
京

に
上
り
け
る
男を

の
この
、
日
の
未
だ
明
か
り
け
れ
ば
、
羅
城
門
の
下

に
立
ち
隠
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱し

ゆ

雀じ
や
くの

方か
た

に
人
し
げ
く
歩あ
り

き

け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で
と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て

り
け
る
に
、
山や

ま

城し
ろ

の
方
よ
り
人
ど
も
の
あ
ま
た
来
た
る
音
の
し

け
れ
ば
、
そ
れ
に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門
の
上う

は

層こ
し

に
や
は
ら
か

か
つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た

り
。　盗

人
、「
怪
し
。」
と
思
ひ
て
、
連れ

ん

子じ

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、

若
き
女を

む
なの
死
に
て
伏
し
た
る
あ
り
。
そ
の
枕
ま
く
ら

上が
み

に
火
を
と
も
し

て
、
年
い
み
じ
く
老
い
た
る
嫗お

う
なの

白
髪
白
き
が
、
そ
の
死
人
の

枕
上
に
居
て
、
死
人
の
髪
を
か
な
ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。

　盗
人
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、「
こ
れ
は
も
し
鬼
に

や
あ
ら
む
。」
と
思
ひ
て
恐
ろ
し
け
れ
ど
も
、「
も
し
死
人
に
て

も
ぞ
あ
る
。
脅
し
て
試
み
む
。」
と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸
を
開

け
て
、
刀
を
抜
き
て
、「
己
は
、
己
は
。」
と
言
ひ
て
走
り
寄
り

　今
は
昔
、
摂せ
っ

津つ

の
国
の
あ
た
り
か
ら
、
盗
み
を
働
こ
う
と
京
に

上
っ
て
き
た
男
が
、
ま
だ
日
が
暮
れ
な
い
の
で
、
羅
城
門
の
下
に
立

ち
隠
れ
て
い
た
が
、
朱す

雀ざ
く

大
路
の
方
は
ま
だ
人
の
行
き
来
が
激
し
い
。

そ
こ
で
、
人
通
り
が
静
ま
る
ま
で
と
思
い
、
門
の
下
に
立
っ
て
時
の

た
つ
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
山
城
の
方
か
ら
大
勢
の
人
が
や
っ
て
く

る
声
が
し
た
の
で
、
そ
れ
に
見
ら
れ
ま
い
と
門
の
二
階
に
そ
っ
と
よ

じ
登
っ
た
。
見
れ
ば
、
ぼ
ん
や
り
と
火
が
と
も
っ
て
い
る
。

　盗
人
は
、
お
か
し
な
こ
と
だ
と
思
い
、
連
子
窓
か
ら
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
若
い
女
が
死
ん
で
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
枕
元
に
火
を
と

も
し
、
ひ
ど
く
年
老
い
た
白
髪
の
老
婆
が
そ
こ
に
す
わ
っ
て
、
死
人

の
髪
を
手
荒
く
抜
き
取
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　盗
人
は
こ
の
様
子
を
見
て
、
ど
う
に
も
合
点
が
い
か
ず
、
も
し
や

こ
れ
は
鬼
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
、
ぞ
っ
と
し
た
が
、
あ
る
い
は

す
で
に
死
ん
だ
者
の
霊
か
も
し
れ
ぬ
。
ひ
と
つ
脅
し
て
試
し
て
み
よ

う
と
気
を
取
り
直
し
、
そ
っ
と
戸
を
開
け
刀
を
抜
い
て
、「
こ
い
つ

め
、
こ
い
つ
め
。」
と
叫
ん
で
走
り
か
か
る
と
、
老
婆
は
あ
わ
て
ふ

学
び
を
広
げ
る

51015
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け
れ
ば
、
嫗
手
ま
ど
ひ
を
し
て
、
手
を
摺す

り
て
ま
ど
へ
ば
、
盗

人
、「
こ
は
何
ぞ
の
嫗
の
か
く
は
し
居
た
る
ぞ
。」
と
問
ひ
け
れ

ば
、
嫗
、「
己
が
主
に
て
お
は
し
ま
し
つ
る
人
の
失
せ
給た

ま

へ
る

を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
無
け
れ
ば
、
か
く
て
置
き
奉

た
て
ま
つり

た
る
な
り
。

そ
の
御

お
ほ
む

髪か
み

の
丈
に
余
り
て
長
け
れ
ば
、
そ
れ
を
抜
き
取
り
て
鬘
か
つ
ら

に
せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
給
へ
。」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
盗

人
、
死
人
の
着
た
る
衣き

ぬ

と
嫗
の
着
た
る
衣
と
抜
き
取
り
て
あ
る

髪
と
を
奪
ひ
取
り
て
、
下
り
走
り
て
逃
げ
て
去
り
に
け
り
。

　さ
て
、
そ
の
上
の
層
に
は
死
人
の
骸が

い

骨こ
つ

ぞ
多
か
り
け
る
。
死

に
た
る
人
の
葬は

う
ぶり

な
ど
え
せ
ぬ
を
ば
、
こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き

け
る
。

　こ
の
こ
と
は
そ
の
盗
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
か

く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

た
め
き
、
手
を
す
り
合
せ
て
狼ろ
う

狽ば
い

す
る
。
そ
こ
で
、
盗
人
が
、「
お
ま

え
は
い
っ
た
い
何
者
だ
。
何
を
し
て
い
る
の
だ
。」
と
き
く
と
、
老
婆

は
、「
じ
つ
は
こ
の
方
は
私
の
主
人
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
お
亡

く
な
り
に
な
っ
て
、
弔
い
を
し
て
く
れ
る
人
も
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

う
し
て
こ
こ
に
お
置
き
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
お
ぐ
し
が
背
丈
に
余

る
ほ
ど
長
い
の
で
、
そ
れ
を
抜
き
取
り
鬘
に
し
よ
う
と
思
っ
て
抜
い
て

い
る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お
助
け
く
だ
さ
れ
。」
と
言
う
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
盗
人
は
死
人
の
着
て
い
た
着
物
と
老
婆
の
着
衣
、
そ
れ
に
抜
き

取
っ
て
あ
っ
た
髪
の
毛
ま
で
奪
い
取
っ
て
、
二
階
か
ら
駆
け
降
り
、
ど

こ
と
も
知
れ
ず
逃
げ
去
っ
た
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
階
に
は
死
人
の
骸
骨
が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い

た
。
葬
式
な
ど
で
き
な
い
死
人
を
こ
の
門
の
上
に
置
い
た
の
で
あ
る
。

　こ
の
こ
と
は
そ
の
盗
人
が
人
に
語
っ
た
の
を
聞
き
継
い
で
、
こ
う
語

り
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　「羅
生
門
」
と
説
話
と
を
読
み
比
べ
、
書
き
ぶ
り
や
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
点
や
相
違
点
を
発
表
し
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

510

219

羅
生
門

p204-219_sgb_ge_053_羅生門_p204-219_sgb_ge_053_羅生門_供.indd   219 2021/10/21   15:48

一

　こ
の
作
品
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
町
や
羅
生
門
の
描

写
に
注
目
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の
社
会
状
況
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

二

　下
人
が
羅
生
門
の
下
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
門
の

下
で
の
下
人
の
心
情
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三

　楼
に
上
っ
て
以
降
の
下
人
の
心
理
の
推
移
を
、
箇
条
書
き
に

し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

四

　老
婆
は
自
分
の
行
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
か
、

ま
た
、
下
人
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、

整
理
し
て
み
よ
う
。

五

　「下
人
と
老
婆
」
の
そ
の
後
の
物
語
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
と
思
う
か
。
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

一

　本
文
中
か
ら
動
物
を
使
っ
た
比
喩
を
抜
き
出
し
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

二

　次
の
語
を
使
っ
て
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

　
　・
途
方
に
暮
れ
る

　
　・
た
か
を
く
く
る

剝
げ
る
204

　誰
204

　顧
み
る
204

　崩
れ
る
205

　尻
206

　据
え
る
206

頰
206

　眺
め
る
206

　衰
微
206

　余
波
206

　大
儀
208

　憂
え
208

　

楼
209

　無
造
作
209

　腐
乱
210

　嗅
覚
210

　痩
せ
る
210

　暫
時
210

　

挿
す
211

　憎
悪
211

　語
弊
211

　大
股
212

　塞
ぐ
212

　罵
る
212

成
就
213

　唇
213

　喉
213

　侮
蔑
213

　嘲
る
215

　蹴
る
215

　脇
215

漢
字

課
題

語
句
と
表
現

217

羅
生
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　小
説
「
レ
ッ
ス
ン
」
は
「
あ
た
し
」
を
語
り
手
と
す
る
物
語

で
あ
る
。
こ
の
物
語
を
「
先
生
」
を
語
り
手
と
す
る
八
〇
〇

字
程
度
の
物
語
に
書
き
換
え
て
み
よ
う
。

《
進
め
方
》

①
小
説
「
レ
ッ
ス
ン
」
と
の
間
に
内
容
的
な
矛
盾
が
生
じ
な

い
よ
う
に
で
き
ご
と
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
。

・
小
説
の
中
の
で
き
ご
と
を
時
の
経
過
に
沿
っ
て
整
理
し
、

表
に
ま
と
め
る
。

・
で
き
上
が
っ
た
表
を
「
先
生
」
視
点
の
表
に
書
き
換
え
る
。

・
物
語
を
語
る
上
で
、
小
説
「
レ
ッ
ス
ン
」
で
は
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
で
き
ご
と
を
補
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
場

合
は
、
そ
れ
も
表
に
書
き
加
え
る
。

②
登
場
人
物
の
特
徴
を
明
確
に
し
、
呼
称
（
作
品
中
に
お
け

る
人
物
の
呼
び
方
）
を
決
め
る
。

③
「
そ
の
日
」
の
で
き
ご
と
を
「
先
生
」
の
視
点
で
捉
え
直

し
、
場
所
・
行
動
・
人
物
の
様
子
・
会
話
・
心
の
動
き
な

ど
の
細
部
を
明
確
に
す
る
。

④
読
者
に
一
番
印
象
づ
け
た
い
場
面
は
ど
こ
か
を
考
え
、
効

果
的
な
語
り
に
な
る
よ
う
に
、
語
る
順
序
を
工
夫
す
る

（
プ
ロ
ッ
ト
の
作
成
）。

⑤
プ
ロ
ッ
ト
に
従
っ
て
下
書
き
す
る
。
そ
の
際
、
読
者
に
与

え
る
印
象
を
考
え
、
語
り
手
の
言
葉
遣
い
を
工
夫
す
る
。

⑥
下
書
き
を
推す

い

敲こ
う

し
、
清
書
す
る
。

⑦
回
し
読
み
や
自
作
朗
読
会
な
ど
、
発
表
の
場
を
設
け
、
感

想
を
交
換
す
る
。

学
び
を
広
げ
る

　小
説
に
描
か
れ
た
場
面
や
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

　登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
し
、
作
品
世
界
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
か

　さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

単
元
の
振
り
返
り

書
く
こ
と
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筆　江戸時代中期）
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陰暦（太陰太陽暦）は月の満ち欠けに基づいた暦である。
この暦では，新月から次の新月までを 1か月とし，1か月＝ 29日の「小の月」と

30日の「大の月」を交互に繰り返して，12か月で 1年（＝約 354日）とした。
しかし，この 1年の長さは地球の公転の周期（＝約 365日）と異なるため，

季節の推移と暦とがずれていってしまう。
そこで，2，3年に 1度「閏月」を置き，1年が 13か月の年を設けて調整した。

月
の
異
名

二
十
四
節
気

二
十
四
節
気
の
意
味

現
在
の
日
付

一
月

睦む

月つ
き

立 

春（
り
っ
し
ゅ
ん
）

暦
の
上
で
春
が
始
ま
る
日
。

二
月
四
日
頃

雨 

水（
う
す
い
）

雪
が
雨
に
変
わ
り
、
雪
や
氷
が
解
け
始
め
る
頃
。
二
月
十
八
日
頃

二
月

如き
さ

月ら
ぎ（
更
衣
）
啓 

蟄（
け
い
ち
つ
）

冬
眠
し
て
い
た
虫
が
穴
か
ら
出
て
く
る
頃
。

三
月
五
日
頃

春 

分（
し
ゅ
ん
ぶ
ん
）

昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
日
。

三
月
二
十
日
頃

三
月

弥や
よ
い生

清 

明（
せ
い
め
い
）

万
物
が
す
が
す
が
し
く
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
頃
。
四
月
五
日
頃

穀 

雨（
こ
く
う
）

春
の
雨
が
降
り
、
穀
物
を
潤
す
頃
。

四
月
二
十
日
頃

四
月

卯う

月づ
き

立 

夏（
り
っ
か
）

暦
の
上
で
夏
が
始
ま
る
日
。

五
月
五
日
頃

小 

満（
し
ょ
う
ま
ん
）

陽
気
が
よ
く
な
り
草
木
が
生
い
茂
っ
て
く
る
頃
。
五
月
二
十
一
日
頃

五
月

皐さ

月つ
き（
早
月
）
芒 

種（
ぼ
う
し
ゅ
）

稲
の
よ
う
な
穀
物
の
種
を
ま
く
頃
。

六
月
五
日
頃

夏 

至（
げ
し
）

一
年
で
最
も
昼
が
長
い
日
。

六
月
二
十
一
日
頃

六
月

水み

無な

月づ
き

小 

暑（
し
ょ
う
し
ょ
）

本
格
的
な
暑
さ
が
始
ま
る
頃
。

七
月
七
日
頃

大 

暑（
た
い
し
ょ
）

一
年
で
最
も
暑
い
頃
。

七
月
二
十
三
日
頃

七
月

文ふ
み

月づ
き

立 

秋（
り
っ
し
ゅ
う
）

暦
の
上
で
秋
が
始
ま
る
日
。

八
月
七
日
頃

処 

暑（
し
ょ
し
ょ
）

暑
さ
が
収
ま
っ
て
く
る
頃
。

八
月
二
十
三
日
頃

八
月

葉は

月づ
き

白 

露（
は
く
ろ
）

涼
し
く
な
り
、
朝
露
が
と
ま
る
よ
う
に
な
る
頃
。
九
月
七
日
頃

秋 

分（
し
ゅ
う
ぶ
ん
）

昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
日
。

九
月
二
十
三
日
頃

九
月

長な
が

月つ
き

・
菊き

く

月づ
き

寒 

露（
か
ん
ろ
）

肌
寒
く
な
り
、
露
が
一
段
と
冷
た
く
な
る
頃
。

十
月
八
日
頃

霜 

降（
そ
う
こ
う
）

霜
が
降
り
始
め
る
頃
。

十
月
二
十
三
日
頃

十
月

神か
み

無な

月づ
き

立 

冬（
り
っ
と
う
）

暦
の
上
で
冬
が
始
ま
る
日
。

十
一
月
七
日
頃

小 

雪（
し
ょ
う
せ
つ
）

雪
が
降
り
始
め
る
頃
。

十
一
月
二
十
二
日
頃

十
一
月

霜し
も

月つ
き

大 

雪（
た
い
せ
つ
）

雪
が
本
格
的
に
降
る
頃
。

十
二
月
七
日
頃

冬 

至（
と
う
じ
）

一
年
で
最
も
昼
が
短
い
日
。

十
二
月
二
十
二
日
頃

十
二
月

師し
わ
す走

・
極ご

く

月げ
つ・

三み

冬ふ
ゆ

月づ
き

小 

寒（
し
ょ
う
か
ん
）

寒
さ
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
頃（
寒
の
入
り
）。

一
月
五
日
頃

大 

寒（
だ
い
か
ん
）

一
年
で
最
も
寒
い
頃
。

一
月
二
十
日
頃

◆月の異名と二十四節気

◆陰暦月齢表↓およその日付と月の出の時刻
三十日
5:30

新
月

　朔さ
く

三日
8:00

三
日
月

七日
11:30

上じ
ょ
う

弦げ
ん

の
月

十一日
15:00

十
日
余
り
の
月

十三日
16:30

十じ
ゅ
う

三さ
ん

夜や

十五日
18:15

満
月

　望も
ち

十六日
18:45

十い
ざ
よ
い

六
夜
の
月

十七日
19:30

立
ち
待
ち
の
月

十八日
20:15

居
待
ち
の
月

十九日
20:45

寝
待
ち
の
月

（
臥ふ

し
待
ち
の
月
）

二十二日
22:45

下か

弦げ
ん

の
月

二十三日
23:30

二に

十じ
ゅ
う

三さ
ん

夜や

月づ
き

※太字は八節（八つの季節）
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十
干
と
十
二
支

◆
江
戸
時
代
の
不
定
時
法

古
方
位※

方
位
に
は
易え

き

学が
く

の
八は

っ

卦け

に
よ
る
表
現
も
用
い
ら
れ
た
。

1甲
子

2乙
丑

3丙
寅

4丁
卯

5戊
辰

6己
巳

7庚
午

8辛
未

9壬
申

10癸
酉

11甲
戌

12乙
亥

13丙
子

14丁
丑

15戊
寅

16己
卯

17庚
辰

18辛
巳

19壬
午

20癸
未

21甲
申

22乙
酉

23丙
戌

24丁
亥

25戊
子

26己
丑

27庚
寅

28辛
卯

29壬
辰

30癸
巳

31甲
午

32乙
未

33丙
申

34丁
酉

35戊
戌

36己
亥

37庚
子

38辛
丑

39壬
寅

40癸
卯

41甲
辰

42乙
巳

43丙
午

44丁
未

45戊
申

46己
酉

47庚
戌

48辛
亥

49壬
子

50癸
丑

51甲
寅

52乙
卯

53丙
辰

54丁
巳

55戊
午

56己
未

57庚
申

58辛
酉

59壬
戌

60癸
亥

◆
干え

支と

十
干
に
十
二
支
を
順
に
当
て
た
、
六
十
通
り
の
組
み
合
わ
せ
。
年
月

日
を
表
す
の
に
用
い
た
。

※ 不定時法は，日の出と日没を境に 1日を昼と夜に分け，それぞれ 6等分する時刻法。昼夜の長さは
季節によって違うので，一

ひと

時
とき

（＝ 1日の長さの 12分の 1）の長さも季節につれて異なってくる。

◆
十じ

っ

干か
ん

五
行
の
木
・
火
・
土
・
金
・
水
に
兄え

（
陽
）
と
弟と

（
陰
）
を
順
に
あ

て
て
、
甲
・
乙
…
を
「
き
の
え
」「
き
の
と
」
…
と
読
む
。

五行 十干

木
兄
え

 ─ 甲
コウ

弟
と

 ─ 乙
イツ

きのえ

きのと

火
兄 ─ 丙

ヘイ

弟 ─ 丁
テイ

ひのえ

ひのと

土
兄 ─ 戊

ボ

弟 ─ 己
キ

つちのえ

つちのと

金
兄 ─ 庚

コウ

弟 ─ 辛
シン

かのえ

かのと

水
兄 ─ 壬

ジン

弟 ─ 癸
キ

みずのえ

みずのと

◆
十
二
支

子ね

丑う
し

寅と
ら

卯う

辰た
つ

巳み

午う
ま

未ひ
つ
じ

申さ
る

酉と
り

戌い
ぬ

亥い

シ

チ
ュ
ウ

イ
ン

ボ
ウ

シ
ン

シ

ゴ

ビ

シ
ン

ユ
ウ

ジ
ュ
ツ

ガ
イ

子ね

ゐ

　

い
ぬ

と
り

さ
る

ひ
つ
じ う

ま

み

た
つ

う

と
ら

う
し亥

戌

酉

申

未
午

巳

辰

卯

寅

丑

午
前

午
後

二
刻

一
刻四三

二
一

四
三

二
一

四
三

二
一

四
三

二
一

四
三二一四三二一

四三
二

一

四
三

二
一

四
三

二
一

四
三

二
一

四
三二

一四
刻

三
刻

九
つ四

つ

五つ

暮れ六つ

七つ

八
つ 九

つ
四
つ

五つ

明け六つ

七つ

七つ半

七つ半

八
つ

四
つ
半五

つ
半

六 つ 半

八
つ
半 九

つ
半

四
つ
半

五
つ
半

六 つ 半

八
つ
半

九
つ
半

24
23

22

21

20

19

18

17

16

15

14
13 12 11

10

9

8

7

6

5

2

3

1

4

鬼
門

裏
鬼
門

北
子

坎

乾ケ
ン

コ
ン

リ

ソ
ン

シ
ン

ゴ
ン

う
し
と
ら

い
ぬ
ゐ

ひ
つ
じ
さ
る

た
つ
み

カ
ン

ダ兌

坤

離


震

艮

亥

戌

酉

申

未
午

巳

辰

卯

寅

丑

南

西 東

北北西

北
西

北
東

南
西

南
東

西
北
西

西
南
西

東
北
東

東
南
東

北北東

南南西 南南東

（丑寅）（戌亥）

（未申） （辰巳）

夏
至

冬
至

夜
八
つ

新
七
つ

明
け
六
つ

朝
五
つ

朝
四
つ

昼
九
つ

昼
八
つ

夕
七
つ

暮
れ
六
つ

宵
五
つ

夜
四
つ

夜
九
つ

（現代時刻）
12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

(7)

古
時
刻
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孟
浩
然

王
維

李
白

杜
甫

韋
応
物

白
居
易

『
白
氏
文
集
』 

柳
宗
元

賈
島

『
賈
浪
仙
長
江
集
』 

『
懐か

い

風ふ
う

藻そ
う

』

▼
遣
隋
使

▼
遣
唐
使

『
菅か

ん

家け

文ぶ
ん

草そ
う

』

『
和
漢
朗
詠
集
』

賈か

浪ろ
う

仙せ
ん

長ち
ょ
う

江こ
う

集し
ゅ
う

賈か

島と
う

の
詩
集
。
十
巻
。
宋
代
に
入
っ
て
編
集

さ
れ
た
。「
長
江
」
は
、
賈
島
が
主し

ゅ

簿ぼ

と
し

て
任
命
さ
れ
た
地
。

白は
く

氏し

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

白は
く

居き
ょ

易い

の
詩
文
集
。
白
居
易
の
編
。
白
居
易

の
生
存
中
に
数
次
に
わ
た
り
編
集
さ
れ
た
。

作
者
の
存
命
中
に
日
本
に
伝
わ
り
、
平
安
時

代
の
人
々
の
広
い
支
持
を
受
け
、
共
通
の
教

養
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
明
治
以
降
、「
は

く
し
も
ん
じ
ゅ
う
」
と
も
称
さ
れ
た
。

日
本

中
国

『
白
氏
文
集
』

伝
わ
る

奈良

隋

唐

平安

五代北宋

飛鳥

初唐盛唐中唐晩唐

5001000

『和漢朗詠集』（鎌倉時代の写本）

遣唐使船の様子
『鑑

がん

真
じん

和
わ

上
じょう

東
とう

征
せい

絵
え

伝
でん

』（鎌倉時代後期）

【
漢
詩
の
世
界
へ
】

『
凌

り
ょ
う

雲う
ん

集し
ゅ
う』

『
文
華
秀
麗
集
』

『
経
国
集
』

▼ 

阿あ

倍べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ

・ 
吉き

備び
の

真ま
き

備び

入
唐

『
菅
家
後
集
』

『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

文も
ん

粋ず
い

』

184

漢
詩

p184-185_sgb_ka_024_漢詩の世界.indd   184 2020/04/03   17:52

羅城門復元模型

『羅生門』初版本表紙（1917[大正6]年）

207

羅
生
門
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学習に役立つ紙面

大 内 裏

花山院

冷泉院

堀河院 東三条殿

河原院

上
東
門

豊
楽
院

八
省
院

応天門
朱
雀
門
大
学
寮

朱
雀
院

東
市

神
泉
苑

西
市

羅
城
門

鴻
臚
館

鴻
臚
館

一条院
安倍晴明邸

京極殿
小一条院

本院
高陽院

穀倉院
閑
院

山井殿

右京職･左京職

四条宮
紅梅殿

亭子院

西
寺

東
寺

きたのはくばいちょう

桂離宮

えんまち
はなぞの

たんばぐち

にしおおじ

にしきょうごく

しじょうおおみや

きょうと

とうふくじ

にじょう

現
在
の
京
都
御
所

一条大路
土御門大路

近衛大路

中御門大路

大炊御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
西
京
極
大
路

木
辻
大
路

道
祖
大
路

西
大
宮
大
路

皇
嘉
門
大
路

朱
雀
大
路

壬
生
大
路

東
大
宮
大
路

西
洞
院
大
路

東
洞
院
大
路

東
京
極
大
路

右
京

左
京

鴨

　
　
川

か
も

桂

川

か
つ
ら

かやの いん

れいぜいいん

あ べのせいめい

てい じ  いんこ
う 

ろ  

か
ん

 つち み かど

なか み かど

この え

おおいの み かど

に
し
き
ょ
う
ご
く

こ
う
か
も
ん

き 

つ
じ

す 

ざ
く

み  

ぶ

ひ
が
し
き
ょ
う
ご
く

に
し
の
と
う
い
ん

ひ
が
し
の
と
う
い
ん

安嘉門

上
西
門

殷
富
門

遊
義
門

嘉
陽
門

延
政
門

武
徳
門

陰
明
門藻

壁
門

談
天
門

皇嘉門 朱雀門 美福門

不老門

建礼門

応
天
門

昭慶門

郁
芳
門東

院
神
祇
官

西
院

待
賢
門

宜秋門
陽
明
門建

春
門

上
東
門

偉鑒門 玄輝門

滝口所

呉竹

河竹

徽安門 安喜門

承明門

月華門
（右近陣）

日華門
（左近陣）

永安門

左近の桜右近の橘

長楽門

大
蔵

大
蔵

大
蔵

大
蔵

漆
室

大
蔵

長
殿

率
分
蔵

大
宿
直

内
教
坊

主
殿

寮兵
庫

寮

図
書
寮

宴の松原

襲芳舎
（雷鳴壺）

昭陽舎
（梨壺）

昭陽北舎
凝華舎
（梅壺）

飛香舎
（藤壺）

貞観殿

常寧殿

承香殿

仁寿殿
台露

紫宸殿

淑景舎
（桐壺）

御輿宿

朱器殿

淑景北舎

大極殿
中務省

大舎人寮

侍従厨

陰
陽

寮

勘
解

由
使
庁

主
水

司

外記庁

御井

治部省

中務厨

内
匠
寮

左
馬
寮

右
馬
寮

典
薬
寮

刑
部
省

兵
部
省

弾
正
台

判
事

豊
楽
院

豊楽門

武
徳
殿右

兵
衛
府

造
酒
司

掃
部
寮

内
蔵
寮

采
女
町
中
和
院

八
省
院

木
工
内
候

内
膳
司

真
言
院

縫
殿
寮 弘

徽
殿

後
涼
殿

蔵
人
所
町
屋

校
書
殿

安
福
殿

作
物
所
作物所

進
物
所

綾
綺
殿

温
明
殿

宜
陽
殿

宣
陽
門

登
華
殿

宣
耀
殿

春
興
殿

麗
景
殿

梨
本

職
御

曹
司

左
近
衛
府

左
兵
衛
府
東
雅
院

大
炊
寮

雅
楽
寮

大
膳
職

宮
内
省

太
政
官

廩
院

民
部
省

式
部
省

西
雅
院

西
院

茶
園

大
蔵

大
歌
所

大
蔵
省

采
女
司

右
近
衛
府

正
親
司

達智門

朔平門

南院

内
裏

清
涼
殿

(2)

内裏大内裏

平
安
京
条
坊
図
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◆
文
官
束そ

く

帯た
い［

正
装
］

◆
直の

う
し衣［

平
常
服
］

◆
唐か

ら

衣ぎ
ぬ

と
裳も
（
十じ

ゅ
う

二に

単ひ
と
え

）［
正
装
］

◆
武
官
束
帯［
正
装
］

◆
狩か

り

衣ぎ
ぬ［

平
常
服
］

◆
単
の
袿
と
袴は

か
ま［

平
常
服
］

冠
か
ん
む
り

笏し
ゃ
く

縫ほう
腋えき
の
袍ほう

飾かざ
り
太た
刀ち

平ひら
緒お

平
緒

靴か
の

沓く
つ

闕け
っ

腋て
き
の

袍ほ
う

冠

立
烏
帽
子

蝙か
わ

蝠ほ
り

狩
衣

檜ひ

扇お
う
ぎ

立た
て

烏え

帽ぼ

子し

直
衣

指
貫

指さ
し

貫ぬ
き

檜
扇 畳た

と
う
紙がみ

単

唐
衣

表う
わ

衣ぎ

袿う
ち
き（

五いつ
つ

衣ぎぬ
）

裳

檜
扇

袿

単

紅あか
の
袴

(5)

装
束
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小
説
一

一

● 

作
品
の
構
成
、
場
面
や
状
況
に
お
け
る
登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
す
る

● 

小
説
と
そ
の
典
拠
に
な
っ
た
説
話
を
読
み
比
べ
、
小
説
の
読
み
を
深
め
る

● 

語
り
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
語
り
手
を
換
え
て
物
語
を
書
き
換
え
る

羅
生
門 

芥
川
龍
之
介

学
び
を
広
げ
る 

古
典
作
品
の
典
拠
利
用
『
今
昔
物
語
集
』

レ
ッ
ス
ン 

角
田
光
代

学
び
を
広
げ
る 

小
説
の
書
き
換
え  

書
く
こ
と

p203_sgb_ge_082_扉_供.indd   203 2021/10/29   14:28

単元の最後には「単元の振り返
り」を配置し、学んだことを確
認する活動を設定しています。
観点別評価にも活用できます。

教
材

『
精
選 

言
語
文
化
』紙
面  ﹇
近
代
以
降
の
文
章
編
の
単
元
構
成
﹈

背 13.5mm　04 精選言語文化

H1-H4_04精選言語文化.indd   1 2021/03/10   10:00

単
元
の
振
り
返
り

学
び
を
広
げ
る

読みやすいシンプルな紙
面構成で、効果的な読解
につながります。

「学びを広げる」では、
本教材に関連する作品
を取り上げて比べ読
み・合わせ読みを行え
るほか、小説の書き換
えや句作など創作活動
も盛り込んでいます。

単元扉で、教材の一
覧および学習のねら
いを明示します。

教材内の図版・写真、「資料編」の各
種参考資料が、時代や背景を踏まえ
た作品の読み取りを助けます。

単元扉



言
語
文
化

31 30

教
材
一
覧

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

坪
内
稔
典
ほ
か

◆
春
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　

短
歌・俳
句
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

河
野
裕
子
ほ
か

◆
夏
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

随
筆
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

青
木
玉
ほ
か

◆
冬
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

詩
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

八
木
重
吉
ほ
か

◆
秋
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

千
年
の
時
が
与
え
て
く
れ
る
安
堵

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

小
川
洋
子

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈   

花
と
い
え
ば
…
…
？ 

枕
草
子 

春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の

 ・・・・・　

清
少
納
言

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

古
典
は
す
ぐ
目
の
前
に

作
家
と
よ
む 「
枕
草
子
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
酒
井
順
子

故
事
二
編 

虎
の
威
を
借
る
／
朝
三
暮
四 

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

辞
書
を
引
く・辞
書
を
読
む

ゴ
ー
ル

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

三
崎
亜
記

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

読
書
の
履
歴
書

背
表
紙
が
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
見
え
る
ん
で
す
 ・・・　

芦
田
愛
菜

１　
読
書
は
生
き
る
力

広
が
る
読
書

沙
石
集 

児
の
飴
食
ひ
た
る
こ
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

無
住

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  「
飴
」か
ら「
砂
糖｣
へ

説
苑　
景
公
之
馬
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

劉
向

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

蛍
の
光
は
誰
を
照
ら
す

羅
生
門

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

芥
川
龍
之
介

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

羅
城
門
に
は
鬼
が
棲
む

作
家
と
よ
む「
今
昔
物
語
集
」 ・・・・・・・・・・・・・・・　
福
永
武
彦

２　
物
語
は
無
限
に

　
　
展
開
す
る

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

伊
勢
物
語　
芥
川
／
筒
井
筒

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

伊
勢
物
語
と
源
氏
物
語

作
家
と
よ
む 「
伊
勢
物
語
」 東
下
り
 ・・・・・・・　

川
上
弘
美

和
歌
十
首 　
小
倉
百
人
一
首
よ
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

訳
詩 

小
池
昌
代

短
歌
七
首　
近
代・現
代
の
短
歌

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

歌
人
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

３　
言
葉
は
時
空
を

　
　
か
け
め
ぐ
る

オ
ム
ラ
イ
ス

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
下
奈
都

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

文
学
は
今
…
…

ア
マ
ガ
エ
ル
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

太
田
光

十
八
史
略  

鶏
口
牛
後
／
先
従
隗
始
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

曾
先
之

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

三
国
志
を
楽
し
も
う

平
家
物
語  

木
曾
の
最
期

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

平
家
物
語
紀
行

作
家
と
よ
む 「
平
家
物
語
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
吉
村
昭

４　
人
の
心
は
万
華
鏡

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

漢
詩
四
編　
静
夜
思　
李
白
／
江
南
春　
杜
牧
／
月
夜　
杜
甫
／

香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、草
堂
初
成
、偶
題
東
壁　
白
居
易

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

漱
石
、漢
詩
を
つ
く
る

翻
案  

漢
詩
か
ら
詩
へ

待
ち
伏
せ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
テ
ィ
ム・オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
／
訳   

村
上
春
樹

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学

翻
訳
の
神
様
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

村
上
春
樹

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 「
人
間
」を
描
き
た
い

 ・・・・
話
し
手
／
野
村
萬
斎　
聞
き
手
／
高
橋
克
明

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

言
語
芸
能
の
世
界
入
門

５　
共
感
は

　
　
海
を
越
え
る

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

６　
文
学
は
主
張
す
る

徒
然
草 

神
無
月
の
こ
ろ
／
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
 ・・・・・・・・・・　

兼
好
法
師

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

隠
者
の
系
譜

作
家
と
よ
む 「
方
丈
記
」 ・・・・・ 蜂
飼
耳
／
ピ
ー
タ
ー・Ｊ・マ
ク
ミ
ラ
ン

な
め
と
こ
山
の
熊

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
沢
賢
治

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

ま
だ
あ
げ
初
め
し
前
髪
の

論
語
八
章

作
家
と
よ
む 「
論
語｣ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

高
橋
源 

郎

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

野
焼

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

櫂
未
知
子

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

俳
句
を
さ
か
の
ぼ
る

豊
か
な
日
々
を
歳
時
記
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夏
井
い
つ
き

広
が
る
読
書

サ
ー
カ
ス

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
原
中
也 

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

三
角
み
づ
紀

神
様

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
弘
美

夢
十
夜  

第
一
夜
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

夏
目
漱
石

「
お
く
の
ほ
そ
道
」を
歩
く

 ・・・・・・・・・・・・　

森
本
哲
郎

月
の
誤
訳

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

多
和
田
葉
子

土
佐
日
記  

門
出
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紀
貫
之

雑
説

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

韓
愈

選
択
総
合

言
葉
を
紡
ぎ
出
す

資
料
編

◉
物
語
を
読
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①
人
物
設
定　
②
舞
台
設
定　
③
心
情
表
現

④ 

構
成 　
⑤ 

転
換
点　
⑥
語
り
手

⑦
時
代・背
景

◉
日
本
の
言
語
文
化
史

◉
古
文
の
き
ま
り

◉
基
本
古
語
辞
典

◉
漢
文
の
き
ま
り

◉
言
語
活
動
の
た
め
の
基
礎
用
語
集 

◉
高
校
で
学
ぶ
音
訓
と
用
例

◉
言
語
文
化
参
考
図
録

「書く」単元は、春夏秋
冬で一教材ずつ取り立
てています。

六か所に配置されて
いる広がる読書 「作
家とよむ」では、現
代の作家による 古
典作品の現代語訳を
取り上げます。

言文 704

背 11.5mm　04新言語文化

選択総合単元は、
生徒が自ら作品
とテーマを選び、
主体的に取り組
む単元です。

狂言師・野村萬斎さんへのインタビュー 
記事を、教材として取り上げています。

入
門　
言
葉
を
旅
す
る

広
が
る
読
書

入門単元では、作家小川
洋子さんが 『枕草子 』を
読み返したエッセイを取
り上げ、 古典を学ぶとは
どういうことかについて
考えます。



言
語
文
化

33 32

他た

行ぎ
や
う

の
隙ひ
ま

に
、
棚
よ
り
取
り
下
ろ
し
け

る
ほ
ど
に
、
う
ち
こ
ぼ
し
て
、
小
袖
に
も

髪
に
も
つ
け
た
り
け
り
。
日
ご
ろ
欲
し
と

思
ひ
け
れ
ば
、
二
、
三
杯
よ
く
よ
く
食
ひ

て
、
坊
主
が
秘ひ

蔵さ
う
の
水み
づ
瓶が
め
を
、
雨あ
ま
垂だ

り
の

石
に
打
ち
当
て
て
、
打
ち
割
り
て
お
き
つ
。

　坊
主
帰
り
た
り
け
れ
ば
、
こ
の
児
、
さ

め
ほ
ろ
と
泣
く
。「
何
事
に
泣
く
ぞ
。」
と

問
へ
ば
、「
大
事
の
御お
ん

水
瓶
を
、
あ
や
ま

▼

2

3

4

外
出
し
て
い
る
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
　
　（
児
は
飴
を
）
食
べ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、　
　
　
　十
分

　
　
　
　
　
　
　
大
事
に
し
て
い
た

	

割
っ
て
お
い
た
。
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

め
ざ
め
と
　
　
　
　
　
　「
何
事
が
あ
っ
て
泣
い
て
い
る
の

だ
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
っ

 ＊
語
句 

あ
は
れ

2 

小
袖
　
袖
丈
の
短
い
着
物
。

▼	

問 「
棚
よ
り
取
り
下
ろ
し
け
る
」
は
、
誰
の
動
作

か
。

3 

水
瓶
　
仏
具
。
飲
用
や
手
洗
い
用
に
水
を
入
れ

る
も
の
。

4 

雨
垂
り
の
石
　
土
に
穴
が
あ
か
な
い
よ
う
に
、

軒
先
の
雨
だ
れ
の
落
ち
る
所
に
置
い
た
石
。

5
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児ち
ご

の
飴あ

め
食
ひ
た
る
こ
と

	

欲
深
く
け
ち
で
あ
っ
た
者
が
、
飴
を
作
っ
て

	

し
っ
か
り
と
管
理
し
て
、	

一
人
（
寺
に
）
い
た
児
に

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
れ
は
人
が
食
べ
て
し
ま
う
と
死
ぬ
も
の
だ
ぞ
。」

	

あ
あ
、
食
べ
た
い
も
の
だ
、
食
べ
た
い
も
の
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坊
主
が

　あ
る
山
寺
の
坊
主
、
慳け
ん
貪ど
ん
な
り
け
る
が
、
飴
を
治ぢ

し
て
た
だ
一
人
食
ひ
け

り
。
よ
く
し
た
た
め
て
、
棚
に
置
き
置
き
し
け
る
を
、
一
人
あ
り
け
る
小こ

児ち
ご

に
食
は
せ
ず
し
て
、「
こ
れ
は
人
の
食
ひ
つ
れ
ば
死
ぬ
る
物
ぞ
。」
と
言
ひ
け

る
を
、
こ
の
児
、
あ
は
れ
、
食
は
ば
や
、
食
は
ば
や
と
思
ひ
け
る
に
、
坊
主

1

＊

人
物
設
定
を
整
理
し
、
話
し
合
う
こ
と
を
通

し
て
、
物
語
を
構
成
す
る
要
素
を
捉
え
よ
う
。

沙し
や

石せ
き

集し
ふ

物
語
を
構
成
す
る
要
素
を
捉
え
る

構
成
や
展
開

説
話

700

1000
平安

1500

1700

1900

室町

江戸

明治

令和

奈良

鎌倉

平成
昭和
大正

1 

小
児
　
小
さ
い
児
。「
児
」
は
、
学
問
や
行
儀
作

法
を
習
得
す
る
た
め
に
寺
院
に
預
け
ら
れ
た
少

年
。

無む

住ぢ
ゆ
う
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他た

行ぎ
や
う

の
隙ひ
ま

に
、
棚
よ
り
取
り
下
ろ
し
け

る
ほ
ど
に
、
う
ち
こ
ぼ
し
て
、
小
袖
に
も

髪
に
も
つ
け
た
り
け
り
。
日
ご
ろ
欲
し
と

思
ひ
け
れ
ば
、
二
、
三
杯
よ
く
よ
く
食
ひ

て
、
坊
主
が
秘ひ

蔵さ
う
の
水み
づ
瓶が
め
を
、
雨あ
ま
垂だ

り
の

石
に
打
ち
当
て
て
、
打
ち
割
り
て
お
き
つ
。

　坊
主
帰
り
た
り
け
れ
ば
、
こ
の
児
、
さ

め
ほ
ろ
と
泣
く
。「
何
事
に
泣
く
ぞ
。」
と

問
へ
ば
、「
大
事
の
御お
ん

水
瓶
を
、
あ
や
ま

▼

2

3

4

外
出
し
て
い
る
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
　
　（
児
は
飴
を
）
食
べ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、　
　
　
　十
分

　
　
　
　
　
　
　
大
事
に
し
て
い
た

	

割
っ
て
お
い
た
。
　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

め
ざ
め
と
　
　
　
　
　
　「
何
事
が
あ
っ
て
泣
い
て
い
る
の

だ
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
ま
っ

 ＊
語
句 

あ
は
れ

2 

小
袖
　
袖
丈
の
短
い
着
物
。

▼	

問 「
棚
よ
り
取
り
下
ろ
し
け
る
」
は
、
誰
の
動
作

か
。

3 

水
瓶
　
仏
具
。
飲
用
や
手
洗
い
用
に
水
を
入
れ

る
も
の
。

4 

雨
垂
り
の
石
　
土
に
穴
が
あ
か
な
い
よ
う
に
、

軒
先
の
雨
だ
れ
の
落
ち
る
所
に
置
い
た
石
。

5
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作
家
と
よ
む
「
今こ

ん
昔じ

ゃ
く

物
語
集
」

福ふ
く

永な
が

武た
け

彦ひ
こ

▼
「
羅
城
門
」
の
訳
文
と
原
文

羅ら

城し
ょ
う

門も
ん

の
楼
上
で
死
人
を
見
る
話

1
　
今
は
昔
の
こ
と
、
摂せ

っ

津つ

の
国
の
田
舎
か
ら
、
盗
み
を
働
こ
う
と
思
っ

て
京
に
の
ぼ
っ
た
男
が
あ
っ
た
。
日
が
ま
だ
暮
れ
な
い
の
で
、
羅
城
門
の

下
に
立
っ
て
人
目
を
し
の
び
な
が
ら
休
ん
で
い
た
が
、
北
の
朱す

雀ざ
く

門も
ん

の
ほ

う
に
向
か
っ
て
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
い
て
行
く
の
で
、
人
通
り
の
絶
え
る
ま

で
、
門
の
陰
に
な
る
ほ
う
に
ま
わ
っ
て
様
子
を
見
て
い
た
。
す
る
と
、
今

度
は
南
の
山や

ま

城し
ろ

の
方
向
か
ら
、
人
が
お
お
ぜ
い
近
づ
い
て
来
る
様
子
な
の

で
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
見
ら
れ
て
は
ぐ
あ
い
が
悪
い
と
思
い
、
門
の
二
階

の
楼
の
手
す
り
に
、
え
い
と
ば
か
り
飛
び
つ
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
と
這は

い
上

が
っ
た
。
す
る
と
、
中
で
何
や
ら
灯ひ

を
点と

も

し
て
い
る
の
が
、
か
す
か
に
見

え
る
。

2
　
そ
こ
で
こ
の
盗
賊
は
、
怪
し
い
こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
、
格こ

う
子し

窓
か

ら
中
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
床
の
上
に
、
若
い
女
が
死
ん
で
横
た
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
枕
も
と
に
灯
を
点
し
て
、
年
の
ほ
ど
も
も
う
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
、
白し

ら
髪が

頭あ
た
ま

の
老
婆
が
、
乏
し
い
灯
先
で
一
本
ず
つ
よ
り
分
け
な
が
ら
、

死
人
の
髪
を
入
念
に
抜
き
取
っ
て
い
た
。

3
　
く
だ
ん
の
男
は
、
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
光
景
を
目
に
し
て
、
こ
れ

は
も
し
や
鬼
で
で
も
あ
ろ
う
か
、
と
怖お

じ
気け

づ
い
た
が
、
も
と
も
と
肝
の
す

わ
っ
た
男
な
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
幽
霊
か
も
し
れ
ぬ
、
お
ど
か
し
て

正
体
を
た
し
か
め
て
や
れ
、
と
心
を
き
め
、
そ
っ
と
戸
を
開
く
と
、
太
刀

を
引
き
抜
き
、

「
こ
い
つ
め
。」
と
叫
び
な
が
ら
、
そ
ば
へ
走
り
寄
っ
た
。

4
　
老
婆
は
不
意
を
つ
か
れ
、
あ
わ
て
て
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
が
、
狭
い

と
こ
ろ
ゆ
え
、
と
て
も
逃
げ
ら
れ
ぬ
と
知
っ
て
、
今
度
は
手
を
合
わ
せ
て

拝
み
始
め
た
。

「
こ
の
く
そ
婆ば

ば
あ
め
、
何
を
し
て
い
る
の
だ
？
」
と
男
が
き
く
と
、
老
婆

は
恐
る
恐
る
、

「
わ
た
し
の
主
人
に
あ
た
り
ま
す
お
女
中
が
亡な

く
な
ら
れ
て
、
あ
と
の
始

末
を
す
る
人
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
に
宿
を
お
借
り
し
て
お
り
ま
す

ん
で
す
よ
。
丈た

け
に
あ
ま
る
ほ
ど
長
い
御お

髪ぐ
し

な
の
で
、
抜
き
取
っ
て
鬘か

つ
ら

に
売

ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
ど
う
か
命
ば
か
り
は
許
し
て
く
だ
さ
れ
。」

と
答
え
た
。

5
　
そ
こ
で
こ
の
盗
賊
は
、
死
人
の
着
て
い
る
着
物
と
こ
の
老
婆
の
着
て

広
が
る
読
書

510
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［
参
考
］

　
　羅ら

城せ
い

門も
ん

の
上う
は

層こ
し

に
登の
ぼ

り
て
死し

人に
ん

を
見み

る
盜ぬ
す

人び
と

の
語こ
と

1

　今
は
昔
、
摂つ
津
の
国
の
ほ
と
り
よ
り
、
盜
み
せ
む
が
た
め
に
京
に
上

り
け
る
男
の
、
日
の
い
ま
だ
明あ
か

か
り
け
れ
ば
、
羅
城
門
の
下
に
立
ち
隠
れ
て

立
て
り
け
る
に
、
朱し
ゆ

雀じ
や
く

の
方か
た

に
人
し
げ
く
行あ
り

き
け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で

と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て
り
け
る
に
、
山や
ま

城し
ろ

の
方か
た

よ
り
人
ど
も
の
あ

ま
た
来
た
る
音
の
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門
の
上
層
に
や

は
ら
か
か
つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た
り
。

2

　盜
人
、「
あ
や
し
。」
と
思
ひ
て
、
連れ
ん

子じ

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
若
き

女
の
死
に
て
臥ふ

し
た
る
あ
り
。
そ
の
枕ま
く
ら

上が
み

に
火
を
と
も
し
て
、
年
い
み
じ
く

老
い
た
る
嫗お
う
な

の
、
白
髪
白
き
が
、
そ
の
死
人
の
枕
上
に
ゐ
て
、
死
人
の
髪
を

か
な
ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。

　
　盜
人
、
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、「
こ
れ
は
も
し
鬼
に
や
あ
ら

む
。」
と
思
ひ
て
恐
ろ
し
け
れ
ど
も
、「
も
し
死
人
に
て
も
ぞ
あ
る
。
脅お
ど

し
て

試
み
む
。」
と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸
を
開
け
て
、
刀
を
抜
き
て
、「
お
の
れ
は
、

お
の
れ
は
。」
と
言
ひ
て
走
り
寄
り
け
れ
ば
、

4

　嫗
、
手
惑
ひ
を
し
て
、
手
を
摺
り
て
惑
へ
ば
、
盜
人
、「
こ
は
何
ぞ
の

嫗
の
、
か
く
は
し
ゐ
た
る
ぞ
。」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
嫗
、「
己
が
あ
る
じ
に
て

お
は
し
ま
し
つ
る
人
の
失う

せ
た
ま
へ
る
を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
な
け
れ
ば
、
か

く
て
置
き
た
て
ま
つ
り
た
る
な
り
。
そ
の
御お
ほ
ん

髪か
み

の
丈た
け

に
余
り
て
長
け
れ
ば
、

そ
れ
を
抜
き
取
り
て
鬘
に
せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
た
ま
へ
。」
と
言
ひ

け
れ
ば
、

5

　盜
人
、
死
人
の
着
た
る
衣き
ぬ

と
嫗
の
着
た
る
衣
と
、
抜
き
取
り
て
あ
る

髪
と
を
奪
ひ
取
り
て
、
下お

り
走
り
て
逃
げ
て
去
り
に
け
り
。

6

　さ
て
そ
の
上う
へ

の
層こ
し

に
は
死
人
の
骸が
い

骨こ
つ

ぞ
多
か
り
け
る
。
死
に
た
る
人

の
、
葬は
う
ぶ

り
な
ど
え
せ
ぬ
を
ば
、
こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き
け
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
の
盜
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
、
か
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
る
）

3

い
る
着
物
と
を
剝
ぎ
取
り
、
つ
い
で
に
、
す
で
に
抜
き
取
っ
て
あ
っ
た
死

人
の
髪
の
毛
も
奪
い
取
っ
て
、
羅
城
門
の
楼
上
か
ら
飛
び
下
り
る
と
、
あ

と
を
も
見
ず
に
逃
げ
去
っ
た
。

6
　
羅
城
門
の
こ
の
楼
上
に
は
、
死
人
が
い
つ
も
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
。

葬
式
の
出
せ
な
い
よ
う
な
死
人
は
、
こ
の
楼
上
に
捨
て
て
お
か
れ
た
。
こ

れ
は
、
そ
の
盗
賊
が
人
に
語
っ
た
の
を
、
今
に
聞
き
伝
え
た
話
で
あ
る
。

（
巻
二
九
第
一
八
話
）

福
永
武
彦		［
一
九
一
八
～
一
九
七
九
］
福
岡
県
の
生
ま

れ
。
小
説
家
、
詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
。
作
品
に

「
風
土
」「
風
の
か
た
み
」
な
ど
が
あ
る
。

◆
出
典
　『
今
昔
物
語
』（
一
九
九
一
）
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読
書
案
内
・
振
り
返
り

晏
子
は
こ
う
言
っ
た
。

「
こ
の
者
は
そ
の
罪
を
知
ら
な

い
で
死
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
に
、
君
に
代
わ
っ
て
こ
の
者

の
罪
を
数
え
た
て
て
責
め
、

そ
の
罪
を
わ
か
ら
せ
て
か
ら
殺

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
。

景
公
は
こ
う
言
っ
た
。「
よ
ろ

し
い
。」
と
。

晏
子
曰
は
く
、

「
此
れ
其
の
罪
を
知
ら
ず
し

て
死
す
。

臣
請
ふ
、
君
の
為
に
之
を
数

め
、

其
の
罪
を
知
ら
し
め
て
之
を

殺
さ
ん
。」
と
。

公
曰
は
く
、「
諾
。」
と
。

晏あ
ん

子し

曰い
ハ
ク、

此こ
レ

不ず
シ
テ

知ラ

其ノ

罪ヲ

而
死ス

。

臣
請フ

、為た
め
ニ

君ノ

数せ
メ

之ヲ

、

令し
メ
テ

知ラ

其ノ

罪ヲ

而
殺サ

ン
ト

之ヲ

。」

公
曰ハ

ク、「
諾ト

。」

4

「

▼

レ

二

一

＊

レ

レ

＊

レ

二

一

レ

1 

景
公
　
春
秋
・
戦
国
時
代
の
斉せ
い
（
現
在
の
山さ
ん
東と
う
省
に
あ
っ
た
国
）
の
君
主
。

2 

圉
人
　
馬
を
飼
育
す
る
役
人
。

3 

戈

　槍や
り
に
似
た
武
器
。
柄
の
先
端
に
両
刃
の
短
剣
を
つ
け
た
も
の
。

4 

晏
子

　［？
～
前
五
〇
〇
］
景
公
の
名
宰
相
。

▼	

問 「
此
」
は
何
を
指
す
か
。

 ＊
語
句 

請
（
請こ

ふ
）
／
令
（
令し

め
て
）

5
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景
公
は
馬
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
飼
育
係
が
、（
誤
っ
て
）

こ
の
馬
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

景
公
は
怒
り
、
戈
を
手
に
と
っ

て
、
自
ら
こ
れ
を
殺
そ
う
と
し

た
。

説ぜ
い

苑ゑ
ん

景け
い

公こ
う

之の

馬

物
語
の
全
体
構
成
を
捉
え
る

人
物
の
言
動
を
整
理
し
、
紹
介
し
合
う
こ
と

を
通
し
て
、
物
語
の
全
体
構
成
を
捉
え
よ

う
。

構
成
や
展
開

景
公
馬
有
り
。

其
の
圉
人
之
を
殺
す
。

公
怒
り
、
戈
を
援
り
て
、
将

に
自
ら
之
を
撃
た
ん
と
す
。

景
公
有リ

馬
。

其そ
ノ

圉ぎ
よ

人じ
ん

殺ス

之こ
れ
ヲ。

公
怒リ

、援と
リ
テ

戈ほ
こ
ヲ、将ま
さ
ニ

自ラ

撃タ
ン
ト

之ヲ

。

1

レ

2

レ

レ

3

す

二

一レ

劉り
う

向き
や
う
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晏
子
は
こ
う
言
っ
た
。

「
こ
の
者
は
そ
の
罪
を
知
ら
な

い
で
死
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
に
、
君
に
代
わ
っ
て
こ
の
者

の
罪
を
数
え
た
て
て
責
め
、

そ
の
罪
を
わ
か
ら
せ
て
か
ら
殺

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
。

景
公
は
こ
う
言
っ
た
。「
よ
ろ

し
い
。」
と
。

晏
子
曰
は
く
、

「
此
れ
其
の
罪
を
知
ら
ず
し

て
死
す
。

臣
請
ふ
、
君
の
為
に
之
を
数

め
、

其
の
罪
を
知
ら
し
め
て
之
を

殺
さ
ん
。」
と
。

公
曰
は
く
、「
諾
。」
と
。

晏あ
ん

子し

曰い
ハ
ク、

此こ
レ

不ず
シ
テ

知ラ

其ノ

罪ヲ

而
死ス

。

臣
請フ

、為た
め
ニ

君ノ

数せ
メ

之ヲ

、

令し
メ
テ

知ラ

其ノ

罪ヲ

而
殺サ

ン
ト

之ヲ

。」

公
曰ハ

ク、「
諾ト

。」

4

「

▼

レ

二

一

＊

レ

レ

＊

レ

二

一

レ

1 

景
公
　
春
秋
・
戦
国
時
代
の
斉せ
い
（
現
在
の
山さ
ん
東と
う
省
に
あ
っ
た
国
）
の
君
主
。

2 

圉
人
　
馬
を
飼
育
す
る
役
人
。

3 

戈

　槍や
り
に
似
た
武
器
。
柄
の
先
端
に
両
刃
の
短
剣
を
つ
け
た
も
の
。

4 

晏
子

　［？
～
前
五
〇
〇
］
景
公
の
名
宰
相
。

▼	

問 「
此
」
は
何
を
指
す
か
。

 ＊
語
句 

請
（
請こ

ふ
）
／
令
（
令し

め
て
）
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旧
記
に
よ
る
と
、
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く
が
つ
い
た

り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、
薪
の
料し
ろ
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が

そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門
の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な

か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ
す
人び
と
が
棲
む
。

と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い

く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪

が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

8

▲
上
図

　平
安
京
略
図

6 

揉
烏
帽
子
　
男
性
が
平
常
服

の
際
に
用
い
た
か
ぶ
り
物
。

7 

辻
風
　
つ
む
じ
風
。

8 

旧
記
　
古
い
記
録
。

9  

鴟
尾
　
宮
殿
・
仏
殿
な
ど
の

棟
の
両
端
に
取
り
つ
け
た
魚

の
尾
の
形
の
飾
り
。

　そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ

の
か
ら
す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高

い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て

い
る
。
殊
に
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く

な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
胡ご

麻ま

を
ま
い
た
よ
う
に
、

は
っ
き
り
見
え
た
。
か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、

門
の
上
に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来

9

砕4

読

粉
砕4

顧
み
る
意

省
み
る

す  ざく

羅城門

（
教
王
護
国
寺
）

一条大路
大内裏

朱雀門

内裏
中御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
西
京
極
大
路

木
辻
大
路

道
祖
大
路

鴨
川
か
も

か
つ
ら桂

川

西
大
宮
大
路

●
西
市

●
西
市

●
東
市

●
東
市

東
寺
東
寺

西
寺
西
寺

（
教
王
護
国
寺
）羅城門

朱
雀
大
路

東
大
宮
大
路

西
洞
院
大
路

東
洞
院
大
路

東
京
極
大
路

卍卍

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）
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羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨あ
ま
や
み
を
待
っ
て
い

た
。　広

い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
丹に

塗ぬ

り
の
剝

げ
た
、
大
き
な
円ま
る

柱ば
し
ら

に
、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に

あ
る
以
上
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も
み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三

人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ
風か
ぜ
と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん
と

か
い
う
災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
う

の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。 

1

2

3

4

5

67

1 

羅
生
門

　平
安
京
の
正
面
に

あ
る
「
羅
城
門
」。

2 

丹

　朱
色
の
塗
料
。

3 

き
り
ぎ
り
す

　コ
オ
ロ
ギ
。

4 

朱
雀
大
路

　平
安
京
の
中
央

を
南
北
に
貫
く
大
通
り
。

5 

市
女
笠

　菅す
げ

や
竹
皮
で
編
ん

だ
女
性
用
の
笠
。

人
物
の
心
情
や
考
え
方
の
変
化
を
追
う
こ
と

を
通
し
て
、
物
語
の
展
開
を
把
握
し
よ
う
。

物
語
の
展
開
を
把
握
す
る

構
成
や
展
開

小
説

700

1000
平安

1500

1700

1900

室町

江戸

明治

令和

奈良

鎌倉

平成
昭和
大正

音
声 

▼

5
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旧
記
に
よ
る
と
、
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た

り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、
薪
の
料し
ろ

に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が

そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門
の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な

か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ
す

人び
と

が
棲
む
。

と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い

く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪

が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

8

▲
上
図

　平
安
京
略
図

6 

揉
烏
帽
子
　
男
性
が
平
常
服

の
際
に
用
い
た
か
ぶ
り
物
。

7 

辻
風
　
つ
む
じ
風
。

8 

旧
記
　
古
い
記
録
。

9  

鴟
尾
　
宮
殿
・
仏
殿
な
ど
の

棟
の
両
端
に
取
り
つ
け
た
魚

の
尾
の
形
の
飾
り
。

　そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ

の
か
ら
す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高

い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て

い
る
。
殊
に
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く

な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
胡ご

麻ま

を
ま
い
た
よ
う
に
、

は
っ
き
り
見
え
た
。
か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、

門
の
上
に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来

9

砕4

読

粉
砕4

顧
み
る
意

省
み
る

す  ざく

羅城門

（
教
王
護
国
寺
）

一条大路
大内裏

朱雀門

内裏
中御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
西
京
極
大
路

木
辻
大
路

道
祖
大
路

鴨
川
か
も

か
つ
ら桂
川

西
大
宮
大
路

●
西
市

●
西
市

●
東
市

●
東
市

東
寺
東
寺

西
寺
西
寺

（
教
王
護
国
寺
）羅城門

朱
雀
大
路

東
大
宮
大
路

西
洞
院
大
路

東
洞
院
大
路

東
京
極
大
路

卍卍

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）

西
の
京
（
右
京
）

東
の
京
（
左
京
）

51015
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広がる読書

▢ 

作
品
の
構
成
や
展
開
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と

を
書
き
出
そ
う
。

▢ 

自
分
自
身
で
、
こ
れ
か
ら
深
め

て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
書

き
出
そ
う
。

【
単
元
の
「
こ
と
ば
」】

▢ 

説
話

▢ 

人
物
設
定

▢ 

舞
台
設
定

▢ 

構
成

▢ 

心
情
表
現

▢ 

比
喩
・
擬
人
法

単
元
の
学
習
を

振
り
返
ろ
う

ブックガイド

古
典
授
業
が
嫌
い
だ
っ

た
著
者
が
贈
る
、
新
し

い
古
典
の
楽
し
み
方
。

『
お
も
し
ろ
古
典
教
室
』

上う
え

野の

誠ま
こ
と

漢
文
の
理
解
を
よ
り
深

め
る
た
め
の
、
本
格
的

な
漢
文
案
内
書
。

『
漢
文
の
ル
ー
ル
』

鈴す
ず

木き

健け
ん

一い
ち

『
今
昔
物
語
集
』
を
も

と
に
し
た
作
品
を
含
む

短
編
を
収
録
。

『
羅
生
門
・
鼻
・
芋い

も

粥が
ゆ

』

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

太
宰
中
期
の
短
編
小
説

集
。
古
典
や
民
話
を
も

と
に
し
た
作
品
を
収
録
。

『
お
伽と

ぎ

草ぞ
う

紙し

』

太だ

宰ざ
い

治お
さ
む

文
豪
た
ち
の
関
係
が
垣

間
見
ら
れ
る
、
新
た
な

小
説
の
入
門
書
。

『
文
豪
た
ち
の
友
情
』

石い
し

井い

千ち

湖こ

名
作
に
書
き
込
み
を
入

れ
な
が
ら
読
む
、
新
た

な
読
書
案
内
。

『
名
作
を
い
じ
る
』

阿あ

部べ

公ま
さ

彦ひ
こ
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「広がる読書」では、単元内の教材に関連
した文章を掲載。例えば「作家とよむ～」
では、関連する古典作品の現代の作家に
よる現代語訳を取り上げています。

単元の最後には「単元の学習
を振り返ろう」を配置し、学
んだことを確認する活動を設
定しています。観点別評価に
も活用できます。

『
新 
言
語
文
化
』紙
面  ﹇
単
元
構
成
﹈

言文 704

背 11.5mm　04新言語文化

単元扉

教
材

それぞれの教材の冒頭で、学習活動と
ねらいを明示。各単元のテーマに合わ
せた三つの教材を、段階的・有機的に
学べるような構成になっています。

物
語
は
無
限
に

展
開
す
る

羅生門　芥川龍之介

作家とよむ「今昔物語集」 福永武彦

物語の展開を把握する

説苑  景公之馬　劉向

物語の全体構成を捉える

沙石集  児の飴食ひたること　無住

物語を構成する要素を捉える

「飴」から「砂糖」へ
蛍の光は誰を照らす
羅城門には鬼が棲む

2
構
成
や
展
開
に

つ
い
て
考
え
る

物
語
や
小
説
を
読
ん
で
、
そ
の
展
開
に

驚
い
た
り
、
夢
中
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

作
品
の
構
成
や
展
開
に
着
目
し
て
、
読
み
深
め
よ
う
。

コ ラ ム
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三つの教材を結びなが
ら学習に取り組んでい
くことを、単元扉で示
しています。

●  QRコードから、朗読音声や図書案内、
関連する文章など、多様なコンテンツ
にアクセスすることができます。



言
語
文
化

35 34

上代

仏
教
の
伝
来

神
話
・
歌
謡
・

口
承
文
芸

奈良

歴
史
書  

古
事
記

太お
お
の

安や
す

万ま

侶ろ･

他

歴
史
書  

日
本
書
紀

舎と
ね
り人

親
王･

他

歌
集  

万
葉
集

未
詳

漢
詩
文  

文ぶ
ん

華か

秀し
ゅ
う

麗れ
い

集

藤ふ
じ

原わ
ら
の

冬ふ
ゆ

嗣つ
ぐ･

他
老
子

論
語
＊

列
子
＊

孟
子

荘
子

韓か
ん

非ぴ

子し

史
記

戦
国
策
＊

説
苑
＊

三
国
志

文も
ん

選ぜ
ん

中
国
の
古
典

万葉仮名の創始漢文訓読の始まり

伏ふ
く

波は

は
困
窮
し
て
、
智ち

慮り
よ

い
よ
い
よ
殖ま

し
、
禍わ

ざ
はひ
に

因よ

り
て
福
と
為な

す
。
成せ

い

敗ば
い

の
転
ず
る
、
譬た

と

へ
ば
糾き

う

墨ぼ
く

の
ご
と
し
。（
南な

ん
越え

つ
列
伝
）

八や

雲く
も

立
つ
出い

づ
も雲

八や

重へ

垣が
き

妻つ
ま

籠ご

み
に
八
重
垣
作
る
そ
の

八
重
垣
を

父
母
が
頭か

し
らか
き
な
で
幸さ

く
あ
れ
て
言
ひ
し
言け

と

葉ば

ぜ

忘
れ
か
ね
つ
る
（
防さ

き
人も

り
歌
）

史
記

日
本
の
言
語
文
化
史

●
個
々
の
作
品
の
成
立
年
代
は
省
略
し
た
。

●
＊
は
本
教
科
書
掲
載
の
作
品
。

●
横
書
き
の
帯
で
は
、
文
字
や
言
葉
の
大
ま
か
な
変
遷
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

作
品
の
言
葉
│
音
読
し
て
み
よ
う

漢字の伝来

稲
いな

荷
り

山
やま

古墳(埼玉県)出土鉄剣
（「 加多支鹵(ワカタケル)」
の文字が刻まれている。）

漢
かんの

委
わの

奴
なの

国王印
(後漢)

│ 270資料編
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そ
れ
ぞ
れ
主
な
意
味
を
掲
げ
た
。

▼
印･･･

教
科
書
の
主
な
ペ
ー
ジ

▽
印･･･

参
照
す
る
他
の
語

ああ
さ
ま
し
〔
形
シ
ク
〕
1
驚
く
ば
か
り
だ
。
2
興
ざ

め
だ
。
3
情
け
な
い
。
4
見
苦
し
い
。
み
す
ぼ
ら

し
い
。
5
あ
さ
は
か
だ
。

＊
本
来
は
、
良
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
「
1
驚

く
ば
か
り
だ
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
悪
い
ほ
う

に
偏
っ
て
い
っ
た
。

あ
し
【
悪
し
】〔
形
シ
ク
〕
1
悪
い
。
2
不
快
だ
。
3

卑い
や

し
い
。
み
す
ぼ
ら
し
い
。
4
不
都
合
だ
。
▽
よ

し
▼
100

＊
「
あ
し
」
は
絶
対
的
に
悪
い
こ
と
に
対
す
る

嫌
悪
感
を
表
す
。
相
対
的
に
悪
い
こ
と
は
「
わ

ろ
し
」。「
あ
し
」
の
対
義
語
は
「
よ
し
」、「
わ

ろ
し
」
の
対
義
語
は
「
よ
ろ
し
」。

あ
し
た
【
朝
】〔
名
〕
1
朝
。
2
明
く
る
朝
。

あ
な
が
ち
な
り
【
強
ち
な
り
】〔
形
動
〕
1
無
理
や
り

だ
。
一
方
的
だ
。
2
ひ
た
む
き
だ
。
い
ち
ず
だ
。

＊
熱
心
な
様
子
を
、
1
は
否
定
的
に
、
2
は
肯

定
的
に
捉
え
て
い
る
。

あ
は
れ
な
り
〔
形
動
〕
1
し
み
じ
み
と
し
て
風
情
が

あ
る
。
2
か
わ
い
い
。
い
と
し
い
。
3
か
わ
い
そ

う
だ
。
4
悲
し
い
。
5
情
が
こ
ま
や
か
だ
。
▼

23
・
27
・
200

あ
ま
た
【
数
多
】〔
副
〕
数
多
く
。
た
く
さ
ん
。
大
勢
。

▼
150

あ
や
し
〔
形
シ
ク
〕
一
【
奇
し
・
怪
し
】
1
霊
妙
だ
。

神
秘
的
だ
。
2
奇
異
だ
。
異
様
だ
。
3
不
審
だ
。

二
【
賤
し
】
1
卑
し
い
。
身
分
が
低
い
。
2
み
す

ぼ
ら
し
い
。
粗
末
だ
。
類
い
や
し
。
対
あ
て
な

り
・
や
ん
ご
と
な
し
。

＊
本
来
は
、
人
知
を
超
え
た
不
思
議
な
も
の
に

対
す
る
畏
れ
の
気
持
ち
を
表
し
た
。
そ
こ
か
ら

「
普
通
で
は
な
い
、
不
審
だ
」
と
意
味
が
広
が
っ

た
。

あ
り
が
た
し
【
有
り
難
し
】〔
形
ク
〕
1
め
っ
た
に
な

い
。
珍
し
い
。
2
で
き
そ
う
も
な
い
。
3
（
め
っ
た

に
な
い
ほ
ど
）
尊
く
優
れ
て
い
る
。
類
め
づ
ら
し
・

ま
れ
な
り
。
▼
25

あ
り
く
【
歩
く
】〔
動
四
〕
1
出
歩
く
。
2
行
っ
た

り
来
た
り
す
る
。

い
た
し
〔
形
ク
〕
一
【
甚
し
】
1
程
度
が
甚
だ
し
い
。

2
優
れ
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
。
二
【
痛
し
】
1

痛
い
。
苦
痛
だ
。
2
精
神
的
に
つ
ら
い
。
▼
97

い
た
づ
ら
な
り
【
徒
ら
な
り
】〔
形
動
〕
1
無
駄
で
あ

る
。
無
益
で
あ
る
。
類
あ
だ
な
り
・
は
か
な
し
。

2
か
い
が
な
い
。
む
な
し
い
。
3
場
所
が
空
い
て

い
る
。
4
す
る
こ
と
が
な
く
暇
で
あ
る
。
▼
108

い
と
〔
副
〕
1
非
常
に
。
と
て
も
。
2
全
く
。
本
当

に
。
類
い
と
ど
。
▼
23
・
97
・
100
・
202

い
ふ
か
ひ
な
し
【
言
ふ
甲
斐
無
し
】〔
連
語
〕
1
言
っ

て
み
て
も
し
か
た
が
な
い
。
2
言
う
値
打
ち
が
な

い
。
取
る
に
足
り
な
い
。
3
情
け
な
い
。
▼
100
・

148
・
152

い
み
じ
〔
形
シ
ク
〕
1
普
通
で
な
い
。
2
優
れ
て
い

る
。
す
ば
ら
し
い
。
3
と
て
も
う
れ
し
い
。
4
大

変
だ
。
ひ
ど
い
。
▼
25
・
97
・
203

＊
「
程
度
が
甚
だ
し
い
」
と
い
う
意
味
で
、
肯

定
的
に
も
否
定
的
に
も
使
わ
れ
る
。

い
や
し
【
卑
し
】〔
形
シ
ク
〕
1
身
分
が
低
い
。
類

あ
や
し
。
対
あ
て
な
り
・
や
ん
ご
と
な
し
。
2
下

品
だ
。
3
み
す
ぼ
ら
し
い
。
④
取
る
に
足
り
な
い
。

い
ら
ふ
〔
動
下
二
〕
1
答
え
る
。
2
返
事
を
す
る
。

③
返
答
す
る
。

う
つ
く
し
【
美
し
】〔
形
シ
ク
〕
1
い
と
し
い
。
恋
し

い
。
2
か
わ
い
ら
し
い
。
3
立
派
だ
。
見
事
だ
。

＊
「
う
つ
く
し
」
は
心
情
的
な
美
し
さ
で
あ
る

一
方
、「
う
る
は
し
」
は
整
っ
て
い
る
美
し
さ
に

対
す
る
感
情
を
い
う
。「
き
よ
げ
な
り
」
は
さ
っ

ぱ
り
し
た
美
し
さ
、「
き
よ
ら
な
り
」
は
気
品
が

基
本
古
語
辞
典

│ 284資料編
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267│物語を読むためのキーワード

物
語
に
は
人
物
や
動
物
な
ど
が
登
場
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
情
報
を
ま
と
め
、
相
互
の
関
係
性
を
整

理
す
る
こ
と
で
、
物
語
を
読
み
解
く
た
め
の
準
備

が
で
き
る
。

物
語
を
読
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る

作
品
を
例
に
図
解
し
た
。
取
り
上
げ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
次
の
七
点
で
あ

る
。

 

人
物
設
定

 

舞
台
設
定

 

心
情
表
現

 

構
成

 

転
換
点

 

語
り
手

 

時
代
・
背
景

　

こ
う
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
し
て
作
品
を
読
む
こ
と
で
、
物
語
の
仕

組
み
を
も
っ
と
深
く
理
解
し
、
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
に
あ
げ
た
作
品
以
外
の
も
の
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
参
考
に
読
み
解
い

て
み
よ
う
。

人
物
設
定

なめとこ山の熊例

1

1234567

作
中
人
物
の
心
情
表
現
は
、
は
っ
き
り
と
書
か

れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。
情
景
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
描
写
か
ら
読
み
取
り
、
そ
の
変
化
を
た
ど
る
こ

と
で
、
物
語
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
情
表
現

羅生門例

3

物
語
を
読
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

物
語
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
や
空
間
で
展
開
さ
れ

る
。
舞
台
と
な
る
場
所
の
特
徴
や
作
中
人
物
と
の

関
わ
り
を
捉
え
る
こ
と
で
、
物
語
の
新
た
な
側
面

が
み
え
て
く
る
。

舞
台
設
定

なめとこ山の熊例

2

人物相関図

人物像

登場人物

年
齢…

中
高
年

職
業…

猟
師

家
族…

母
・
孫
た
ち

描
か
れ
方…

豪
胆
・
素
朴
。
熊
を
殺
し
て
い

る
の
に
熊
か
ら
好
か
れ
て
い
る
。

小
十
郎

母熊孫
た
ち

荒
物
屋
の
主
人

熊
た
ち

荒物屋の主人

母親

母子連れ
の熊

広い赤黒い
背中の熊

〔
親
子
〕

卑
屈
に
ふ
る
ま
う

〔
商
売
相
手
〕

高
圧
的
・
支
配
的
な

態
度
を
取
る

生活のために殺す
〔？〕

嫌いではない

見
逃
す

下
人
の
心
か
ら
は
、
恐
怖
が
少
し
ず
つ
消
え

て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ

の
老
婆
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が
、
少
し
ず
つ

動
い
て
き
た
。

例

地の文

「…

さ
れ
ば
、今
ま
た
、わ
し
の
し
て
い
た
こ

と
も
悪
い
こ
と
と
は
思
わ
ぬ
ぞ
よ
。
こ
れ
と
て

も
や
は
り
せ
ね
ば
、
飢
え
死
に
を
す
る
じ
ゃ
て
、

し
か
た
が
な
く
す
る
こ
と
じ
ゃ
わ
い
の
。」

例

会話文
直接的な表現

正当化？

右
の
頬
に
で
き
た
、
大
き
な
に
き
び
を
気
に

し
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
、
雨
の
降
る
の
を
眺
め

て
い
た
。

例

行動描写

雨
は
、
羅
生
門
を
包
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ

あ
っ
と
い
う
音
を
集
め
て
く
る
。
夕
闇
は
し
だ

い
に
空
を
低
く
し
て
、
見
上
げ
る
と
、
門
の
屋

根
が
、
斜
め
に
突
き
出
し
た
甍
の
先
に
、
重
た

く
薄
暗
い
雲
を
支
え
て
い
る
。

例

情景描写
間接的な表現

不安・迷い？

・
な
め
と
こ
山
は
大
き
な

山
だ
。
淵
沢
川
は
、
な

め
と
こ
山
か
ら
出
て
く

る
。

・
小
十
郎
が
、
ま
る
で
自

分
の
座
敷
を
歩
い
て
い

る
と
い
う
ふ
う
で
、
ゆ

っ
く
り
の
っ
し
の
っ
し

と
や
っ
て
行
く
。

・
い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
に
、

小
十
郎
の
死
骸
が
半
分

座
っ
た
よ
う
に
な
っ
て

置
か
れ
て
い
た
。

・
豪
儀
な
小
十
郎
が
町
へ
熊
の
皮
と
胆
を
売
り
に
行
く

と
き
の
惨
め
さ
と
い
っ
た
ら
、
全
く
気
の
毒
だ
っ
た
。

・
あ
の
山
で
は
主
の
よ
う
な
小
十
郎
は
、…

…

丁
寧
に

敷
板
に
手
を
つ
い
て
言
う
の
だ
っ
た
。

・
米
な
ど
は
少
し
も
で
き
ず
味

噌
も
な
か
っ
た
か
ら
、
九
十

に
な
る
年
寄
り
と
子
ど
も
ば

か
り
の
七
人
家
内
に
持
っ
て

行
く
米
は
、
ご
く
僅
か
ず
つ

で
も
要
っ
た
の
だ
。

なめとこ山

小十郎の家

町

移
動

移動

荒物屋

小十郎
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◉  

「
見
」
と
「
観
」

「
見
」
は
象
形
文
字
で
、「
み
る
」
の
基
本
の
語
。「
観
」
は
よ

く
見
る
、
念
を
入
れ
て
見
る
と
い
う
意
味
。

◉
「
恐
」
と
「
畏
」

「
恐
」
は
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
正
体
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
に
対
し
て
お
び
え
る
こ
と
を
示
す
基
本
の
語
。「
畏
」
は

権
威
や
実
力
に
対
し
て
緊
張
し
た
り
、
ひ
る
ん
だ
り
す
る
こ
と
。

◉
「
曰
は
く
…
…
と
」

会
話
を
直
接
話
法
で
示
す
と
き
に
「
曰
」
を
使
い
、
直
後
に

会
話
文
が
置
か
れ
る
。「
…
…
と
言
っ
た
」
と
訳
さ
れ
る
よ
う

に
、「
と
」
は
会
話
の
終
わ
り
を
示
す
助
詞
で
、
訓
読
で
も
会

話
文
は
必
ず
「
と
」
で
終
わ
る
。

◉
「
…
…
ざ
ら
ん
や
」

反
語
の
用
法
。「
不
…
…
乎
」
は
文
の
流
れ
に
よ
っ
て
疑
問

と
反
語
の
二
つ
の
解
し
方
が
あ
る
。
疑
問
と
解
す
る
と
き
は

「
…
…
ざ
る
か
」、「
…
…
ざ
る
や
」
と
読
む
。
一
方
、
反
語
と

解
す
る
と
き
は
「
…
…
ざ
ら
ん
や
」
と
読
み
、「
…
…
で
は
な

い
か
（
い
や
、
…
…
な
い
）」
と
い
う
訳
に
な
る
。

 

劉
向
（
り
ゅ
う
き
ょ
う
）　［
前
七
七
～
前
六
］
前
漢
の
学
者
。
宮
中
の
図
書

を
整
理
校
訂
す
る
事
業
に
携
わ
っ
た
。

 

戦
国
策
　
劉
向
の
編
。
戦
国
時
代
の
諸
国
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
、

遊ゆ
う

説ぜ
い

家か

の
言
動
を
中
心
に
記
し
た
書
。
日
本
に
は
平
安
時
代
に
す
で

に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
翻
訳
が
出
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

列
子
（
れ
っ
し
）　［
生
没
年
未
詳
］
名
は
禦ぎ
ょ
こ
う寇

。
老ろ
う

子し

よ
り
あ
と
、
荘そ
う

子し

よ
り
前
の
時
代
の
道
家
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
定さ
だ
か
で
な
い
。

 

列
子
　
寓ぐ
う

話わ

集
。
戦
国
時
代
の
列
子
と
そ
の
弟
子
が
書
い
た
と
さ
れ

る
書
。
道
家
的
傾
向
の
寓
話
・
説
話
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。

【
作
者
・
作
品
情
報
】

▢ 

慣
用
的
な
表
現
を
知
り
、
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
。

▢ 

さ
ま
ざ
ま
な
物
事
と
故
事
を
結
び
つ
け
、
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
た
か
。

▢ 
新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
深
め
て

い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
書
き
出
そ
う
。

学
習
の
振
り
返
り

語
彙
を
広
げ
る

39│読書の意義　故事二編
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羅
針
盤

課
題
1

　

 

［
虎
の
威
を
借
る
］
獣
た
ち
は
な
ぜ
逃
げ
出
し
た
の
だ
ろ

う
か
、
考
え
よ
う
。

課
題
2

　 

［
朝
三
暮
四
］
猿
た
ち
は
怒
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
、
喜
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。
簡
潔
に
ま
と
め
よ
う
。

　「虎
の
威
を
借
る
」「
朝
三
暮
四
」
と
い
う
言
葉
が
あ
て
は
ま
る
物

事
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
故
事
成
語

　次
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
故
事
成
語
」
の
読
み
方
と
意
味
、

も
と
に
な
っ
た
故
事
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
体
験
の
中
か
ら
、
こ
れ
ら
の
故
事
成
語
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

で
き
ご
と
を
探
し
て
み
よ
う
。

探
究
的
な
学
び

1

五
十
歩
百
歩 

 

大
器
晩
成

2

蛇
足 

 
 

他
山
の
石

3

推
敲 

 
 

羊
頭
狗
肉

4

画
竜
点
睛 

 

守
株

5

五
里
霧
中 

 

塞
翁
が
馬

6

臥
薪
嘗
胆 

 

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず

7

玉
石
混
交 

 

井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず

8

漁
夫
の
利

9101112131415

狐
が
虎
に
し
た
提
案
に
着
目
し
よ
う
。

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

│ 381　読書は生きる力
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資
料
編

コ
ラ
ム

● 教材間のコラムでは、作品の背景情
報を写真・イラストを多く用いなが
ら紹介し、作品の理解を助けます。

● 資料編には、日本の言語文化史、基本古
語辞典や漢文の基本区形、中学復習にも
つながる「物語を読むためのキーワード」
など、多様な参考情報を掲載しています。

『
新 
言
語
文
化
』紙
面  ﹇
工
夫
﹈

言文 704

背 11.5mm　04新言語文化

丁寧な手引き「羅針盤」

豊
富
な
図
版
・
写
真

春
を
切
り
抜
く  

フォ
ト
レ
ポ
ー
ト
に
表
す

構
成
や
描
写
を
工
夫
す
る

【
二
十
四
節
気
】

立
春
　
雨
水
　
清
明
　
穀
雨

【
春
の
言
葉
と
風
物
詩
】

春
寒
　
春し
ゅ
ん

宵し
ょ
う

　
春
一
番
　
春
雨

花
曇
り
　
朧お
ぼ
ろ

月づ
き

　
八
十
八
夜

桜
　
す
み
れ
　
藤
　
木も
く

蓮れ
ん

【
春
の
伝
統
行
事
】

桃
の
節
句
　
春
の
彼
岸  

お
花
見
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課
題
1
　［
神
無
月
の
こ
ろ
］

　筆
者
が
「
柑
子
の
木
」
を
見
て

「
こ
と
さ
め
」（

201
・
1
）
た
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

課
題
2
　［
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
］

　西
行
は
後
徳
大
寺
大
臣
の

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
し

て
筆
者
は
ど
う
考
え
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
よ
う
。

課
題
3
　
二
つ
の
章
に
表
さ
れ
て
い
る
家
の
つ
く
り
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
図
」
に
描
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

　
二
つ
の
章
段
を
読
み
比
べ
て
、
共
通
点
を
見
つ
け
、
本
文
を
引
用

し
な
が
ら
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。
ま
た
、
お
互
い
に
読
み
合
っ
て
意

見
を
交
換
し
よ
う
。

羅
針
盤

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

　SD
G

s

（Sustainable D
evelopm

ent G
oals

　
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
観
点
か
ら
、
生
活
や
環
境
に
対
す
る
兼

好
法
師
の
考
え
方
を
批
評
し
て
み
よ
う
。

探
究
的
な
学
び

持
続
可
能
な
開
発
目
標

│ 2046　文学は主張する
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大
だい

雁
がん

塔
とう

と月（中国・陝西省西安市）

167│言語文化の交流　漢詩四編
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コラム

芥あ
く
た

川が
わ
龍り
ゅ
う

之の

介す
け
は
、『
宇う

治じ

拾し
ゅ
う

遺い

物
語
』
を
も
と
に
「
地じ

獄ご
く
変へ
ん
」、

『
今こ
ん
昔じ
ゃ
く

物
語
集
』
を
も
と
に
「
芋い
も
粥が
ゆ
」「
藪や
ぶ
の
中
」
と
い
う
よ
う
に
、

古
典
の
説
話
を
題
材
に
し
て
、
近
代
人
の
自
我
と
葛
藤
を
描
い
た
。

「
羅
生
門
」
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
題
材
と
し
て
い
る
（
p
88
参

照
）。
現
在
は
住
宅
地
の
中
の
公
園
に
「
羅
城
門
遺い

趾し

」
の
碑
が

残
る
だ
け
で
あ
る
が
、
羅
城
門
と
は
ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
た
の
か
。

　
平
安
京
条
坊
図
（
p

300
）
を
見
る
と
、
街
の
中
央
の
北
に
大
内

裏
が
位
置
し
、
そ
の
南
端
に
応お

う
天て
ん
門
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
南
に
向

か
い
、
京
の
街
の
中
心
を
貫
い
て
朱す

雀ざ
く
大お
お
路じ

が
延
び
て
い
る
。
そ

の
最
南
端
に
羅ら

城じ
ょ
う

門も
ん

が
あ
り
、
こ
こ
が
い
わ
ば
人
間
の
世
界
の
境

界
線
で
あ
る
。
平
安
京
の
外
に
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
は
、

異
形
の
者
た
ち
の
魔
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
昔
か
ら
羅
城
門
に
は
鬼
が
棲す

む
と
い
わ
れ
、
そ
の
鬼
が
登
場
す

る
話
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
や
し
く
屈
折
し
た
人
間
の
心
理

を
描
く
背
景
と
し
て
、
羅
城
門
は
最
適
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

羅

城

に

鬼

が

棲

門

は

む

51015

87│コラム　羅城門には鬼が棲む

上　羅城門遺趾（京都市南区）
右　羅城門の鬼（鳥

とり

山
やま

石
せき

燕
えん

『今昔百
ひゃっ

鬼
き

拾
しゅう

遺
い

』）
〈国立国会図書館デジタルコレクションより〉
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北海道

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬
長野

富山
石川

福井

茨城

神奈川
千葉

山梨 東京
愛知

三重
静岡

岐阜

滋賀

奈良

和歌山

大阪

兵庫 京都岡山

鳥取
島根

広島山口

福岡

大分

宮崎

鹿児島

熊本

佐賀

長崎

香川
徳島高知愛媛

北海道

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬
長野

富山
石川

福井

茨城

神奈川
千葉

山梨 東京
愛知

三重
静岡

岐阜

滋賀

奈良

和歌山

大阪

兵庫 京都岡山

鳥取
島根

広島山口

福岡

大分

宮崎

鹿児島

熊本

佐賀

長崎

香川
徳島高知愛媛

コラム

平

家

物

語

紀

行

　『平へ
い

家け

物
語
』
は
日
本
各
地
を
舞
台
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
た
壮
大
な
物
語
で
あ
る
。
そ
の
舞
台
の
い

く
つ
か
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

510

大
おお

原
はら

御
ご

幸
こう

寂
じゃっ
光
こう
院
いん
に出家、隠

いん
棲
せい

した徳
とく
子
こ
をひそかに

後
ご
白
しら
河
かわ
法皇が訪ねた

のが大原御幸である。

京都市内

鹿
ししが

谷
たに

事件
鹿谷（現在の京都市
左京区）の密議での
平家打倒の陰謀が発
覚、厳罰が与えられ
た。

祇
ぎ

王
おう

寺
じ
（祇王らの出家した寺）

嵯
さ
峨
が
野
の
には、悲劇の女性、

祇王らが出家して住んだ
という祇王寺がある。

六
ろく

波
は

羅
ら
（平家の拠点）

清
きよ
盛
もり
は最盛期に京都

の六波羅（現在の京
都市東

ひがし
山
やま
区）に拠点

を置いた。

右京区

左京区

西京区

伏見区

山科区

上京区
中京区
下京区

南区

北区

東山区

西京区

伏見区
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北海道

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬
長野

富山
石川

福井

茨城

神奈川
千葉

山梨 東京
愛知

三重
静岡

岐阜

滋賀

奈良

和歌山

大阪

兵庫 京都岡山

鳥取
島根

広島山口

福岡

大分

宮崎

鹿児島

熊本

佐賀

長崎

香川
徳島高知愛媛

北海道

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬
長野

富山
石川

福井

茨城

神奈川
千葉

山梨 東京
愛知

三重
静岡

岐阜

滋賀

奈良

和歌山

大阪

兵庫 京都岡山

鳥取
島根

広島山口

福岡

大分

宮崎

鹿児島

熊本

佐賀

長崎

香川
徳島高知愛媛

俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

の戦い
木
き
曾
その
義
よし
仲
なか
は、富山県と石

川県の境にある俱利伽羅
峠で平家軍を谷底へ落と
して戦に勝った。

宇
う

治
じ

川の合戦
頼
より
朝
とも
は義

よし
経
つね
らに、義

よし
仲
なか
を

攻めさせた。義仲は粟
あわ
津
づ

（現在の滋賀県大
おお
津
つ
市）

で最
さい
期
ご
を遂げる。

屋
や

島
しま

の戦い
一ノ谷の戦いに敗れ
た平家は四国の屋島
（現在の香川県高松
市）に拠点を構え、
源氏を迎え撃った。

一ノ谷の戦い
都落ちをした平家は福

ふく

原
はら
・須

す
磨
ま
（現在の兵庫

県神
こう
戸
べ
市）に陣を構え

た。

壇
だん

ノ浦
うら

の戦い
源平合戦最後の場が壇
ノ浦（現在の山口県下

しもの

関
せき
市）である。ここで
平家の命運は尽きた。

北海道

青森

秋田

岩手

山形

福島

新潟

宮城

栃木

埼玉

群馬
長野

富山
石川

福井

茨城

神奈川
千葉

山梨 東京
愛知

三重
静岡

岐阜

滋賀

奈良

和歌山

大阪

兵庫 京都岡山

鳥取
島根

広島山口

福岡

大分

宮崎

鹿児島

熊本

佐賀

長崎

香川
徳島高知愛媛

鬼
き

界
かい

ヶ
が

島
しま
（俊寛らの流刑地）

平家打倒の陰謀で、俊
しゅん
寛
かん
ら

が流されたのが喜
き
界
かい
島
じま
とさ

れる。能や歌舞伎でも有名。

富士川の合戦
水鳥の羽音に驚いた平家
軍はほとんど戦わず敗走
した。

155│コラム　平家物語紀行
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● 各教材に配置された手引き
「羅針盤」では、内容理解
の問いから協働学習の課題、
振り返りまで、ひと通りの
学習活動を提示しています。

◉  
比
喩

●

雨
や
み
を
す
る
市
女
笠
や
揉
烏
帽
子
が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ

り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
72
・
5
）

●

こ
の
男
の
悪
を
憎
む
心
は
、
老
婆
の
床
に
挿
し
た
松
の
木
切
れ
の
よ

う
に
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。（
79
・
10
）

◉  

擬
人
法

●

雨
は
、
羅
生
門
を
つ
つ
ん
で
、
遠
く
か
ら
、
ざ
あ
っ
と
い
う
音

を
集
め
て
く
る
。（
75
・
4
）

●

そ
う
し
て
こ
の
意
識
は
、
今
ま
で
険
し
く
燃
え
て
い
た
憎
悪
の

心
を
、
い
つ
の
ま
に
か
冷
ま
し
て
し
ま
っ
た
。（
81
・
4
）

語
彙
を
広
げ
る

▢
物
語
の
展
開
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

▢
人
物
の
心
情
や
考
え
方
の
変
化
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
た
か
。

▢
新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
深
め
て

い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
書
き
出
そ
う
。

学
習
の
振
り
返
り

芥
川
龍
之
介
［
一
八
九
二
～
一
九
二
七
］
東
京
都
の

生
ま
れ
。
小
説
家
。
作
品
に
「
地
獄
変
」「
芋
粥
」

「
藪
の
中
」
な
ど
が
あ
る
。

◆
出
典
　『
芥
川
龍
之
介
全
集
　
第
一
巻
』（
一
九
七
七
）

【
作
者
・
作
品
情
報
】

特
定
の
登
場
人
物
の
視
点
に
立
っ
た
表
現

　「
羅
生
門
」
は
三
人
称
の
語
り
手
に
よ
っ
て
、「
下

人
」
に
寄
り
添
っ
た
視
点
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
地
の
文
に
は
、
推
量
表
現
が
比
較
的
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

・
上
で
は
誰
か
火
を
と
ぼ
し
て
、
し
か
も
そ
の
火
を
そ
こ

こ
こ
と
、
動
か
し
て
い
る
ら
し
い
。（
77
・
2
）

・
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
女
も
男
も
ま
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。

（
77
・
15
）

・
髪
の
毛
の
長
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
た
ぶ
ん
女
の
死
骸

で
あ
ろ
う
。（
78
・
12
）
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課
題
1
　
作
品
の
舞
台
設
定
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

1 

京
都
の
町
や
羅
生
門
の
描
写
に
着
目
し
て
、
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

2 「
下
人
」
が
羅
生
門
の
下
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
門

の
下
で
の
下
人
の
お
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

課
題
2
　
次
の
表
現
を
通
し
て
、「
下
人
」
の
心
情
を
追
っ
て
い
こ

う
。

1 「
勇
気
が
出
ず
に
い
た
の
で
あ
る
」（
75
・
14
）

羅
針
盤

　
下
人
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
話
し
合
お

う
。

　
そ
の
際
、「
物
語
を
読
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
「
転
換
点
」

も
参
考
に
し
よ
う
。

　
こ
の
結
末
を
経
て
、
下
人
と
老
婆
は
ど
う
な
っ
た
と
思
う
か
。

意
見
を
出
し
合
お
う
。

探
究
的
な
学
び

課
題
3
　「
な
る
ほ
ど
な
、
死
人
の
…
…
」（
82
・
9
）
と
話
し
だ
す

「
老
婆
」
は
、
自
分
が
行
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
と
め
て
み
よ
う
。

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

2 「
あ
る
強
い
感
情
が
～
嗅
覚
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
」（
78
・
7
）

3 「
老
婆
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が
、
少
し
ず
つ
動
い
て
き
た
」

（
79
・
5
）

4 「
あ
る
勇
気
が
生
ま
れ
て
き
た
」（
83
・
9
）

資
料
編
268
ペ
ー
ジ
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課
題
1
　
坊
主
が
「
こ
れ
は
人
の
食
ひ
つ
れ
ば
死
ぬ
る
物
ぞ
。」

（
58
・
3
）
と
述
べ
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
よ
う
。

　「
坊
主
」
と
「
児
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
か
。
人
物
設
定
を
整
理
し
て
考
え
、
交
流
し
よ
う
。

課
題
2
　
児
が
、「
あ
は
れ
、
食
は
ば
や
、
食
は
ば
や
」（
58
・
4
）

と
思
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
よ
う
。

◉  「
ゆ
ゆ
し
」

　
も
と
も
と
「
神
聖
で
忌い

み
は
ば
か
ら
れ
る
、
不
吉
だ
」
と
い

う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
「
忌
み
は
ば
か
ら
れ
る
ほ
ど

普
通
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
、「
よ

い
に
つ
け
悪
い
に
つ
け
、
程
度
が
普
通
で
な
い
」
と
い
う
意
味

を
経
て
、「
普
通
で
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
、
立
派
だ
」
と
い

う
意
味
が
生
じ
た
。

◉  「
し
た
た
む
」（
認し

た
た

む
）

　
現
代
で
は
「
手
紙
を
認
め
る
（
書
く
）」
の
よ
う
な
限
ら
れ

た
言
い
方
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

羅
針
盤

　
物
語
の
お
も
し
ろ
さ
を
引
き
出
す
構
成
要
素
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

探
究
的
な
学
び

語
彙
を
広
げ
る

協
働
的
な
学
び
の
た
め
に

▢ 

物
語
を
構
成
す
る
要
素
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

▢  

物
語
の
人
物
設
定
を
整
理
し
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
か
。

▢  

新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
深
め
て

い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
書
き
出
そ
う
。

学
習
の
振
り
返
り

資
料
編
266
ペ
ー
ジ
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● 教材ごとに「振り
返り」を設定し、
教材の取り立てな
ど幅広いカリキュ
ラム・授業づくり
にも対応できます。



言
語
文
化

37 36

授
業
準
備
お
よ
び
実
際
の
授
業
に
必
要
な
資
料
・
デ
ー
タ
類
が
全
て
揃
う
セ
ッ
ト
！

　
﹇
指
導
資
料
（
三
分
冊
）
＋
教
師
用
教
科
書
＋
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
＋
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈

﹇
構
成
﹈

①
指
導
資
料
﹇
Ｂ
５
判
・『
精
選
』
四
分
冊
／
『
新
』
三
分
冊
﹈　
＊
本
文
検
索
が
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
付
属
し
ま
す
。

　

…
教
材
ご
と
に
丁
寧
な
解
説
を
加
え
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
授
業
展
開
例
や
、
指
導
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
教
師
用
教
科
書
﹇
Ａ
５
判
﹈　
＊
セ
ッ
ト
内
に
一
冊
同
梱
。
各
五
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）
で
分
売
可
。

　

…
教
科
書
と
同
じ
体
裁
の
本
に
注
釈
を
付
記
。
授
業
準
備
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

③
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
﹇
１
枚
﹈

　

…
原
文
テ
キ
ス
ト
、
教
科
書
紙
面
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
収
録
。

④
指
導
用
各
種
デ
ー
タ
見
本
集

﹇
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
﹈　
＊
デ
ー
タ
類
は
、
基
本
的
に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
と
一
太
郎
の
両
形
式
で
ご
用
意
し
ま
す
。

　

…
採
用
校
向
け
の
専
用
サ
イ
ト
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◉
テ
ス
ト
問
題

　

・
教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題　

・
基
本
テ
ス
ト
（
漢
字
・
語
句
）

　

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
解
答
用
デ
ー
タ
（
テ
ス
ト
問
題
に
対
応
）

◉
素
材
デ
ー
タ

　

・
古
文
口
語
訳　

・
漢
文
書
き
下
し
文
／
口
語
訳

　

・
構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　

・
本
文
語
句
／
漢
字
シ
ー
ト　

・
古
文
品
詞
分
解
シ
ー
ト　

・
学
習
課
題
ノ
ー
ト
（
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
）

　

・
補
充
教
材
（
テ
ス
ト
問
題
付
き
）　

・
追
加
作
品
集

◉
提
示
用

　

・
提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　

・
提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（「
こ
と
ま
な
ビ
ュ
ー
ア
」
や
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
、
拡
大
表
示
や
書
き
込
み
を
行
い
な
が
ら
教
科
書
紙
面
を
提
示
で
き
ま
す
。）

◉
そ
の
他
↓
p. 

48

　

・
こ
と
ま
な
辞
書
（
教
師
用
）『
新
明
解
国
語
辞
典 

第
八
版
』『
全
訳
読
解
古
語
辞
典 

第
五
版
』『
全
訳
漢
辞
海 

第
四
版
』 ↓
p. 

48

　

・
漢
文
エ
デ
ィ
タ 

↓
p. 

44　

・
評
価
支
援
ツ
ー
ル
（
観
点
別
評
価
・
評
定
集
計
表
） ↓
p. 

42

指
導
資
料

教
師
用
教
科
書

随
筆

二

徒然草

173

❸ 

品
詞
分
解
と
口
語
訳

　
❶
あ
る
人
が
、
弓
を
射
る
こ
と
を
習
う
時
に
、
二
本
の
矢

を
手
に
挟
み
持
っ
て
的
に
向
か
う
。

❷
師
が
言
う
こ
と
に
は
、
❸
「
初
心
者
は
、
二
本
の
矢
を
持

っ
て
は
い
け
な
い
。

❹
（
そ
う
す
る
人
に
は
）
あ
と
の
矢
を
あ
て
に
し
て
、
初
め
の

矢
に
い
い
か
げ
ん
に
扱
う
心
が
あ
る
（
か
ら
で
あ
る
）。

❺
（
的
に
向
か
う
）
そ
の
つ
ど
た
だ
当
た
る
か
当
た
ら
な
い
か

と
思
い
悩
む
こ
と
な
く
、
こ
の
一
本
の
矢
で
決
め
よ
う
と
思

え
。」
と
言
う
。

❻
わ
ず
か
に
二
つ
の
矢
（
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
）、
師
の
前

で
一
つ
を
い
い
か
げ
ん
に
し
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う
か
、
い
や
、

思
わ
な
い
。

❼
（
し
か
し
）
怠
け
心
（
が
生
じ
る
こ
と
）
は
、
自
分
自
身
は

気
が
つ
か
な
く
て
も
、
師
は
こ
れ
に
気
づ
く
。

　
❶
あ
る
　
人ひ

と

、
弓ゆ

み

　
　
　
射い

る
　
　
　
こ
と
　
　
を
　
　
　
習な

ら

ふ
　
　
　
に
、
　

諸も
ろ

矢や

　
　
を
　
　
た
ば
さ
み
　
　
て
　
　
的ま

と

　
　
に
　
　
　
向む

か
ふ
。
　

❷
師し

　
　
の
　
　
い
は
く
、
　
❸
「
初し

よ

心し
ん

　
　
の
　
　
人ひ

と

、
二ふ

た

つ
　
　
の
　
　
矢や

　

　
を
　
　
　
持も

つ
　
　
こ
と
　
　
な
か
れ
。
　
❹
の
ち
　
　
の
　
　
矢や

　
　
を
　
　

　
頼た

の

み
　
　
　
て
、
　
初は

じ

め
　
　
の
　
　
矢や

　
　
に
　
　
　
な
ほ
ざ
り
　
　
　
の
　

	

心こ
こ
ろ　

　
あ
り
。
　
❺
毎ま

い

度ど

　
た
だ
　
得と

く

失し
つ

　
　
な
く
、
　
　
こ
　
　
　
の
　
　

一ひ
と

矢や

　
　
に
　
　
　
　
定さ

だ

む
　
　
　
　 

べ
し 

　
　
　
と
　
　
　 

思お
も

へ
。」 

　

　
と
　
　
　
言い

ふ
。
　
❻
　
わ
づ
か
に
　
　
二ふ

た

つ
　
　
の
　
　
矢や

、
師し

　
　
の
　
　

前ま
へ

　
　
に
て
　
　
一ひ

と

つ
　
　
を
　
　
　
お
ろ
か
に
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
ん
　
　

　
と
　
　
　
思お

も

は
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
や
。

❼
懈け

怠だ
い

　
　
の
　
　
心こ

こ
ろ、

自み
づ
から

　
　
知し

ら
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
と
　
　

連
体

動
（
ヤ
上
一
・
連
体
）

格
助
（
対
象
）

動
（
ハ
四
・
連
体
）

格
助
（
時
間
）

格
助
（
対
象
）

動
（
マ
四
・
連
用
）

接
助
（
単
接
）

格
助
（
対
象
）

動
（
ハ
四
・
終
止
）

格
助
（
主
格
）

連
語

格
助
（
体
修
）

格
助
（
体
修
）

格
助
（
対
象
）

動
（
タ
四
・
連
体
）

形
（
ク
・
命
令
）

格
助
（
体
修
）

格
助
（
対
象
）

動
（
マ
四
・
連
用
）

接
助
（
単
接
）

格
助
（
体
修
）

格
助
（
場
所
）

形
動
（
ナ
リ
・
語
幹
）

格
助
（
体
修
）

動
（
ラ
変
・
終
止
）

副

副

形
（
ク
・
連
用
）

代
名

格
助
（
体
修
）

格
助
（
手
段
）

動
（
マ
下
二
・
終
止
）

助
動
（
意
志
・
終
止
）

格
助
（
引
用
）

動
（
ハ
四
・
命
令
）

格
助
（
引
用
）

動
（
ハ
四
・
終
止
）

形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）

格
助
（
体
修
）

格
助
（
体
修
）

格
助
（
場
所
）

格
助
（
対
象
）

形
動
（
ナ
リ
・
連
用
）

動
（
サ
変
・
未
然
）

助
動
（
意
志
・
終
止
）

格
助
（
引
用
）

動
（
ハ
四
・
未
然
）

助
動
（
推
量
・
終
止
）

係
助
（
反
語
）

格
助
（
体
修
）

動
（
ラ
四
・
未
然
）

助
動
（
打
消
・
終
止
）

格
助
（
引
用
）
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二 随筆

172

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

❶ 

大
意

初
心
者
が
二
本
の
矢
を
持
っ
て
的
に
向
か
う
と
、
一
本
目
を
い
い
か
げ
ん
に
扱
う
心
が
生
じ
る
か
ら
よ
く
な
い
、
と
弓
の
師
が
弟
子
を
戒
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
万
事
に
通
じ
る
。

仏
道
を
修
行
す
る
者
で
も
、
先
々
の
時
間
を
あ
て
に
し
て
し
ま
う
。
一
瞬
の
間
に
も
存
在
す
る
油
断
し
怠
る
心
に
気
づ
き
、
な
す
べ
き
こ
と
を
た
だ
ち
に
す
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
。

❷ 

構
成

〈
第
一
段
落
〉

初
め
〜

47
・
２
「
…
…
わ
た
る
べ
し
。」

弓
を
射
る
時
に
怠
惰
の
心
が
生
じ
る
こ
と

弓
を
習
う
時
に
、「
初
心
者
が
二
本
の
矢
を
持
っ
て
的
に
向
か
う
と
、
一
本
目
を
い
い
か
げ
ん
に
扱
う
心
が
生
じ
る
の
で
、
一
本
に

集
中
せ
よ
」
と
師
が
戒
め
た
。
そ
の
つ
も
り
が
な
く
て
も
油
断
し
怠
る
心
が
生
じ
る
こ
と
を
、
師
は
気
づ
い
て
い
る
の
だ
。
こ
の
戒

め
は
万
事
に
通
じ
る
。

〈
第
二
段
落
〉

47
・
３
「
道
を
学
す
る
人
、
…
…
」

〜
終
わ
り

怠
惰
の
心
を
抑
え
る
こ
と
の
難
し
さ

仏
道
修
行
で
も
、
先
々
に
時
間
が
あ
る
と
考
え
て
、
あ
と
で
修
行
し
よ
う
と
考
え
て
し
ま
う
。
ま
し
て
一
瞬
の
う
ち
に
油
断
し
怠

る
心
が
あ
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。
現
在
の
一
瞬
に
お
い
て
た
だ
ち
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
の
か
。
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5

問
❶
「
定
む
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
懈
怠
の
心

怠
け
心
。

問
❷
「
こ
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

4
道
を
学
す
る
人

仏
道
を
修
行
す
る
人
。

5
一
刹
那

ほ
ん
の
一
瞬
と
い
う
意
味
の
仏
教

語
。
後
出
の
「
一
念
」
も
同
じ
。

＊
語
句

お
ろ
か
な
り

ね
ん
ご
ろ
な
り

わ
づ
か
に
二
つ
の
矢
、
師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。
懈け

怠だ
い

の
心
、

自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。
こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。

道
を
学
す
る
人
、
夕
べ
に
は
朝あ
し
たあ

ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
朝
に
は
夕
べ
あ
ら
ん
こ
と
を
思

ひ
て
、
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修し
ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、

懈
怠
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す

る
こ
と
の
は
な
は
だ
難か
た

き
。

（
第
九
二
段
）

＊

3

❷

4

＊

5

一

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
、「
懈
怠
の
心
」（
47
・1
）
は
ど
の
よ

う
な
形
で
表
れ
て
い
る
か
。
本
文
に
即
し
て
具
体
的
に
説
明

し
て
み
よ
う
。

　
　
①
「
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
」（
46
・1
）
人
の
場
合
。

　
　
②
「
道
を
学
す
る
人
」（
47
・3
）
の
場
合
。

二

筆
者
の
い
う
「
懈
怠
の
心
」（
47
・
1
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
自
分
の
体
験
を
も
と
に
、
話
し
合
っ
て
み
よ

う
。

課
題

一

次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　
ア

お
ろ
か
に
せ
ん
と
（
47
・1
）

　
　

　
　
①

イ

思
は
ん
や
。（
47
・1
）

　
　

　
　
　
　
ウ

朝
あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、（
47
・3
）

　
　
②

ア

一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。（
46
・3
）

　
　
　
　
イ

万
事
に
わ
た
る
べ
し
。（
47
・2
）

語
句
と
表
現

47

徒
然
草
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＊
語
句

つ
れ
づ
れ
な
り

　
日
暮
ら
し

　
あ
や
し

兼け
ん

好か
う

法
師

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

1500

1000

1700

鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
随
筆

	

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

　
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
硯す

ず
りに
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な

し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

れ
。 

（
序
段
）

＊

＊

＊

参
考

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

　
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
諸も

ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。
師
の
い
は
く
、

「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。
の
ち
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な

ほ
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一ひ
と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と
言
ふ
。

1

2

❶

1
諸
矢

　
的
に
向
か
う
時
に
作
法
と
し
て
持
つ
、

二
本
一
組
の
矢
。

2
得
失

　
成
功
と
失
敗
。
こ
こ
で
は
当
た
る
か

当
た
ら
な
い
か
と
い
う
迷
い
の
心
。

46

随
筆
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ね
ん
ご
ろ
に

お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。

決
着
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
。

い
い
か
げ
ん
に
し
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
思
わ
な
い

万
事
に
通
じ
る
に
ち
が
い
な
い

◎
第
二
段（
怠
惰
の
心
を
抑
え
る
こ
と
の
難
し
さ
）
助
動（
婉
曲
・
連
体
）

（
そ
の
と
き
に
）も
う
一
度
丁
寧
に

思
い
定
め
るま

し
て（
呼
応
の
副
詞
、
文
末
の
係
助
詞「
や
」と
呼
応
）

気
づ
く
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
気
づ
か
な
い

ど
う
し
て

一
瞬

（
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
）大
変
難
し
い
の
か

懈
怠
の
心
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

①
あ
と
の
矢
を
頼
み
に
思
っ
て
、
初
め
の
矢
を
い
い
か
げ
ん
に
扱
う
心
。

②
夕
方
に
は
翌
朝
が
あ
る
こ
と
を
、
翌
朝
に
は
夕
方
が
あ
る
こ
と
を

思
っ
て
、
そ
の
時
に
も
う
一
度
修
行
し
よ
う
と
思
う
心
。

略（
指
導
書
参
照
）

意
志

推
量

婉
曲意

志

当
然
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5

問
❶
「
定
む
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

3
懈
怠
の
心

　
怠
け
心
。

問
❷
「
こ
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

4
道
を
学
す
る
人

　
仏
道
を
修
行
す
る
人
。

5
一
刹
那

　
ほ
ん
の
一
瞬
と
い
う
意
味
の
仏
教

語
。
後
出
の
「
一
念
」
も
同
じ
。

＊
語
句

お
ろ
か
な
り

　
ね
ん
ご
ろ
な
り

わ
づ
か
に
二
つ
の
矢
、
師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。
懈け

怠だ
い

の
心
、

自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。
こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。

　
道
を
学
す
る
人
、
夕
べ
に
は
朝あ
し
たあ

ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、
朝
に
は
夕
べ
あ
ら
ん
こ
と
を
思

ひ
て
、
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修し
ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、

懈
怠
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す

る
こ
と
の
は
な
は
だ
難か
た

き
。 

（
第
九
二
段
）

＊

3

❷

4

＊

5

一

　
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
、「
懈
怠
の
心
」（
47
・1
）
は
ど
の
よ

う
な
形
で
表
れ
て
い
る
か
。
本
文
に
即
し
て
具
体
的
に
説
明

し
て
み
よ
う
。

　
　
①
「
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
」（
46
・1
）
人
の
場
合
。

　
　
②
「
道
を
学
す
る
人
」（
47
・3
）
の
場
合
。

二

　
筆
者
の
い
う
「
懈
怠
の
心
」（
47
・
1
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
自
分
の
体
験
を
も
と
に
、
話
し
合
っ
て
み
よ

う
。

課
題

一

　
次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　

 

　
　
ア

　
お
ろ
か
に
せ
ん
と
（
47
・1
）

　
　

　
　
①

　
イ

　
思
は
ん
や
。（
47
・1
）

　
　

　
　
　
　
ウ

　
朝
あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、（
47
・3
）

　
　
②

　
ア

　
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。（
46
・3
）

　
　
　
　
イ

　
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。（
47
・2
）

語
句
と
表
現

47

徒
然
草

p046-047_sgb_ko_014_随筆2_徒然草1-2.indd   47 2020/04/03   12:37

＊
語
句

つ
れ
づ
れ
な
り

日
暮
ら
し

あ
や
し

兼け
ん

好か
う

法
師

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

1500

1000

1700

鎌
倉
時
代
後
期
成
立
の
随
筆

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
硯す

ず
りに
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な

し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

れ
。

（
序
段
）

＊

＊

＊

参
考

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
諸も

ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。
師
の
い
は
く
、

「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。
の
ち
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な

ほ
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一ひ
と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と
言
ふ
。

1

2

❶

1
諸
矢

的
に
向
か
う
時
に
作
法
と
し
て
持
つ
、

二
本
一
組
の
矢
。

2
得
失

成
功
と
失
敗
。
こ
こ
で
は
当
た
る
か

当
た
ら
な
い
か
と
い
う
迷
い
の
心
。

46

随
筆
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つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し

あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け

大
意

　自
由
な
時
間
が
あ
る
中
で
ど
こ
か
満
た
さ
れ
な
い
感

じ
で
あ
る
の
に
ま
か
せ
て
、
た
わ
い
も
な
い
こ
と
を
、
と
り
と

め
も
な
く
書
き
つ
け
る
と
、妙
に
狂
お
し
い
感
じ
が
し
て
く
る
。

◎
執
筆
の
動
機
・
内
容
・
態
度
・
心
情

退
屈
で
手
持
ち
無
沙
汰
だ

一
日
中

た
わ
い
も
な
い
こ
と

と
り
と
め
も
な
く

妙
に

大
意
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仏
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旧
記
に
よ
る
と
、
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く
が
つ
い
た

り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、
薪
の
料し
ろ
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が

そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門
の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な

か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ
す

人び
と

が
棲
む
。

と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い

く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪

が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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の
尾
の
形
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り
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　そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ

の
か
ら
す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高

い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て

い
る
。
殊
に
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く

な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
胡ご

麻ま

を
ま
い
た
よ
う
に
、

は
っ
き
り
見
え
た
。
か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、

門
の
上
に
あ
る
死
人
の
肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来
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73│構成や展開　羅生門

羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨あ
ま

や
み
を
待
っ
て
い

た
。　広

い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
丹に

塗ぬ

り
の
剝

げ
た
、
大
き
な
円ま
る

柱ば
し
ら

に
、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に

あ
る
以
上
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も
み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三

人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ
風か
ぜ
と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん
と

か
い
う
災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
う

の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。 
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通
り
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げ

や
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皮
で
編
ん

だ
女
性
用
の
笠
。

人
物
の
心
情
や
考
え
方
の
変
化
を
追
う
こ
と

を
通
し
て
、
物
語
の
展
開
を
把
握
し
よ
う
。

物
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を
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構
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や
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│ 722　物語は無限に展開する
（矢吹申彦・画）（矢吹申彦・画）

異
常
な
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
。
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│ 722　物語は無限に展開する

大
意

飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め
に
盗
人

に
な
る
と
い
う
決
断
が
で
き
ず
に

い
た
下
人
が
、羅
生
門
の
楼
内
で
遭

遇
し
た
老
婆
の
生
き
る
た
め
に
は

悪
行
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
発

言
を
聞
い
た
こ
と
で
勇
気
が
生
じ
、

老
婆
の
着
物
を
奪
い
、夜
の
闇
へ
と

消
え
て
い
く
。

◎
第
一
段（〈
悪
〉の
道
に
足
を
踏
み
出
せ
な
い
下
人
）

季
節
は
秋

は
な
は
だ
し
い

都
の
中

女
性

男
性

全
て「
天
災（
＝
人
間
の
力
の
及
ば
な
い
も
の
）」で
あ
る
。

（矢吹申彦・画）
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◉
学
習
指
導
案
例
（
3
時
間
扱
い
）

265  第 3 教材　羅生門

学習指導案
� ○○高等学校国語科　○年○組
� 授業者　○○○○

1．学習活動　「羅生門」の続きを創作しよう
2．教材名　　『羅生門』・その他の関連資料
3．学習目標　�物語に描かれる人物や考え方の変化を追うことを通して、物語の展開を的確に把握す

ることができる。
4．評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

言葉には、文化の継承、発
展、創造を支える働きがあ
ることを理解している。（言
葉ア）

文章の構成や展開、表
現の仕方、表現の特色
について評価してい
る。（読むことウ）

言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを
理解したり、文章の構成や展開、
表現の仕方、表現の特色につい
て評価したりすることに向けた
粘り強い取り組みを行うととも
に、自らの学習を調整しようと
している。

観点別評価
の実際

表現の仕方や表現の特色に
ついて評価しながら、物語
の場面設定を正確に捉えて
いる。＜記述の確認＞

作品の展開を捉え、自
分の解釈やその根拠を
まとめている。＜記述
の分析＞

物語の展開を根拠にして、自分
なりの見方や考え方を文章に表
現しようとしている。＜行動の
観察＞

5．授業の展開（3 時間）

時 学習活動 評価

1
京都の町や羅生門の舞台設定に着目し、そこ
に描かれる当時の社会情勢と、羅生門の下の
下人のおかれた状況を整理する。

【知識・技能】表現の仕方や表現の特色につい
て評価しながら、物語の場面設定を正確に捉
えている。＜記述の確認＞

2
物語の設定を踏まえて、物語の展開や下人の
心情変化を正確に読み取る。

【思考・判断・表現】作品の展開を捉え、自分
の解釈やその根拠をまとめている。＜記述の
分析＞

3
この結末を経て、下人と老婆はどうなったと
思うか、「羅生門」の続きを短い文章にまとめ
て相互に読み合い、考えを交流する。

【主体的に学習に取り組む態度】物語の展開を
根拠にして、自分なりの見方や考え方を文章
に表現しようとしている。＜行動の観察＞
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採
録
の
ね
ら
い

◉
資
質
・
能
力
の
観
点
か
ら

物
語
の
展
開
を
把
握
す
る

　
高
等
学
校
国
語
科
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
言
語
文
化
」
科
目
の
「
Ｂ
読
む
こ
と
」

に
あ
る
、「
ウ
　
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
評
価
す
る

こ
と
。」
の
指
導
事
項
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
羅
生
門
」
を
取
り
取
り
上
げ
る
。

　
物
語
の
設
定
や
構
成
を
、
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
資
料
を

使
っ
た
読
み
比
べ
や
協
働
的
な
学
習
で
読
み
を
交
流
さ
せ
な
が
ら
、
自
分
の
解
釈
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
す
。

◉
テ
ー
マ
の
観
点
か
ら

　
お
そ
ら
く
戦
後
、
こ
れ
ほ
ど
高
校
生
に
読
ま
れ
て
き
た
小
説
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
の

高
校
生
の
親
の
世
代
も
ほ
と
ん
ど
が
授
業
で
読
ん
だ
経
験
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
社
会
の
混
乱
の
極
限
状
況
に
お
い
て
、「
盗
み
」
と
い
う
悪
を
、
生
活
の
た
め

に
は
許
容
す
る
、
と
い
っ
た
反
倫
理
的
と
も
思
え
る
こ
の
作
品
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
教
材
と
し
て
長
い
命
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　「
羅
生
門
」
の
主
人
公
で
あ
る
「
下
人
」
は
、
家
も
仕
事
も
お
金
も
恋
人
も
友
人
も
、
何

も
も
た
ず
、
た
だ
「
太
刀
」
だ
け
を
持
た
さ
れ
、
永
年
勤
め
た
主
人
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。

そ
の
「
下
人
」
が
「
羅
生
門
」
の
楼
上
で
老
婆
と
出
会
い
、「
下
人
」
は
刃
を
突
き
つ
け
て

老
婆
の
行
動
の
意
味
を
問
う
。
何
も
も
た
な
い
「
下
人
」
が
執
拗
に
問
い
続
け
る
の
は
、

「
意
味
」
で
あ
る
。
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
は
、「
生
き
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い

こ
と
。」
と
答
え
る
。
そ
し
て
「（
こ
の
女
も
）
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
あ
ろ
。」
と
い
う
弱

者
ど
う
し
の
相
互
許
容
の
論
理
。「
下
人
」は
冷
や
や
か
な
侮
蔑
を
も
っ
て
老
婆
の
着
物
を

は
ぎ
取
り
、京
の
町
の
混
沌
へ
と
向
か
っ
て
夜
の
闇
の
中
へ
と
駆
け
下
り
る
。「
下
人
」
は

老
婆
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
あ
れ
ほ
ど
憎
悪
し
た
老
婆
そ
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ

れ
は
歪
ん
だ
形
と
は
い
え
、
少
年
で
あ
る
下
人
に
と
っ
て
は
、
大
人
に
な
る
た
め
の
、
社

会
に
出
て
行
く
た
め
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
全
て
を
失
っ
た
若
者
が
、
人
間
性
や
人
間
社
会
の
「
意
味
」
を
問
い
返
す
現
代
の
物
語

と
し
て
、ま
た
私
た
ち
自
身
の
変
革
の
物
語
と
し
て
読
み
た
い
。「
下
人
」
の
心
の
あ
り
よ

う
を
読
み
解
い
て
い
け
ば
、
作
品
に
描
か
れ
た
、
荒
廃
し
た
「
羅
生
門
」
の
姿
は
、
現
代

日
本
の
都
市
の
中
枢
に
、
大
き
く
影
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

▼
中
心
と
な
る
学
習
方
法
・
学
習
活
動

人
物
の
心
情
や
考
え
方
の
変
化
を
追
う
こ
と
を
通
じ
て
、物
語
の
展
開
を
把
握
し
よ
う
。

　
衝
動
的
と
も
い
え
る
下
人
の
心
情
・
考
え
方
の
激
し
い
変
化
は
、
平
安
末
期
の
激
動
の

社
会
変
動
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
社
会
不
安
を
背
景
と
し
て
物
語
は
展
開
し
て

い
く
。
物
語
の
結
末
は
「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。」
と
作
者
芥
川
龍
之
介
に

よ
っ
て
意
図
的
に
明
示
さ
れ
な
い
終
わ
り
方
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
羅
生
門
」
に
お
け
る

論
理
展
開
や
人
物
設
定
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
作
品
の
背
後
に
広
が
る
こ
と
を
想
像
し
、

学
習
者
が
続
き
を
創
作
す
る
活
動
を
学
習
の
中
心
に
お
く
こ
と
で
、
舞
台
設
定
・
人
物
の

心
情
・
物
語
の
展
開
の
三
者
が
有
機
的
に
連
動
す
る
こ
と
を
深
く
理
解
さ
せ
た
い
。
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説
一
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7

2
作
品
の
概
説

❶ 

作
者

芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の
す
け
）

小
説
家
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
東
京
市
京
橋
区
（
現
東
京
都
中
央
区
）
生

ま
れ
。
第
一
高
等
学
校
第
一
部
乙
類
（
文
科
）、
東
京
帝
国
大
学
英
吉
利
文
学
科
を
卒
業
。

大
学
在
学
中
に
久
米
正
雄
・
菊
池
寛
ら
と
「
新
思
潮
」（
第
三
次
・
第
四
次
）
を
創
刊
、

翻
訳
・
小
説
・
戯
曲
な
ど
を
発
表
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、「
新
思
潮
」（
第
四
次
・

創
刊
号
）
に
発
表
し
た
小
説
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
の
激
賞
を
受
け
、
文
壇
に
登
場
す
る

機
縁
と
な
る
。
初
期
の
作
品
は
〈
昔
〉
を
舞
台
に
し
た
小
説
が
多
く
、
多
様
な
ス
タ
イ

ル
の
短
編
小
説
を
試
み
、
緊
密
な
文
体
と
知
的
な
構
成
に
よ
る
作
風
と
に
よ
っ
て
、
人

気
作
家
と
な
る
。
の
ち
に
作
風
を
転
じ
て
、
自
己
自
身
に
材
を
求
め
た
作
品
が
書
か
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
健
康
状
態
が
悪
化
し
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
自
殺
。
代
表

作
に
は
、「
戯
作
三
昧
」（
一
九
一
七
年
）、「
地
獄
変
」（
一
九
一
八
年
）、「
藪
の
中
」（
一

九
二
二
年
）、「
河
童
」「
歯
車
」（
一
九
二
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

一
八
九
二

（
明
治
二
五
）

三
月
一
日
、
東
京
市
京
橋
区
入
船
町
（
現

中
央
区
明
石
町
）
に
、
新
原
敏
三
・
ふ

く
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
こ
の
年

の
十
月
ご
ろ
、
母
・
ふ
く
が
発
狂
し
た

た
め
、
龍
之
介
は
母
の
実
家
で
あ
る
芥

川
家
（
本
所
区
小
泉
町
、
現
墨
田
区
両

国
）
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
〇
四

（
明
治
三
七
）
八
月
、
芥
川
家
に
養
子
と
し
て
入
籍
し
、

芥
川
家
の
養
嫡
子
と
な
る
。

一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）

三
月
、
東
京
府
立
第
三
中
学
校
を
卒
業
。

八
月
、
第
一
高
等
学
校
文
科
に
無
試
験

で
合
格
し
、
九
月
に
一
高
に
入
学
す
る
。

同
級
に
は
菊
池
寛
・
成
瀬
正
一
・
井
川

（
恒
藤
）
恭
・
松
岡
譲
・
久
米
正
雄
・
倉

田
百
三
・
藤
森
成
吉
・
山
本
有
三
・
土

屋
文
明
ら
が
い
た
。

一
九
一
三

（
大
正
二
）

七
月
、
一
高
を
卒
業
、
九
月
、
東
京
帝

国
大
学
文
科
（
英
文
科
）
に
入
学
す
る
。

一
九
一
四

（
大
正
三
）

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
第
三
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
す
る
。

5
月
「
老
年
」

9
月
「
青
年
と
死
」

一
九
一
五

（
大
正
四
）

早
春
、
吉
田
弥
生
と
の
結
婚
を
義
父
母

と
伯
母
に
反
対
さ
れ
、
結
婚
を
断
念
す

る
。
十
一
月
、「
羅
生
門
」
を
『
帝
国
文

学
』
に
発
表
す
る
。
こ
の
月
、
久
米
と

と
も
に
夏
目
漱
石
を
漱
石
山
房
に
訪
ね
、

以
後
、
木
曜
会
に
出
席
す
る
。

4
月
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」

11
月
「
羅
生
門
」

一
九
一
六

（
大
正
五
）

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
と
も
に
第
四
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊

す
る
。
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
（
英
文

科
）
を
卒
業
、
卒
業
論
文
は
「
ウ
イ
リ

ア
ム
・
モ
リ
ス
研
究
」
で
あ
っ
た
。
十

二
月
、
海
軍
機
関
学
校
教
授
嘱
託
に
就

任
す
る
。

＊
十
二
月
九
日
、
夏
目
漱
石
死
去
。

2
月
「
鼻
」

5
月
「
虱
」

9
月
「
芋
粥
」

10
月
「
手は
ん
け
ち巾

」

11
月
「
煙
草
と
悪
魔
」
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羅
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教科書
p.204～p.217

1
教
材
採
録
の
意
図

高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の
定
番
教
材
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
の
指
導
資
料
・
研
究
論
文
・
授
業
実
践
報
告
と
い
う
形
で
、

あ
る
い
は
、
担
当
す
る
教
員
が
培
っ
た
独
自
の
解
釈
と
い
う
形
で
、
教
室
と
い
う
現
場

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
〈
読
み
〉
が
提
起
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
、『
羅

生
門
』
を
採
録
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
点
に
留
意
し
て
、
教
科
書
の
脚
注
や

「
学
習
の
手
引
き
」
を
編
成
し
、
さ
ら
に
「
学
び
を
広
げ
る
」
を
設
定
し
た
。

①
「
平
安
朝
の
下
人
」
と
い
う
不
安
定
な
存
在
に
つ
い
て
、
飢
え
死
に
を
し
て
し
ま
う

直
前
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
刀
だ
け
は
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
点

に
注
目
し
て
考
察
を
試
み
る
。
ま
た
、
そ
の
「
下
人
」
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、「
盗

人
」
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
。

②
物
語
の
時
代
性
・
社
会
性
な
ど
に
も
配
意
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
「
下
人
」
の
視
点
か

ら
の
み
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
事
象
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
被
害
者
と
し
て
の
「
老

婆
」
の
立
場
に
な
っ
て
と
ら
え
直
す
作
業
を
し
て
い
く
。

③
物
語
の
〈
語
り
手
〉
を
、
近
代
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
あ
る
「
旧
記
」
に
問
題
意

識
を
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を
参
照
し
て
、『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
を
構
成
・
再
構
成

し
た
存
在
と
位
置
づ
け
る
。
そ
の
上
で
、
素
材
と
し
て
の
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
方

丈
記
』
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
。

「
永
年
、
使
わ
れ
て
い
た
主
人
」
か
ら
解
雇
さ
れ
て
路
頭
に
迷
う
状
態
、
通
常
な
ら

ば
〈
交
換
〉
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
（
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
た
薪
、
死
人
の

頭
髪
を
素
材
に
し
た
か
つ
ら
、
蛇
を
原
材
料
と
し
た
「
干
し
魚
」
）
が
商
品
化
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
社
会
、自
分
だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、〈
弱
者
〉た
る「
下
人
」

が
〈
弱
者
〉
た
る
「
老
婆
」
を
否
定
的
に
差
別
し
、
暴
力
的
に
抑
圧
し
て
し
ま
う
よ
う

な
行
為
、
こ
れ
ら
は
、
物
語
の
中
の
「
ひ
と
と
お
り
な
ら
ず
衰
微
し
て
い
た
」
地
域
・

時
代
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
見
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
物
語

か
ら
も
、
我
々
の
〈
い
ま
〉・〈
こ
こ
〉
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。〈
他
者
〉
へ
の
想

像
力
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、〈
語
り
手
〉
の
説
明
（
心
理
・
情
景
描
写
）
や
登

場
人
物
の
発
言
・
行
為
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 芥

川
龍
之
介
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5
揉
烏
帽
子

　
男
性
が
平
常
服

の
際
に
用
い
た
か
ぶ
り
物
。

6
辻
風

　
つ
む
じ
風
。
旋
風
。

7
旧
記

　
古
い
記
録
。

8
鴟
尾

　
宮
殿
・
仏
殿
な
ど
の

棟
の
両
端
に
取
り
付
け
た
飾

り
。

い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ

す

人び
と

が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人

を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い
く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な

く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ
の
か
ら

す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
と
に

門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
ご
ま
を
ま
い
た
よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。

か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上
に
あ

る
死
人
の
肉
を
、
つ
い
ば
み
に
来
る
の

で
あ
る
。

―
も
っ
と
も
今
日
は
、
刻

限
が
遅
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
。

た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
崩
れ
か
か
っ

た
、
そ
う
し
て
そ
の
崩
れ
目
に
長
い
草

の
生
え
た
石
段
の
上
に
、
か
ら
す
の
く

そ
が
、
点
々
と
白
く
こ
び
り
つ
い
て
い

る
の
が
見
え
る
。
下
人
は
七
段
あ
る
石

8

す  ざく

羅城門

（
教
王
護
国
寺
）

一条大路
大内裏

朱雀門

内裏
中御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
西
京
極
大
路

木
辻
大
路

道
祖
大
路

鴨
川
か
も

か
つ
ら桂
川

西
大
宮
大
路

●
西
市

●
西
市

●
東
市

●
東
市

東
寺
東
寺

西
寺
西
寺

（
教
王
護
国
寺
）羅城門

朱
雀
大
路

東
大
宮
大
路

西
洞
院
大
路
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洞
院
大
路

東
京
極
大
路

卍卍

西
の
京
（
右
京
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東
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左
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西
の
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（
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京
）

東
の
京
（
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京
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510

1
羅
生
門

　
平
安
京
の
正
門
。

朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

二
階
造
り
の
大
き
な
門
。
本

来
は
「
羅
城
門
」
と
表
記
。

2
丹
塗
り

　
赤
色
の
顔
料
で
あ

る
丹
ま
た
は
朱
で
塗
っ
て
あ

る
こ
と
。

3
朱
雀
大
路

　
平
安
京
の
中
央

を
南
北
に
走
る
大
通
り
。

4
市
女
笠

　
菅す

げ

や
竹
で
編
ん
だ

笠
。
も
と
は
市
女
（
市
場
で

物
を
売
る
女
性
）
が
用
い
、

の
ち
に
、
女
性
の
外
出
の
際

に
多
く
着
用
さ
れ
た
。

羅ら

生し
ょ
う

門も
ん

芥あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

　
あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨あ

ま

や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　
広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
外ほ
か

に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
丹に

塗ぬ

り
の
剝
げ
た
、
大

き
な
円ま
る

柱ば
し
らに

、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
止
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

に
あ
る
以
上
は
、
こ
の

男
の
外
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市い
ち

女め

笠が
さ

や
揉も

み

烏え

帽ぼ

子し

が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
男
の
外
に
は
誰
も
い
な
い
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
二
、
三
年
、
京
都
に
は
、
地
震
と
か
辻つ
じ

風か
ぜ

と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん

と
か
い
う

災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
洛ら
く

中ち
ゅ
うの

さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
る
と
、

仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積

み
重
ね
て
、
薪た
き
ぎの

料し
ろ

に
売
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
羅
生
門

の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
み
る
者
が
な
か
っ
た
。
す
る
と
そ
の
荒
れ
果
て
た
の
を
よ

1

2

3

4

5

6

7
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小
説
（
一
）
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異
常
な
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
。
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5
揉
烏
帽
子

　
男
性
が
平
常
服

の
際
に
用
い
た
か
ぶ
り
物
。

6
辻
風

　
つ
む
じ
風
。
旋
風
。

7
旧
記

　
古
い
記
録
。

8
鴟
尾

　
宮
殿
・
仏
殿
な
ど
の

棟
の
両
端
に
取
り
付
け
た
飾

り
。

い
こ
と
に
し
て
、
狐こ

狸り

が
棲す

む
。
盗ぬ

す

人び
と

が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人

を
、
こ
の
門
へ
持
っ
て
き
て
、
捨
て
て
い
く
と
い
う
習
慣
さ
え
で
き
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な

く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
か
わ
り
ま
た
か
ら
す
が
ど
こ
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。
昼
間
見
る
と
、
そ
の
か
ら

す
が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
と
に

門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
ご
ま
を
ま
い
た
よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。

か
ら
す
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上
に
あ

る
死
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の
肉
を
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つ
い
ば
み
に
来
る
の

で
あ
る
。

―
も
っ
と
も
今
日
は
、
刻

限
が
遅
い
せ
い
か
、
一
羽
も
見
え
な
い
。

た
だ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
崩
れ
か
か
っ

た
、
そ
う
し
て
そ
の
崩
れ
目
に
長
い
草

の
生
え
た
石
段
の
上
に
、
か
ら
す
の
く

そ
が
、
点
々
と
白
く
こ
び
り
つ
い
て
い

る
の
が
見
え
る
。
下
人
は
七
段
あ
る
石
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路
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が
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も
う
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、
三
人
は
あ
り
そ
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な
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の
で
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。
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の
男
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に
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も
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う
と
、
こ
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二
、
三
年
、
京
都
に
は
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地
震
と
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辻つ
じ
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と
か
火
事
と
か
飢き

饉き
ん

と
か
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う

災
い
が
続
い
て
起
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っ
た
。
そ
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で
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く

中ち
ゅ
うの

さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
。
旧
記
に
よ
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と
、

仏
像
や
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具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
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が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔は
く

が
つ
い
た
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し
た
木
を
、
道
端
に
積
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重
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て
、
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き
ぎの
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ろ

に
売
っ
て
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た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洛
中
が
そ
の
始
末
で
あ
る
か
ら
、
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生
門

の
修
理
な
ど
は
、
も
と
よ
り
誰
も
捨
て
て
顧
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る
者
が
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か
っ
た
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す
る
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の
荒
れ
果
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た
の
を
よ

1

2

3

4

5

6

7

204

小
説
（
一
）

p204-219_sgb_ge_053_羅生門.indd   204 2020/04/04   20:35

大
意

飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め
に
盗
人
に
な
る
と
い
う
決
断
が
で
き
ず

に
い
た
下
人
は
、羅
生
門
の
楼
内
で
老
婆
に
遭
遇
す
る
。
生
き
る
た

め
に
は
悪
行
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
発
言
を
聞
い
て
勇
気
が
生

じ
、
老
婆
の
着
物
を
奪
い
、
夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。

◎
第
一
段（〈
悪
〉の
道
に
足
を
踏
み
出
せ
な
い
下
人
）

季
節
は
秋

女
性

男
性

全
て「
天
災（
＝
人
間
の
力
の
及
ば
な
い
も
の
）」で
あ
る
。

都
の
中

は
な
は
だ
し
い

矢吹申彦・画
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1 

芥
川

　所
在
不
明
。
現
在
の
大
阪
府
高た

か

槻つ
き

市
に

あ
る
川
と
す
る
説
も
あ
る
。

▼ 

問 「
か
れ
は
何
ぞ
。」
の
「
か
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

芥あ
く
た

川が
は

　昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け

る
を
、
年
を
経
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か

ら
う
じ
て
盗
み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。

芥
川
と
い
ふ
川
を
率ゐ

て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上

＊

＊＊

1

＊

文
章
と
絵
画
を
結
び
つ
け
て
捉
え
る
こ
と
を

通
し
て
、
心
情
表
現
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

よ
う
。

伊い

勢せ

物
語 物

語
に
表
れ
た
心
情
表
現
を
考
え
る

言
語
文
化
の

継
承
と
創
造

2 

神

　こ
こ
で
は
雷
の
こ
と
。

3 

い
み
じ
う

　「い
み
じ
く
」
の
音
便
。

4 

い
た
う

　「い
た
く
」
の
音
便
。

5 

胡
簶

　矢
を
入
れ
て
背
負
う
筒
型
の
道
具
。

 ＊
語
句 

え
～
打
消
／
わ
た
る
／
い
と
／
率
る
／
い
み
じ
／

い
た
し

に
置
き
た
り
け
る
露
を
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と

な
む
男
に
問
ひ
け
る
。
行
く
先
多
く
、
夜
も
更ふ

け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
、
神
さ

へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け

れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば
奥
に
押
し

入
れ
て
、
男
、
弓
・
胡や
な
簶ぐ
ひ
を
負
ひ
て
戸
口
に
を

り
、
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り

け
る
に
、
鬼
は
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。「
あ

な
や
。」
と
言
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴
る
騒
ぎ
に
、

▼

2

＊
3

＊
4

5

歌
物
語

700

1000
平安

1500

1700

1900

室町

江戸

明治

令和

奈良

鎌倉

平成
昭和
大正

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
も
な
か
っ

た
女
を
、

　　長
年

　
　
　
　求
婚
し
続
け
て
き
た
の
だ
が
、

「
あ
れ
は
何
で
す
か
。」

道
の
り
が
遠
く
、

鬼
が
い
る
所

　
　
　　知
ら
な
い
で
、　雷
ま
で

荒
れ
果
て
て
い
る

早
く
夜
が
明
け
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　座
っ
て
い

る
間
に
、

『伊勢物語絵巻』（江戸時代後期の模本）

5

97│言語文化の継承と創造　伊勢物語 │ 963　言葉は時空をかけめぐる

◎
第
二
段（
男
と
女
の
逃
避
行
）

程
度
が
は
な
は
だ
し
い

た
い
そ
う
ひ
ど
く
鳴
り

た
い
そ
う降

っ
て
き

た
の
で

係

結
び

接
助（
順
・
確
）

接
助（
打
消
）

更

け
た
の
で

　
　
　
　
　
　

男
は

 

終
助（
他
に
対
す
る
願
望
） 

ゐ
る
＝
座
る

鬼
が（
女
を
）た
ち
ま
ち
一
口
で
食
っ
て

し
ま
っ
た

（
女
は
）

（東京国立博物館／DNPアートコミュニケーションズ提供）

「
草
の
上
に
置
き
た
り
け
る
露
」の
こ
と
。こ
こ
か
ら

「
女
」は
普
段
外
に
出
て
そ
の
よ
う
な
露
を
見
た
こ

と
も
な
い
深
窓
の
姫
君
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（矢吹申彦・画）
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芥
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在
不
明
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現
在
の
大
阪
府
高た

か

槻つ
き

市
に

あ
る
川
と
す
る
説
も
あ
る
。

▼ 

問 「
か
れ
は
何
ぞ
。」
の
「
か
れ
」
は
何
を
指
す
か
。

芥あ
く
た

川が
は

　昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け

る
を
、
年
を
経
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か

ら
う
じ
て
盗
み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。

芥
川
と
い
ふ
川
を
率ゐ

て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上

＊

＊＊

1

＊

文
章
と
絵
画
を
結
び
つ
け
て
捉
え
る
こ
と
を

通
し
て
、
心
情
表
現
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

よ
う
。

伊い

勢せ

物
語 物

語
に
表
れ
た
心
情
表
現
を
考
え
る

言
語
文
化
の

継
承
と
創
造

2 

神

　こ
こ
で
は
雷
の
こ
と
。

3 

い
み
じ
う

　「い
み
じ
く
」
の
音
便
。

4 

い
た
う

　「い
た
く
」
の
音
便
。

5 

胡
簶

　矢
を
入
れ
て
背
負
う
筒
型
の
道
具
。

 ＊
語
句 

え
～
打
消
／
わ
た
る
／
い
と
／
率
る
／
い
み
じ
／

い
た
し

に
置
き
た
り
け
る
露
を
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と

な
む
男
に
問
ひ
け
る
。
行
く
先
多
く
、
夜
も
更ふ

け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
、
神
さ

へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け

れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば
奥
に
押
し

入
れ
て
、
男
、
弓
・
胡や
な
簶ぐ
ひ
を
負
ひ
て
戸
口
に
を

り
、
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り

け
る
に
、
鬼
は
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。「
あ

な
や
。」
と
言
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴
る
騒
ぎ
に
、

▼

2

＊
3

＊
4

5

歌
物
語

700

1000
平安

1500

1700

1900

室町

江戸

明治

令和

奈良

鎌倉

平成
昭和
大正

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
も
な
か
っ

た
女
を
、

　　長
年

　
　
　
　求
婚
し
続
け
て
き
た
の
だ
が
、

「
あ
れ
は
何
で
す
か
。」

道
の
り
が
遠
く
、

鬼
が
い
る
所

　
　
　　知
ら
な
い
で
、　雷
ま
で

荒
れ
果
て
て
い
る

早
く
夜
が
明
け
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　座
っ
て
い

る
間
に
、

『伊勢物語絵巻』（江戸時代後期の模本）
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大
意

昔
、
男
が
、
数
年
通
っ
て
い
た
女
を
盗
み
出
し
、
暗
い
夜
に
芥
川
ま

で
来
た
。
女
は
草
に
置
く
露
を
見
て「
あ
れ
は
何
で
す
か
。」と
尋
ね

る
。
そ
の
夜
は
大
雨
で
、
雷
さ
え
鳴
り
出
す
。
男
は
あ
ば
ら
屋
に
女

を
残
し
、
外
で
警
護
に
当
た
っ
た
が
、
あ
ば
ら
屋
に
は
鬼
が
い
て
女

を
食
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
男
が
小
屋
を
見
る
と
女
が
い
な
い
。

男
は
地
団
駄
を
踏
ん
で
悔
し
が
り
、
嘆
き
の
歌
を
よ
ん
だ
。

◎
第
一
段（
女
を
盗
み
出
し
た
男
）

数
年
に
わ
た
っ
て

ず
っ
と
…
し
続
け
る

と
て
も
、
非
常
に

と
て
も
暗
い
夜
に
逃
げ
出
し
た

連
れ
て

（
女
は
）

助
動（
打
消
推
量
・
連
用
）

格
助（
同
格
）

「
え
…（
打
消
）」の
形（
不
可
能
）

sam0067_p095-107_伊勢物語.indd   96 2022/01/28   14:03:33

◉
品
詞
分
解
と
口
語
訳

◆
芥
川

19  第 1 教材　伊勢物語

〔
品
詞
分
解
〕

〔
口
語
訳
〕

❶
昔
、
男
が
い
た
。

❷
女
で
（
思
い
の
か
な
え
ら
れ
な
い
）、手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
そ
う
に
も
な
か
っ
た
女
を
、
数
年
に
わ
た
っ

て
求
婚
し
続
け
て
い
た
が
、
や
っ
と
の
こ
と
で
（
そ
の

女
を
）
盗
み
出
し
て
、と
て
も
暗
い
夜
に
逃
げ
出
し
た
。

❸
芥
川
と
い
う
川
の
畔
ま
で
女
を
連
れ
て
き
た
と
こ

ろ
、（
女
は
）
草
の
上
に
置
く
露
を
「
あ
れ
は
何
で
す

か
。」
と
男
に
尋
ね
た
。（
男
は
答
え
な
か
っ
た
。）

❹
（
男
は
）
道
の
り
が
遠
く
、
夜
も
す
っ
か
り
更
け
た

の
で
、
鬼
が
す
む
所
と
も
知
ら
ず
、
雷
ま
で
た
い
そ
う

ひ
ど
く
鳴
り
、
雨
も
ひ
ど
く
降
っ
て
き
た
の
で
、
荒
れ

果
て
た
蔵
に
、
女
を
奥
の
方
に
押
し
入
れ
て
、
男
は
、

弓
、
胡
簶
を
背
負
っ
て
戸
口
に
い
て
守
っ
て
い
る
。
早

く
夜
が
明
け
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら
座
っ
て
い
る
間

に
、
鬼
が
（
女
を
）
た
ち
ま
ち
一
口
で
食
っ
て
し
ま
っ

た
。

❶
昔む
か
し

、
男を

と
こ

　

あ
り

動（
ラ
変･

連
用
）　

け
り
。

助
動（
過
去･

終
止
）

❷
女を

ん
な

　

の
格
助（
同
格
）
　
え副

　

得う

動（
ア
下
二･

終
止
）　

ま
じ
か
り

助
動（
打
消
推
量･

連
用
）　

け
る

助
動（
過
去･

連
体
）
　

を
、

格
助（
対
象
）
　
年と

し

　

を
格
助（
時
間
）
　

経へ

動（
ハ
下
二･

連
用
）
　

て
接
助（
単
接
）
　
よ
ば
ひ
わ
た
り

動（
ラ
四･

連
用
）

　

け
る

助
動（
過
去･

連
体
）
　

を
、

接
助（
単
接
）
　
か
ら
う
じ
て

副

　
盗ぬ

す

み
出い

で

動（
ダ
下
二･

連
用
）
　

て
、

接
助（
単
接
）
　
い
と副

　

暗く
ら

き

形（
ク･

連
体
）　

に
格
助（
時
間
）
　

来き

動（
カ
変･

連
用
）　

け
り
。

助
動（
過
去･

終
止
）

❸
芥あ

く
た

川が
は

　

と
格
助（
引
用
）
　

い
ふ

動（
ハ
四･

連
体
）　
川か

は

　

を
格
助（
場
所
）
　

率ゐ

動（
ワ
上
一･

連
用
）
　

て
接
助（
単
接
）
　

行ゆ

き

動（
カ
四･

連
用
）　

け
れ

助
動（
過
去･

已
然
）
　

ば
、

接
助（
順
接
・
確
定
）
　
草く

さ

　

の
格
助（
体
修
）
　
上う

へ

　

に
格
助（
場
所
）
　

置お

き

動（
カ
四･

連
用
）　

た
り

助
動（
存
続･

連
用
）
　

け
る

助
動（
過
去･

連
体
）
　
露つ

ゆ

　

を
、

格
助（
対
象
）
　

「
か
れ

代
名

　

は
係
助（
区
別
）
　
何な

に
代
名
　

ぞ
。」

係
助（
強
意
）
　

と
格
助（
引
用
）
　

な
む

係
助（
強
意
・
係
）　
男を

と
こ

　

に
格
助（
対
象
）
　

問と

ひ

動（
ハ
四･

連
用
）　

け
る
。

助
動（
過
去･

連
体
・
結
）

❹
行ゆ

く
先さ

き

　
多お

ほ

く
、

形（
ク･

連
用
）　
夜よ

　

も
係
助（
添
加
）
　

更ふ

け

動（
カ
下
二･

連
用
）　

に

助
動（
完
了･

連
用
）
　

け
れ

助
動（
過
去･

已
然
）
　

ば
、

接
助（
順
接･

確
定
）
　
鬼お

に

　

あ
る

動（
ラ
変･

連
体
）　
所と

こ
ろ

　

と
格
助（
引
用
）
　

も
係
助（
強
意
）
　

知し

ら

動（
ラ
四･

未
然
）　

で
、

接
助（
打
消
）
　
神か

み

　

さ
へ

副
助（
添
加
）
　
い
と副

　
い
み
じ
う

形（
シ
ク･

連
用
）
　

鳴な

り
、

動（
ラ
四･

連
用
）　
雨あ

め

　

も
係
助（
強
意
）
　

い
た
う

形（
ク･

連
用･

音
便
）　

降ふ

り

動（
ラ
四･

連
用
）　

け
れ

助
動（
過
去･

已
然
）
　

ば
、

接
助（
順
接･

確
定
）
　
あ
ば
ら
な
る

形
動（
ナ
リ･

連
体
）
　
蔵く

ら

　

に
、

格
助（
場
所
）
　
女を

ん
な

　

を
格
助（
対
象
）
　

ば

係
助（
強
意
・「
は
」の
濁
音
化
）　
奥お

く

　

に
格
助（
場
所
）
　
押お

し
入い

れ

動（
ラ
下
二･

連
用
）　

て
、

接
助（
単
接
）
　
男を

と
こ

、
弓ゆ

み

・
胡や

な

簶ぐ
ひ

　

を
格
助（
対
象
）
　

負お

ひ

動（
ハ
四･

連
用
）　

て
接
助（
単
接
）
　
戸と

口ぐ
ち

　

に
格
助（
場
所
）
　

を
り
、

動（
ラ
変･

連
用
）　
は
や副

　
夜よ

　

も
係
助（
強
意
）
　

明あ

け

動（
カ
下
二･

未
然
）　
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◆
筒
井
筒
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段

　落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　意

第
一
段

初
め
～
99
・
9「
あ
ひ
に
け
り
。」
幼
な
じ
み
の
男
女
の
結
婚

　
昔
、
井
戸
の
そ
ば
で
遊
ん
で
い
た
幼
な
じ
み
の
男
女
が
か
ね
て
か
ら
の
願
い
ど
お
り
結
婚
し
た
。

第
二
段

100
・
1
「
さ
て
年
ご
ろ
経
る
ほ

ど
に
、」
～
終
わ
り

妻
の
愛
と
男
の
改
心

　
年
月
が
た
っ
て
女
の
親
が
亡
く
な
り
生
活
が
心
細
く
な
る
と
、
男
に
は
他
に
通
う
女
が
で
き
た
。
し
か
し
、
男
は
も
と
の
女
の
変
わ
ら

ぬ
愛
を
知
り
、
男
は
他
の
女
の
元
に
通
わ
な
く
な
っ
た
。

【
第
一
段
】
幼
な
じ
み
の
男
女
の
恋

─
成
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　 

つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り

　
㊚ 

こ
の
女
を
こ
そ
得
め
　
　
　
　
　
㊛ 

こ
の
男
を
（
こ
そ
得
め
）

　
　 

「
筒
井
筒
…
…
」
の
歌
　
　
　
　
　
　「
比
べ
来
し
…
…
」
の
歌

〈
過
去
〉
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け�

�

比
べ
来
し
振
り
分
け
髪

〈
現
在
〉
過
ぎ
に
け
ら
し
な
　
　
　
　�

�

肩
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　 

大
人
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
⇐

〈
未
来
〉　
　 

結
婚
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

君
な
ら
ず
し
て
誰
か
上
ぐ
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
と
結
婚
し
た
い

【
第
二
段
】
夫
婦
の
危
機�

回
避

　
女
の
親
の
死
　
→
　
経
済
的
困
窮

㊚ 

も
ろ
と
も
に
言
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は

　 

高
安
の
郡
に
、
行
き
通
ふ
所
出
で
来
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

妻
の
浮
気
を
疑
い
、
前
栽
に
隠
れ
様
子
を
う
か
が
う

�

限
り
な
く
か
な
し

㊛ 

悪
し
と
思
へ
る
気
色
も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば

　 

い
と
よ
う
化
粧
じ
て
、
う
ち
眺
め
て

　 

「
風
吹
け
ば
…
…
」
の
歌
…
夫
の
安
全
を
祈
る

◉
展
開
図
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●精選

●精選●新

●新

※
『
教
師
用
教
科
書
』
の
み
を
除
く
、

　
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
版
」
の

　

ご
用
意
も
ご
ざ
い
ま
す
。

▪
各 

二
七
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

「
指
導
と
評
価
」を
支
え
る
指
導
書・教
材

『
精
選 
言
語
文
化
』『
新 

言
語
文
化
』

指
導
書　
各 
三
三
、
〇
〇
〇
円(

税
込)



言
語
文
化

39 38

付
属
教
材
集

提
示
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

教
科
書
教
材
を
使
っ
た
難
易
度
別
テ
ス
ト
問
題

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト

古
文
品
詞
分
解
シ
ー
ト

『精選』は標準・発展の2段階、『新』は基礎・標準・発展の3段階のテス
ト問題をお使いいただけます（各段階の中に複数のテストがある教材もご
ざいます）。Googleフォームで使える解答用フォームもご用意します。

幅広いカリキュラム・授業展開にお使いいただけるよう、付属教材集を
ご用意しています。また、それぞれに実力問題がついています。

教材文の構成や内容を、書き込みながら
理解していくことができるワークシート
です。予習・復習用としてもご利用いた
だけます。

古文教材に品詞を書き込んでいけるよう、
本文の行間をあけたワークシートです。
正解を赤字で入れたシートもご用意して
います。

教材本文を提示できるパワーポイント
データです。古文・漢文の口語訳・訓
点のオンオフも可能です。板書代わり
の提示や、オリジナルのスライド作り
にご利用いただけます。

－ 1 －

 
 

借
虎
威 

 

� 

�
次
の
文
章
を
読
ん
で
�
後
の
問
い
に
答
え
よ
� 

 

�
標
準
問
題
� 

 

 

問
一 

二
重
傍
線
ａ
�
ｃ
の
読
み
を
�
送
り
仮
名
も
含
め
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
て
全
て
平
仮
名
で
記
せ
� 

問
二 

傍
線
１
・
４
・
５
・
６
が
指
す
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
�
記
号
で
答
え
よ
�
同
じ
も
の
を
何
度
選
ん

で
も
良
い
� 

 
 

 

① 

虎 
 

② 

狐 
 

③ 

百
獣 

問
三 

空
欄
� 

Ａ 

�
�
� 

Ｃ 

�
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
�
記
号
で
答
え

よ
� 

 
 

 

Ａ 

① 

友 
 

② 

命 
 

③ 

詐 
 

④ 

然 
 

⑤ 

長 
 

 
 

Ｂ 

① 

得 
 

② 

食 
 

③ 

畏 
 

④ 

侮 
 

⑤ 

求 
 

 
 

Ｃ 

① 

走 
 

② 

畏 
 

③ 

行 
 

④ 

食 
 

⑤ 

侮 

問
四 

傍
線
２
に
�
敢
へ
て
我
を
食
ら
ふ
こ
と
無
か
れ
�
と
い
う
書
き
下
し
文
に
従
�
て
返
り
点
を
施
せ
� 

問
五 

傍
線
３
を
�
１
�
書
き
下
し
文
に
し
�
�
２
�
口
語
訳
せ
よ
� 

問
六 

傍
線
７
を
口
語
訳
せ
よ
� 

問
七 

�
虎
の
威
を
借
る
�
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
記
せ
� 

 

羅
生
門 

● 

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
初
め
～
p.
27
・
l
・
4
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
               

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
p.
27
・
l
・
5
～
p.
30
・
l
・
1
） 

                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
し
ご
か
ら
上
へ
飛
び
上
が
っ
た
。 

  

京
都
の
町
… 

災
い
続
き
で
ひ
と
と
お
り
で 

な
く
さ
び
れ
て
い
る
。 

 

門
の
修
理
な
ど
顧
み
る
者
は 

な
い
。 

 
 

↓
荒
れ
は
て
た
羅
生
門 

 

・
狐
狸
や
○ア

〔 
 

 
 

〕

が
棲
む
。 

 

・
○イ

〔 
 

 
 

〕
を
捨
て

て
い
く
。 

 

・ 

主
人
か
ら
○ウ

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕
た
め
に

帰
る
と
こ
ろ
が
な
い
。 

・ 

○エ

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕
を
ど
う
に
か
し
よ

う
と
い
う
考
え 

 
 

↓ 

 
 
 
 
 
 

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 

 
 

 

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
ど
う
に
か
す

る
に
は
、
○オ

〔 
 
 
 

〕
を
選
ん
で
い
る

い
と
ま
は
な
い
。 

 
 
 

 

 
 
 

＝
○カ

〔 
 
 
 

〕
に
な
る
よ
り
な
い
。 

   
 

肯
定
す
る
だ
け
の
○キ

〔 
 
 
 

〕
が
出
な
い
。

舞台：羅生門 

主人公：下人 

羅生門の下

で雨やみを

待つ下人。 

門の上で夜を

明かそうと、

楼に登る。 

○ク

〔 
 
 
 

〕
ば
か
り
か
と
思
っ
て 

い
た
楼
の
内
に
老
婆
を
見
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

死
人
の
○サ

〔 
 
 
 
 

〕
を
抜
く 

 
 

 

老
婆
。 

六
分
の
○ケ

〔 
 
 
 

〕
と
四
分
の
○コ

〔 
 
 
 
 
 

〕。

 
 

○シ

〔 
 
 
 

〕
は
消
え
る
。 

激
し
い
○ス

〔 
 
 
 

〕

を
覚
え
始
め
る
。 

   

あ
ら
ゆ
る
○セ

〔 
 
 

〕
に
対
す
る
反
感
。 

  

 

○ソ

〔 
 
 
 

〕
に
な
る
と
い
う
さ
っ
き
ま
で
の 

考
え
は
忘
れ
て
い
る
。 

飢
え
死
に

＜ 
 

盗
人 

楼
の
内
部
を
の
ぞ
く
下
人 

 

羅
生
門
と
下
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
勢
物
語 

  
 

芥
川 

   

昔

、

男

あ

り

け

り

。

女

の

 

 

え

得

ま

じ

か

り

け

る

を

、

年

を

 

 

経

て

よ

ば

ひ

わ

た

り

け

る

を

、

か

ら

う

じ

て

 

 

盗

み

出

で

て

、

い

と

暗

き

に

来

け

り

。

 

 

芥

川

と

い

ふ

川

を

率

て

 

 

行

き

け

れ

ば

、

草

の

上

に

 

 

置

き

た

り

け

る

露

を

、

「

か

れ

は

何

ぞ

。

」

 

 

と

な

む

男

に

問

ひ

け

る

。

行

く

先

多

く

、

 

 

夜

も

更

け

に

け

れ

ば

、

鬼

あ

る

 

 

所

と

も

知

ら

で

、

神

さ

へ

い

と

い

み

じ

う

 

 
鳴

り

、

雨

も

い

た

う

降

り

け

れ

ば

、

 

 

あ

ば

ら

な

る

蔵

に

、

女

を

ば

奥

に

押

し

入

れ

て

、

 

 

男

、

弓

・

胡

簶

を

負

ひ

て

戸

口

に

を

り

、

は

や

 

 

夜

も

明

け

な

む

と

思

ひ

つ

つ

 

 

ゐ

た

り

け

る

に

、

鬼

は

や

一

口

に

 

 

食

ひ

て

け

り

。

「

あ

な

や

。

」

と

 

 

借
虎
威

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

  
                                          

〔

プ
ロ
セ
ス

〕 

虎
が
、
之
（
＝
○カ

〔

〕
）
の
後
ろ
か
ら
歩
い
て
い
く
と
、 

○キ

〔

〕
は
之
（
＝
○ク

〔

〕）
を
見
て
、
皆
逃
げ
て
い
っ
た
。 

多
く
の
獣
を
つ
か
ま
え
て
食
べ
る 

虎
の
思
い
込
み

…

獣
は
○ケ

〔

〕
を
恐
れ
て
逃
げ
た
。 

狐
の
知
恵 

食
わ
れ
ま
い
と
し
て
だ
ま
す 

虎…強い 

狐…弱い 

信
じ
ら
れ
な
い
な
ら 

 

○ウ

〔

〕
（
＝
虎
）
の
前
を
歩
こ
う
。 

私
の
後
に
つ
い
て
よ
く
見
な
さ
い
。 

○エ

〔

〕
は
皆
、
○オ

〔

〕
（
＝
狐
）
を
見
て
、
逃
げ
る

に
違
い
な
い
。 

 

○ア

〔

〕
が
私
を
○イ

〔

〕
の
王
に 

し
て
い
る
の
で
私
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。 

＝ 

伊
勢
物
語 

  
 

芥
川 

   
 
 

 
 

動
（
ラ
変
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
終
止
） 

 
 

格
助
（
同
格
） 

 

 

昔
、
男 

あ
り 

 
 

 
 
 
 

け
り
。 

 
 
 

 
 
 

女 

の 
 
 

 
 

 
 

 

副 

動
（
ア
下
二
・
終
止
） 

助
動
（
打
消
推
量
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
連
体
） 

格
助
（
対
象
） 

 

格
助
（
時
間
） 

 

え 

得 
 

 
 
 

 
 

 
 

ま
じ
か
り 

 
 

 
 

 
 
 

け
る 

 
 
 

 
 

 
 

を
、 

 
 
 

年 

を 
 
 
 

 
 

 

 

動
（
ハ
下
二
・
連
用
） 

接
助
（
単
接
） 

動
（
ラ
四
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
連
体
） 

接
助
（
単
接
） 

副 
 
 

 
 

 

経 
 

 
 

 
 
 

 
 

て 
 
 

 
 

 

よ
ば
ひ
わ
た
り 

 
 

け
る 

 
 
 

 
 
 
 

を
、 

 
 

 
 

か
ら
う
じ
て 

 

 

動
（
ダ
下
二
・
連
用
） 

接
助
（
単
接
） 

副 
 

形
（
ク
・
連
体
） 

格
助
（
時
間
） 

動
（
カ
変
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
終
止
） 

盗
み
出
で 

 
 
 

 
 

て
、 

 
 
 

 

い
と 

暗
き 

 
 

 
 

 

に 
 
 

 
 
 

来 
 

 
 
 

 
 

 

け
り
。 

 
 
 
 

 

  
 
 

格
助
（
引
用
） 

動
（
ハ
四
・
連
体
） 

 

格
助
（
場
所
） 

動
（
ワ
上
一
・
連
用
） 

接
助
（
単
接
） 

 

芥
川 

と 
 
 
 

 
 

い
ふ 

 
 
 

 
 

川 

を 
 
 
 

 
 

率 
 

 
 

 
 
 
 

 

て 
 
 

 
 

 
 

 

動
（
カ
四
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
已
然
） 

接
助
（
順
接
・
確
定
） 

 

格
助
（
体
修
） 

 

格
助
（
場
所
） 

 

行
き 

 
 

 
 
 

 

け
れ 

 
 

 
 

 
 
 

ば
、 

 
 
 

 
 

 

草 

の 
 

 
 
 

上 

に 
 

 
 

 
 
 

 

動
（
カ
四
・
連
用
） 

助
動
（
存
続
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
連
体
） 

 

格
助
（
対
象
） 

代
名 

係
助
（
区
別
） 

代
名 

終
助
（
強
意
） 

置
き 

 
 

 
 
 

 

た
り 

 
 

 
 

 
 
 

け
る 

 
 
 

 
 

 

露 

を
、 

 
 
 

「
か
れ 

は 
 

 
 
 
 

何 
 

ぞ
。
」 

 
 
 

 

格
助
（
引
用
） 

係
助
（
強
意
・
係
） 

 

格
助
（
対
象
） 

動
（
ハ
四
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
連
体
・
結
） 

 
 

 

形
（
ク
・
連
用
） 

と 
 

 
 

 
 

な
む 

 
 
 
 

 

男 

に 
 
 

 
 
 

問
ひ 

 
 
 

 
 

 

け
る
。 

 
 
 
 

 
 

 

行
く
先 

多
く
、 

 
 

 
 

  
 

係
助
（
添
加
） 

動
（
カ
下
二
・
連
用
） 

助
動
（
完
了
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
已
然
） 

接
助
（
順
接
・
確
定
） 

 

動
（
ラ
変
・
連
体
） 

夜 

も 
 

 
 
 

 

更
け 

 
 

 
 

 
 
 

に 
 

 
 
 

 
 

 
 

け
れ 

 
 
 
 

 
 

 

ば
、 

 
 

 
 
 
 

鬼 

あ
る 

 
 

 
 

 

  
 

格
助
（
引
用
） 

係
助
（
強
意
） 

動
（
ラ
四
・
未
然
） 

接
助
（
打
消
） 

 

副
助
（
添
加
） 

副 
 

形
（
シ
ク
・
連
用
・
音
便
） 

 

所 

と 
 

 
 
 

 

も 
 
 
 

 
 

知
ら 

 
 

 
 
 
 

で
、 

 
 

 

神 

さ
へ 

 
 

 
 

い
と 

い
み
じ
う 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

動
（
ラ
四
・
連
用
） 

 

係
助
（
添
加
） 

形
（
ク
・
連
用
・
音
便
） 

動
（
ラ
四
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
已
然
） 

接
助
（
順
接
・
確
定
） 

鳴
り
、 

 
 
 
 

雨 

も 
 
 

 
 

 

い
た
う 

 
 
 
 

 
 

 

降
り 

 
 

 
 
 

 

け
れ 

 
 
 

 
 
 
 

ば
、 

 
 

 
 

 
 
 

 

形
動
（
ナ
リ
・
連
体
） 

 

格
助
（
場
所
） 

 

格
助
（
対
象
） 

係
助
（
強
意
） 

 

格
助
（
場
所
） 

動
（
ラ
下
二
・
連
用
） 

接
助
（
単
接
） 

あ
ば
ら
な
る 

 
 

 

蔵 

に
、 

 
 

 

女 

を 
 

 
 
 

 

ば 
 
 

 
 

奥 

に 
 
 

 
 
 

押
し
入
れ 

 
 
 

 
 

て
、 

  
 
 

 
 

 
 

格
助
（
対
象
） 

動
（
ハ
四
・
連
用
） 

接
助
（
単
接
） 

 
 

 

格
助
（
場
所
） 

動
（
ラ
変
・
連
用
） 

副 
 

 

男
、
弓
・
胡
簶 

を 
 

 
 
 
 

負
ひ 

 
 

 
 

 
 

て 
 
 

 
 
 

戸
口 

に 
 

 
 

 
 

を
り
、 

 
 
 

 
 

は
や 

 

  
 
 

係
助
（
強
意
） 

動
（
カ
下
二
・
未
然
） 

終
助
（
他
に
対
す
る
願
望
） 

格
助
（
引
用
） 

動
（
ハ
四
・
連
用
） 

接
助
（
並
列
） 

 

夜 
 

も 
 
 
 

 
 

明
け 

 
 
 

 
 
 

 

な
む 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

と 
 
 

 
 

 

思
ひ 

 
 

 
 
 

 

つ
つ 

 
 
 

 
 

 

動
（
ワ
上
一
・
連
用
） 

助
動
（
存
続
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
連
体
） 

接
助
（
順
接
・
確
定
） 

 
 

副 
 
 
 

 

格
助
（
手
段
） 

ゐ 
 

 
 

 
 
 

 
 

た
り 

 
 
 

 
 
 

 

け
る 

 
 

 
 

 
 
 

に
、 

 
 
 

 
 

 

鬼 
 

は
や 

一
口 

に 
 
 

 
 

 

動
（
ハ
四
・
連
用
） 

助
動
（
完
了
・
連
用
） 

助
動
（
過
去
・
終
止
） 

感
動 

 
 
 

格
助
（
引
用
） 

食
ひ 

 
 

 
 
 

 

て 
 
 
 

 
 

 
 
 

け
り
。 

 
 

 
 

 

「
あ
な
や
。
」 

と 
 

 
 
 

 

 

－ 1 － 

 
 

羅
生
門 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

芥
川
龍
之
介 

 

〔 

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

【
発
展
問
題
１
】 

  

そ
れ
か
ら
、
何
分
か
の
後
で
あ
る
。

ら羅
し
ょ
う

生
も
ん門

の
楼
の
上
へ
出
る
、
幅
の
広
い
は
し
ご
の
中
段
に
、
一
人
の
男
が

 

１、
猫
の
よ
う
に
身
を

縮
め
て
、
息
を
殺
し
な
が
ら
、
上
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
楼
の
上
か
ら
さ
す
火
の
光
が
、
か
す
か
に
、
そ
の
男
の
右
の
頰
を
ぬ
ら

し
て
い
る
。
短
い
ひ
げ
の
中
に
、
赤
く
う
み
を
持
っ
た
に
き
び
の
あ
る
頰
で
あ
る
。
下
人
は
、
初
め
か
ら
、
こ
の
上
に
い
る
者
は
、
死
人

ば
か
り
だ
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
は
し
ご
を
二
、
三
段
上
っ
て
み
る
と
、
上
で
は
誰
か
火
を
と
ぼ
し
て
、
し
か
も
そ
の
火

を
そ
こ
こ
こ
と
、
動
か
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
濁
っ
た
、
黄
色
い
光
が
、
隅
々
に
く
も
の
巣
を
か
け
た
天
井
裏
に
、
揺
れ
な

が
ら
映
っ
た
の
で
、
す
ぐ

 

２に
そ
れ
と
知
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
火
を
と
も
し
て
い
る
か
ら
は
、
ど

う
せ
た
だ
の
者
で
は
な
い
。 

 

下
人
は

 

３、
や
も
り
の
よ
う
に
足
音
を
盗
ん
で
、
や
っ
と
急
な
は
し
ご
を
、
い
ち
ば
ん
上
の
段
ま
で
は
う
よ
う
に
し
て
上
り
つ
め
た
。

そ
う
し
て
体
を
で
き
る
だ
け
、
平
ら
に
し
な
が
ら
、
首
を
で
き
る
だ
け
、
前
へ
出
し
て
、
恐
る
恐
る
、
楼
の
内
を
の
ぞ
い
て
み
た
。 

 

見
る
と
、
楼
の
内
に
は
、
う
わ
さ
に
聞
い
た
と
お
り
、
幾
つ
か
の
死
骸
が

 

４、
無
造
作
に
捨
て
て
あ
る
が
、
火
の
光
の
及
ぶ
範
囲
が
、

思
っ
た
よ
り
狭
い
の
で
、
数
は
幾
つ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
、
知
れ
る
の
は
、
そ
の
中
に
裸
の
死
骸
と
、
着
物
を

着
た
死
骸
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
女
も
男
も
ま
じ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
て
、
そ
の
死
骸
は
皆
、
そ

れ
が
、
か
つ
て
、
生
き
て
い
た
人
間
だ
と
い
う
事
実
さ
え
疑
わ
れ
る
ほ
ど
、
土
を
こ
ね
て
造
っ
た
人
形
の
よ
う
に
、
口
を
開
い
た
り
手
を

伸
ば
し
た
り
し
て
、
ご
ろ
ご
ろ
床
の
上
に
転
が
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
肩
と
か
胸
と
か
の
高
く
な
っ
て
い
る
部
分
に
、
ぼ
ん
や
り
し
た
火

の
光
を
受
け
て
、
低
く
な
っ
て
い
る
部
分
の
影
を
い
っ
そ
う
暗
く
し
な
が
ら
、
永
久
に
お
し
の
ご
と
く
黙
っ
て
い
た
。 

 

下
人
は
、
そ
れ
ら
の
死
骸

 

ａの
腐
乱
し
た
臭
気
に
思
わ
ず
、
鼻

 

ｂを
覆
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
手
は
、
次
の
瞬
間
に
は
、
も
う
鼻
を
覆
う

こ
と
を
忘
れ
て
い
た

 

５。
あ
る
強
い
感
情
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
と
ご
と
く
こ
の
男
の
嗅
覚
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

下
人
の
目
は
、
そ
の
時
、
初
め
て
、
そ
の
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。

ひ檜
わ
だ皮
い
ろ色

の
着
物
を
着
た
、
背
の
低
い
、

痩
せ
た
、
白
髪
頭
の

 

６、
猿
の
よ
う
な
老
婆
で
あ
る
。
そ
の
老
婆
は
、
右
の
手
に
火
を
と
も
し
た
松
の
木
切
れ
を
持
っ
て
、
そ
の
死
骸
の

一
つ
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
眺
め
て
い
た
。
髪
の
毛
の
長
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
た
ぶ
ん
女
の
死
骸
で
あ
ろ
う
。 

 

下
人
は
、
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
と
に
動
か
さ
れ
て
、
暫
時
は
息
を
す
る
の
さ
え
忘
れ
て
い
た
。
旧
記
の
記
者
の
語
を
借
り
れ

ば
、
「
頭
身
の
毛
も
太
る
」
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
老
婆
は
、
松
の
木
切
れ
を
、
床
板
の
間

 

ｃに
挿
し
て
、
そ
れ
か
ら
、

今
ま
で
眺
め
て
い
た
死
骸
の
首
に
両
手
を
か
け
る
と
、
ち
ょ
う
ど
、
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を
取
る
よ
う
に
、
そ
の
長
い
髪
の
毛
を

一
本
ず
つ
抜
き
始
め
た
。
髪
は
手
に
従
っ
て
抜
け
る
ら
し
い
。 

 

そ
の
髪
の
毛
が
、
一
本
ず
つ
抜
け
る
の
に
従
っ
て
、
下
人
の
心
か
ら
は
、
恐
怖
が
少
し
ず
つ
消
え
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
と
同

時
に
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
激
し

 

ｄい
憎
悪
が
、
少
し
ず
つ
動
い
て
き
た
。―

―

い
や
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
と
言
っ
て
は

 

ｅ、
語
弊
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
悪
に
対
す
る
反
感
が
、
一
分
ご
と
に
強
さ
を
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
誰
か
が
こ
の

下
人
に
、
さ
っ
き
門
の
下
で
こ
の
男
が
考
え
て
い
た
、
飢
え
死
に
を
す
る
か

盗
人

ぬ
す
び
と

に
な
る
か
と
い
う
問
題
を
、
改
め
て
持
ち
出
し
た
ら
、

お
そ
ら
く
下
人
は
、
な
ん
の
未
練
も
な
く
、
飢
え
死
に
を
選
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
男
の
悪
を
憎
む
心
は
、
老
婆
の
床

に
挿
し
た
松
の
木
切
れ
の
よ
う
に
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

問
一 

二
重
傍
線
ａ
～
ｅ
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
示
せ
。 

問
二 

波
線
部
「
暫
時
」
を
、
同
じ
意
味
を
表
す
和
語
に
言
い
換
え
よ
。 

問
三 

傍
線
１
「
猫
の
よ
う
に
身
を
縮
め
て
」
、
傍
線
３
「
や
も
り
の
よ
う
に
足
音
を
盗
ん
で
」
、
傍
線
６
「
猿
の
よ
う
な
老
婆
」
な
ど

の
動
物
を
使
っ
た
比
喩
は
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
。
説
明
せ
よ
。 

問
四 

傍
線
２
「
そ
れ
と
知
れ
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
せ
よ
。 

問
五 

傍
線
４
「
無
造
作
に
捨
て
て
あ
る
」
と
同
じ
様
子
を
示
す
別
の
表
現
を
、
文
中
か
ら
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
せ
。 

－ 1 － 

 
 

伊
勢
物
語 

芥
川 

 

〔 

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

【
基
礎
問
題
】 

  

昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え

得う

ま
じ
か
り
け
る
を
、
年

 

ａを
経
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
じ
て
盗
み

出い

で

て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。

芥
あ
く
た

川が
は

と
い
ふ
川

 

ｂを
率
て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上
に
置
き
た
り
け
る
露
を
、
「
か
れ
は
何

ぞ
。
」
と
な
む
男
に
問
ひ
け
る
。
行
く
先
多
く
、
夜

 

ｃも
更
け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
、
神
さ
へ
い
と
い
み

じ
う
鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
蔵
に
、
女
を
ば
奥
に
押
し
入
れ
て
、
男
、
弓
・

や
な胡
ぐ
ひ簶

を
負
ひ
て

戸
口
に
を
り

、

 

Ⅰ

は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
、  

Ⅱ鬼
は
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。
「
あ
な
や
。
」
と

言
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴
る
騒
ぎ
に
、
［ 

 
 

］
聞
か
ざ
り
け
り

 

Ⅲ。
や
う
や
う
夜
も
明
け
ゆ
く
に
、
見
れ
ば
、
率
て

来こ

し

女
も
な
し
。
足
ず
り
を
し
て
泣
け
ど

も

 

Ⅳ

か
ひ
な
し
。 

 
 

白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
時
露
と
答
へ
て
消
え
な
ま
し
も
の
を 

 

問
一 

二
重
傍
線
ａ
～
ｃ
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。 

問
二 

波
線
Ⅰ
・
Ⅱ
の
「
は
や
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

① 

も
と
も
と 

 

② 

た
ち
ま
ち 

 

③ 

早
く 

問
三 

波
線
Ⅲ
・
Ⅳ
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

問
四 

［ 
 

 

］
に
入
る
平
仮
名
一
字
を
、
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
五 

傍
線
部
「
消
え
な
ま
し
も
の
を
」
の
口
語
訳
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 

① 

消
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
に
な
あ
。 

 
 

 

② 

消
え
て
し
ま
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
な
あ
。 

 
 

 

③ 

消
え
て
し
ま
う
は
ず
だ
っ
た
の
に
な
あ
。 

 

年 
 

 

組 
 

 

番 
 

名
前
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

 

一 

ａ
［ 

 
 

 
 

 
 

 

］ 

ｂ
［ 

 
 

 
 

 
 

 

］ 

ｃ
［ 

 
 

 
 

 
 

 

］ 

二 

Ⅰ
［ 

 
 

］ 

Ⅱ
［ 

 
 

］ 

三 

Ⅲ
［ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

］ 

Ⅳ
［ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

］ 

四
［ 

 
 

］ 

五
［ 

 
 

］ 

◉
付
属
古
典
教
材
集
（「
言
語
文
化
」2
書
名
共
通
）

　　

• 

枕
草
子　
五
月
ば
か
り
な
ど
に

　

• 

徒
然
草　
花
は
盛
り
に

　

• 

伊
勢
物
語　
筒
井
筒

　

• 

晏
子
之
御
（
史
記
）

　

• 

孟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◉
付
属
文
学
教
材
集
（
三
省
堂
国
語
教
科
書
共
通
）

　　

• 

な
め
と
こ
山
の
熊
（
宮
沢
賢
治
）

　

• 

夢
十
夜   

第
一
夜
・
第
六
夜
（
夏
目
漱
石
）

　

• 

富
嶽
百
景
（
太
宰
治
）

　

• 

羅
生
門
（
芥
川
龍
之
介
）

　

• 

汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…
（
中
原
中
也
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



言
語
文
化
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う	

人
物
の
心
情
や
考
え
方
の
変
化
を
追
う
こ
と
を
通
し
て
、
物
語
の

展
開
を
把
握
し
よ
う
。

1

作
品
の
舞
台
設
定
を
確
認
し
よ
う
。

1
　
京
都
の
町
や
羅
生
門
の
描
写
に
着
目
し
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の

社
会
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
な
さ
い
。

①
　
京
都
の
町
の
様
子
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
。
次
の
空
欄
に
あ
て

は
ま
る
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
ａ

朝
の
あ
る
時
期
、
京
都
で
は
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
、

ｂ

や
ｃ

、
ｄ

、

ｅ

な
ど
の
災
い
が
続
け
ざ
ま
に
起
こ
り
、
洛ら

く

中ち
ゅ
う

の

ｆ

は
ひ
と
と
お
り
で
な
か
っ
た
。
仏
像
や

仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
木
を
ｇ

と
し
て
売
っ
て
い
る

者
も
い
た
と
い
う
。

②
　
羅
生
門
の
様
子
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
。
次
の
空
欄
に
あ
て
は

ま
る
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
ａ

を
必
要
と
し
て
も
誰
も
顧
み
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
荒
廃
が

進
み
、
引
き
取
り
手
の
な
い
ｂ

を
捨
て
て
い
く
習
慣
さ
え
で
き
、

暗
く
な
る
と
人
が
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り

ｂ

を
め
あ
て
に

ｃ

が
集
ま
っ
た
。

2
　「
下
人
」
が
羅
生
門
の
下
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
門
の
下
で
の
下

人
の
お
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
な
さ
い
。

①
　
下
人
が
羅
生
門
の
下
に
至
る
経
緯
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
。
次

の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・「
下
人
」
は
永
年
、
ａ

に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
京
都
の
町
の

ｂ

の
余
波
で
、
四
、
五
日
前
に
ｃ

を
出
さ
れ
た
。

②
　
羅
生
門
の
下
に
い
る
「
下
人
」
は
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
か
。
次
の
空
欄
に
あ

て
は
ま
る
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
ａ

が
な
く
、
途
方
に
く
れ
、
さ
し
あ
た
り

ｂ

を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
考

え
て
い
る
状
況
。

羅
生
門
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目標

検印

書
科
教

羅
生
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
芥あ

く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

◉
物
語
の
展
開
を
把
握
す
る

P.72
～

P.86

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う	

漢
字
を
確
認
し
よ
う	

1

次
の
　
　
線
部
の
漢
字
は
読
み
を
、
片
仮
名
は

漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

①
　
重
機
で
岩
を
砕［
　
　
　
］く
。

②
　
歴
史
を
カ
エ
リ［
　
　
　
］み
る
。

③
　
ス
ル
ド［
　
　
　
］い
目
つ
き
。

④
　
砂
上
の
楼
閣［
　
　
　
］。

⑤
　
靴
を
ハ［
　
　
　
］い
て
外
に
出
る
。

⑥
　
鼻
を
つ
く
臭
気［
　
　
　
］。

⑦
　
暫
時［
　
　
　
］休
憩
す
る
。

⑧
　
悲
願
が
ジ
ョ
ウ
ジ
ュ［ 

　
　
］す
る
。

⑨
　
緊
張
が
和［
　
　
　
］ら
ぐ
。

⑩
　
ヘ
イ
ボ
ン［
　
　
　
］な
光
景
。

羅
生
門
の
下
で

途
方
に
く
れ
る
下
人

（
初
め
～
76
・
11
）

主
人
に
暇
を
出
さ
れ
た
下
人
。
こ
の
ま
ま
で
は
飢
え
死
に
す
る
か
、
盗
人
に
な
る
よ

り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
。

　
　
　
　
　
↓

積
極
的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
勇
気
が
出
ず
に
い
た
。

羅
生
門
の
上
で

老
婆
と
出
会
う

（
76
・
12
～
80
・
2
）  

老
婆 

…
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。

　
→ 

下
人 

…
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
。

　
　 

↓

 

老
婆 

…
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
き
始
め
た
。

　
→ 

下
人 

…
恐
怖
が
消
え
、
激
し
い
憎
悪
、
あ
ら
ゆ
る
悪
に
対
す
る
反
感
が
増
す
。

老
婆
の
弁
明

（
80
・
3
～
83
・
5
）
死
人
の
髪
を
抜
く
こ
と
は
悪
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
飢
え
死
に
し
な
い

た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
こ
と
だ
。

下
人
の
決
断

（
83
・
6
～
終
わ
り
）

下
人
の
心
に
、
あ
る
勇
気
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
↓

「
き
っ
と
、
そ
う
か
。」

老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
り
、
夜
の
底
へ
駆
け
下
り
た
。

下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

構
成
や
展
開

2 物語は無限に展開する　羅生門 ─── 22

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う	

物
語
に
表
れ
た
心
情
表
現
に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う
。

1

女
に
「
か
れ
は
何
ぞ
。」（
97
・
1
）
と
問
い
か
け
ら
れ
、
男
は
ど
う
い
う
行

動
を
と
っ
た
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
女
の
声
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
で
、
問
い
か
け
に
は
答
え
な
か
っ
た
。

イ
　
暗
い
中
を
逃
げ
る
の
に
必
死
だ
っ
た
の
で
、
無
言
で
い
た
。

ウ
　
問
い
か
け
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
考
え
こ
ん
だ
。

エ
　
女
が
白
玉
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
、
黙
り
こ
ん
だ
。

2
「
白
玉
か･･･

」（
98
・
3
）
の
和
歌
に
は
、「
男
」
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が

表
れ
て
い
る
か
。
次
の
1
・
2
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
　「
白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
時
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
次
の
空
欄

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

・
草
の
上
の
①

を「
②

で
す
か
」と

③

が
聞
い
た
と
き
。

2
　
こ
の
歌
に
は
、「
男
」
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
。
次

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
や
っ
と
手
に
入
れ
た
女
に
逃
げ
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
で
女
を
消
し

て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
。

イ
　
女
に
求
婚
を
断
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
の
恋
心
を
消
し
て
し
ま
え
ば

よ
か
っ
た
。

ウ
　
や
っ
と
手
に
入
れ
た
女
に
裏
切
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
、
女
と
の
思
い
出
を

消
し
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
。

エ
　
女
が
い
な
い
悲
し
み
を
味
わ
う
く
ら
い
な
ら
、
自
分
も
死
ん
で
し
ま
え
ば

よ
か
っ
た
。

文
法
を
確
認
し
よ
う	

1

次
の
　
　
線
部
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
ａ
終
止
形
、
ｂ
活
用
形
を
書
き
、
ｃ

意
味
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
　
夜
も
更ふ

け
に
け
れ
ば
。	

a［
　
］　
b［
　 

形
］　
c

②
　
え
聞
か
ざ
り
け
り
。	

a［
　
］　
b［
　 

形
］　
c

ア
　
打
消
　
　
イ
　
打
消
推
量
　
　
ウ
　
完
了
　
　
エ
　
過
去

2

次
の
　
　
線
部
の
助
詞
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①
　
女
の
え
得
ま
じ
か
り
け
る
を	

②
　
人
の
問
ひ
し
時	

　
ア
　
主
格
　
　
イ
　
同
格
　
　
ウ
　
比
喩

3

次
の
　
　
線
部
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①
　「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
男
に
問
ひ
け
る
。	

②
　
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ	

　
ア
　
添
加
の
副
助
詞
　
　
イ
　
強
意
の
係
助
詞
　
　
ウ
　
願
望
の
終
助
詞

伊
勢
物
語

　芥
川
／
筒
井
筒
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語
句
を
確
認
し
よ
う	

1

次
の
　
　
線
部
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平

仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

①
　
か
ら
う
じ
て	

［
　 

　
　
］

②
　
率
て
行
き
け
れ
ば
、	

［
　 

　
　
］

2

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
な
さ
い
。

①
　
え
～
打
消	

［
　 

　
　
］

②
　
わ
た
る	

［
　 

　
　
］

③
　
率
る	

［
　 

　
　
］

④
　
い
み
じ	

［
　 

　
　
］

⑤
　
い
た
し	

［
　 

　
　
］

⑥
　
や
う
や
う	

［
　 

　
　
］

⑦
　
か
ひ
な
し	

［
　 

　
　
］

目標

検印

書
科
教

よ
り
よ
く
読
む

水
の
東
西
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
◆
山や

ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

◉
説
明
の
方
法
を
理
解
す
る
。

P.91
～

P.95

目標

検印

書
科
教

伊
勢
物
語

　芥
川
／
筒
井
筒

◉
物
語
に
表
れ
た
心
情
表
現
を

考
え
る

P.96
～

P.103

【
芥あ

く
た

川が
は

】

全
体
の
構
成
を
理
解
し
よ
う	

女
を
盗
み
出
し
た
男

（
初
め
～
97
・
2
）

男
…
長
年
に
わ
た
り
求
婚
し
続
け
て
き
た
女
（
高
貴
な
姫
君
）
を

　
　
盗
み
出
す
。

　
　
　
　
↓

女
…
草
の
上
の
光
る
露
を
見
て
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
問
う
。

男
…
無
言
（
早
く
逃
げ
た
い
と
い
う
必
死
の
思
い
）。

男
と
女
の
逃
避
行

（
97
・
2
～
終
わ
り
）

男
…
天
候
や
行
程
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
↓

男
…
女
を
蔵
の
中
へ
押
し
入
れ
、
戸
口
を
守
る
。

　
　
　
　
↓

女
…
鬼
に
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
↓

男
…
翌
朝
、
女
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
嘆
く
。

言
語
文
化
の
継
承
と
創
造
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『
精
選 
言
語
文
化
』
学
習
課
題
ノ
ー
ト　
七
一
五
円(

税
込)

『
新 

言
語
文
化
』
学
習
課
題
ノ
ー
ト　
七
一
五
円
（
税
込
）

[

Ｂ
５
判

128
ペ
ー
ジ
＋
別
冊
解
答
解
説]

[

Ｂ
５
判
96
ペ
ー
ジ
＋
別
冊
解
答
解
説]

各
教
材
の
漢
字
・
語
句
や
文
法
・
句
法
、
お
よ
び

内
容
理
解
の
た
め
の
問
題
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
教
材
の
漢
字
・
語
句
や
文
法
・
句
法
問
題
と
、

文
章
構
成
や
内
容
を
順
を
追
っ
て
理
解
し
て
い

け
る
問
題
演
習
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
精
選 

言
語
文
化
』

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書　

一
、
六
五
〇
円(

税
込)

↓
p. 

45

『
新 

言
語
文
化
』

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書　

一
、
六
五
〇
円(

税
込)

↓
p. 
45

生
徒
用
教
材

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

1

①
「
あ
ま
た
誘
ひ
て
、」（
48
・
2
）、
②
「
言
は
れ
け
れ
ば
、」（
49
・
4
）

の
主
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①

②

2
「
こ
の
獅
子
の
立
ち
や
う
、」（
48
・
8
）
を
見
た
と
き
の
上
人
の
感
慨
を
端

的
に
表
し
た
部
分
を
、
上
人
の
会
話
文
中
か
ら
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

3
「
無
下
な
り
。」（
48
・
12
）
と
あ
る
が
、
何
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
を
表
し
て
い
る
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

ア

あ
り
が
た
い
い
わ
れ
が
あ
る
に
違
い
な
い
獅
子
の
立
て
方
に
対
す
る
感
動
。

イ

獅
子
の
立
て
方
の
珍
し
さ
に
気
づ
い
た
人
々
の
反
応
に
対
す
る
期
待
。

ウ

人
々
が
獅
子
の
立
て
方
の
珍
し
さ
に
気
づ
か
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
。

エ

常
識
外
れ
な
獅
子
の
立
て
方
を
し
て
い
る
神
官
に
対
す
る
不
審
。

4
「
つ
か
ま
つ
り
け
る
、」（
49
・
4
）
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何
を
ど
う
し

た
の
か
。
次
の
文
の
空
欄
に
入
る
五
字
以
内
の
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か

ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

•

①

を

②

に
立
て
た
。

①

②

5
「
据
ゑ
直
し
て
」（
49
・
5
）
と
あ
る
が
、
誰
が
据
え
直
し
た
の
か
。
本
文

中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

6
「
上
人
の
感
涙
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
。」（
49
・
6
）
と
あ
る
が
、
筆
者

が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

上
人
は
、
珍
し
い
獅
子
の
立
て
方
に
は
あ
り
が
た
い
い
わ
れ
が
あ
る
に
違

い
な
い
と
感
動
し
た
の
に
、
実
は
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
に
過
ぎ
な
い
と
わ

か
っ
た
か
ら
。

イ

上
人
は
、
珍
し
い
獅
子
の
立
て
方
に
は
深
い
わ
け
が
あ
る
に
違
い
な
い
と

考
え
て
感
動
し
た
の
に
、
神
官
が
獅
子
を
動
か
し
て
通
常
の
立
て
方
に
し
て

し
ま
っ
た
か
ら
。

ウ

上
人
は
、
珍
し
い
獅
子
の
立
て
方
に
感
動
し
て
そ
の
あ
り
が
た
い
い
わ
れ

を
知
り
た
か
っ
た
の
に
、
神
官
が
子
ど
も
の
せ
い
に
し
て
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
か
ら
。

エ

上
人
は
、
社
殿
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
て
信
仰
心
を
ま
す
ま
す
強
く
し

た
の
に
、
子
ど
も
が
社
殿
の
前
の
獅
子
に
い
た
ず
ら
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

し
ま
っ
た
か
ら
。
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語
句
・
文
法
を
確
認
し
よ
う

◆
丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り

1

次
の
―
―
線
部
の
語
句
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
し
だ
の
某
と
か
や
し
る
所
な
れ
ば
、（
48
・
1
）

ア

知
っ
て
い
る

イ

領
有
す
る

ウ

な
じ
み
の

②
い
ざ
給
へ
、
出
雲
拝
み
に
。（
48
・
2
）

ア

さ
あ
い
ら
っ
し
ゃ
い

イ

さ
あ
行
こ
う

ウ

さ
あ
お
与
え
く
だ
さ
い

③
ゆ
ゆ
し
く
信
起
こ
し
た
り
。（
48
・
4
）

ア

不
吉
な
ほ
ど

イ

並
々
で
な
く

ウ

恐
れ
多
く
も

④
お
と
な
し
く
も
の
知
り
ぬ
べ
き
顔
し
た
る
（
49
・
2
）

ア

控
え
目
で

イ

穏
や
か
で

ウ

年
配
で

2

次
の
―
―
線
部
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
め
で
た
く
造
れ
り
。（
48
・
1
）

②
か
い
も
ち
ひ
召
さ
せ
ん
。（
48
・
3
）

③
も
の
知
り
ぬ
べ
き
顔
し
た
る
神
官
（
49
・
2
）

④
言
は
れ
け
れ
ば
、（
49
・
4
）

ア

推
量

イ

意
志

ウ

完
了

エ

強
意

オ

受
身

カ

尊
敬

3

次
の
―
―
線
部
の
文
法
的
な
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
具
し
も
て
行
き
た
る
に
、（
48
・
3
）

②
そ
の
こ
と
に
候
ふ
。（
49
・
4
）

③
奇
怪
に
候
ふ
こ
と
な
り
。（
49
・
5
）

④
据
ゑ
直
し
て
往
に
け
れ
ば
、（
49
・
5
）

⑤
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
。（
49
・
6
）

ア

完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形

イ

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形

ウ

ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾

エ

ナ
変
動
詞
の
連
用
形
活
用
語
尾

オ

接
続
助
詞

4

次
の
―
―
線
部
の
「
の
」
の
中
か
ら
他
と
意
味
の
異�

な�

る�

も�

の�

を
一
つ
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

こ
の
獅
子
の
立
ち
や
う
、（
48
・
8
）

イ

都
の
つ
と
に
語
ら
ん
。（
49
・
1
）

ウ

童
べ
ど
も
の
つ
か
ま
つ
り
け
る
、（
49
・
4
）

エ

上
人
の
感
涙
い
た
づ
ら
に
な
り
に
け
り
。（
49
・
6
）
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9
「『
こ
の
髪
を
抜
い
て
な
、
…
…
か
つ
ら
に
し
ょ
う
と
思
う
た
の
じ
ゃ
。』」

（
213
・
12
）
を
受
け
て
、
下
人
の
心
情
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
次
の
文

の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

•

老
婆
の
答
え
が
存
外
、

①

な
の
に
失
望
す
る
。

↓
憎
悪
の
心
と

②

を
覚
え
る
。

①

②

10
「『
な
る
ほ
ど
な
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
…
…
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
あ

ろ
。』」（
214
・
1
〜
11
）
と
い
う
老
婆
の
主
張
に
つ
い
て
ま
と
め
た
次
の
文
の

空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
二
十
五
字
以
内
で
考
え
て
答
え
な
さ
い
。

•

死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
こ
と
は
、
悪
い
こ
と
と
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

髪
を
抜
か
れ
た
女
も
、
生
前
、
蛇
を
魚
と
偽
っ
て
売
っ
て
い
た
。
自
分
も
女

も
、

の
だ
か
ら
、
女
も
大
目
に
見
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

11
「
あ
る
勇
気
」（
214
・
15
）
と
は
ど
の
よ
う
な
勇
気
か
。
適
切
な
も
の
を
次

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
「
悪
」
が
自
分
に
も
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
勇
気
。

イ
「
悪
」
と
い
う
も
の
の
本
質
的
部
分
を
見
き
わ
め
る
勇
気
。

ウ
「
悪
」
へ
の
嫌
悪
感
を
確
実
に
選
び
取
っ
て
い
く
勇
気
。

エ
「
悪
」
を
行
う
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
勇
気
。

12

下
人
が
「
嘲
る
よ
う
な
声
で
念
を
押
し
た
」（
215
・
6
）
の
は
な
ぜ
か
。
そ

の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

老
婆
の
言
葉
だ
け
で
は
、自
分
を
正
当
化
で
き
る
と
思
え
な
か
っ
た
か
ら
。

イ

老
婆
の
言
質
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
悪
用
す
る
つ
も
り
が
あ
っ
た
か
ら
。

ウ

生
き
延
び
る
た
め
に
は
、
老
婆
の
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

エ

行
動
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
、
老
婆
の
気
を
そ
ら
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

13

本
文
の
内
容
に
合
う
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

下
人
は
老
婆
の
発
言
に
よ
っ
て
悪
の
道
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
そ

の
最
初
の
被
害
者
が
老
婆
で
あ
る
と
い
う
皮
肉
な
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

イ

同
時
代
に
位
置
す
る
語
り
手
の
存
在
を
置
き
、
入
れ
子
構
造
を
用
い
る
こ

と
で
、
文
章
を
よ
り
客
観
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

ウ

こ
の
時
代
特
有
の
弱
者
の
あ
り
よ
う
を
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る
下
人
が
弱

者
で
あ
る
老
婆
を
否
定
的
に
差
別
し
、
暴
力
に
訴
え
か
け
る
内
容
で
表
現
し

て
い
る
。

エ

下
人
は
、
死
骸
や
得
体
の
し
れ
な
い
も
の
に
恐
怖
心
を
抱
き
な
が
ら
も
な

ん
と
か
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
、
ど
の
時
代
に
も
普
遍
的
に
通
じ
る
よ
う
な

人
間
の
し
た
た
か
さ
を
体
現
し
た
存
在
で
あ
る
。

✔

振
り
返
ろ
う

☐
小
説
に
描
か
れ
た
場
面
や
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

☐
登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
し
、
作
品
世
界
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。
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3

①
「
同
じ
道
」（
208
・
5
）、
②
「
こ
の
局
所
」（
208
・
5
）
が
指
し
て
い
る

部
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
①
は
初
め
と

終
わ
り
の
八
字
ず
つ
を
記
し
な
さ
い
。

①

~

②
4
「
こ
の
『
す
れ
ば
』
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
結
局
『
す
れ
ば
』
で
あ
っ

た
。」（
208
・
6
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

下
人
は
、
抽
象
的
な
考
え
を
巡
り
続
け
る
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

そ
こ
か
ら
進
め
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ

下
人
は
、
具
体
的
な
行
動
は
考
え
つ
い
た
も
の
の
、
抽
象
的
次
元
で
の
勇

気
が
出
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
。

ウ

下
人
は
、
抽
象
的
次
元
で
の
決
意
は
つ
い
た
も
の
の
、
具
体
的
な
行
動
に

は
踏
み
切
れ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
。

エ

下
人
は
、
具
体
的
な
手
段
を
選
ば
な
い
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
の
、
抽
象

的
な
思
考
も
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

5
「
一
人
の
男
」（
209
・
4
）
と
あ
る
が
、
①
誰
の
こ
と
か
。
ま
た
、
②
そ
れ

が
わ
か
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
十
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①

②

6
「
あ
る
強
い
感
情
」（
210
・
9
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄
に
あ

て
は
ま
る
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
字
数
で
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、

初
め
と
終
わ
り
の
五
字
ず
つ
を
記
し
な
さ
い
。

•

こ
の
感
情
は
、
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
た

①（
三
十
一
字
）
が
、

木
ぎ
れ
に
火
を
と
も
し
、

②（
二
十
一
字
）
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。

①

~

②

~

7
「
あ
る
強
い
感
情
」
と
は
ど
の
よ
う
な
感
情
か
。
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な

さ
い
。

8
「
老
婆
の
腕
を
つ
か
ん
で
、
無
理
に
そ
こ
へ
ね
じ
倒
し
た
」（
212
・
9
）
と

き
、
下
人
の
心
情
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。
次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま

る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

•

老
婆
の
生
死
が
自
分
の
意
志
に

①

と
意
識
し
た
。

↓
険
し
く
燃
え
て
い
た

②

が
冷
め
る
。

↓
安
ら
か
な
得
意
と

③

を
感
じ
る
。

①

②

③
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令
和
４
年
度
版
以
降
の
三
省
堂
教
科
書
の
指
導
用
デ
ー
タ
は
、

学
校
ご
と
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
る

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
を
通
じ
て
配
信
し
ま
す
。

・
三
省
堂
の
教
科
書
ほ
か
教
材
・

学
参
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
商
品
の
付
属
指
導

用
デ
ー
タ
や
資
料
、
準
拠
の

デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ご
採
用
校
ご
と
に
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
学
校
内
で
あ
れ
ば
複
数

端
末
で
利
用
可
能
で
す
。

・
教
科
書
関
係
で
は
、
指
導
書

付
属
と
し
て
提
供
す
る
全
て

の
デ
ー
タ
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
追
加
デ
ー

タ
が
あ
る
場
合
も
随
時
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

・「
こ
と
ま
な
Ｄ
」
は
、
先
生
方
が
お
持
ち
の
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
と
連
携
し
て
指
導
用
デ
ー
タ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ
を

当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ
ブ
」
に
コ
ピ
ー
し
、
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

・
上
記
「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
採
用
の
商
品
に
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
閲
覧
・
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1 学期 A B C
3 2 1

クラス 番号 名前 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

評定 知識・技
能

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

達成度 評定

1 1 サンプル１ B A A 4 B A A 8 4 達成度 評定
1 2 サンプル２ A B B 4 A B B 7 4 9 5
1 3 サンプル３ B B B 3 B B B 6 3 8 4
1 4 サンプル４ B B B 3 B B B 6 3 7 4
1 5 サンプル５ A A A 5 A A A 9 5 6 3
1 6 サンプル６ B B B 3 B B B 6 3 5 3
1 7 サンプル７ B B B 3 B B B 6 3 4 2
1 8 サンプル８ A B B 4 A B B 7 4 3 1
1 9 サンプル９ B B B 3 B B B 6 3
1 10 サンプル１０ B B B 3 B B B 6 3
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

最終評価 システム集計評価

検討用資料 

- 2 -

月 
単

元 

配
当
時
間 

「教材名」 

●教材のねらい 
学習活動 

学習指導要領の指導事項 

❖言語活動例 
評価規準 

４
～
５ 

１ 

わ
か
り
合
う
た
め
に 

８ 「伝え合いに大事なことを考え

る」 
●情報を読み解く 

1 「国語に関する世論調査」

によると、相手との伝え合い

（コミュニケーション）では何

が重視されているか考える。 
2 相手との伝え合い（コミュニ

ケーション）の中で自分が重

視していることは何か、考え

る。 
3 考えたことをまわりの人と話

し合う。 
 
※表現テーマ例集「コミュニケ

ーション」 

知識及び技能 

言葉の特徴や使い方 

ア 言葉には、認識や思考を支

える働きがあることを理解する

こと。 
ウ 常用漢字の読みに慣れ、

主な常用漢字を書き、文や文

章の中で使うこと。 
情報 

ア 主張と論拠など情報と情報

との関係について理解するこ

と。 
 
思考力、判断力、表現力等 

読む 

ア 文章の種類を踏まえて、内

容や構成、論理の展開などに

ついて叙述を基に的確に捉

え、要旨や要点を把握するこ

と。 
 
❖イ 異なる形式で書かれた複

数の文章や、図表等を伴う文

章を読み、理解したことや解

釈したことをまとめて発表した

り、他の形式の文章に書き換

えたりする。 

知識・技能 

・言葉には、認識や思考を支える働

きがあることを理解している。 
・常用漢字の読みに慣れ、主な常

用漢字を書き、文や文章の中で

使うことができる。 
・主張や論拠など情報と情報との関

係について理解している。 
 
思考・判断・表現 

・文章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え、要旨や要

点を把握している。 
 
主体的に学習に取り組む態度 

・〔知識･技能の評価規準〕+〔思考･判

断･表現の評価規準〕+「粘り強い取

り組みを行うとともに、自らの学習を

調整しようとしている」。 
例）言葉には、認識や思考を支える

働きがあることを理解したり、文

章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え、要旨や要

点を把握したりすることに向けた

粘り強い取り組みを行うとともに、

自らの学習を調整しようとしてい

る。 
※知識及び技能(1)ア、読む(1)ア、の

場合 

 

「届く言葉、届かない言葉」 
●情報を要約する 

1 文章を読み、概要を把握す

る。 
2 三つの事例を中心に三段

落に分ける。 
3 主張と事例の関係を捉え直

す。 

 

「わかりあえないことから」 
「聞く力」 
●情報を関連づけてまとめる 

1 二つの文章を読み、それぞ

れの内容を要約する。 
2 二人の筆者のコミュニケー

ションに対する考え方の特徴

を指摘する。 
 

「振り返る」 1 適宜、課題に取り組む。 
 
  

三
省
堂
教
科
書
は
、学
校
ご
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」に
資
す
る
授
業
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
こ
と
ま
な
学
校
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
」か
ら
、

三
省
堂
教
科
書・教
材
へ
の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

教
科
書
上
で
「
振
り
返
り
」を
明
示
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
↓
振
り
返
り
で

自
己
評
価
も
！ 

観
点
別
評
価
に
対
応
し
た
、

単
元
ご
と
の
評
価
規
準
例
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
連
携
「
こ
と
ま
な
Ｄ
」

観
点
別
評
価
の
記
録
、

お
よ
び
評
定
へ
の
換
算
が
で
き
る

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

※上記はいずれもサンプルです。それぞれの具体や全体像は、ウェブサイトおよび指導書にてご確認ください。

・指導書やワークブックにて、豊富なテスト問題を用意しています。
　Googleフォームを使うことで、集計も管理できます。

※単元ごとの観点別評価を記録し、
集計できます。

　CPや評定への換算式をカスタ
マイズできます。

（「精選 現代の国語」の例）

（「新 現代の国語」の例）

1 学期 以上　A 7.2 80% 以上　A 7.7 80% 以上　A 7.2 80% 達成度 A B C
未満　C 3.6 40% 未満　C 3.8 40% 未満　C 3.6 40% 3 2 1

達成度計 9 達成度計 9.6 達成度計 9 重み付け→ 1 1 1

クラス 番号 名前 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 A B C 達成度 評価 知識・技
能

知識・技
能

思考・判
断・表現

思考・判
断・表現

主体的
に学習
に取り組
む態度

主体的
に学習
に取り組
む態度

1 1 サンプル１ 1 2 0 7.0 B 2 1 0 8.6 A 2 1 0 8.0 A B 2 B 2 A 3
1 2 サンプル２ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 3 サンプル３ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 4 サンプル４ 1 2 0 7.0 B 0 0 0 7.4 B 1 2 0 7.0 B B 2 A 3 B 2
1 5 サンプル５ 3 0 0 9.0 A 0 0 0 9.6 A 3 0 0 9.0 A A 3 A 3 A 3
1 6 サンプル６ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 7 サンプル７ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 4.2 B 0 2 1 5.0 B B 2 B 2 C 1
1 8 サンプル８ 2 1 0 8.0 A 0 0 0 6.4 B 1 2 0 7.0 B A 3 B 2 B 2
1 9 サンプル９ 0 0 3 3.0 C 0 0 0 5.4 B 0 1 2 4.0 B C 1 C 1 B 2
1 10 サンプル１０ 0 3 0 6.0 B 0 0 0 6.4 B 0 3 0 6.0 B B 2 B 2 B 2
1 11 サンプル１１
1 12 サンプル１２
1 13 サンプル１３
1 14 サンプル１４
1 15 サンプル１５
1 16 サンプル１６
1 17 サンプル１７
1 18 サンプル１８
1 19 サンプル１９
1 20 サンプル２０
1 21 サンプル２１
1 22 サンプル２２
1 23 サンプル２３
1 24 サンプル２４
1 25 サンプル２５
1 26 サンプル２６
1 27 サンプル２７
1 28 サンプル２８
1 29 サンプル２９
1 30 サンプル３０
1 31 サンプル３１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 ぐうぜん、うたがう、読書のススメ

評
価
の
サ
ポ
ー
ト



45 44

よ
り
便
利
に
、

さ
ら
に
手
軽
に
、

漢
文
の
編
集
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
主
な
機
能
﹈

・
文
字
ご
と
の

　

訓
点
、
句
読
点
、

　

振
り
仮
名
、
送
り
仮
名

　

な
ど
の
設
定

・
行
間
の
設
定

・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

　

書
き
出
し
（
再
編
集
可
）

Word／一太郎上で漢
文をクリックするとエ
ディタが立ち上がり、
すぐに修正できる！

漢文エディタは「言語文化」指導書の付属データとして、「こ
とまな学校サポートサイト」からプログラムをダウンロード
してお使いいただけます（Windows版のみのご提供です）。

１人あたり1,650円（税込）
１ユーザー１ライセンス
　　　　　　　　［在学期間］
●アプリ版（オフライン利用可能）
　Windows 10/11　iPadOS最新版
●Webブラウザ版（オンラインのみ）
　Chrome、Edge、Safari(iPad)推奨

﹇
主
な
機
能
﹈　

・
教
科
書
紙
面
表
示

・
本
文
・
課
題
拡
大
表
示

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲
覧

・ 

書
き
込
み
（
ペ
ン
、
マ
ス
ク
、
マ
ー
カ
ー
、

　

ス
タ
ン
プ
、
付
箋
テ
キ
ス
ト
等
）

・ 

任
意
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
追
加

デジタル教科書を
体験！

※体験版のページに
リンクします。

よ
り
便
利
に
、よ
り
使
い
や
す
く
。「
漢
文
エ
デ
ィ
タ
」が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！

〝
一
人
一
台
端
末
〞時
代
の
授
業
を
支
え
る『
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
』

ご
要
望
の
多
か
っ
た
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
／
一
太
郎
へ
の

書
き
出
し
後
の
再
編
集
に
対
応
し
ま
し
た
！

●
教
科
書
紙
面
表
示

●
本
文
・
課
題
拡
大
表
示

編集後、ボタン一つで
Word／一太郎に書き
出し可能！
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精
読
・
多
読
・
繰
り
返
し
学
習
で
、
大
学
入
試
対
策
の
実
力
養
成
！

充
実
の
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
で
、
高
校
３
年
間
を
共
に
歩
む〝
１
日
１
講
〞シ
リ
ー
ズ

三省堂編修所 編
B5判
本冊64ページ
　＋別冊速読トレーニング48ページ
　＋解答解説136ページ
定価902円(税込)
付属品　指導用データCD-ROM

三省堂編修所 編
B5判
本冊64ページ
　＋別冊速読トレーニング48ページ
　＋解答解説136ページ
定価902円(税込)
付属品　指導用データCD-ROM 

●入試の定番から新進気鋭の著者まで、
高校生の読解学習にふさわしい現代文
評論を精選しました。
●速読トレーニングでは、会話や対談など、
多様な文章を取り上げています。
●漢字・語句などの練習問題に繰り返し
取り組めるスマホアプリ（ことまなＳ）
に対応しています。

●共通テストの傾向も踏まえた、文学・
古文・漢文計32題を収録。
　初見の素材文に慣れることで、読解学
習の基礎が身につきます。

●古文単語や文法・句法・文学史などの
練習問題に繰り返し取り組めるスマホ
アプリ（ことまなＳ）に対応しています。

本冊の問題を解く

アプリで繰り返し学習

速読トレーニングにチャレンジ

“１日１講” シリーズ展開 ［確認テスト］
アプリの[標準][発展]で学習した

漢字・語句から出題。

別冊解答解説を熟読 別冊解答解説を熟読

［発展問題］
本冊・速読トレーニング
の関連文章から出題。

[標準]の
フラッシュカードと対応

[標準]
フラッシュカード

本冊と別冊速読トレーニングに
出てくる漢字・語句を出題。

[発展]で、
漢字・語句をさらに出題。

[標準]
選択肢問題

目次

[標準]の
選択肢問題と対応

スマホアプリ
「ことまなS」

iOS

Android

2023年秋
予定

2022年秋
予定 2021 年秋

◉
評
論
を
読
み
、
現
代
を
学
ぶ
。

　
大
学
入
試
の
評
論
文
対
策
に
万
全
の
備
え
が
で
き
る

◉
文
学
を
た
く
さ
ん
読
ま
せ
た
い
！

　
入
試
に
向
け
、
文
学
・
古
典
読
解
の
基
礎
力
を
養
う

１
日
１
講 

現
代
文
評
論
１

１
日
１
講 

文
学・古
典

  指導用データの内容
　CD-ROM／「ことまな学校サポートサイト」からのダウンロード
●原文集
● 発展問題……本冊・速読トレーニングと同一著者や同一作品を使ったテスト問題を各30題用意。
　複数素材を利用した問題など、新傾向の問題も収録。
●確認テスト……アプリの内容と連動した5分間ミニテスト。
●要約学習シート(現代文評論①)／文法・句法シート(文学・古典)
●解答解説PDF

[発展]と対応
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Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

「国語教科書」 Q &  A

単位数のほかに、領域ごとの時間が決められているのですか？
学習指導要領では、科目ごとに単位数および扱う領域、各時数が決められています。
各時数は、下記の単位時間程度となっています。それぞれの教科書も、これらの規定に合
わせて単元や教材が構成されています。

領域ごとの時間の数え方は、どのように考えればよいですか？
話している時間・書いている時間の合計、ということではなく、単元や教材ごとの指導事
項に基づく領域の時間として計算できます。例えば、「話す・聞く」「書く」教材に取り組む
ために資料などを読む場合は「話す・聞く」「書く」領域の授業時数、教材を「読解する」た
めにメモなどを書いたり友達と話し合ったりする場合は「読む」領域の授業時数となります。

実用的な文章は扱っていますか？
学習指導要領では、「現代の国語」の「内容の取扱い」に、「読むこと」で扱う教材は、「現
代の社会生活に必要とされる論理的な文章及び実用的な文章とする」と規定されており、
それぞれの教科書でも「実用的な文章」を扱う教材を掲載しています。日常生活で見かけ
る様々な文章を意識し、主体的に読んでいく姿勢を育てるためのきっかけとなるような教
材を掲載しています。

文学的文章をもっと扱いたい場合はどうすればよいですか？ 
「現代の国語」の「話す・聞く」あるいは「書く」の教材として文学的文章を扱うことも
考えられますが、「読む」教材としては扱えません。三省堂では、広く使える付属教材集
として複数の小説・古典作品を指導書データとして用意しているほか、自学自習でも使え
る学参「１日１講」シリーズをご用意しており、幅広い指導・学習の在り方に対応できます。

大学共通テストが変わるのですか？
令和4年度の新１年生が受験する令和7年実施の試験から、新学習指導要領に基づく形で
行われます。具体や詳細は現在、大学入試センターで検討が進められていますが、令和３
年秋に示された予告および検討状況の報告では、国語については試験時間を90分とする
ことのほか、「多様な文章を提示し、より思考力・判断力・表現力等を発揮して解くこと
が求められる問題を重視した出題を一層工夫していく観点から、問題量を増やす方向で」
検討している、とされています。

科目名 標準単位数 話す・聞く 書く 読む

現代の国語 ２ 〇 20～30 〇 30～40 〇 10～20

言語文化 ２ 〇 5～10 〇 古典40～45
近代以降20

辞
書
を
そ
の
ま
ま
ア
プ
リ
化

　

紙
辞
書
の
紙
面
を
、
そ
の
ま
ま
ア
プ
リ
化
し
ま
し
た
。

　

紙
面
の
見
や
す
さ
・
引
き
や
す
さ
そ
の
ま
ま
に
ア
プ
リ
で

　

使
え
る
の
で
、
高
い
学
習
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

低
容
量
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
使
い
や
す
い

　

学
習
に
必
要
な
辞
書
コ
ン
テ
ン
ツ
に
精
選
し
、
低
容
量
の

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
ア
プ
リ
を
実
現
。
容
量
の
限
ら
れ
た
端
末
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
、

　

ネ
ッ
ト
環
境
に
依
存
せ
ず
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

卒
業
後
も
使
え
る

　

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
与
え
ら
れ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
自
分
だ
け
の
も
の
で
す
。

　

卒
業
後
に
端
末
が
変
わ
っ
て
も
、
同
じ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
で
利
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

  

授
業
と
自
学
を
そ
れ
ぞ
れ
サ
ポ
ー
ト
！

●
三
省
堂
教
科
書
の
指
導
書
に
は
、「
こ
と
ま
な
辞
書
」
を
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
・

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
そ
れ
ぞ
れ
五
台
ま
で
使
え
る
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
属
し
ま
す

（
国
語
・
英
語
で
付
属
書
名
が
異
な
り
ま
す
）。

参
考
用
と
し
て
も
、
提
示
用
と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

●
三
省
堂
教
科
書
の
「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
と
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を

共
通
化
で
き
ま
す
。
両
方
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
端
末
で
は
、

同
じ
ビ
ュ
ー
ア
で
教
科
書
と
辞
書
を
開
け
ま
す
。

面
倒
な
ア
プ
リ
の
切
り
換
え
が
不
要
で
、
学
習
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●商品ラインアップ

＊対応端末　Windows端末または iPad　対応OS：Windows10/11　iPadOS14以降

（価格はいずれも税込）

①ウィズダム英和辞典　第4版　　　 …2,320円
②ウィズダム和英辞典　第3版　　　 …2,320円
③エースクラウン英和辞典　第3版　 …1,960円
④新明解国語辞典　第八版　　　　　…3,300円
⑤全訳読解古語辞典　第五版　　　　…1,960円
⑥全訳漢辞海　第四版　　　　　　　…3,060円

ウィズダムセット　①・②　　　　　 …4,040円
国語科辞書セット　④・⑤・⑥　　　 …5,200円
5辞書セット　①・②・④・⑤・⑥　   …6,500円
4辞書セット　③・④・⑤・⑥　　　   …5,800円
全点セット ①・②・③・④・⑤・⑥　…7,300円

必要な分だけ、単品購入 まとめてお得、セット購入

●エースクラウン英和辞典 ●全訳読解古語辞典　 ●単語ストッカー

◉
学
び
が
広
が
る
！

　
〝
辞
書
の
三
省
堂
〞が
提
供
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
辞
書

こ
と
ま
な
辞
書




